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C H A P T E R O N E

1 はじめに

CHART (チャート)プログラムは、PowerLabをマルチチャンル・レ

コーダとして使用するためのアプリケーションソフトウェアです。

Apple社のマッキントッシュコンピュータ、及びMac OS対応のコン

ピュータで、ADInstrumentsのアプリケーションソフトを使えば、

様々なデータの記録や解析に応用できます。

この章ではChartのインストール方法、必要なハードウエア環境、本

解説書の利用法について述べていきます。
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Chartを使用する為の基本事項

スタートする前に

Chartプログラムをインストールして使うには、Apple社のマッキン

トッシュの環境について知っておく必要があります。マウスやキー

ボードの操作法、メニューからのコマンドの選択やファイルのコピー

の方法など判らない場合は、ご使用のコンピュータに付属しているマ

ニュアルを参考にして下さい。PowerLabのアプリケーションは簡単

な操作で使えるように設計されていますが、マッキントッシュを熟知

しておいた方が、より速やかに本アプリケーションを使いこなしてい

ただけます。マッキントッシュを使用したことがある方は、Chartが

通常のマッキントッシュ同じ様な操作であることがご理解いただけま

す。もし、Chartの以前のバージョンを使用したことがあるなら、こ

のバージョンは一部は改善されていますが、ほとんど共通であること

がお判かりになるはずです。

まずPowerLabオーナーズガイドを読み、PowerLabとコンピュータ

との正しい接続法とPowerLabの安全で効果的な使い方を理解して下

さい。

本書の使い方

急いで使い方を知りたい場合には、次の章の“Chartの概要”を読ん

でからChartゲッティングスタートを参照して下さい。Chartの主要

な機能、Chartのデモンストレーションファイルから複写してセッテ

ィングやコントロールの使い方が習得できます。この小冊子の情報

は、Chartのオンライン・ヘルプと重複しています 。データの記録を

取りながら、問題が生じたり予想外の結果が出たりした場合、また必

要とする機能について知りたい場合には、この小冊子を参考にして下

さい 

可能な限り、コンピュータを前にして本書を読んで見て下さい。　　

短期間で効率よくチャートの機能が理解できます。短期間で効率よく

チャートの機能が理解できます。コンピュータを作動させながら、本

書の内容を確認しながら進んで下さい。次の章では具体的な使い方に

入ります。まず、この章の終わりのシステアのコンフィギュレーショ

ンとインストール及び、個人用にChartを複写する方法を覚えて下さ

い。
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定義

コマンドメニュー、ショートカットなどの定義を、下記の図(表1-1)

で示しています。ショートカットはハイフンを印したものと、+を印

したものの２種類の表示がしてあります。

本書ではMacOs10.1の画面表示を使用しています。アップルプラチ

ナアピアランスでBlack & Whiteを使っています(コントロールパネ

ルのアピアランスでセットします)。他のシステムやテーマ、バリ

エーションでChartを使うとき、アピアランスは変わります。

アプリケーションノートについて

本書は参考用のガイドブックです。プログラムの使い方やプログラム

が持っている機能に関しては総て説明してありますが、チュートリア

ルや実際の応用例などには触れていません。ADInsrumentsではこう

いった実用的な参考書として、テーマ毎に特化した応用例が詳細に解

説されている大変役に立つ印刷物をアプリケーションノートとして用

意しています。チャート自体は一般向けの記録プログラムですが、特

殊な分野にも極めて効果的な記録解析できる幅広い機能を持ったプロ

グラムです。また、授業用教材としてすぐに活用できる教育用実習マ

ニュアルもあります。

アプリケーションノートは、特定な使い方の例を挙げて解説した参考

書です。アプリケーションノートはADInstruments社のwebページ

からダウンロードできますし、日本語の解説書は別途CD ディスクに

もファイルされています。 

例 定義

File > New ファイルメニューから新規を選択

Edit > Preferences > Extensions… 編集メニューのプリファレンスサブメニュー
より エクステンションを選択

Channel Function pop-up > Input 
Amplifier…

チャンネルファンクションポップアップメニ
ューより入力アンプを選択

Command-S, or 
Command + S

コマンドキー、タイプキーを同時に選択

Option-Shift-click, or 
Option + Shift + click

オプションキー、シフトキー、マウスクリッ
クを同時に選択

表 1-1 
コマンドメニューやショー

トカットなどに対する記述

定義
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必要なコンピュータ

PowerLab用に使うコンピュータには2種類あります: ソフトウェアを

開き、印刷、既存データの解析に必要な基本的なスペックを満たすコ

ンピュータと、付加要求を満たすコンピュータ(USBを使うか、SCSI

インターフェースを使うかにも依ります)に大別できます。　　　　 

PowerLab 2/20、4/20、4/20TユニットはUSB接続だけです。

PowerLab /4SP、/4ST、/8SP、/16SPはUSBかSCSIで接続できま

す。Macintoshでは、インストールするソフトウェアが Chart 4 か

Chart 3かに依って必要なコンピュータが違います(Chart 3なら古い

タイプのMacintoshコンピュータでも使えます)。 

Chart 5に必要なコンピュータスペック

･ PowerPC以上のプロセッサー

･ RAM容量 128MB以上 

･ 空きハードディスク容量40 MB以上 

･ 800　ｘ600、256カラー表示以上をサポートするコンピュータ

　とディスプレイ

･ CD-ROMドライブ(ソフトウェアのインストール時に必要)

･ Mac OS 10.1以降　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
USB用の付加条件

･ USBインターフェース(必要ならUSBカードでも可))

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SCSI用の付加条件

･ SCSIを搭載(古いMacsなら搭載しています)又は対応するSCSI

　 カードとケーブル。 ADI社で供給しているものを推奨します。
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パワーラブシステム

パワーラブシステムはハードウェアとソフトウェアからな成り、作業

データの記録、表示、解析を実行する幅広い機能を有するシステムで

す。システムはパワーラブ・ハードウェアと専用のアプリケーション

ソフトウェアプログラム(Chart、及びScope)から構成され、パワー

ラブと接続するマッキントッシュコンピュータ上で作動します。この

パワーラブユニットは、その自体に強力な演算能力を持ち、データを

記録する間に必要とされる様々なタスクを実行します。パワーラブが

マッキントッシュにデータを転送するとデータの表示、検索、印刷、

収録、修正が自在に行なえます。

パワーラブとマックラブ

最初のMacLabはアップル社のMacintoshコンピュータ用として1986

年に開発され、ChartとScopeの二つの専用ソフトウェアと一緒に発

売されました。それ以来、ハードウェアとソフトウェアには数々の改

良が加えられ、コンピュータ技術の発達に伴いより洗練されたシステ

ムになりました。又、Windows 98オペレーティングシステムの出現

に合わせ1997年にChart for Windowsを発売しました。この度ハー

ドウェアのクロスプラットホーム化に伴い、MacLabの名称は

PowerLabに代わり統一されMac OSでもWindowsでも使用できるよ

うになりました。

様々な記録ユニットが取り揃えられています。標準20シリーズ

PowerLab(PowerLab4/20など、最大サンプリング速度

100,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒)や高速ＳP/STシリーズ(PowerLab/8spなど、最

大サンプリング速度200,000/秒)があります。 Chart v5.0 は20シ

リーズ、ＳP/STシリーズのPowerLabに対応していますが、ハード

ウェアにより少しの違い(フィルター機能など)があります。このユー

ザーズガイドに違いが述べてあります。また、Sシリーズの

PowerLabやMacLabにも対応しますが、古いPowerLab(400シリー

ズ)やMacLab(Eシリーズ)には対応していません。 

Chartの起動とライセンス

PowerLabをコンピュータと正しく接続されているのを確認して 

(PowerLabに付属しているオーナーズガイドに従って下さい)電源を

入れます。ファインダーのChart アイコンをダブルクリックします。
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初めてChartを起動すると、図1-1の様なダイアログボックスが表示

します。 自分の名前(3文字以上)と所属(3文字以上)、及び自分の

Chartのコピーに対して供与されているライセンスコードを入力しま

す。Click <OK>をクリックして起動するか、<終了>でChartを終了

します。

プログラムがPowerLabをセットアップするのに少し時間が係るかも

知れません。PowerLabが正しく接続されていなか電源が切れている

と、図1-2のダイアログボックスが表示します。PowerLabが接続さ

れ電源も入っていてもこのダイアログボックスが表示する場合は、

オーナーズガイドの「トラブルの解決」の項をお読み下さい。ハード

ウェアの始動時のトラブルに関しては、このガイドのAppendix Bに

もインフォメーションが載っています。 

このダイアログボックスが表示することは、<スキャン>ボタンをク

リックした時にChart が接続してるPowerLabを認知できていない事

なので、<終了>ボタンをクリックしてダイアログボックス(Chartも)

を閉じて下さい。SCSIで接続した場合は必ずPowerLabをオフにし

てからコンピュータの電源を切って下さい(USBではその必要はあり

ません)。. 

ここをクリックして
PowerLab始動ダイアログ
ボックスを呼び出します

図 1-1 
Chartライセンスの設定ダイ

アログボックス

図 1-2 
PowerLabが正しく接続され

ていないと、このダイアロ

グボックスが出ます.
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Chartを終了する

ファイルを開いた後Chartを終了する場合は、ファイルメニューか

ら<終了>を選択します。本書を学習中の方は、そのままファイルを

開いたままで次にお進みください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
データ収録の基本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ここではPowerLabシステムでデータを記録する一般的な方法につい

て説明します。

PowerLabシステムの目的はデータを収録し、保存して解析する事で

す。図1-3は収録の要約を示したものです。通常、元の入力信号はア

ナログ電圧として、その振幅は時間に対して連続的に変化する信号で

す。この電圧信号をハードウェアでモニターし、シグナルコンディシ

ョニングと呼ばれる処理で振幅やフィルターによりその信号を適正な

形に変えます。シグナルコンディショニングには例えば、トランスジ

ューサを使う場合に問題となるオフセット電圧をキャンセルさせるゼ

ロ調整などが含まれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シグナルコンディショニングの後で、アナログ電圧は一定の間隔でサ

ンプリングされます。この信号をアナログからデジタルに変換して接

続したコンピュータに転送します。データはソフトウェアにより直接

ディスプレイします。データの表示はサンプリングしたデジタルデー

タポイントをプロットし、ドット間を線分で描画してディスプレイし

ます。デジタル化したデータは保存すればいつでも再生できます。ま

たソフトウェアによりデータは様々な方法で取り出したり解析ができ

ます。 

アナログ電気信号メカニカル信号

トランスジューサ

デジタル信号

PowerLabハードウェア コンピュータ

増幅 フィルター処理 サンプリング ディスプレイ入力

ﾉ101101ﾉ

図 1-3 
PowerLabシステムを使った

データ記録の模式図.
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データを収録するためのパラメータは大部分ソフトウェアによりユー

ザ側で設定できます。満足すべきデータを記録するには、そのデータ

に最適なパラメータの条件で記録する必要があります。サンプリング

速度や測定レンジ、フィルター設定は一覧できますが、当てずっぽに

設定すべきではありません。何を、どんな理由で、どのような相関で

記録するのかをハッキリさせた上で、最適な記録条件を見つけて設定

して下さい。

サンプリング速度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サンプリングは一定の時間間隔で採った一連の分散値を、元の連続ア

ナログ信号に置き換えます。どのサンプリング速度が良いかは、測定

する信号により様々です。サンプリング速度が遅すぎると情報がロス

して取り返しが利かず、元の信号を正しく再現できません。速すぎる

と情報はロスしませんが、データが多すぎて処理時間が係り不必要に

ディスクファイルを大きくするだけです。 

周期波形を遅いサンプリング速度で記録するとaliasing効果で不正確

で紛らわしいディスプレイになります。丁度古いフィルムに映った馬

車の車輪が止まったり、逆回転して映る様に正確に記録できません。

これを防ぐには入力波形で予想される周波数の少なくとも２倍のサン

プリング速度に設定します。このサンプリング速度はナイキスト

(Nyquist)周波数として知られており、アナログ信号を正確に記録す

るのに必要とされる最低限のサンプリング速度です。即ち、入力信号

の最大周波数成分が100Hzならサンプリング速度は200Hz以上ないと

正確に記録できません。情報をロス無く安全を期すなら、最大周波数

成分の5倍から20倍のサンプリング速度にすべきです。

20 /s

200 /s

図 1-4 
サンプリング速度の違いによる

ラットの血圧の波形。上はサン

プリング速度が遅すぎる例.
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大抵の場合、この最大周波数は予知できます。トランスジューサを使

う場合はその周波数特性が判っていますので参考にします。また、メ

カニカルなフォースを計るブリッジトランスジューサは高周波成分は

出ません。記録する信号の周波数（バンド幅）が不明な場合の有効な

目安として、トランジェントピーク値やそのシグナル波形の反復から

判る値の5から20倍高く設定します。

シグナルの高周波成分はシグナルのサンプリングと、シグナルのスペ

クトラム(スペクトラムウィンドウで使った)で見ている最大速度で公

式には決まります。スペクトラムでは振幅の2%程度の高周波成分は

記録の精度には殆ど影響しません。

フィルター処理

アナログ波形は様々な周波数域と振幅域を有する真のサイン波形の数

の総数として、数学的に表すことが出来ます。低周波数域は緩やかに

変化する波形成分であり、高周波域は速い変化を示す成分です。フィ

ルターはシグナルから指定した周波数域成分を除く働きをします。例

えば、低域通過フィルターは低周波数域を通し、高周波域をカットし

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低

域通過フィルターは一般にノイズを減らしシグナルをスムージング化

します。高域通過フィルターはシグナルの遅速成分を除き遅い揺らぎ

を消去します。フィルターは不完全なものです。200Hzの低域通過フ

ィルターを例に取ると、150Hzまでの周波数成分はそのままで、

200Hzシグナルは元の振幅の0.7に減衰し(これをカットオフ周波数と

言います)、周波数が高くなるほど減衰は酷くなります。100Hzまで

の有効な周波数成分が必要なら、400Hzのサンプリング速度で200Hz

の低域通過フィルターで高周波成分を処理します。

実波形(3.5 Hz), at 40/s Aliasedシグナルl (0.5 Hz), at 4/s

4/sでの
ｻﾝﾌﾟﾙポ
イント

図 1-5 
Aliasing:4ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で3.5Hzの

信号をサンプリングすると不適

切な波形、0.5Hzのシグナルが

表示します。
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フィルター処理でシグナルのある帯域を変更できますので、有効に使

えばノイズやベースラインのドリフト、aliasing効果が除去できま

す。フィルターの設定がシグナルのバンド幅より大きくなっている

と、シグナル成分が無くなってしまいます。例えば5Hz以下の成分を

持つ波形を採りたい場合に20Hzの高域通過フィルター(high pass)を

使えば(0から20Hzのシグナルがフィルター処理され)有効な情報がシ

グナルから喪失してしまいます。

デジタル化

電圧電位のようなアナログデータをコンピュータで扱うにはデジタル

に変換しますが、この場合一定のデジタル数値に整合させる必要があ

ります(例えば、デジタル温度計は近似値を測定温度としています)。

アナログの値はこの間で切り上げ、又は切り下げられてデジタル数値

化されます。通常この近似値(デジタル値)はその最小桁数に比べて十

生のシグナル

フィルター処理
したシグナル

高域通過フィ
ルター処理

低域通過処理

フィルター
未処理

ノイズが消去

フィルターの
掛け過ぎ

図 1-6 
周波数が混在するシグナルのフ

ィルター処理の効果：高域通過

フィルターは低周波数成分を除

き、低域通過フィルターは高周

波数成分を除きます

図 1-7 
低域通過フィルターの違いによ

る心電図に与える影響:フィル

ター処理でノイズはとれます

が、掛けすぎると高周波スパイ

クが必要以上に減衰します。
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分大きいので、問題にはなりません。A/D変換器でアナログ信号を２

進法に変換しデジタル化します。12ﾋﾞｯﾄのADCでは212又は、4096分

割の振幅値分解能を持っています。大抵の生物学的な信号を扱うには

これで十分です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大部分のPowerLab記録ユニットは16ﾋﾞｯﾄADCを使っています。

Chart4 とChart5 では16ﾋﾞｯﾄ、65,536うち64,000分割の入力振幅値

分解能を持っています。即ち、入力レンジを10Vにすると-10Vか

ら+10Vを約64,000に等分割し、最小変化電圧値は0.3125mVの判別

範囲ということになります。レンジを10mVにすると最小判別値は

50.3125μVとなります。ADCの分解能はハードウェアが関係します

のでユーザ側では変更できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レンジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レンジはゲインや振幅の総数に逆比例しますが、直接測定される値に

反映しますのでゲインに比べ有効なパラメータです。PowerLabでは

測定レンジは各チャンネル毎に設定できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

設定レンジを超える電圧信号は入力できません。この限度を超えた信

号はout of range(範囲外)となり振幅値は記録されません。超える恐

れのある場合にはレンジの設定を大きくします。

　　　　　　　　　　　　　

最良の分解能にするには、超えない範囲で、記録したいシグナルの最

大振幅に近いレンジを選んで下さい。この場合、デジタル化による最

小有効桁数は測定値に比べて十分小さくなります。シグナルは増幅さ

れた後でデジタル化されます。シグナルが設定レンジに対して小さ過

ぎると分解能は下がります。極端な場合、記録した波形はスムーズな

波形とはならずに階段状になります。最大の分解能で±480mVのシ

グナルを測定したいなら、(デフォルトの10Vでも十分ですが)レンジ

を500mVにします。500mVを超えるシグナルを入力する恐れがある

なら、レンジを1Vか2Vにしておけば安全です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

画面上で波形のディスプレイを変更しても(ズームウィンドウで拡大

したり、振幅軸を拡張したりして)、表示だけでは分解能は変わりま

せん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



12 Chart User’s Guide

ノイズ

ノイズを「不必要なシグナル」と規定します。設定レンジを低くして

極めて小さなシグナルを記録する際には、これが問題となります。　

温度ドリフトなどのランダムノイズはPowerLabを含め全ての電気回

路に内在するもので、フィルター処理で最小限に押さえられます。フ

ィルター設定で低域通過フィルター(Low Pass)を選べば、必要なシ

グナルを不当に改竄させずに、大抵のバックグランドノイズが除去で

きます。 

信号ではグランドループによるノイズを避けるため、差動入力が向い

ています(グランドループ電源アースに複数の記録測定器が接続され

ている場合に起こる現象です)。PowerLabのシングルエンド入力は

準差動でグランドループノイズの電圧変動を中和します。

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もう一つの重要なノイズは浮遊電磁場や誘電電位で、これには電源

コードからの干渉(50、60Hzの電源ノイズ)、切替装置やコンピュー

タ、蛍光灯、トランス、ネットワークケーブル、VDUなどからの干

渉が該当します。この電気干渉は記録シグナルには深刻な作用をもた

らします。測定器の構成や装置、ケーブルへのシールドなどに注意す

れば、この干渉を最小限に押さえられます。特にデリケートな測定に

はシールドルームなどが必要になるかもしれません。

ディスプレイの限界

数多くの測定値を解釈することは、特にそれらが生物学的なものであ

る場合は経験的な確証が基本となります。無数の測定値が何年にもわ

たり採集され、正常値や例外的な値のプロファイルも蓄積されていま

す。波形の形を予想するのは過去の経験を基にしていますので、新し

いやり方で採集した波形を解釈することは、当初は困難が伴うかもし

れません。 

例えば、心電図を使用するようになって75年程経ちましたが、一般的

に表示される波形は、mm表示で5mm間隔の記録紙を用い、チャー

トペーパの速度は25mm/秒で10mm幅で採ります。Chartは多彩な

図 1-8 
ノイズが載ったシグナル(右)と

元のシグナ(左).
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ディスプレイ機能を備えているの(図1-9)で、波形の形やサイズは自

由に変更できます。単位スケールは常に表示されているせいもあり、

操作は簡単ですが、通常のECGと同じ形の縦横比を期待した場合、

波形は予想外の形状になることがあります。 

モニターの表示画面は通常約72ドット/インチですから、表示画面が

小さい場合、分解能は良くありません。信号は荒く、判別しにくいか

もしれません。記録したデータの分解能は実際に表示される分解能と

は無関係です。チャンネルのディスプレイ幅がとても狭くて、画面上

では判別がつかない場合でも、サンプリングデータは全く影響される

ことなく忠実に記録されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　

高分解印刷では精密にそれらの波形は印刷されます(より正確には高

分解印刷でも従来の心電図のペン出力ほど精密とは言えません)。　

Chartのスムージングエキステンションを使えば、より見慣れた形状

の波形に修正できます。

波形を検分する場合はディスプレイ設定を詳細にチェックすることが

大切です。表示されているものが実際に設定した内容に従っているか

どうかを確認してください。途中で設定内容を変更している場合は特

に注意してください。波形は垂直に伸ばしたり、水平に圧縮したり、

また演算機能が導入された場合には、変形して表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参考

図 1-9 
ディスプレイ設定の違いによる

ECGの表示例:どの図も同じ波

形です
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この章ではデータ収録の幾つかの基本を説明してきました。測定テク

ニックや解析の詳しい情報は、測定目的に合った参考書を読んで参照

下さい。当社発行のApplication Noteも参考になると思います。

J. Dempster, Computer Analysis of Electrophysiological Signals 
(Academic Press, London, 1993). 
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C H A P T E R T W O

2 Chartの紹介

ChartはPowerLab専用アプリケーションプログラムの１つで、多目

的なデータ記録、解析環境を提供します。

この章ではChartの概要、Chartウィンドウとドキュメントウィンド

ウの詳細、Chartでデータを記録するための基本的な操作について説

明していきます。 
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Chartとは

ChartはPowerLabハードウエア並びにコンピュータと併用すること

で、高性能なマルチチャンネルチャートレコーダとして機能します。

従来のメカニカルなチャートレコーダ以上の性能を提供します。ご購

入のハードウエアの機種によりチャンネル数は異なりますが、最高16

チャンネルでのデータ記録が様々な速度で実行できます。Chartはペ

ンレコーダの既存の限界をはるかに超えた、パワフルで使い易い、幅

広い機能を提供するデータ記録、解析用のソフトウェアです。

コントロールとディスプレイ

コントロールの方法は簡単です。Chartウィンドウとドキュメントウ

ィンドウのサイズは自由自在に変更できます。データディスプレイは

水平方向への拡大、縮小が可能で、ウィンドウは２つに分割でき、各

チャンネルの縦幅は分割バーをドラッグするだけで最適な大きさに簡

単に変更できます。各チャンネルは不必要な時にはオフにしておけま

す。チャンネルの振幅軸をドラッグして拡張したり、ダイアログボッ

クスで最適なデータディスプレイ設定に変更できます。 チャンネル

ごとに任意のタイトルを入力したり、異なる測定単位を指定したりす

ることもできます。

レンジやフィルターオプションも各チャンネルで個別に設定できま

す。ディスプレイのカラー、パターン、グリッドも変更が自在です。

ツールバーを使って頻繁に行う操作をマウスのクリック操作だけで実

行できます。 

記録

記録後のデータを表示するだけでなく、記録中のデータをウィンドウ

上(分割したウィンドウでも)に表示します。記録中にも記録速度とレ

ンジの変更ができます。随時、記録を開始、停止して多くの個別デー

タの集まりを１つのChartファイルにまとめることができます。特定

のイベントへのコメントの挿入も記録中、記録後にかかわらず全チャ

ンネル、又は任意のチャンネルに実行できます。
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保存、印刷、編集

Chartの記録データは編集、印刷ができ、後のレビューのためにディ

スクに保存することもできます。作業を迅速、簡単に反復するために

Chartファイルの設定を保存しておくことができますので、再設定の

手間が省けます。ファイル全体、またはセレクションのみの保存も可

能です。これにより必要な部分の記録のみを取り出して編集すること

が容易になります。また既に開いているファイルの最後に、複数のフ

ァイルを付け足すこともできるので、記録を要約して1ファイル内に

作成したりする場合などに活用できます。データはテキストファイル

としてスプレッドシートや統計プログラムなど別のアプリケーション

に転送できます。 

解析

記録が終了したら、記録データをスクロールして直接データポイント

が読み取れます。データはすべてデジタルで、直接読み取りができま

すので、測定エラーが発生する心配はありません。マーカを使って、

選択したポイントから読み取りができます。記録したデータを演算、

保存できるデータパッドが備わっていますので、印刷したり、他のア

プリケーションにデータを転送したりするのに利用できます。X-Yウ

ィンドウでは任意のチャンネルのデータを別のチャンネルのデータに

プロットできます。データの一部を詳細に調べるためのズームウィン

ドウ機能がChartには備わっています。複数のチャンネルを重ね合わ

せ(オーバーレイ)て直接比較することもできます。記録中、記録後に

コメントが追加でき、これらのコメントはコメントウィンドウにリス

トアップ表示され、このリストから直接すべてのコメントが呼び出せ

ます。エクスクルージョン(除外)はポイントやエリアをマークして

データの検索などから除外する機能です。ファイル内のエクスクルー

ジョンと、コメントはコメント & エクスクルージョンウィンドウに

一覧が出ますので、必要とする記録部分に直接追加できます。

向上した機能

トリガー機能は内部または外部機器を使って、Chartが記録を開始、

停止するタイミングをコントロールするものです。スティミュレータ

は外部刺激の設定をするもので、スティミュレータパネルコントロー

ルを使って、記録時に必要な刺激のオン、オフ切り替えをしたり、調

節します。各種の演算入力機能は、リアルタイムで読み取ったデータ

に適用できます。イベント回数、信号の周期、サイクリックとエンベ

ロップパラメータ、微分や様々な積分機能が利用できます。演算され
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たデータは生データの代わりに、または生データと共に別のチャンネ

ルにディスプレイできます。

カスタマイズと自動化

Chartをそれぞれの使用目的に合わせて、カスタマイス化することが

できます。コントロール、メニュー、それらのコマンド(キーボード

コマンド)をロックしたり、隠したり、変更したりできるので、Chart

全体を学生の実習用に簡略化して使用するのに利用できます。Chart

ファイル、及びドキュメンテーションやマルチメディアファイルの様

なそれに付付帯するファイルは、イージーアクセス用に 'エクスペリ

メントギャラリー' に追加できます。マクロ命令を作成して複雑なタ

スクをスピードアップ、自動化することも可能で、これらのマクロは

各ファイルのどのメニューにも保存できます。カスタマイズメニュー

とマクロは文字入力指定となります。　　　　

タイムドイベントダイアログボックスを使って、実行したいアクショ

ンと回数のリストが作成できます。必要に応じてデジタルラインを設

定し(Configure デジタル出力ダイアログボックスを使って)記録時に

出力状態を管理します。この機能は外部装置のオン、オフコントロー

ル、ポンプのコントロール、リレー、指示ライト等の管理に最適で

す。また、PowerLab上でデジタル入力の状態に対応するコメントの

リストを設定し、デジタル入力状態の変動に合わせて、Chartで自動

的に該当するコメントが挿入でます。

Chartファイルを開く

この説明書を読みながらChartをオープンして見て下さい。このテキ

ストで述べたコマンド、コントロール、セッティング機能が確かめら

れます。まず、PowerLabが使用するマッキントッシュに正しく接続

されているのかを確認してから、電源を入れます。PowerLabを接続

しなくてもChartは起動します。  

例えば、自宅のマッキントッシュ・パワーブックにコピーを採る場

合。この場合、ファイルをオープンすると、ダイアログボックスから

Analysisオプションが選択できます。これはPowerLabハードウェア

に無関係にChartが使えるオプションです。この場合には、使用でき

ないコントロールはダイム表示(無効)になります。

Chartファイルを開くには、ファインダーのChartアイコンの一つを

クリックしFileメニューから<Open>を指定するか、そのアイコンを

単にダ ブルクリックします(図2-1参照)。ChartがPowerLabをセッ
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トアップするの に暫くかかります。図2-1の上のアイコンはChartの

アプリケーションを示 し、これをダブルクリックすると新しい未名

称ファイルがオープンします。真ん中のアイコンはセッティングファ

イルで、未名称ファイルを開いて前に指定した方法でそのファイルを

セットアップします。下のアイコンは記録したデータのファイルを示

します。各アイコンでChartは起動し、Chartウインドウが出ます。

デフォルトでChartが起動すると未名称ファイルが開いて画面に映り

ます。画面サイズは変更可能です。ファイルやセットアップした

Experiments Galleryを伴わずにChartをスタートすると、

Experiments Galleryダイアログボックスが表示し '今はこのダイア

ログボックスを無視して閉じて下さい。' と指摘します：これについ

ては5章で説明します。

Chartアプリケーションを一旦オープンしておけば、<開く...>で別の

ファイルを開いたり、ファイルメニューから<新規>を選択すれば新

しいファイルを作成します。ファイルを開くディレクトリーダイアロ

グボックスが出て、Chartファイルだけがスクロールリストに表示し

ます。これで必要なファイルが簡単に取り出せます。Chartでは一度

に一つのファイルしかオープンできません。

ダイアログボックスの上部の、Showポップアップメニューで表示す

るファイルの形式を選択します。総ての Chartドキュメントがデータ

とセッティングファイルを表示しますので、 個々に表示する形式を

選択して下さい。Chart Dataを選ぶと、Chartのデータファイルを表

示します。それ以外形式も Chartエクステンションで追加できます。

ファイル形式
を選ぶ

フォルダーや
ディスクの所
在を示す

選択した
ファイル
を開く

開いているフ
ァイルの古い
マクロを消去
する

ファイル
を選ぶ

図 2-2 
ファイルを開くディレクト

リーダイアログボックス

注：
コマンドキーを押しながら
Chartを立ち上げると現行の
開始設定やデフォルト設定
が呼び込めます。アラート
ボックスが出たらキーを放
しOKボタンをクリックしま
す。

図 2-1 
Chartディスクトップアイコ

ンをダブルクリックで開

▼ 参照
The Experiments Gallery,  
p. 102



20 Chart User’s Guide

Chartデータとセッティングで構成されています。データは波形を示

しています。セッティングは二つのソートから成っております。一つ

は記録に影響するもので、サンプリング速度やチャンネルの入力レン

ジ、トリガーの設定、スティムレーション機能です。もう一つはデー

タの表示に関するソートで、ウインドウのサイズやチャンネルエリ

ア、ディスプレイのセッティング、メニューのコンフィギュレーショ

ンです(マクロ命令もセッティングとして収録します)。データファイ

ルは保存する時セッティングと共に開かれます。 Chartでは一度に一

つのファイルしかオープンできません。現行ファイルに変更をセーブ

していない場合は、アラートボックスで新しいファイルをオープンす

る前にセーブするかどうかを確認します。どちらかを選択するか、無

視するか、叉はキャンセルするかを選びます。新しいファイルを作成

するとき、閉じたファイルからセッティングファイルを継続して使え

ます。

他のChartファイルが開いていない状態で、セッティングファイルを

開き、セッティングをして新規未名称ファイルを作成します。既存の

Chartファイルが開いていると、アラートボックスが新規未名称デー

タファイルを作成するか、現行のChartファイルにセッティングをす

るかを尋ねてきます。ファイルをセッティングすると、存在ファイル

の表示や連続サンプリングの記録セッティングにも変化を与えます。

存在データのサンプリング速度、レンジ、ユニットなどの記録セッテ

ィングには影響しませんし変化しません。

ChartのWindows版ファイルを開く 

Macintosh版Chartは Chart v3.4 以降のWindows版で書かれたファ

イルが読み込めます。Windows版のChartデータファイルを見るに

は、ShowポップアップメニューでChart (Win) データを選びます。

何かを選び、<開く>ボタンをクリックすると、Windowsデータを含

む新規未名称ファイルが開きます。 データとチャンネルのタイトル

が読み込めます。レンジ、演算入力、単位変換の設定は読み込めませ

んので、新しいデータに必要なら再設定して下さい。チャンネル演算

も無視されます(読み込めるのは記録したデータだけです)。 データの

追尾カラーやチャンネルの表示幅など大部分のディスプレイ設定は読

み込めません。データパッドとマクロも同様に無視されます。
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Chartファイルを閉じるか終了する

Chartデータファイルウィンドウを閉じるには、ファイルメニューか

ら<閉じる>を選択します。これでそのファイルに付帯する総てのド

キュメントウィンドウが閉じます。また、ドキュメントウィンドウを

個々に閉じることもできます：この場合は総ての付帯するドキュメン

トを閉じないとChartファイルは閉じません。 Chartファイルを閉じ

ると、エクスペリメントギャラリーダイアログボックス(5章参照)が

出ます(セットアップされておれば)。 

Chartウィンドウ

データの記録に関する基本コントロールはすべて、Chartアプリケー

ションウィンドウ(図2-3)に提供されています。これらのコントロー

ルについては以下に説明します。また必要に応じてさらに詳しい説明

を随時加えていきます。Chartアプリケーションウィンドウにはすべ

てのドキュメントウィンドウが含まれています。 

ウィンドウの最上部にはメニューバーがあり、Chartの動作や表示を

設定、変更したりするためのChartメニューを表示します(『アペンデ

ィクスA』を 参照)。ツールバーは標準タスク(新規Chartファイルを

開いたり、保存したりなどのタスク)の短縮操作をボタン表示で提供

します。ツールバーはデフォルトでメニューバーとChartタイトル

バーの中間に表示します。ウィンドウの最下部にはステータスバーと

コメント覧があります。 また場合によりChartのステータスを示すこ

ともあります。データのロード中、設定中、保存中、サンプリング

中、マクロを記録中などです。メモリーインジケータとプログレス

バーはハードディスクの空メモリー容量とファイルに使用されている

メモリー量を示します。 

ナビゲーティング

スクロールバーを使えば、Chartファイルを画面に移動できます。左

右の矢印をクリックするか、スクロールバー内のボックスをドラッグ

して左右に円滑に移動できます。スクロールバー内のいずれかのボッ

クスのグレーゾーンをクリックすると左右の画面がジャンプします。

また、キーボードの左右矢印キーを使っても同様に左右に移動できま

す。左右の矢印キーを押しながら<Option>キーを押すと、左右に画

面をジャンプできます。左右の矢印キーを押しながら、コマンドキー

を押すとファイルの頭か末尾に移動します。

▼ 参照
The Experiments Gallery,  
p. 102
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ポインターがデータディスプレイエリアに在る時に、<オプション>
キーを押すと手動でデータがスクロールできます：この時ポインター

はハンドマークに代わり、データが前後に移動できます。ハンドマー

クを動かしてデータをプッシュし、それを動かしながらマウスボタン

を放すと、動かした速度でそのファイルは自動的にスクロールし、チ

ャートウインドウ内の任意の場所でクリックすると、そこで停止しま

す。

ブロックボタンの数をクリックして、直接ブロックを表示します。ポ

ップアップメニューボタンで指定したブロックに行きます。  

サンプリング速度のレー
トポップアップメニュー

スケール
ポップメ
ニュー

<データディスプレイエリア>

振幅軸

チャンネル
セパレータ

スプリッ
トバー

スクロー
ルバー

マーカ

データデ
ィスプレ
イバー

ビュー
ボタン

残余メ
モリー

チャンネルレ

ンジボタン— 

チャンネルフ
ァンクション

開始/停
止ボタン

 記録/モニターボタン

< Time axis >

レンジ/振幅
ディスプレイ

レンジ/タイ
ムディスプレ
イ

表示カラーポ
ップアップメ
ニューr

ブロックボタン

スケール
ボタン

チャンネルス
テータスポッ
プアップリス
ト

日時ボタン

ここをクリックし
てサンプリング中
にスクロール

図 2-3 
Chartウインドウ
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ビューボタン

ビューボタンは、Chartウインドウでファイルの時間軸サイズの圧

縮、拡大に用います(割合は、1、2、5、10、20･････2000：1です)。

一度にファイル全体を画面に出したい場合は左(遠い山形)をクリック

するとデータが圧縮します。

再度ファイルを拡大するには、右を(近い山形)をクリックします。尺

度を示すボタンは、1:1から20:1まで変化します。そのボタンを押す

と、ポップアップメニューで直接水平軸が圧縮できます。水平に圧縮

したファイルやファイルの一部を指定して印刷すると、その尺度で印

刷します。

Chartのスケール軸

水平軸は時間軸で、Chartウインドウの下に沿ってスクロールバーの

上にあり、サンプリングの開始からの時間を記録したり、経過した時

間などのタイムディスプレイモード(ディスプレイセッティングダイ

アログボックスを使って設定します)に則って表示します。                                      

 ウインドウの左には垂直な振幅軸があり、記録した波形の振幅を示

します。何等かのデータが実際に記録されるまでは、軸エリアは空白

のままです。各チャンネルの尺度は、最初にウインドウの右端にある

レンジコントロールをセットして決めますが、ポインターを使っても

軸が伸縮できます。また、ディスプレイオプションがScaleポップア

ップメニューから選択できます。単位はデ フォルト設定でmV表示で

すが、単位変換機能を使えば変更できます。.

スケールボタン

各チャンネルの縦軸の左端にスケールボタンが付いています。縦軸

は<+>のボタンをクリックすると拡大、<―>ボタンで縮小します。

縮尺は1度に現行表示のそれぞれ倍、又は半分に変わります。

チャンネルの設定

チャンネルの設定はウインドウの右端のデータディスプレイエリアの

右にあります。

1番上のレンジポップアップメニューでサンプリング速度(スクロール

の速さと1div.当たりのサンプル数)を指定します。サンプリング速度

は全チャンネル同じです。(ウインドウの右上の下向き矢印をクリッ

▼ Refer
Units Conversion,  p. 50
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クして時間表示モードダイアログボックスを引き出し、時間軸の単位

とフォーム及びタイム表示を指定します)。

二つのチャンネルコントロールが各チャンネル用にあります。左の下

向き矢印を押すと、レンジポップアップメニューでレンジの選択がで

きます。チャンネルタイトルを押すと、チャンネルファンクションポ

ップアップメニューでオプションが指定できます。カラーボックスを

クリックすると表示カラーポップアップメニューが出ますので、波形

を描画するカラーが設定できます。チャンネルのレンジポップアップ

ボタンは、チャンネルがオフの時はダイム表示(無効)になっていま

す。 

サンプリングパラメータの表示

ポインターがチャンネルコントロール、又は振幅軸エリアにある時

は<レート/タイム>表示には現在設定してあるサンプリング速度が表

示します。ポインターがデータディスプレイエリアか時間軸上にある

ときは、そのデータポイントの時間を示します。チャンネルが異なっ

た速度で記録されているときは、レート/タイム表示は最大値を示し

ます。 レンジ/振幅表示は各チャンネルの現在のレンジを示します。

ポインターがデータディスプレエリアか時間軸上にある場合は波形上

のポインターポイントの振幅値とその時間を表示します。 

チャンネルステータスインディケータが各チャンネルのチャンネルコ

ントロール欄の右に菱形記号で示されています。そのチャンネルが

ONの時は菱形アイコンは黒塗り表示となります。菱形に=が付いてい

るチャンネルにはチャンネル演算(Channel calculation)が導入されて

います。ポップアップインディケータを押すとそのチャンネルのサン

プリング速度、入力レンジ、記録する内容(生データか、どのチャン

ネルからの演算機能など)、アクティブチャンネルの演算を示すリス

トが表示します。 

データディスプレイエリア

記録したデータはChartウインドウのディスプレイエリアに表示しま

す。この表示エリアは、チャンネルコントロールエリアと左側のチャ

ンネル振幅軸に囲まれた部分です。各チャンネルのデータは左のチャ

ンネルタイトルと水平軸とで上下が囲われています。このチャンネル

の分画部を上下にドラッグして、チャンネルディスプレイエリアの幅

サイズが変更できます(ダブルクリックして元の位置に戻します)。　

境界線は取り除くことも隣のチャンネルを被せることもできます。

レンジ
ポップ
アップ
メニ
ュー

カラー
ポップ
アップ
メニ
ュー

チャン
ネル機
能ポッ
プアッ
プメニ
ュー



Chapter 2 — Chartの紹介 25

スプリットバー

データディスプレイエリアの左端の垂直のスプリットバーを右の方へ

ドラッグすると、データディスプレイエリアが二つに分割できます。

各部分にはそれ自身のスクロールバーを持っており、記録したデータ

のセクションの違いを比較したり、収録する新しいデータと記録した

データとの比較できます。

利用できるメモリー容量を示すインディケータが二種類付いていま

す。Chartウインドウの左下の小さいボックスに現在の残余メモリー

容量(RAMまたは、ディスク)を、ギガバイトかメガバイトかキロバイ

トで表示します。メモリー容量が少なくなった時は(30K以下)、ボッ

クスがハイライト表示します。 

マーカ

マーカはChartウインドウの左下とメモリーインディケータの上にあ

ります。マーカを定位置からデータディスプレイエリアにドラッグ

し、波形上の特定なポイントをゼロ点としてマーカを置き、そこから

の相対的なデータが読み取れます。ダブルクリックかボックスをクリ

ックして元の位置に戻します。 サンプリング中マーカーは一時的に

消え、ボックスに動作中コンピューターの処理能力がどのくらい消費

されたかを表示します。 

スタートボタン

記録を開始するには、Chartウインドウの右下のスタートボタンをク

リックします。ボタンはストップ表示に換わります。ストップをクリ

ックすれば記録が停止します。PowerLabコンピュータの能力一杯の

時は、スタート時や停止時にボタンが<待機...>の薄表示になるかも知

れません。(あせってボタンを何度もクリックしないようにしてくだ

さい。サンプリングが完全にスタートあるいは停止するまで待ってか

ら、１回だけクリックして下さい)。 

記録/モニターボタン

Chartウインドウの右下Startボタンの左にあるRecord/Monitorボタ

ンはデータを記録するか(デフォルト設定)、単に表示するだけかをコ

ントロールするためのものです。表示だけの場合(入力する信号の波

形の検分に使用します)はクロス(十字印)がコントロール上にでます。

このボタンをクリックすると記録とモニタに切り替わります。 

Split bar
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スクロール/リビューボタン

Chartウィンドウの右下、<ビュー>ボタンの左側にある<スクロー

ル/ リビュー>ボタンは、記録に合わせてデータを自動的にスクロー

ルするのか、記録したデータをスクロールバーを使ってスクロールす

るのかを設定するコントローラです。 ボタンを押すとリビューオプ

ションが作動します。 

日時

日時ボタン(Chartウィンドウの右上の時計マーク)をクリックする

と、時間モードと選択した記録データの日時を表示するかどうかを

Time Formatダイアルボックスから設定できます。 

ポインター

ポインターがChartウインドウ上を移動すると形状が変り、そのエリ

アでの機能を示します。例えば、文字入力エリアではIビームになり

ます。特定の条件下で機能しない場合はグレー表示になります。

ツールバー

ツールバーがChartの一般機能のショートカット用に設けられていま

す。デフォルトボタンを図2-4に示しました。プリファレンスに合わ

せたり、マクロを新しいボタンに追加したりします。拡張キーボード

を使ってファンクションキーを割り当てます。 ツールバーを使用し

たくなければ、シフトドラッグで移動させるか、隠すことができま

す。 

ツールバーの右のテキストボックスはポインターが示すボタンの機能

を示します。また、データ量、セッティング、保存、サンプリング、

マクロを使っての記録などChartの状態を示します。

図 2-4 
ツールバー.
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記録

記録を開始するには、Chartウインドウの右下の<Start>ボタンをク

リックします。ボタンはStop表示に換わり、記録を停止する時はそ

こをクリックします。PowerLabかコンピュータが何かの作業中でビ

ジーの場合は、スタート時や停止時にボタンが　<待機...>のダイム表

示を示します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Chartは通常のチャートレコーダを模擬表示しています。記録した

データは右から左ヘスクロールし、チャートペーパの動きを模倣しま

す。新たなデータは右から出て、古いデータは左へ移動します。

記録時は、Chartウインドウの下のコントロールは図2-5のように変

わります。時間軸エリアはグレー色に変わり、記録状態インディケー

タが出て、スクロールバーがコメントバーに置き換わり、ビューボタ

ンがスクロールボタンとリビュー(バックグランドの記録用)に換わり

ます。マーカ(Ｍ)は、サンプリング時に使用するCPUの大まかな処理

負荷率の表示に変わります。

記録中のディスプレイ

記録中は記録している信号の振幅(ウインドウを分割している場合は

右側の枠内の信号のもの)は、各チャンネル右のレンジ/振幅ディスプ

レイで表示されます。単位変換機能(ユニットコンバージョン)を使用

している場合は、データの値は電圧表示でなくて指定した単位で表示

されます。時間はチャンネルコントロールエリア上部のレート/タイ

ムディスプレイ内に表示されます。時間はそのブロックがスタートし

た時点からの経過値、あるいは絶対時間値で表示しますが、これは表

示設定の時間を表示で変更でき、時間表示は秒間隔などに更新できま

す。

記録ステータスインディケータCPUロードインディケータ

Cコメントチャ

ンネル(* 全て)

入力するコメン
トをここに追加

コメント番
号ボックス

図 2-5 
記録中の変更コントロール

図 2-6 
記録中の時間と信号の振幅

の表示.
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Chartはデフォルトかオプションで選択されていれば、RAMによって

ディスクに記録されます。サンプリングはディスクスペースかメモリ

が消費されたとき(0kBでは必要ない)自動的に止まります。Chart ウ

ィンドウの左下の小さなボックスは現在の残りの容量を示します。残

りのメモリーが非常に少なくなると、ボックスは強調表示します。

ブロックと設定

デフォルト設定では記録を一旦停止してからまた開始する場合など

に、これらのデータが連続して記録されたものでないことを示すため

に太い垂直線がこの２分画(１分画が１ブロックに該当)の間に表わ

れ、各ブロックを区切ります。チャンネルレンジを変更した場合(複

数のチャンネルを変更した場合でも)も、新しいスケールが各チャン

ネルの両ブロックに出て区別します。たとえ１つのチャンネルしか変

更されていない場合でも、ブロックは常に全チャンネルに適用されま

す。ブロック番号が時間軸上の各ブロックの頭に黒地に白抜き番号で

表示します。必要ならブロック番号や区分線、スケールは消すことも

可能です。 

記録を一旦停止しなくても、記録速度やチャンネルレンジ設定が変更

できます。Chartは設定が変更された時点で新しいブロックをスター

トさせ、太い垂直線あるいは新スケールが表示されます。設定を変更

している間はスクロール表示は瞬間的に止まり、変更作業が終わると

変更後の設定でスクロールが再開されます。 

ブロック番号ブロック区分線

データ表示バー ブロックボタン

▼ 参考
Display,  p. 84

図 2-7 
ユーザで規定したデータブ

ロックの例：左からブレー

クしたブロック、停止し再

開、右はチャンネルレンジ

変更後
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番号付けされたブロックボタンが記録したブロック毎に表示します。

ボタンの幅はそのブロックのサンプル数に比例します。ブロックボタ

ンを押せば直接そのブロックに移動します。ブロックボタンからメニ

ューを引き出し、そのブロックに移動するか選択します。何れの場合

にもブロックの頭の部分から表示し(ブロックの区分線がChartウィン

ドウの右端まで移動します)、そのブロックのポジションも示しま

す。タイトルバーの下に黒のデータディスプレイバーで表示している

データがブロックのどの位置に当たるかを表します。このバーは表示

しているデータのブロックに対応するボタンをまたいで延び、バーの

長さはブロックの記録時間に比例しています。

ウィンドウの上部に表示するブロック番号が多すぎる場合は両端に矢

印ボタンが出ますので、表示するブロックの方向の矢印をクリックし

て移動します。機能はブロックボタンと同じです。

クイックブロックインフォメーション

記録したブロックに関する情報が必要な時があります。これはデータ

パッドからも簡単に入手できますが、そのチャンネルのディスプレイ

エリア内を押せば即座にこの情報が得られます。指定されたブロック

には太い黒枠が付き、サンプリング速度、レンジ、チャンネル演算か

らの単位変換、ブロック番号、ブロックの記録開始時間の一覧(図2-

8)が表示します。(この情報は チャンネル設定ポップアップリストと

似ていますが、記録したデータでは無くて現存するデータが対象にな

っている点が違います。 

記録とモニタリング

<記録/モニター>ボタンはChartウインドウの右下、<Start>ボタンの

左側にあり、データをメモリー(デフォルト設定)に記録するのか、そ

スクロールボタン

図 2-8 
ブロック情報ポップアップ

リスト
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れとも単に入力信号の性格を把握するために画面に一時的にディスプ

レイするだけなのかを選定します。このボタンをクリックして記録す

るのか、またはモニタリングだけなのかを選択します。モニタリング

時はサンプリングされるデータディスプレイエリアはグレー色がかか

り、記録している時とは容易に区別できます。モニタリングを停止す

ると(サンプルデータ内は)グレー色が消えます。トリガー機能を使っ

ている場合は、このボタンは無効となるダイム表示に換わります。モ

ニタリング時はデータは記録しませんのでコメントは入れられませ
ん。従ってコメントバー内のボックス欄はダイム表示となり入力して
も対応しません。

<記録/モニター>ボタンをクリックすれば記録中でも随時メモリーへ

のデータの記録を停止したり、再開したりできます。この機能は実際

に記録する前に、収録する信号の状態を知っておく場合などに役立ち

ます。モニタリング中はデータは表示しますが記録はされませんし、

モニタリングを停止するとデータは消えて表示しません。 

記録中のステータスインジケータ

サンプリング中はステータスバーがChartの記録状態を表示します(図

2-10参照)。実際にデータを記録中かトリガー待ち状態、またはポス

トトリガーのディレイタイム待ちかを表示して知らせます。記録状態

がそのままテキストで表示されるため、瞬時に記録状態が認知できま

す。

'記録中' とは「データを記録中」の状態を意味します。Chartが記録

している時は、ステータスバーの右の波形の波アイコンが出ます。記

録されてい無い時は＜Not Recording＞が表われます。トリガー入力

を設定していて、＜Waiting for trigger＞が表示された場合は、

「PowerLabがデータサンプリング前のトリガーイベントを待ってい

る状態」を意味します。トリガーディレイを設定していて、トリガー

後に＜Post-trigger delay＞が表示された場合は、「PowerLabがト

リガーのディレイ時間を待っている状態」を示します。その他のメッ

セージも状況によっては表示されることがあります。 

記録中にコメントを挿入する

記録中に必要に応じてコメントを入力し、それに番号付けします。コ

メントの入力は、Chartウインドウ下のテキスト入力欄で行ないます

(図2-5)。エンターキーかリターンキーを押せば、キーを押した時間

にファイルにコメントが入ります。コメントの挿入箇所には垂直の破

線が出て、その下にはコメント番号が付きます(デフォルトで)。                                              

図 2-10 
記録状態インディケータデ

ィスプレイ

図 2-9 
記録/モニターボタン：左

はデータを表示して記録、

右は表示だけで記録しない.
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デフォルトで、全チャンネルにコメントが入ります。この場合はコメ

ント番号の前に星印が出ます。特定のチャンネルだけにコメントを挿

入する時は、タブキー(アステリスクを指定して)を押してチャンネル

番号を入力するか、データディスプレイエリアにコメントしたいチャ

ンネルをクリックしチャンネル番号を出します。再度全チャンネルへ

のコメントに変更する場合は、タブキーを押し０を入力するか、

Chartウインドウ(記録していない時は時間軸を)の下のグレーエリア

をクリックします。

コメントは記録データに沿って収録されセーブされます。コメントは

該当するチャンネル内に時間軸に沿って、番号付けのボックスと垂直

の破線でマークが入ります。コメント文字はウィンドウ内にも出せま

すし、コメントボックスの上にポインターを移動してマウスを押せば

コメントの全内容が読みとれます。Commands> Add Comment...

を選べば記録後にもコメントは入れられますし、コメント & 除外ウ

ィンドウから読み取り、修正、削除、検索、印刷もできます。必要な

らコメントボックスや破線、コメント文字は消せます。.

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
バックグラウンド記録

Chartでは記録しながら同時に他の作業も実行できます。記録した

データを再生したり、スプリットスクリーン機能を使って既存データ

を新しいデータと比較したり、他のアプリケーションを作動させなが

ら、バックグラウンドでChartに記録させたりすることができます(ウ

インドウを縮小して表示することも可能)。コンピュータをChartが占

有しなくて済むため、これは長時間の記録に役立ちます。 

▼ 参照
Comments and 
Exclusions,  p. 123
Display,  p. 84

図 2-11 
標準及び特定のチャンネル

へのコメントとポップアッ

プコメントボックス
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データを記録しながら再生

通常、Chartで記録中には記録したデータは、データディスプレイエ

リア上をウインドウの右側からスクロールしてゆきます。つまり右に

は常に新しいデータが表示され、古いデータは左へと移ってゆきま

す。このときスクロールバーはグレー表示で無効、<スクロール/リ

ビュー>ボタンはスクロールに選択されています。このボタンをクリ

ックするとハイライト表示になり、再生機能がアクティブになりま

す。Chartウィンドウ下のコントロールも変わり、時間軸とスクロー

ルバーは出ますが、記録状態インディケータは未だ記録中である事を

示します。

記録中に再生する場合、スクロールバーを使って過去に記録したデー

タをスクロールできます。再生中にはコメントバーを使ったコメント

の挿入はできませんが、換わりにCommands >Add Comments...>

が使えます。データを記録している場合は新しいデータはデータ表示

の右端までスクロールしないと見ることができません。最速で記録し

ている時は標準以上にコンピュータに負荷が掛かりますので、Chart

の再生機能は使えないかも知れません。

スプリットスクリーンを使っての記録

記録前、記録中にスプリットバーを右にドラッグして画面を分割する

ことができます。画面を分割することによって入ってくるデータと既

存のデータとを並べて表示することができます。

Chartでは通常右側のウインドウで記録されるので、そこで新しく採

集されたデータにコメントをつけることができます。また左側のウイ

ンドウで記録をスクロールして興味のある波形などのチェックができ

ます。各ウインドウに各々の<ビュー>ボタンが付いているので、そ

れぞれのウインドウを異なった縮尺率で見ることができます。また再

生する場合もスプリットスクリーン機能が使用できるので、Chartで

記録しながら、２種類のスクロール記録データがディスプレイできま

す。

記録済みのデータが
スクロールできます

スクロール/リビュー
ボタンをリビューに

スプリットバー

図 2-12 
記録中に再生するとコント

ロールボタンが変わりま

す。
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記録中に他のアプリケーションを使う場合

Chartをバックグラウンドで記録しながら、別のアプリケーションを

使うこともできます。ChartドキュメントウインドウやChartウイン

ドウを縮小して記録を続けることもできます。複数のアプリケーショ

ンを適度な速度で稼働させるには、ご使用のPCに十分なメモリー容

量(RAM)が必要です。高速のPCをお持ちの方は有利です。ご使用の

コンピュータが高速である程、PowerLabからのデータ処理は速くな

りますので、他のアプリケーションにより多くの時間が割けます。

パフォーマンス

パワーラブから最大限の機能を引き出すには高速のコンピュータをお

使いください。大抵のトラブルの原因は処理能力の低さやメモリー、

ハードディスクのスピードが原因です。遅いコンピュータを使うとサ

ンプリング速度だけでなく、記録中に変更できるレートも限定されま

す。多量のデータがコンピュータに流れる場合、レンジの変更やダイ

アログボックスの呼び込みなどで記録が中断する事があります。 

(PowerLab/SP, ST, /20でPowerPCを使って記録する場合は、最速

サンプリング時以外この様なトラブルは起こりません。)　　 　　
USB接続では最速サンプリングが使用できないかもしれません。 

使用しているコンピュータがどれ程処理パワーを使っているかは、サ

ンプリング中にマーカボックスに表示するCPU負荷インディケータ

を見て下さい。このインディケータが50%以下ならシステムは安定し

ています。

Chartは始動時と最初にデータをサンプリングした時にコンピュータ

の性能をチェックします。もしChartが過負荷だと認識すると、コン

ピュータはそのデータの収録はせずに記録を中断しトラブルを発する

事になります。これは入力するデータが極端に増え多量のファイルを

ハードディスクに記録した後などに、ディスクがフラグメント化して

書き込み速度が落ちる為に起こります。フラグメント化はディスクの

スペース不足によりディスク全体が小ブロック化してデータが書き込

まれる現象です(一般的にハードディスクには少なくとも10%の空き

容量を確保すべきで、ディスクチェックソフトを使い定期的にファイ

ルにフラグメントが起こっていないかを調べることをお勧めしま

す)。 

重要な記録を採る際は前もって使用するサンプリング速度でシステム

をテストして下さい。ディスクへの記録をお奨めします。どのコンピ

ュータでもディスクは極めて良好なパフォーマンスを提供しますし、

CPUの負荷率指示

▼ 参考
Setting Sampling Rates,  
p. 40
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停電やシステムの故障にもデータへの損傷は防げます。RAMへの記

録(十分な容量なら)はディスクより高速で処理されますので、遅いコ

ンピュータには向いています。PowerLab/SPを使って高速で連続記

録する場合は、当然そのデータが収録できる容量を持ったハードディ

スクと処理できる高速のコンピュータが必要です。

バックグランドでは、PowerLabからのデータを優先するため機能も

制限を受けます。高速サンプリングでのデータの損失を防ぐために

も、記録時はChartだけの起動にして下さい。Mac OSで使用してい

るシステムの拡張機能はトラブルの源です：メモリーも使いますし処

理時間も掛かり干渉してエラーの原因となります。特にモニターアク

ティビティーの拡張機能やスクリーンセーバは、高速処理では割り込

みの原因となりますので、一般的な機能拡張以外は外して下さい。例

えば、ファイルシェアリング(Mac OS Xのプリファレンスでの)やア

ップルトーク、電子メールサービスなどは切っておきます。

Chartは通常メモリーが多い程機能はアップします。割り当てメモ

リーを増やしたり、Chart画面を縮小したり表示カラー深度を落とし

てChartウインドウのバッファー容量の割り当てメモリーを節約し、

ディスプレイ速度を高めるなどして機能アップを計ります。Chartエ

クステンションも割り当てメモリーを使いますので、必要ないものは

外します。また、演算入力機能やデジタルフィルターを使うとサンプ

リング速度に影響します。

割り込み

行為によってはPowerLabからコンピュータへの情報の伝達を妨げ、

データを損なう恐れがあります。重要なデータを記録している際はフ

ロッピーへの書き込みやフロッピーからのコピーは避けます。また、

メニューやダイアログボックス内に長期間マウスを放置したり、ハー

ドディスクに度々アクセスするアプリケーションなどは使わない事を

お勧めします。ある種のネットワーク行為やスクリーンセーバも、特

に高速サンプリング下ではトラブルの原因となりますので御注意下さ

い。

記録できる時間

どれ程長く記録できるかは、一次的には記録する場所に配分されてい

るメモリー容量に依ります。Chartではディスク(デフォルトで大容量

の記録用に)かデータバッファリングを使ってプレファレンスで設定

するRAM(ディスクドライブが遅いときに有効)に記録できます。

▼ 参考
Data Buffering,  p. 205
Sampling Rates,  p. 160

▼ 参考
Data Buffering,  p. 205
Chart Extensions and 
Modules,  p. 203
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記録できる限度はサンプリング速度や記録するチャンネル数、Chart

で圧縮されているデータ量に影響します。サンプル毎に圧縮なしで収

録に4ﾊﾞｲﾄ使います。従って、100,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒(/20シリーズの

PowerLabでは最速)では 1 x 100,000 x 4=400,000ﾊﾞｲﾄ(400k)/秒、

又は24Mb/分のメモリーを使います。

データは圧縮して記録されます。圧縮の効率はシグナルの様式に依り

ます。即ち、直線に近いシグナルや漸進的な曲線などの極めてゆっく

り変動するシグナルは大幅に圧縮できますが、複雑で速く変動するシ

グナルは差程圧縮できません。圧縮の程度を調べるには何か興味のあ

るデータを記録してみましょう。 次に、Appleメニューから< Chart

について...>コマンドを選ぶと、Chartについてのダイアログボック

スが表示し圧縮率が判ります。

RAMに記録する

RAMへの記録の方がディスクへの記録よりも速い(物理的に)ので、遅

いコンピュータを使用している場合には有利です。しかしRAMのメ

モリー容量には制限があります。RAMの現行の容量よりも記録する

ファイルの方が大きい場合には、Chartでは仮想メモリーを使い何ら

かの方法でハードディスクにアクセスします。また、RAMに記録す

る場合には停電やシステムの故障が起こるとデータは消失してしまう

事も考慮しなければなりません。

Chartでは、データ表示速度を高める為にオフスクリーンバッファー

用にメモリーを使っています。Chartウインドウが大きく、ディスプ

レイが多色カラー表示なら、より多くのメモリーを使います。メモ

リーが一杯になったら、Chart画面を縮小するか、カラーを白黒表示

に変えるか、カラー深度を減らして対応します。 

ディスクへ記録する

ディスクへ記録する場合は、ディスクの空きスペース容量だけに制限

されます。コンピュータでは大抵RAMよりもディスクに空きスペー

スが多いので、長時間の記録ではディスクに記録した方が遙かに便利

で、データも安全です。

▼ 参考
Data Buffering,  p. 205

図 2-13 
Chartについての下の欄
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Chartではアプリケーションリミットは16,000で、これは1チャンネ

ル当たりのデータブロックの限度が16,000に相当し、1チャンネル当

たり256,000,000ｻﾝﾌﾟﾙです。ブロックはユーザでも規定できますが

(ブロックの開始や終了など)、Chartの内部設定に従えばサンプリン

グ速度に関係なく1ブロック当たり16,000ｻﾝﾌﾟﾙで連続的にデータを

記録します。ユーザ側で指定するブロックには垂直の分画線が入り、

セレクションできます。4ﾊﾞｲﾄ/ｻﾝﾌﾟﾙでは1チャンネル当たり976MB

が限度です。Chartの最大ファイルサイズは圧縮なしで 15.2 GB (16

チャンネルで)ですが、圧縮後の最大ファイルサイズ2 GBです。この

限度に達するとChartが警告を出し、サンプリングは停止します。 

Chartでは大量のファイルを記録できますが、最適な環境を保つに

は、可能なら10MB(5,000,000ﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄ)以下のファイルに留めてお

きます。ファイルが大き過ぎると扱いに時間がかかり不便です。でき

るだけ小さいファイルに分けて保存された方が便利で機能的です。 

もし使用しているコンピュータが大きいファイルのアクションの実行

に時間が係り過ぎているならキャッシュメモリーのサイズを変更する

と良いでしょう(Chartからプリファレンス>キャッシュメモリーで)。

.

▼ 参考
Memory Cache,  p. 204
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C H A P T E R T H R E E

3 Chartの基本設定

Chartで記録を開始する際に、デフォルト設定の多くを任意の設定に

変更する必要が多いかと思われます。

この章ではサンプリング速度やチャンネルレンジなどの基本設定のコ

ントロール方法ならびに入力アンプ、単位変換、データバッファリン

グ、トリガーリング、スティミュレーションなどの機能について説明

します。
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サンプリング速度の設定

サンプリング速度は<Rate>ポップアップメニューを使って直接設定

します。サンプリング速度(単位時間当たりのサンプリング数)とスク

ロール速度(スクロールするのに要す1ﾃﾞｨﾋﾞｼﾞｮﾝ当たりの時間)は、ポ

インターがチャンネルコントロールエリアにある時はChartウインド

ウの右上の＜Rate/Time＞ディスプレイに表示します。PowerLab

の/SP、/ST シリーズのハードウェアをSCSIで接続した場合は、/20

シリーズのUSB接続で使うより高速のサンプリング速度が提供され

ます。サンプリング速度は通常全チャンネル同じですが、それぞれ

別々にも設定できます。 

サンプリング中のディスプレイ

Chartは従来のメカニカルなチャートレコーダの表示法を模倣したも

のです。チャートレコーダでペーパー上に記録が写しだされていく様

に、通常記録した新しいデータがデータディスプレイエリアの右側か

らスクロールし、古いデータは左へと送られます。メカニカルなチ

ャートレコーダの用紙のように、データディスプレイエリアは目盛

り、または格子模様で区分されています

速度Rate/時間Time表示

サンプリング速度
はここから選ぶ

注：200Kの高速サンプリング速
度はSCSI接続のPowerLab/SP、
/STで使用できます。

図 3-1 
ChartのRateポップアップメ

ニューと低速サブメニュー

図 3-2 
1:1の目盛り表示、図は1目

盛り部分

▼ 参考
チャンネルセッティング

Divisi
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１目盛は通常水平スケールで20ピクセルの幅で区分され、データディ

スプレイエリアでは点線の目盛表示になっています(時間軸で表示さ

れた単位区分と一致)。１目盛をスクロールするのに必要な時間は、

サンプリング速度とViewボタンを使って設定した水平縮尺率の両方

に左右されます。通常Viewボタンで表示される縮尺はサンプル数／

ピクセルです。つまり１:１の表示では１ピクセルは１サンプルを表

わすので、１目盛が20サンプルの記録設定を示します。20:1の表示

では、１ピクセルは20サンプル分を表わすので、１目盛で400サンプ

ルを記録することを表わします。

最大連続サンプリング速度

レートポップアップメニューから連続サンプリング速度を1ｻﾝﾌﾟﾙ/10

分から直接設定できます：

･ /20 シリーズのPowerLabs: ～100 000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒 

･ SPとST シリーズのPowerLabsで USB接続では:～ 100 000 

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒

･ SPとST シリーズのPowerLabsで SCSI接続では: ～200 000 

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒

Chartでの各チャンネルの最大連続サンプリング速度は標準の

PowerLab(/20シリーズ)でトータル100,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で1chで

100,000、2chで40,000、5chで20,000となります。

使用しているコンピュータの機種により総データ変換速度(全チャン

ネルでのサンプル合計数/秒)は制限されます。Chartを始動すると、

タスクの範囲に対するコンピュータシステムの性能を測り、データの

サンプリング時の生じうる限界を算定します。この限界を超えると

Chartが警告します。

スローとファーストサンプリング速度

Chartはスローサンプリングサブメニューで、次の速度を提供します(

図 3-1)： 2 s, 5 s, 10 s, 15 s, 30 s, 1 min, 2 min, 5 min, 10 min. 　

これらの低速サンプリングでは、実際はPowerLabではもっと速くサ

ンプリングし、その平均値を採っています。 

▼ 参考
Performance,  p. 35
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SP, ST及び /20 シリーズでの高速サンプリング

高速レートでは(正確にはコンピュータのスピードに依存しますが)、 

Chartで描画したデータは連続的には画面の右から左にはスクロール

しません。その代わり、描画する時間が足りませんのでディスプレイ

に充てる処理は段階的に行います(最も、高速サンプリングでは速す

ぎて通常通り描画しても実際は見ることができませんが)。データの

描画は画面の左から右に映り、右端に移動すると左から再び映りま

す。サンプリング中は目盛りは映りません。また、データは自動的に

横軸に圧縮されて描画されます。 

チャンネルコントロール

チャンネルコントロールエリアの各チャンネルには、レンジとチャン

ネルファンクションのポップアップメニューがあります。下向矢印ボ

タンを押してレンジメニューを引き出し、チャンネルの入力レンジを

指定します。デフォルト設定は10V(-10V～+ 10Vの意味)です。シグ

ナルが小さ過ぎる時は、適正な値に変更して下さい。最良の分解能を

得るには、入力するシグナルの振幅がサチレートしない範囲で最大レ

ンジにします。下向き矢印(チャンネルタイトルの右)を押し、チャン

ネルファンクションメニューを引き出し、後述するように別のチャン

ネルコントロールにアクセスします。 

下方矢印
を押して
レンジポ
ップアッ
プメニ
ューを引
き出す

チャンネル
タイトルを
押してチャ
ンネルファ
ンクション
ポップアッ
プメニュー
を引き出す ➠

Color 
pop-up 

図 3-3 
チャンネルポップアップメ

ュー：レンジ及びチャンネ

ルファンンクション

▼ 参考
Waveform Color,  p. 78
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チャンネルのオン、オフ切り替え                                           

Chartの始動時のチャンネル数は接続したパワーラブの入力チャンネ

ル数と同じになり、その入力チャンネルに生データが記録され、残り

のチャンネルはオフの状態になります。Chartでは16チャンネルまで

表示します。オンにできるチャンネル数は使用するPowerLabの機種

に依ります(PowerLab/st、/spでは総て16チャンネルです)。最初に

始動すると、スペアーチャンネルには入力チャンネル1の生データに

演算機能が働き、レートメータを記録する様にセットされています。

必要に応じてどのチャンネルの生データにも、どの演算機能やオフラ

イン機能で処理したデータを表示できます。チャンネルをオフにして

も演算処理データは表示できます。 

チャンネルをオフにするには、チャンネルファンクションポップアッ

プメニューから<Turn Channel Off>を選択します。コマンド表示

が<Turn Channel On>に変わります。これを選択すると再度チャン

ネルが機能します。チャンネルの切替はチャンネルセッティングダイ

アログボックスからでも変更できます。また、記録中でもチンネルの

オン、オフ切り替えができます－記録用の新しいブロックが出ます。

チャンネルがオフの時は、レンジ/振幅表示は<Channel Off>に変わ

り、オフチャンネルのデータ表示エリアは、記録時もそれ以降もグ

レー表示になります(データも目盛り表示もありません)。 

複数チャンネルを扱う為のキー操作機能があります：特定のチャンネ

ルから、そのコマンドメニューを選択しながらコマンドキーを押す

と、そのチャンネルとその下のチャンネルはオフ又は、オンになりま

す。 チャンネルがオフの時はレンジポップアップメニューはダイム

4chのブロック垂直線は記
録の開始停止を表す

レンジポップアップメニ
ューはダイム表示

5chのブランクエリアには

何も記録されていません

オフチャンネルは記録中
はグレー表示します

オフのチャンネルのチャ
ンネルステータスインデ
ィケータ

▼ Refer
チャンネルセッティング

図 3-4 
記録時のデータ表意(上)と

オフチャンネルを含む記録

後のデータ(下)
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表示となり機能しません。また、記録していない時はレンジの代わり

にレンジ/振幅表示は<Channel Off>に変わります。

通常の記録では、記録されている振幅は各チャンネルの右のレンジ/

振幅ディスプレイ内に表示しますが、チャンネルがオフの時は、この

表示が空欄となります。オフのチャンネルのデータ表示エリアは、記

録時にはグレー表示になります。記録途中にオフにしたチャンネルの

エリアはブランクとなります(データも目盛り表示もありません)。 

その他の機能

チャンネルファンクション・ポップアップメニューの、その他の機能

について簡単に説明します。詳細は後で触れます

<Input Amplifier...>:Input Amplifierダイアログボックスを呼び出し

入力の設定を変更します。フィルター処理したデータを記録する前に

その効果の確認ができます。

<Computed Input...>:Computed Inputダイアログボックスを呼び出

しオンラインでシグナルを処理したり、任意のチャンネルの生データ

を取り出して、その処理したシグナルを表示できます。

<Unit Conversion...>:Units Conversionダイアログボックスを呼び出

し、標準の電圧表示を必要とする単位へ変換します。単位は

mmHg、kPaなど任意で、波形から測定した値を使って該当するチャ

ンネルを校正します。

<No Calculation...>:これを選ぶと記録したデータ(生データであれ演

算処理データであれ)を表示し演算処理はしません。これがデフォル

ト設定です。

<Smoothing...>: 記録波形を指定する要領でスムージング処理します

上記以外のオフライン演算機能もChartエクステンションで付け加え

られます。追加された機能はChannel Functionポップアップメニ

ューの下段に表示します。使用している項目にはチェック印が付きま

す。　　　　　　　

<Arithmetic...>: 算術演算(Arithmetic)ダイアログボックスを開き、

算術的にデータを組み合わせて別のチャンネルに表示します.

<Cycle Variables...>: 周期変動(Cycle Variables)ダイアログボックス

を開き、周期性の波形を解析します。

▼ 参考
Computed Input,  p. 159

▼ 参考
Units Conversion,  p. 50

▼ 参考
The Input Amplifier,  p. 45

▼ 参考
ChannelCalculations,
p.173
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<Differential...>:は微分(Differential)ダイアログボックスを開き、そ

のチャンネルの一次微分を演算します。 

<Integral...>:積分(Integral)ダイアログボックスを開き、色々なリセ

ットを使って時間積分を実行します。

Chartエクステンションとモジュールでさらにチャンネル演算機能が

追加できます。これらはチャンネルファンクションポップアップメニ

ューの下段に表示します。適用されるこれらのコマンドメニューには

マークが入ります。 

チャンネルステータスインディケータ

チャンネルステータスインディケータは各チャンネルのチャンネルコ

ントロールエリアの右にある菱形のアイコンです。チャンネルがオン

の時は黒塗りの菱形になり、チャンネル演算を使っていれば中に=が

付きます。インディケータを押すとポップアップリストが出て、サン

プリング速度、レンジ、記録する内容(生データか演算機能、どのチ

ャンネルからのデータか) 、有効な単位変換、チャンネル演算が一覧

できます。このモードでデータが記録されています。

入力アンプ(Input Amplifier)

Input Amplifierダイアログボックスで、各チャンネルのデータをフ

ィルター処理したり入力アンプの管理をソフト上で行ないます。その

チャンネルの現在の入力シグナルを表示して、変更の効果を確認しま

す。ポッドコネクターが付いたPowerLabには<Pod Scan>ボタンが

出ます。また、電源フィルターチェックボックスは/20シリーズの

PowerLabだけにしか付きません。また、PowerLabにポッドをつな

ぐと、ポッドスキャンボタンが出ます。チャンネルポップアップメニ

ューから<Input Amplifier...>コマンドを選択すると、入力アンプ

(Input Amplifier)ダイアログボックスが出ます(又はチャンネルセッ

ティングダイアログログボックスから<Input Setting>欄をクリッ

ク)。デフォルトでChartはPowerLabの入力チャンネルに相当するチ

ャンネルにデータを記録します。素早く設定するにはダイアログボッ

クスのタイトルバーの下の左右矢印をクリックするか、キーボードの

矢印を押し設定するチャンネルにそのダイアログボックスを移動しま

す。オフのチャンルは無視されます。 
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シグナルの表示

入力信号が表示されるので、設定を変更した結果を確認することがで

きます。入力アンプの設定中は、いかなるデータも記録されません。

ゆっくり変化する波形はきわめて正確に表示しますが、速く変化する

信号は最小、最大記録値を示すエンベロップ型のダークエリアとして

表示します。信号の平均値はディスプレイエリアの左上に出ます。

 データディスプレイエリアの右上のポーズボタンをクリックする

と、信号のスクロールを停止します(テープレコーダやCDプレーヤの

ポーズボタンのようなものです)。スクロールボタン(テープレコーダ

やCDプレーヤのプレイボタンのようなものです)をクリックすると、

再びスクロールし始めます。 

ディスプレイエリアを最大限に大きくするには、垂直の振幅軸を移動

させたり伸ばしたりして調整します。ウィンドウの左側でなく右側に

あるという点を除けば、メインウィンドウの振幅軸とまったく同じも

ので、同等なコントロール機能を持っています。ここで行った変更は

Chartウィンドウにも適用されます。

ポーズ/スクロールボタン

レンジポ
ップアッ
プメニ
ュー

フィル
ターオプ
ション

シグナルのレンジシグナルの振幅値

シグナル
の入力コ
ントロー
ル

振幅軸

図 3-5 
入力アンプダイアログボッ

クス(PowerLab/s)

▼ 参考
The Amplitude Axis,  p. 79
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フィルター処理

ACカップルのチェックボックスがハイパス用に、フィルターポップ

アップメニューがローパスフィルター用として各チャンネルに付いて

ます。また、/20シリーズには電源フィルターも付いています(詳細は

パワーラブオーナースカイドを参照)。)

＜AC Coupling＞：ACカップルのチェックボックスを選択して

も、入力アンプがDCカップルの時はDCもACシグナルも通します。

ACカップルを使うと、1Hzのハイパスフィルターが最初の増幅段階

で導入され、入力からDC成分と1Hz以下の周波数成分が除かれま

す。カットオフ周波数は0.1-0.5HzでPowerLabにも依ります。ACカ

ップルは遅いシグナルの変動成分を除去する場合に有効です(例え

ば、速いシグナルをスーパインポーズで記録している時に、ベースラ

インの変動を除く場合)。 

/SPと/STの<Low Passフィルター>：Low Passフィルター

ポップアップメニューで入力信号からノイズなどの高周波成分を除く

Low Passフィルターが選択できます。ポップアップメニューで総て

オフにすると(デフォルイト設定)、フィルター機能は効きません。

SP 及び STシリーズのPowerLabsでは、ハードウェアのlow-passフ

ィルターは1、2、5、10と20 kHzです。このリストでは200 Hz から

1 Hzの範囲ではデジタルフィルター (総てに於いてハードウェアフィ

ルターと同等)がカバーします。 デジタルフィルター処理は

PowerLab内で実行されプロセッサーパワーを消費しますので、演算

機能を多チャンネルで使用している場合は高速サンプリングは使用で

きない場合もありますし、チャンネルを限定してサンプリングする必

要があるかも知れませんのでご注意下さい。

/20シリーズの<Low Passフィルター>：/20シリーズの

PowerLabでは、総てのlow-passフィルターはデジタルで、2 kHzか

ら1 Hzまでカバーします。

<Mains Filter> ：電源フィルターは /20シリーズのPowerLabだけ
が持つ機能です。電源フィルターは、ある時間内の電源パルスを平均

処理し、その波形から入力するシグナルを差し引くことで機能しま

す。 従って、電源フィルターのチェックボックスを選択した後で

も、数秒間のサンプリングは未だノイズに影響されます。また、急速

に変動するノイズシグナルにはこのフィルターは無効の様ですが、通

常は電源ノイズに依るドリフトは緩やかな変動なので、この種のノイ

ズを含むシグナルにも有効です。
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シグナルの入力コントロール

レンジポップアップメニューで入力レンジや入力感度を選択します。

入力アンプダイアログボックスでの入力レンジの変更は、Chartウィ

ンドウにも同様に適用されます。

<Positive>、<Negative>チェックボックスを使い、PowerLabの差

動入力端子から入って来る信号の極性をコントロールします。シング

ルエンド入力だけの機種には、これらのチェックボックスは表示され

ません。このモデルでは常時Positiveボックスが選択されている状態

で機能します。この２つのチェックボックスでは３種類の入力モード

の設定が可能です。 

Positive：<Positive>チェックボックスのみが選択されている場

合、＋入力端子のみが使用可能で、入力する＋信号はディスプレ上で

も＋信号として表示されます(極性非反転)。

Negative：<Negative>チェックボックスのみが選択されている場

合、－入力端子のみが使用可能で、入力する＋の信号はディスプレ上

では－の信号として表示されます(極性反転)。

Differential：<Positive>と<Negative>の両方のチェックボックス

が選択されている場合、＋と－入力端子の両方が使用され、＋と－入

力の差が表示されます。両入力信号がまったく同じである場合は、お

互いが打ち消し合いゼロになります。

<Invert>チェックボックスで、シグナルの極性を画面上で逆にでき

ます。これは記録したシグナルの極性を変える簡単な方法で、シグナ

ルの接続を変えたりする操作が省けます。　　　　　　　　　　　　

例えばフォーストランスジューサを使って、下方の力の増加を－シグ

ナルで記録している場合、画面に下方の力を＋シグナルとして表示し

たい時に使うと便利です。<Invert>チェックボックスをクリックす

れば、簡単に変更できます。

その他の機能

Display Offset　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<Display Offset..>ボタンをクリックすると、Input Voltageダイア

ログボックスが現れます。その中の電圧表示計で、そのチャンネルに

入力しているシグナルの電圧を読み取って表示します(チャンネル番

▼ 参考
チャンネルコントロール

注:
ここでの'differentialは差動
を意味し、演算入力の
differential微分tと混同しな
いように。
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号はダイアログボックスの上部に表示されます)。トランスジューサ

か他の外部装置がオフセット調整機能を備えている場合は、これを使

ってゼロ調整しても構いません。 

微調整を促すため、オフセット電圧が過大の場合は縦矢印が０点方向

を示します。このダイアログボックスはコントロール用ではなく、電

圧計の指針と同じ様な働きをするインディケータにすぎません。

<Average>チェックボックスを使うと、実質的にインディケータの

応答を遅くらせてシグナルのふらつきを補正します。ACカップリン

グはすべてのDC電流を除去するので、<AC>チェックボックスを選

んでいる時には使用できませんし、オフセット測定もできません。

Units　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
<Units...>ボタンをクリックして単位変換(Unit Conversion)ダイア

ログボックスを呼び出し、チャンネルの単位を指定して波形から値を

読み取り、そのチャンネルをキャリブレーションします。このダイア

ログボックスのデータディスプレイエリアに出ている波形は、単位変

換ダイアログボックスのデータディスプレイエリアに転送されます。

<Pause>ボタンを使って必要とする特定の信号を捉えてください。こ

の単位変換機能は変換後に記録した信号にのみ適用されます。サンプ

リングするパラメータを設定するのに、この<Unit>機能を使いま

す。

Pod Scan 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　
このダイアログボックスを開いたままポッド(簡易シグナルコンディ

ショナル)を接続するか外した場合は、<Pod Scan>ボタンをクリック

図 3-6 
入力電圧ダイアログボック

ス
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してダイアログボックスを更新します。<Pod Scan>ボタンはポッド

コネクターが付いているPowerLabにしか表示しません。

入力のゼロ調整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
PowerLabの入力にフロントエンドやポッド(汎用シグナルコンディ

ショナー)を接続すると、それに対応したダイアログボックスが 

Input Amplifierダイアログボックスに代わり表示しますので、フィ

ルターの設定、オフセット調整など接続した装置に付帯する設定を行

います。ブリッジアンプやGPアンプ、スパイロメータなどはトラン

スジューサのオフセットをキャンセルする自動ゼロ機能が付いていま

す。詳細は各フロントエンドの説明書をご参考下さい。複数台のフロ

ントエンドを使っている場合は、個々にゼロ調整するのは煩雑なの

で、Setup > Zero All Inputs> を選んでその手間を省きます。

単位変換

単位変換機能を使えば、チャンネルの標準である電圧表示を任意の単

位に変換できます。波形から値を読み取るか、既知の値からそのチャ

ンネルをキャリブレションします。単位変換は記録を開始する前にで

きるので、変換した後の記録は総て指定した単位でスケールされます

し、記録した後でもチャンネル全体を特定のブロックデータ(及びす

べての連続記録)にその変換が適用します。単位変換は各チャンネル

ごとに設定してください。

単位変換ダイアログボックス(図 3-7)を表示するには、そのチャンネ

ルのチャンネルファンクションポップアップメニューから直接 

<Units Conversion...>メニューを選択するか、入力アンプダイアロ

グボックスの<Units...>ボタンをクリックするか、チャンネルセッテ

ィングダイアログボックスで<Units>コラムをクリックするか、何れ

かの方法で行ってください。

単位変換ダイアログボックス(図 3-7)を表示するには、そのチャンネ

ルのチャンネルファンクションポップアップメニューから直接 

<Units Conversion...>メニューを選択するか、入力アンプダイアロ

グボックスの<Units...>ボタンをクリックするか、チャンネルセッテ

▼ 参考
Units Conversion,  p. 50
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ィングダイアログボックスで<Units>をクリックするか、何れかの方

法で行ってください。 

<Units Conversion...>コマンドメニューを直接選択する場合は、入

力信号ディスプレイエリアに表示したいデータエリアを指定する必要

があります。点やエリアを指定したら、選択したブロックデータの単

位を変換します。指定したエリアが不連続(２つ以上のブロックにま

たがっている)であったり、指定エリアがない場合には信号ディスプ

レイエリアはグレー表示になります。

Set Units for:パネルのラジオボタンを使って、チャンネル全体を単

位変換する(<All and New Data>)のか、ブロックデータ(<Selected 

Block>)か、この直後に記録する信号(<New Data Only>)にするのか

を指定します。アクティブポイントか選択範囲が設定されていれば、

指定したブロックやブロックデータに単位変換が導入できます。設定

されて無ければ<Selected Blocks>ラジオボタンはダイム表示で使用

不能になります。入力アンプダイアログボックスかチャンネルセッテ

ィングを使ってこのダイアログボックスを開いた時は、新たに引き続

数値ボタン

差分ボタン

単位ポップ
アップメニ

電圧値 少数点コント
ロール

新単位値 

振幅軸 平均、最大、最小値の選択

変換する

もの 

チャンネル
タイトル

単位変換する
前に適用され
ている単位

キャリブレーショ
ン形式のポップア
ップメニュー

ここをクリックして適用

図 3-7 
単位変換ダイアログボック

ス



50 Chart User’s Guide

き記録されるデータにしか単位は変換されません。この場合はSet 

Units for:パネルの<All and New Data>と<Selected Blocks>ラジオ

ボタンはダイム表示になっていますので、単位変換はブロックデータ

にも チャンネル全体にも導入できません。 

Input Amplifierダイアログボックスから変換すると、データディス

プレイエリアの入力シグナルはUnit Conversionダイアログボックス

のデータ表示エリア (図 3-8)に転送されます。これは元のディスプレ

イエリアに比べて若干異なる様相をし、シグナルの表示も違います。

最小値を結ぶ線と最大値を結ぶ線で描画され、その間のエリアは陰影

表示となります。この方がシグナルの動作範囲がハッキリと捉えられ

ます。

値を変換

このダイアログボックスにはタイトルの真下に空欄のボックスが上下

２列、左右２個づつ、計４個並んでいます：左手の２つの入力欄には

実際の電圧が、右の２つのボックスには変換する単位で読み取る値が

入ります。４つのボックスすべてに数値を入力します。従って２組の

値から電圧と新単位(この単位は直線性を示す)との直線関係を算出し

ます。４つのボックスには直接数値が入力できます。あるいは左の２

つのボックスには入力信号のディスプレイエリアから読み取った値

を、右の２つのボックスには既知の変換値を入力することも可能で

す。<Apply>ボタンで適用した効果が確認できます。<OK>ボタンで

設定した単位変換を導入、<Cancel>ボタンで取り消しとなります。

数値を入力する

測定値と表示電圧の正確な関係が判っている場合は、４つのボックス

に直接数値を入力します(タブキーを使えばフィールド内を左から右

へ、上から下へ移動できます)。例えば、温度トランスジューサを使

図 3-8 
Input Amplifierダイアログボ

ックスからシグナルを読み

取り単位変換データディス

プレイエリアに写す

▼ 参考
Signal Display,  p. 46



Chapter 3 — Chartの基本設定 51

用していて、キャリブレーションテストによって温度10度で1V、30

度では3Vの表示を持つと判っている場合、その数値をキー入力し(左

から右に、上から下へそれぞれ、1V、10：3V、30とし)Unitsポップ

アップメニューから℃を選択し、<Apply>ボタンをクリックしてくだ

さい。

サンプリングデータを使っても単位変換を設定することができます。

データディスプレイエリア内の波形の特定のデータポイント、平均

値、変化分が使用できます。この場合はData Useポップアップメニ

ューは使用可能な<2 Point Calibration>か<Point and Difference>

に代わります。使用するディスプレイデータにより、二点(又は平均)

か一点と差分かを決定して変換のスケール採りをします(少なくとも

一点は絶対値が必要です)。 

垂直の振幅軸を移動したり伸ばしたりしてディスプレイエリアを最大

限に活用します。メインウィンドウの振幅軸と同じでコントロール機

能も同じですデータディスプレイエリア内をクリックすると、垂直線

がそのアクティブポイントを示し、データディスプレイの右側の指示

矢印が波形との交差位置を示します(図3-9-➊)。データディスプレイ

内でエリアを選択する場合はデータディスプレイの右の指示矢印が波

形の平均振幅を示し、その上下に表われる２つのマーカーがその選択

範囲内の最大、最小データポイントを示します(図3-9-➍)。 

データディスプレイエリアでアクティブポイントや選択範囲が存在す

る場合、<Value>ボタンをクリックして、電圧値(選択ポイントまた

は選択部分の平均値)が左のボックスに入力します。<Difference>覧

をクリックして、指定エリアの最大値と最小値の差分が左のボックス

に入力します。<Point and Difference>を選択すると<Difference>

チェックボックスが自動的に表示し、差分は△が接頭マークとして表

れます。どちらの場合にも右のボックスには新単位の既知の値が入力

できます。短縮操作としては、データディスプレイエリアをダブルク

リックすることにより、データを一挙に転送できます(２度目に同様

にすると使用されていない欄に値が自動的に入力します)。

フォーストランスジューサをキャリブレートするためには、記録を開

始してからトランスジューサに２つの既知応力を適用し、それに対応

する２点の振幅電圧を求めます。記録を終了して該当するエリアを選

択し、Channel Functionポップアップメニューから<Units 

Conversion...>を選択します。波形上で上記２点の振幅ポイントかエ

リアを指定し(図3-9の➋)、<Value>ボタンを使用して左のボックス

に値を入力し、右のボックスに既知のフォース値を入力します(図3-9

の➌ )。

差分 ボタ
ン

数値ボタ
ン
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読取り値と表示電圧との関係が分かっていても、値が分からない場合

があります。例えば、温度センサーが温度変化に対応して電圧の変化

を示す(△20mV＝△4℃)とします。既知の値が1点(少なくともベース

ラインは既知の値の一つとなります)あれば、それをキャリブレーシ

ョン用に空欄の一ヶ所に使います。記録した温度変化のデータディス

プレイ(図3-9の❹)該当するエリアを指定し、<Difference>ボタンを

使って左の欄にそのエリア内の差を入力し、右の欄に既知の変化値を

入力します。

単位名の選択

Unitsポップアップメニューから単位名を選択したり、新しい単位名

の設定や不必要な単位の削除ができます。単位は単なる名称で、変換

はそれぞれで行います。例えば、2つのチャンネルに対して 別の名で

℃に変換できます。単位名はシステムフォルダー(PowrLab Setting)

のプリファレンスファイルに収録され、Chartアプリケーションで創

った単位は共通で、全てのChartやスコープに使用できます(また一度

消去すると以後は使用できません) 。

新規の単位の設定には、<Unit Name>ポップアップメニューの　

<Define Unit...>を選択します。単位規定ダイアログボックスが出ま

すので、そこに9文字以内の単位名を入力しprefixに加えます(一般的

な単位名がプレフィツクス(prefix)として一覧になっています。不履

行でno prifixです)。チャンネルタイトルには上付き、下付き記号の

➌

➍

➊

➋図 3-9 
単位変換ディスプレイエリ

アでのノ選択.
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表示も可能です。単位の削除には、Unit Nameポップアップメニ

ューから<Delete Unit...>を選択します。削除する単位を指定し

(Shift-clickで複数項目を指定)、<OK>ボタンをクリックしてこのダ

イアログボックスを閉じます。この単位は以後使用できません。故意

に単位を削除した時は、再度設定し直します。ダブルクリックのワン

ステップでもユニットは削除し、ダイアログボックスも閉じます。

新単位に対応して表示する小数点の桁数が設定でき(0から6まで)、直

接エントリー欄に入力するか、Unit Conversionダイアログボックス

の右上にある<Decimal Places>コントロールの矢印から設定しま

す。変換した単位がどのように対応したかは<Apply>をクリック(実

際に導入されますので)すれば判ります。<OK>ボタンをクリックす

るとChartウィンドウに戻り、単位変換したチャンネルのディスプレ

イが見れます。<Unit Conversion: >の<On>と<Off>ボタンを使え

ば、入力した校正値を消さずにいつでも単位変換 の切替えができま

す。 

チャンネルセッティング

チャンネルセッティングダイアログボックスを使えば、複数チャンネ

ルの設定ができますので便利です：一画面で各チャンネルの表示設定

や記録設定の変更が一覧ができます。このダイアログボックスを呼び

出すにはSetupメニューから<Channel Setting...>を選択するか、

<Commannd -Y>を入力します。PowerLabが接続してない場合は

ハードウェアセッティング(RangeからComputed Input)欄はブラン

クとなり使えません。PowerLabを接続していないと、このダイアロ

グボックスはDisplay Seting欄しか表示しません。 

接頭記号を
設定する

単位名を入力するー上付、
下付文字も入力できます

図 3-10 
単位の設定、削除はダイア

ログボックスで行います

▼ 参考
Superscripts and 
Subscripts,  p. 88
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ダイアログボックスについて以下に簡単に説明します(記録のセッテ

ィングはこの章で詳しく説明しますが、ディスプレイセッティングの

説明は次の章でします)。<OK>をクリックすると更新されてChartウ

ィンドウに戻ります。 

タイトル<Title＞

各チャンネルのタイトル名が入力できます。デフォルト設定は

'Channel 1'等の表記となります。

オン<On> 

チェックボックスでチャンネルのオン、オフの切り替えをします。チ

ャンネルファンクションポップアップメニューの'Turn Channel Off`

と'Turn Channel On'でも切り替えはできます。複数チャンネル用に

ショートカットがあります：コマンドキーを押しながらあるチャンネ

ルのチェックボックスを切り替えると、それが全チャンネルに対応し

ます。チャンネルをオフにすると記録の設定欄は空欄になり使用でき

ません。

サンプリング<Sampling>

サンプリング速度はSamplingコラムで設定できます。そこのレート

ポップアップメニューから任意の連続サンプリング速度直接選択でき

図 3-11 
チャンネルセッティングダ

イアログボックス)
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ます。デフォルトで全チャンネル同じサンプリング速度で、ダイアロ

グボックスの下の<Same Sampling Rate>ボタンがオンになっていま

す。この状態でポップアップメニューのカラムでサンプリング速度を

変更すると、全チャンネルが変わります。

<Different Sampling>ボタンをオンにすると、各チャンネル毎に速

度が設定できます。これはあるチャンネルは高時間分解能が必要なシ

グナル(例えばECGのような)を記録しながら、別のチャンネルはその

必要が無い場合(温度測定など)には有用です。Chart自体は設定した

最大サンプリング速度で全チャンネルサンプリングしますが、それよ

り遅いチャンネルでは内挿処理して圧縮効率を高めます。従って、サ

ンプリング速度の遅いチャンネルを設定したからといって、特定のチ

ャンネルにサンプリング速度を大幅に速くするすることはできません

(これにはチャンネルOFFにした方が有効です)。ただファイルをより

小さくすることができます。

別のサンプリング速度に設定したチャンネルがある場合は、Chartウ

ィンドウのRate/Timeディスプレイはその最大速度を示し、<Rate>

ボタンを押してもRateポップアップメニューは出ません。その代わ

り<Rate>ボタンが強調表示になり、マウスを放すとChannel 

Settingsダイアログボックスが出ます。<Same Sampling Rate>ボタ

ンをクリックすると、全チャンネルが設定してある最大の速度に変更

します。 

Samplingコラムのポップアップメニューには、レートポップアップ

メニューにある様な<Slow Sampling>や<Fast Sampling>は含まれ

ていません。このスピード欄では低速及び、高速サブメニューの設定

はできません。このサブメニューを使っている場合は、このダイアロ

グボックスの下のボタンは無効表示となり使用できません。低速サン

プリングモードでは全チャンネル同じ速度になります。

レンジ<Range>

レンジポップアップメニューで各チャンネルの入力レンジと感度設定

をします。このレンジの変更はChartウィンドウでも同様に設定でき

ます。演算入力するチャンネルはそれが演算入力の入力レンジとなり

ます。 

入力セッティング＜Input Settings＞

入力セッティング欄をクリックすると、各チャンネルの入力アンプ

Input Amplifierが立ち上がり入力設定やフィルター処理などの変更

▼ 参考
Channel Titles,  p. 87
チャンネルのオン、オフ
切り替え,  p. 41
サンプリング速度の設定
,  p. 38
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ができ、その効果を記録する前に確かめられます。これはチャンネル

ファンクションメニューから入力アンプInput Amplifier...コマンド

を選んだ場合と同じです。この欄はバイオアンプなどのフロントエン

ドを接続すると表示が変わります。これにより複数のフロントエンド

をつないだ場合、正しく接続されているかの確認が出来ます。 

演算入力<Computed InputZ>

<Computed Input>欄をクリックするとそのダイアログボックスが表

示します。チャンネルファンクションポップアップメニューで、　

<Computed Input...>を選んだ時と同じです。ここでシグナルのオン

ライン処理、生データ表示、処理シグナルの表示かが選択します。生

データとは演算処理機能をしてい無いサンプリングデータで、これが

デフォルト設定です。ここには導入中の演算機能とその生データ先の

チャンネルを表示します。このコラムは各チャンネルで何を実行しよ

うとしているのかをチェックするのに便利です。 

単位<Unit>

<Units欄>をクリックすると単位変換ダイアログボックスが表示し、

標準の電圧表示の尺度の変更や、読み取った波形を校正して必要な単

位に変換できます。この機能は入力アンプダイアログボックスで単位

変換を選んだ場合と似ていますが、連続記録にしか対応しません。単

位変換機能を導入しない時のデフォルト単位はイタリック字体で表示

されます。単位を導入すると、変換した単位はローマ字体で表示しま

す。

カラー<Color>

Colour欄のポップアップメニューでデータの表示カラー、データポ

イントを線表示かドット表示かの設定をします。モノクロの場合はカ

ラーの代わりに模様指定になります。また、ズームウインドウで表示

する線の太さも設定できます。

演算<Calculatation>

<Calculation>ポップアップメニューでオフラインでのシグナル処理

が選択できます。このオプションはチャンネルファンクションポップ

アップメニューの下段に出る項目と同じ機能を持っています。デフォ

ルト設定は<No Calculation>でそのチャンネルで記録したデータ(生

データや演算処理デ ータに係わらず)をそのまま表示します。

Arithmetic(算術演算)などのエクステンションも、このチャンネルキ

ャリキュレーションが利用できます。またオンライン、オフラインに

▼参考
チャンネルコントロール,  
p. 40

The Input Amplifier,  p. 45
Computed Input,  p. 159
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関わらず、演算処理したデータは記録したデータとは入れ替わりませ

ん。使用していないチャンネルにチャンネルキャリキュレーション

データは表示します 

セパレータ<Separator>

このチェックボックスでチャンネルの区分線表示の有無を選択しま

す。2チャンネル間のチャンネル区分線を無くするとChartウインド

ウでは両データが重なり合って直接両波形が比較できます：このダイ

アログボックスのチャンネル区分線の表示も対応しますので、目で区

分線の設定が判ります。

チャンネル数<Number of Channels>

ダイアログボックスの下にあるこのコントロールでChartウインドウ

に表示するチャンネル数を指定します。上下の矢印キーで直接使用す

るチャンネル数を設定します。指定したチャンネル数以外にはデータ

は記録されませんし、それ以外のチャンネルのデータディスプレイエ

リアにはチャンネル分画線は出ません。上下の矢印キーをクリックし

てチャンネル数を設定するか、タイトルボックスに直接数値を入力し

ます。設定以下のチャンネルはオフとなり隠れます。

トリガー

トリガー機能とは、Chartの開始と停止する方法を決定するもので

す。トリガーとは＜Start＞ボタンをクリックするアクションや、入

力する波形に予め設定した値以上の電圧を入力した場合などのイベン

トを言います。トリガーの設定はSetupメニューから＜Trigger＞を

選択し、トリガーウインドウを出します。そこでトリガーイベントの

タイプを指定し、記録するまでのDelay(遅延)、記録時間などを設定

します。

トリガーウインドウはクローズボックスとタイトルバーが付いた標準

のウインドウで、画面は移動でき、Chartウインドウがアクティブの

時はバックグランド表示します。デフォルト設定ではトリガーウィン

ドウの< Source>と<Stop>欄は<User> になっており、それ以外の項

目は無効のダイム表示になっています。この場合は特定のトリガー条

件が無く、Chartウィンドウの<Start>及び<Stop>ボタンをクリック

によって記録の開始、停止を指示します。 

▼ 参考
Display Settings,  p. 83
ChannelCalculations, p.173
ChangingChannelSize,
p.81
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コントロールの設定

ソース<Source>

<Source>ポップアップメニューからトリガーを掛けるイベントの設

定ができます。これには<User>、<Ext Trigger>、<Internal 

Timer>、及び<Channel>の任意チャンネルがあります。 　　　　　

<Usr>か<Internal Timer>を選ぶと、<Start>ボタンをクリックすれ

ば記録は開始します。 

それ以外のオプションを選択し<OK>ボタンをクリックすると、

Chartはイベント待ちとなりRecording Statusインディケータが

'Wating for trigger' のメッセージを表示しRecord/Monitorボタン

はダイム表示となります。指定したトリガーイベントを入力すると記

録を開始します。<Ext Trigger>を選択した場合は、イベントは

PowerLab本体の前面パネルのTriggerコネクターに接続した外部

ソースから入ります。外部のパルス電圧は3V以上で5us以上でないと

トリガーとしては認知されず、Chartは記録を開始しません(詳細は

「PowerLabオーナーズガイド」を参照ください)。外部トリガーは

サンプリング速度が200K/secでは利きません。<Channel>を選んだ

トリガー条件設定ボタン上方向
がプラス、下方向がマイナス

トリガーイベント
のソースモード

停止条件
の設定ポ
ップアッ
プメニ
ュー

時間の
設定

トリ
ガー電
圧の設
定

チャンネルイベントマー
カのチャンネルを設定

記録するブロック数
(反復回数)を指定

 開始条

件を設定

するポッ

プアプメ

ニュー

図 3-12 
トリガーウィンドウ
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場合は、そのチャンネルの信号が設定したスレッシュホールドを越え

ると記録を開始します(もし興味のあるシグナルが生じるのが予期で

きなくても、Chartはシグナルをモニターして記録する時を捉えま

す)。トリガーチャンネルはいつもオンにしておく必要があります。

 <Source>ポップアップメニューから<Ext Trigge>を選ぶと　　　

<Options...>ボタンが表示します。ここをクリックすると、外部トリ

ガーの状況を示すExternal Trigger Optionsダイアログボックスが出

ます。PowerLab/20シリーズでは、トリガーイベントを電圧レベル

(標準のイベント)にするのか接点リレーかの選択ができます。

Source Timeコントロールは<Internal Timer>を指定するとアクテ

ィブ表示になり、スタート時間のインターバルが設定できます。各項

目の上下矢印を押すか、直接数字を入力して時間を設定します。

<Start>ボタン(トリガー機能は不能)をクリックするとChartは記録を

開始し、＜Stop:＞の設定に基づき停止します。この内部タイマーで

は<Fixed Duration>で記録するインターバル時間を設定する必要が

あります。設定時間に達すると、スタート時間までカウントダウンし

ます。記録を終了すると<Recording Status>インディケータに'Int. 

Timer'と表示し、停止します。反復する場合は<Stop Cycling 

After:>に回数(ブロック数)を設定します。

内部タイマーの精度は大変高く、標準で1/4秒程度は確保します。コ

ンピュータで制御されていますので、その精度は使用するコンピュー

タの速度や作業負荷に影響されます。メニューを押しっぱなしなどの

負荷が掛かると遅くなりますので注意して下さい。

スロープとレベル<Slope and Level>

ソース<Source>ポップアップメニューで<Ext Trigger>、またはチ

ャンネルを選択すると、トリガー電圧のスロープ(勾配の向き)が設定

できます。トリガーレベルは電圧の絶対値で、スロープはトリガーレ

ベルで電圧の立ち上がり(正)か、立ち下がり(負)のどちらかでトリ

ガーが発生するかを決定します。<Slope>ボタンのアクティブの方が

ハイライト表示になっています。無効表示のボタンをクリックすると

アクティブとなりそのスロープに変わります。

レベル<Level>コントロールはチャンネルソースのトリガーレベルの

電圧の設定に使います。使用可能な電圧の範囲は、トリガーチャンネ

ルの設定レンジに依ります。スライダーを使って通常通り数値をセッ

トするか、スライディングハンドルをドラッグしたり、矢印やスライ

ダーエリアをクリックして設定します。スロープ表示と一緒に数値

▼ 参考
External Trigger,  p. 196
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は、スライダーバーの下に出ます。また、右端のスライダーバーの上

のテキストボタンをクリックすれば、直接数値が入力できます。 

スタート<Start>

ソース<Source>ポップアップメニューで<Ext Trigger>、またはチ

ャンネルを選択すると、<Start>ポップアップメニュがアクティブに

なり、<At Event>、<Post-Trigger>、<Pre-Trigger>が選択できま

す。これはトリガーイベントの発生時と記録を開始する間に待ち時間

(ディレイ)を設けるかどうかを指定するものです。

<At Event>を指定すると、トリガーイベントが起こると即座にサン

プリングを開始し、タイムコントロールは消えます。

<Post-Trig>を指定すると、トリガーイベントが起こった後でサンプ

リングを開始し、その間隔はタイムセットコントロールで設定しま

す。これは待ち時間を設けて記録する場合で、記録したいシグナルが

トリガーイベントの後に生ずる場合です。 

<Pre-Triger>を指定すると、トリガーイベントが起こる前にサンプ

リングを開始します。これはトリガーレベル電圧に達する前のイベン

トの予兆を記録するのに有効です。この先取り処理は16000ｻﾝﾌﾟﾙが

限度(現在は)で、これはメモリー内のデータバッファーに依っていま

す。従ってプレトリガーで可能な時間設定はサンプリング速度で変わ

ります。トリガーイベント(ある時間モードのゼロ時で発生)が生ずる

前の時間は(－)表示となります 。また、プレトリガーでは設定時間内

に生ずるイベントはトリガーしませんので注意して下さい。 

<Start>タイムコントロールではトリガーイベントの前、または後か

ら記録を開始するまでの時間を設定します。<Post-Trigger>又は、

<Pre-Trigger>を<Start>ポップアップメニューで指定している場合

だけ有効です。上下矢印をクリック、又は押下げて数値を１段階づつ

増加、又は減少させるか、あるいはテキストボックスに直接数字を入

力して下さい。プレトリガーの限度を超した時間を設定すると、サン

プリングの開始が遅れます(同時にChartが警告を出します)。

ストップ<Stop>

<Stop>ポップアップメニューで記録を停止する時間を指定します。

ユーザ<User> 、一定時間<Fixed Duration> 、トリガーの終わ

り<End of Trigger>から選択します。
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<User>を選択すると、記録は<Stop>ボタンをクリックするまで(又

はメモリーがなくなるまで)続行し、ストップタイムのコントロール

はダイム表示になります。

<Fixed Duration>を指定すると、トリガーイベントが発生した後の

設定した時間だけ記録します。<End of Trigger>を指定するとトリ

ガーイベントが発生すると記録を開始し、トリガーイベントの終了の

後(電圧が再度トリガーレベル以下になった時)、設定した時間まで記

録が続きます。例えば、神経の発火で記録を始め(またはその前か

ら)、その後しばらくの間記録する場合などにこの機能が利用されま

す。神経ポテンシャルのスタート時に記録を開始し、その神経ポテン

シャルがある値以下になった後、一定時間経って記録を停止する場合

などです。

<Stop>タイムコントロールは記録を継続する時間を設定するのに使

用しますが、<Fixed Duration>か<End of Trigger>を指定している

時だけアクティブの状態です。上下矢印をクリックまたは押下げて数

値を一段階づつ増加、または減少させるか、あるいはテキストボック

スに直接値を入力して下さい。設定した時間内の記録ができる分のメ

モリー容量があるかを確認しておく必要があります(Chartでは予知し

ませんので)。ストップタイムコントロールに設定する内部タイマー

の時間は、<Source>タイムコントロールで定めた時間(記録するサイ

クル間隔)より短くします。長い場合は警告メッセージが出ます。こ

こをゼロにすると2ｻﾝﾌﾟﾙ毎の間隔で記録します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ストップサイクリング<Stop Cycling>

<Stop Cycling>では反復するイベントのトリガー(回数)を設定しま

す。<Stop>ポップアップメニューで<Fixed Duration>を設定すると

このチェックボックスが選択できます。<Users>を選ぶとダイム表示

となり設定できません。

チェックボックスがオフの時は、設定したトリガーイベントに対応し

て決められた時間まで(<Stop>で設定した)記録します。インターナル

タイマーを使えば、<Start>タイムコントロールで設定したインター

バルで記録します。トリガーイベントが<Ext. Trigger>か<Channel 

>になっていると、イベント毎に新規ブロックに記録します。散発的

に発生するイベントの記録に便利です。

チェックボックスがオンの時は、記録したいブロック数が1から

16000(1つのChartファイルの最大ブロック数)まで入力できます。強

制的にオフにしない限りその数まで記録を繰り返します。 
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外部トリガーマーカ<External TriggerMarker>

外部トリガーマーカ<External Trigger Marker>ポップアップメニ

ューで<Channel>を選ぶと、外部トリガーが出たポイント(そのチャ

ンネルのデータ上)にスパイクのマーカが表示します。ここをオフに

するとマーカは出ません。高速サンプリングではこのオプションは効

きません(毎秒1000サンプル以上)。

マーカを使って外部トリガーのサンプリングを開始する必要はありま

せん。作業のあるフレーズの起点を知りたい時や、シグナルソースを

外部トリガーにつないで自動的に特定のイベントをマークする場合な

どに利用します。特に精度が問題でなければ、通常コメントや自動コ

メント機能を使ってマークします。マーカを使っても、必ずしも外部

トリガーでサンプリングを開始する必要はありません。

Chart画面でトリガーを変更する

チャンネルイベントトリガーを選択した場合は、トリガーレベルの電

圧やスロープ、イベントチャンネルはChartウインドウからでも変更

できます。チャンネルトリガーがアクティブの時は、トリガーマーカ

(矢印、T、黒三角)がイベントチャンネルの垂直振幅軸に出てトリ

ガー電圧レベルを黒三角で示します。トリガースロープは矢印で表さ

れ、上向きが右上がり、下向きは右下がりのスロープを示します。

トリガーマーカをダブルクリックすると、スロープが変更します。　

トリガーマーカを上下にドラッグしてトリガーレベルの設定を変更し

ます。グレーのボックスと波線が出て移動位置を指示します。このボ

ックスと直線をイベントチャンネルの設定したい電圧に移動し、マウ

スボタンを放すと新たなトリガーセッティングに変更します。 
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図 3-13 
トリガーマーカ
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スティムレーション

スティムレータ機能を使って、PowerLabのアナログ出力から刺激波

形が発生できます。スティムレータの設定は、Setupメニューか

ら<Stimulator>を指定すると、スティムレータウインドウ(図3-14)

が出ます。ここでパルス数、周波数、間隔、振幅等を設定します。パ

ルスはPowerLab本体の"Output"と印した出力端子から発生します。

スティムレータの設定はサンプリング速度に依存し、刺激パルスはサ

ンプリング中か、演算入力ダイアログボックを開いている時しか発生

しません。 

スティムレータウインドウは、標準の画面でクローズボックスとタイ

トルバーがあり画面の周囲を移動させたり、Chartウインドウがアク

ティブの時はバックグランドに残せます。パラメータはサンプリング

中でも変更できます。デフォルトでStimulator Mode:は<Off>で、コ

ントロールは無効表示となります。スティムレータモードで刺激形式

を選ぶと、コントロールはアクティブ表示となります。入力した数値

を変更せずに、Stimulatorのオン、オフが選べます。刺激パラメータ

はスティムレータパネルを使ってもコントロールできます。

 連続刺激波かパルス数
の設定ラジオボタン

刺激波の形
式を選ぶ

様々なコントロールを使っ
て入力欄に電圧を設定する

矢印ボタン
を使用して
パルス数を
設定

PowerLabに内蔵されて
いる刺激アイソレータ
を使う場合に指定する

刺激をマー
クするチャ
ンネルを設
定

マニュアル
で刺激を開
始する場合
にクリック
すると刺激
を開始

スライダーバーを使い刺激
パラメータをセットする

図 3-14 
スティムレータウィンドウ

▼ 参考
TheStimulatorPanel, p.71
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刺激アイソレータ

 PowerLab/4STやPowerLab 4/20Tの様に、刺激アイソレータを内

蔵したPowerLabでは、<Isolated Stimulator>チェックボックスが

表示します。これを選択すると、ウィンドウのコントロールが変わ

り、 PowerLabのアナログ出力を使うスティムレータのコントロール

からこの刺激アイソレータのセッティングに変わります。

モード

スティムレータモードのポップアップメニューでは刺激波形の種類を

選びます。 SP、ST、/20シリーズでは 、パルス<Pulse>、ステッ

プ<Step>、ランプ波<Ramp>、三角波<Triangle>、サイン波<Sine>
から選択します。何れかを選択して、そのウィンドウのコントロール

を使って、細部の設定を行ってください。 

<Pulse>:この設定ではベースライン電圧から立ち上がる矩形波のパル

ス刺激波形を作成します。

<Step>:これはベースライン電圧で始まりステップ刺激波形を発生さ

せ、引き続くステップ間の設定振幅を増減して再度ベースライン電圧

に戻す階段状の波形です。

<Ramp>:これは立ち上がり電圧で始まるスロープ状の(ランプ波形)波

形を発生させ、ゆっくりと電圧を増減させ再度はじめの電圧に戻る波

形です。 

<Triangle>:これはベースライン電圧を中心に三角波を発生させ、

ベースラインから振幅を設定値まで増減させます。 

<Sine>:これはベースライン電圧を中心に対称となるサイン波を発生

させ、ベースラインから振幅を設定値まで増減させます。

パルス ステップ

ランプ波 サイン波三角波

ステップ図 3-15 
SP、ST、/20シリーズの刺

激波形の種類
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コントロールの設定

各刺激パラメータのスライダーバーを使って、通常通りにスライディ

ングハンドルをドラッグして設定値を決定します。設定した値はスラ

イダバーの上のテキスト入力ボックスに表示します。テキスト入力ボ

ックスをクリックし任意の値を直接入力することもできます。また、

入力欄の右にある上下矢印をクリックしても数値が設定できます。

連続刺激波形

デフォルト設定では、スティムレータは連続刺激波形を提供します。

一番上のOutputラジオボタン(ウィンドウの右上の)が有効になってい

ます(パルスや三角波、サイン波モードで連続<Continuous> 、それ

以外のモードでは反復<Repetitive>)。ステップモードを選ぶと、ス

テップ回数を1～2000の範囲で設定してステップ波形を作成します。

ランプ波モードでは回数コントロールは無効表示します。

散発波形

下の２つのラジオボタン(ウィンドウの左上)を選択した場合(パルス

モードでは<Set Number of Pulses>、ステップとランプモードで

は<Once Only>、三角波とサイン波モードでは< Fixed Number of 
Cycles>)は、スティムレータで設定した数のパルス刺激や周期波刺激

を発生します。また、ステップとランプモードでは、設定した強度の

単発刺激を発生します。

Modeポップアップメニューで<Pulse>か<Triangle>、<Sine>を選択

すると、<Number>コントロールを使ってスティムレータで生成す

るパルス数を１～2000の範囲から指定します。上下矢印をクリッ

ク、または押下げて数値を増減するか、テキストボックスに直接数を

入力します。<Step>モードの場合は１～2000からステップ数が指定

できます。但し、1波形だけの単発刺激です。ラムプモードではこの

コントロールは無効です。

マーカチャンネル

マーカチャンネルポップアップメニューからチャンネルを1つ選ぶ

と、そのチャンネルの刺激を始めたポイントを小さいスパイクでマー

クします。オフを選ぶとマーカは入りません。刺激マーカで各パル

ス、ステップ、ランプの始まりをマークします。また、三角波とサイ
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ン波モードでは各周期の始まりをマークします。サンプリング速度に

関係なく、約10Hzの刺激周波数まで働きます。 

スタートモード

<When recording starts>を選ぶと、記録を開始する<Start>ボタン

をクリックした時に刺激は始まります。刺激波形が連続なら、スティ

ムレータパネルのコントロールにOnとOffのボタンが付き、連続刺激

をOffにすれば元に戻せます。

<Manually>を選ぶと、スティムレータダイアログボックスかスティ

ムレータパネルにある<Stimulator>ボタンをクリックした時に刺激

はスタートします。刺激波形が連続なら、スティムレータパネルのコ

ントロールにOnとOffのボタンが付きます。

ディレー

Chartビューで<Start>をクリックした後や、スティムレータダイア

ログボックスやスティムレータパネルの<Stimulate>をクリックした

後に、ディレーを設けて刺激波形を導入したい場合は、テキストボッ

クスにディレータイムスティム(0～1,000,000msec) を入力して下さ

い。

レンジ、周波数、パルスデュレーション

パルス、三角波、サイン波モードでは、Range(周波数)ポップアップ

メニューで周波数のコントロールレンジを、2 Hz、20 Hz、200 Hz 

から選択します。また、<PPM>(1分当たりの数)でも設定できます

が、時には周波数/分で設定する方が便利な場合もあります。

周波数コントロールはパルスや周期波形の周波数レンジの設定に使

い、0.1Hzから各レンジの最大周波数を指定します。PPMレンジでは

2～200パルス、又はサイクル/分(約0.0167～3.333 Hz)です。

パルスモードでは、パルスデュレーション<Pulse Duration>)コント

ロールでパルスが続く時間を設定します。パルスは刺激波形の間隔を

超える設定はできませんので、この時間は設定する周波数に影響され

ます。時間分解能は50 µsです。
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レンジ、ステップ幅、パルスとランプデュレーション

ステップとランプモードでは、Range(時間の)ポップアップメニュー

でステップ幅やランプ持続時間をコントロールするレンジ(20 ms, 200 
ms, 2 s, 20 s)を設定します。レンジを設定したら、実際のステップ幅

やランプ波持続時間を設定します。

パルスデュレーションコントロール(ステップモードの)で、設定した

ステップ幅のパルス波を継続する時(デュレーション)を設定します。

この時間はステップ幅を越えては設定できません。パルスデュレーシ

ョンがステップ幅以下では、ステップ電圧は増加(または減少)して次

のステップが出る前にベースラインに戻ります。パルスデュレーショ

ンとステップ幅が同じだと、ステップ電圧は増加(または減少)します

が刺激波形全体が終了するまでベースラインには戻りません。

出力レンジ、振幅、ベースライン

パルス、三角波、サイン波モードでは、Range(出力電圧)ポップアッ

プメニューで、振幅<Amplitude>とベースライン<Baseline>のレン

ジコントロールを100、200、500 mV～1、2、5、10 Vの範囲から選

びます。<Amplitude>コントロールを使ってそのレンジ内で実際の

設定電圧を決めます。設定が－の場合は、三角波やサイン波の始まり

は負の電圧レベルからサイクルは開始します。

ベースラインコントロールではレンジ内の実際のベースライン電圧を

設定します。パルス波形ではベースライン電圧分が(＋または－)パル

スに加算されます。ベースライン電圧は定電圧スティムレータダイア

ログボックスの出力と同じで、どちらか一方を変えれば両方変わりま

す。

レンジ、エンドレベル、スタートレベル

ステップとランプモードでは、Range(出力電圧)ポップアップメニ

ューで<End Level>と<Start Level>コントロールのレンジを選びま

す。レンジは200mV、500 mV、1、2、5、10 Vから選択できます。

エンドレベルとスタートレベルコントロールではこのレンジ内で、ス

テップ波の開始時と終了時の電圧のレベルを設定します。各ステップ

の振幅がエンドレベルとスタートレベルとの差です。スタートレベル

の電圧は定電圧スティムレータダイアログボックスの出力と同じで、

どちらか一方を変えれば両方変わります。

▼ Refer
定電圧出力,  p. 69
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スティムレータパネル

スティムレータダイアログボックスを使って刺激波形を設定しておけ

ば、スティムレータパネルミニウィンドウを使って、サンプリング中

でも簡単に刺激の開始、停止、設定の変更ができます。Setupメニ

ューからスティムレータパネル(図 3-16)が出ます。

スティムレータパネルミニウインドウはアクティブウインドウの前に

出ます。このウインドウはタイトルバーをドラッグすると移動し、ク

ローズボックスをクリックすると消えます。連続刺激を選択すると、

このパネルには<Off>と<On>ボタンが付くので、自由にスティム

レーションをオフ、またはオンに切り替えることができます。散発刺

激を選択するとパネルには<Stimulate>ボタンが付きます。ボタンを

押すとスティムレータで設定した数のパルス刺激や周期波刺激を発生

します。また、ステップとランプモードでは、設定した強度の単発刺

激が発生します。ショートカットとしてOption-space barの入力

で、パネルのボタンのオンオフ、スティムレータのオンオフ切り替え

ができます。

上下矢印をクリックすると、サンプリング中の刺激の設定パラメータ

が増減します。現行設定値がコントロールの横に出ます(コントロー

ルの表示は設定する刺激モードにより異なります)。パラメータをこ

こでパラメータを変えると、スティムレータウィンドウでも同様に変

わります。

定電圧出力

パルススティムレーションに加えて、定電圧の出力も発生できます。

これには、Setupメニューから<Output Voltage...>コマンドメニ

ューを選択します。 定電圧刺激(Stimulator Constant Output)ダイ

アログボックスが出ますので、ここで出力する電圧を設定します。

連続スティムレー
ションを選んだと
きのボタン

不連続スティム
レーションを選ん
だ場合このボタン
が選択されます。
クリックで開始

図 3-16 
スティムレータパネルミニ

ウィンドウ
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SP、STシリーズでは/20シリーズに比べ設定機能が豊富で、出力の

設定も別々に行えます(Output 1とOutpu 2で)。

定電圧DC出力は記録中でも停止せずに、このダイアログボックスを

呼び出して設定して出力できます。

SP、STシリーズでは、<Differential>ボタンがオンの時は第二の出

力コントロールはダイム表示となり設定できません。これは/20シ

リーズのコントロールと機能的には同じで、差動刺激(バイポーラ)が

設定できます。この場合はOutput 2はOutput 1と逆の極性(Output 

1が+3Vなら-3V)となります。<Independent>ボタンが非選択の時

は、Output 1とOutput 2にそれぞれ別個に定電圧出力が設定できま

す。

AmplitudeのRangeポップアップメニューで定電圧レンジを200、

500mVから1、2、5、10Vの中から選択します。また、Amplitudeコ

ントロールで実際の電圧値と極性を設定します。スライダーバーを使

って電圧を通常通り、スライディングハンドルをドラッグするか、左

右の矢印又はスライダーバーの中をクリックして設定します。スライ

ダーバーの上のテキストボタンをクリックし、直接設定電圧を入力す

ることもできます。記録中にもこのダイアログボックスは呼び出せま

すので、記録を停止しなくても電圧の変更ができます。

電圧を設定すれば直ぐに出力します(定電圧出力はスティムレータと

違いサンプリングしなくても機能します)。定電圧DC出力は、Chart

を停止するか、Scopeなど別のアプリケーションを使うまで実行しま

す。定電圧出力の設定はChartを終了しても残っています。 

図 3-17 
SP、STシリーズの定電圧刺

激出力ダイアログボックス
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スティムレータ出力

刺激電圧は全て、PowerLabを介して本体の出力端子より発生しま

す。スティムレータと定電圧出力は併せて作動します。刺激電圧は直

接定電圧に加算しますが、トータルで±10V以上にはなりません。定

電圧刺激出力ダイアログボックス(SP、STシリーズではOutput 1に

相当)からの出力はパルス、三角波、サイン波モードのベースライン

電圧やステップ、ランプモードのスタートレベル電圧とまったく同じ

で、一方を変えると両者とも変わります。

/20シリーズのPowerLabでは出力端子には＋－、SP、STシリーズで

はOutput 1、Output 2と明記されています。

20シリーズ、及びSP、STシリーズでdifferentialオプションを選んだ

時は、Output 2(－)はOutput 1(＋)の逆極性なので、両出力の波形は

(図3-20の❶❷の様にＸ軸に対象となります。Output 1(＋)だけを使

う場合は＋の刺激電圧は＋の電圧を出力し、－の刺激電圧は－電圧を

出力します。Output 2(－)を単独で使用する場合は、その出力電圧の

極性と逆の電圧を出力します。Output 1(＋)と2(－)を一緒に使う

と、差動刺激が得られます。定電圧値は±10V以内で、最大20Vで

す。差動(differential)刺激では刺激アーチファクトを防ぎます。神経

を差動モードで刺激すると、正負電極間の電位が局部的になります。

刺激パルスとその逆極性パルスとが互いに出力を効果的にキャンセル

し、記録電極は神経反応だけを取り込めます

PowerLab/SP、/STシリーズの独立(independent)モードでは、

Output 1には左の定電圧出力コントロール(図 3-18の①)からのオフ

セット電圧分が加わります。Output 2には何も刺激波形は重ね合わ

ず、左の定電圧出力コントロールで設定したオフセット電圧だけを出

力します (図 3-18の②)。 

PowerLab/SP、/STシリーズではシグナルは5kHzで発生しますの

で、速いサンプリン速度でこの刺激波形を記録すると完全な三角波や

サイン波では表示しません。
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➀

➁

➊

➋

Independent — SP/ST onlyDifferential (Complementary) — /20 or SP/ST
図 3-18 
スティムレータからのパル

スと定電圧出力との組合せ
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C H A P T E R F O U R

4 データディスプレイ

Chartは多彩なデータディスプレイ機能を持っています。データディ

スプレイに使用する表示線、表示パターン、表示カラーなどが自由に

変更できます。Chartウィンドウのサイズの変更、ウィンドウの分

割、水平軸スケールの伸縮、各チャンネルのディスプレイサイズの変

更も簡単です。記録データ全体の流れを観察したい場合、あるいは

データの一部分を拡大して詳細に見たい場合など、目的によってディ

スプレイモードを簡単に切り替える事ができます。

この章ではChartが提供するディスプレイオプションについて、基本

的な設定方法から振幅軸の操作、チャンネルタイトル、ズームウィン

ドウまで詳しく説明します。
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Chartウインドウ

Chartウィンドウには記録するデータの基本的なコントロール機能

と、直接ディスプレイフォーマットを設定するためのコントロール機

能が色々備わっています。 

時間表示

Chartウィンドウの右上にある 時計(日時)ボタンをクリックするとダ

イアログボックスが表示します。そこで時間モードを設定して記録す

るデータの日時を表示させます。 

タイムスケール

タイムスケールコントロールで時間軸の表示形式と表示単位を設定し

ます。ここで選択した形式は全軸に適用され、ダイアログボックスを

呼び出すだけでいつでも導入できます。時間軸に沿ってポインターが

示す時間は、ダイアログボックスで選択した形式で<レート/タイム>

ディスプレイに表示します。ここでの設定は表示設定ダイアログボッ

クスにもコピーされ、どちらかで設定を変更すると両方とも変わりま

す。

<From Start of Block>ブロックのはじめから: 新規データブロックの

開始からの相対時間を表示します(これがデフォルト設定です)。新し

くデータブロックを開始する度にゼロ時にリセットされます。つま

り<Start>ボタンがクリックされる毎に、また記録がトリガーにより

スタートする毎にゼロ時にリセットされます。 

<ファイルの始めから>: ファイルの記録を開始してからの相対時間を

表示します。サンプリングを停止して再開するまでのロスタイムを知

りたい場合に役立ちます。 

Chartウィンドウに表示

図 4-1 
時間形式表示ダイアログボ

ックス
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<日時>:サンプルが収録された日の時刻を表示します。日時コント

ロールパネルの設定により、12時間又は24時間表示のどちらかが使

用できます(Regional Settingsコントロールパネルか時間設定 パネ

ル)。この設定はイベントが発生した日時を特定したい場合に便利で

す。

<常に秒を表示>:このチェックボックスを選択してい無い場合は、記

録時間の長さに応じて時：分：秒が表示されます( 高速記録の場合

は、msec.で測定されます)。<日時を表示>ボタンを選んだ時はこの

チェックボックスはダイム表示となり無効です。.

カーソルクロック

<Cursor Clock:>チェックボックスでChartウィンドウに表示する日

時をコントロールします(図4-1 参照)。どちらも選択しないと時計

(Time & Date)ボタンだけは表示しますが日時の文字表示はしませ

ん。どちらかのボタンを選ぶとカーソルが時間軸上かデータ表示エリ

アにあれば、時計ボタンの横に波形カーソルポジションのサンプルポ

イントが記録された日時を表示します(それ以外の場所ではその欄は

余白になります)。時間のフォーマットはMAC OS XシステムのDate 

& Time コントロールパネルの設定通りになりますので、データを記

録した際にチェックするのに便利です。

スプリットバー

Chartウィンドウにはデータディスプレイエリアを垂直に２つの部分

または枠に分割できる機能が備わっていますので、記録したデータを

別の部分と比べたり、記録中の入力データと既存の記録データを見比

べることに利用できます。記録中の入力データは右側の枠に表示しま

す。左側には比較するデータを表示させたり、選択範囲をズームウィ

ンドウやX-Yウィンドウで表示したり、コメントを追加したりデータ

パッドにコピーしたり、別のアプリケーションに転送したりデータを

圧縮したり、色々試すことができて大変便利です。

ウィンドウを分割するには、スプリットバー上(どの位置でも良い)に

ポインターを置き、ポインターがスプリットポインターに変わるのを

確認します。垂直のスプリットバーがデータディスプレイエリアの左

側にあるので、希望の位置まで(ウィンドウが希望の大きさの２つの

枠で分かれる位置まで)そのスプリットバーをドラッグすると、それ

に追随して１本の破線が表われて現在の位置を示します。希望の位置

でマウスボタンを放します。記録中でもこの作業はできます。分割し

た二つのセクションは、別個に各々のスクロールバーを使ってスク

ロールでき、記録したデータが確認できます。キーボードスクロール

注
Chartでは記録の日時が正確
に記録されていますので古
いファイルに新しいデータ
を記録して'Start of File'を選
択した場合、時間軸の右端
では非常に大きな数値とな
ります。逆に別のファイル
に追加した時はマイナスの
値となりこともあります。
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コマンドで右のパネルをコントロールします。スプリットバーをダブ

ルクリックすると、画面は分割する前の画面に戻ります。 

波形の表示カラー

カラーボックスのカラーポップアップメニ ューをクリックすると、

Chartウインドウから直接チャンネルの表示グラフ線の色が選択でき

ます。15色の表示カラーから１色を選択します。グラフを線表示にす

るかドットで表示するかの選択もできます。ドットを選択すると各

データポイントが点で不連続的に表示します。線表示にするとデータ

は連続する波形として表示します。 

カラーポップアップメニューはチャンネルセッティングダイアログボ

ックスのカラー表記欄を簡便にしたものです：ここで設定を変えれば

自動的に対応する方もそれに同期して変わります。

ここを押して波形の
表示法を指定する ➠

　線

ドット

図 4-3 
カラーポップアップメニ

ュー

図 4-2 
データディスプレイエリア

の分割：スプリットバーを

ドラッグして希望の位置に

移動する。.
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振幅軸

各チャンネルの振幅軸(縦軸)のサイズは各々別個にドラッグして引き

伸ばしたり、ダイアログボックスで適したデータディスプレイに設定

できます。スケールの表記オプションがScaleポップアップメニュー

から設定できます。このメニューは各チャンネルの振幅軸の左端のボ

タンに該当します。単位変換を既に導入している場合は、Bipolarや

Single Sidedオプションは無効になりま す (チャンネルの重ね合わせ

表示でもこのScaleポップアップメニューで縦軸が設定できます)。

<Single Sided>:このオプションは正の電圧信号のみを表示する場合に

役立ちます。垂直軸をシフトして、0 Vがディスプレイエリアの底辺

に来るようにします。従って0 V以下の信号は画面には表われません

(<Bipolar>オプションを選択すれば表示します)。

<Bipolar>:Chartの各チャンネルのデフォルトモードです。シフトや

引き伸ばしをしてなければ、垂直軸の中央の0 Vをはさんで正と負の

両方の信号が表示します。

<Set Scale>:このオプションでは必要なレンジで表示できるよう、振

幅軸を直接調節できます。これは単位変換がオンでもオフでも有効で

す。<Set Scale...>を選択すると、Scale Rangeダイアログボックス

が出ますので、そこで希望する表示スケールの上限下限を直接数値で

入力します。 

<Auto Scale>: このスケールオプションは、そのチャンネルに現在表

示している波形をディスプレイエリアの縦軸に合わせて表示します。

スケールの上限はその波形の最高ピーク値に下限は最小値にセットさ

れます(極めて小さなシグナルてもこの機能で拡大表示します)。 

チャンネルの単位表示
(又は左端のブロック)

チャンネルタイトル図 4-4 
セットスケールダイアログ

ボックス

▼ 参考
カラー,  p. 87
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スケールボタンは各チャンネルの振幅軸の左端に表示しています。上

向き矢印をクリックすると拡大、下向き矢印は縮小します。1回毎の

クリックでスケールは倍、又は半減します。 

振幅軸のスケールはシフトしたり、引き伸ばしたりできます。これに

より画面に表示した信号を拡大したり、ディスプレイ上のより見やす

い位置に移動したりできます。 ポインターは振幅軸エリア上の位置

によって変化します。エリアの左にある時は標準ポインターで左上を

示す矢印です。エリアの右では、ポインタは右上を示す矢印となり、

横に小さなマーカが表われてその機能を示します。スケール上の単位

数値に移動すると、両頭矢印が表われドラッグするとスケールが変わ

ることを示します。ポインターがスケール値に向かい合っている場合

は、２つの三角印▲が軸の上の中点を挟んで向かい合い、ドラッグす

ると指示する方向にスケールが伸び、その反対の方向にドラッグする

とスケールは縮小します。

スケールをドラッグすることで軸をレンジの限度の1/3倍に縮めた

り、20倍まで伸ばすことができます。スケールを変更すると、そのチ

ャンネルの振幅軸の単位ラベルも自動的にそれに対応して変更しま

す。

振幅軸をダブルクリックすると、スケールは軸の中心をゼロとする通

常の表示に戻ります。振幅軸を再度ダブルクリックすると、Bipolar

ディスプレイ(軸の中心がゼロの位置)とSingle Sidedディスプレイ(デ

ィスプレイエリアの底辺がゼロの位置)のどちらかに切り替わりま

す。

全チャンネルをオートスケール

全チャンネルを同時に振幅軸がオートスケールできます。これには

Commands> Auto Scale Dataを選ぶかツールバーの <Auto Scale>

ボタンをクリックします。これは各チャンネルの現行可視データを調

整して、スケールの上限は最大ピーク値の高さにセットし、下限は最

小値とします。ズームウィンドウが開いておれば、Auto Scale Data

コマンドはそこでも各チャンネルのデータがスケースされます。

チャンネルの表示サイズを変更

各チャンネルのディスプレイサイズを変更するには、チャンネルセパ

レータ(境界線上のどの位置でも良い)にポインタを置き、ポインター

がセパレータポインターに変わるのを確認します。セパレータポイン

ターをドラッグすると、直線が表われ移動位置を示しますので、希望

通常のポインター

ドラッキング
ポインター

伸縮ポイン
ター

図 4-5 
振幅軸内で変化するポイン

ター
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の位置にきたらマウスボタンを放します(図4-6)。データディスプレ

イのサイズを変更したい場合は、記録中でも上記の手順で変更できま

す。

表示幅が小さいチャンネルは振幅軸のタイトルは表示されず、データ

の表示カラーと単位だけを表示します。5mm位(72dpi)の幅になった

チャンネルのデータは表示されずにエリアはグレー表示になります

(記録時にオフになっているチャンネルの様に）。複数のチャンネル

をオン、又はオフにしても(コマンドキーを押しながらチャンネルフ

ァンクションポップアップメニューから上のコマンドメニューを選

ぶ)この状態ではチャンネルには影響しません。 

チャンネルセパレータを別のチャンネルのセパレータを飛び越してド

ラッグすることも可能です。例えば、あるチャンネルのセパレータを

ウィンドウのデータディスプレイエリアの一番下までドラッグした場

合、それ以下のチャンネルは全部その下に隠れます。そのチャンネル

セパレータ上をダブルクリックするとデータディスプレイエリアはそ

のPowerLabの入力チャンネル数に対応して４または８チャンネルに

等分に分割され、デフォルト設定に戻ります。

記録したデータの分解能は、ディスプレイの分解能には関係ありませ

ん。チャンネルをオフにしても、記録中は忠実にデータを記入しま

す。たとえチャンネルセパレータを調節してそのチャンネル表示幅を

狭くしたり、画面には映らないようにしてもデータの記録には影響し

ません。 

チャンネルの重ね合わせ(オーバレイ）

Chartウインドウでは隣接するチャンネルをオーバーレイし、波形を

重ね合わせ直接波形が比較出来ます。また、２つ以上のチャンネルを

１つのセットにしてセット毎の重ね合わせもできます。例えば、重ね

図 4-6 
チャンネルの表示サイズの

変更：望みの場所に区分線

が出るまでセパレータをド

ラッグし、マウスボタンを

放す

▼ 参考
チャンネル数 , p. 88
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合わせたチャンネル２と３のセットと、チャンネル６、７、８のセッ

トを２つの別々の重ね合わせセットとしても表示できます。 

複数の隣接するチャンネルを重ね合わせるには、Channel Settingダ

イアログボックスを使って、重ね合わせるチャンネル間の区分線を

Separatorチェックボックスで<Off>にします。あるいはChartウイ

ンドウでチャンネル区分線をOption－クリックすると、その区分線

は消えます(Chartウィンドウからは重ね合わせチャンネルを分けるこ

とはできません)。 

重ね合わせたチャンネルにより使用したエリアは、データディスプレ

イエリアで重ね合わされた波形が個別で表示されていた時と同じフル

スケールで保存されています。重ね合わせたチャンネルのコントロー

ルは、右側のチャンネルコントロールエリアの上段スペースに表示し

ます。また、左側の振幅軸は１つのスケールポップアップメニューで

共用します。

デフォルト設定ではグループの最上チャンネルがアクティブチャンネ

ルとなり、そのタイトル名、スケールなどが振幅軸に表示します。チ

ャンネルタイトルの横のカラーボックスには、その色がデータグラフ

線に対応するのでチャンネルの判別に役立ちます。位置の移動、拡

張、スケーリングの実行はアクティブチャンネルだけに機能します。

波形の位置やスケールを調整するには、Scaleポップアップメニュー

の下半分に、そのグループで重ね合わせたチャンネルタイトルがリス

トで表示されるので、そこで調整したいチャンネルを選択します(ア

クティブチャンネルは横にチェック印が付きます)。選択したチャン

ネルがアクティブになり、そのタイトルとスケールが振幅軸に表示し

ます。波形はチャンネルの番号順に描画しますので、最後のチャンネ

ルが一番上の位置に表示することになります。 

図 4-7 
チャンネルの重ね合わせ

(下）.

▼ 参考
チャンネル区分,  p. 88
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各波形はポインターがデータディスプレイエリアの上にある時には波

形カーソルでトラッキングすることができ、その読み取りが右側のレ

ンジ/振幅ディス プレイで表示します。ここでの重ね合わせは、

Chartのズームウインドウで実行される重ね合わせとは関係ありませ

ん。

▼ 参照
Measuring from the 
Waveform,  p. 136
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ディスプレイの設定

波形の表示線の模様や各チャンネルの表示カラー、ブロックやコメン

トにマークを付けたり、記録するデータの表示方法等は、ディスプレ

イセッティングダイアログボックスで設定します。 また、ウインド

ウの目盛りの色(表示グリッド)、ズームやX-Yウインドウの選択、X-

Yプロットの線模様やカラー表示などの設定も、このダイアログボッ

クスで行ないます。ディスプレイセッティングダイアログボックスを

引き出すには、Setupメニューから<Display Settings...>を選択しま

す。チェックボックス、またはコントロールのタイトルをクリックし

てオン、オフの設定をします。機能により無効、復帰の選択、ポップ

アップメニューからの選択、ラジオボタンでの設定となります。

タイムスケール

<Time Scale>コントロールで時間軸の表示形式と表示単位を設定し

ます。ここで選択した形式は全軸に適用され、ダイアログボックスを

引き出すだけでいつでも導入できます。時間軸沿ってポインターが示

す時間は、ダイアログボックスで選択した形式でレート/タイムディ

スプレイに表示します。ここでの設定はディスプレイセッティングダ

イアログボックスにもコピーされ、どちらかで設定を変更すると両方

とも変わります。

▼ 参考
時間表示,  p. 74

▼ 参考
Slow and Fast Sampling 
Rates,  p. 41

図 4-8 
ディスプレイセティングの

ダイアログボックス
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サンプリング<Sampling>

<Scroll Right to Left>オプションを選ぶと、データはチャートレ

コーダの様にChartウィンドウの右からデータディスプレイエリアを

スクロールします。新たなデータが描画されて古いデータは左に順に

移動します。<Sweep Mode>オプションを選ぶと、データは左から

右に描画され、右端に達すると再度 左から描画を開始します(垂直線

が先導して新しく描画するデータは画面をスイープします)。記録し

ながらデータが速く移動しない方が、データは見やすくなります。 

高速サンプリングでは、<Scroll Right to Left>オプションを選んで

も、記録されるデータはスイープモードの様に描画されます。

ディスプレイ<Display>

<Lines Between Blocks>:このコントロールが選択されていると、通

常Chartでは、データブロック間は太い垂直線で区分されサンプリン

グを停止した後で再開したことを示したり、あるチャンネを停止した

り軸スケールを変更したエリアを区分します。必要ならこれを解除し

てブロック間の区分が無くせます。高速サンプリング中に記録間隔を

少なくしたい場合には大変有効で、データブロックが短くなります。 

<Show Block Numbers>. このコントロールをオンにすると、時間軸

上にブロック番号が黒地に白抜きでブロックの頭にタグ表示します。

ブロック間に線やスケールが表示されなくても、タグ表示でブロック

をマークします。オフにすれば表示しません。 

<X-Y Plot>: X-Yトレースの描画の太さはカラーダイアログボックス

の<Line thickness>で、直線または点線のどちらで表示するかは、

<Style>ポップアップメニューで指定します。希望の形式をクリック

すると選択できます。X-Yプロットの<Colors>ポップアップメニ

ューは目盛り線(graticule)のカラーポップアップメニューと全く同じ

です。ここでの設定はあるチャンネルデータに対する別のチャンネル

データをX-Yウィンドウにプロットする場合だけに適用されます。.

▼ 参考
The X–Y Window,  p. 151

図 4-9 
短いデータ片、左はブロッ

クライン付き、右は無い例



84 Chart User’s Guide

<Line Graticule>と<Dot Graticule>:<Line Graticule> ラジオボタン

を選ぶと選択したカラーのドット線で目盛りを表示します。<Dot 

Graticule>はドット目盛りで表示します。 

表示する目盛りカラーは Graticuleポップアップメニュー (図 4*-13) 

から選択します。ここでの設定はChart、ズーム、X-Yウィンドウに

適用されます。15種類の表示カラーが選択できます。<Off>を選べば

目盛りは表示しません。目盛りは時間軸と振幅軸のディビィジョン単

位で配列します(時間軸のディビィジョンは、常時20ﾋﾟｸｾﾙ幅です) 。

コメント

Commentsのコントロールで通常のコメントと特殊なコメントに当

たるエクスクルージョン(除外)とを管理します。両方ともチェックボ

ックスから選定します。 

<Show >:記録中か記録後にコメントを追加する際に、コメント番号

ボックスが表われますが、このコントロールを非選択にするとこのボ

ックスは表示されません。印刷時にコメントボックスでデータが不明

瞭になることを避けたい場合などに便利です(コメントは Comments 

& Exclusionウィンドウとは無関係に印刷できますので、Chartデー

タをコメント抜きで印刷することもできます)。

<Draw Lines & Areas>:コメントはデータポイントやエリアと連結で

きます。このコントロールを選択すると、ポイントには垂直の点線

が、エリアには薄い陰影が描画されコメントのロケーションが確認で

きます。印刷するときにデータの邪魔になるならこのコントロールを

非選択にします。 

<Text Label.>:このコントロールを選択すると、スペースが許す限り

のコメント文字がコメントラインの横に縦書きに、又はコメントボッ

クスの横に横書きで表示します。コメント文字はチャンネルコメント

▼ 参考
PrintingComments, p.129

図 4-10 
カラーポップアップダイア

ログボックス

図 4-11 
目盛りカラーポップアップ

メニュー
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ならそのチャンネル内に、複数チャンネルでは一番上のチャンネルに

表示します。横書き文字が掛かった波形の部分は薄く表示します。 

<Comment & Exclusion Shading>: コメントや除外をデータポイント

でなくエリアにリンクすると、そのエリアには陰影が入ります。ポッ

プアップメニューから15色の中からその表示カラーと利用できる濃淡

の色合いとが選択できます(図4-13)。コメントと除外のエリアを区別

する為に、はっきりと違う色調を選んで下さい。破線の境界線はその

まま残ります(Draw Lines & Areasチェックボックスがオンの時

は)。 

チャンネルセッティング

➀ ➁ ➂ ➃
図 4-12 
コメントが付いた記録：　

①全コメントチェックボッ

クスがオンの時の例、　　

②Text Labelがオフの時、③

lines & areasがオフの時④総

てオフの時

図 4-13 
コメントと除外陰影ポップ

アップメニュー
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チャンネルセッティングダイアログボックスでは複数のチャンネルが

同時にセッティングできます。１画面で各チャンネルのディスプレイ

設定と記録設定が一覧できて大変便利です。このダイアログボックス

を表示するにはSetupメニューから<Channel Settings...>を選択す

るか、または<Command-Y>を入力します。PowerLabが接続され

ていないと、ディスプレイセッティングだけが表示されます。このダ

イアログボックスの各段落については前の章で簡単に触れています。

記録の設定に関してはそこで詳しく説明されていますので参照下さ

い。ディスプレイ設定に関してはこの章で詳しく述べていきます。 

チャンネルタイトル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通常、各チャンネルのタイトルはChartウインドウの右に表示し、上

から下へChannel 1、Channel 2 ...と出ます。記録する内容を示すタ

イトルに変更することも可能です。それには、Setupメニューか

ら<Channel Setting>を選択してChannel Titleダイアログボックス

のタイトル欄を呼び出します。テキストエントリーボックスを使って

そこに新たなタイトルを重ね書きして入力します。タブキーで次の欄

に進みます。

日本語を含め大部分の文字が利用できます。記号の使い方が分からな

い場合はキーキャップを使います。 例えば、Ω(Option-Z)、 　　　

℃(Option-Shift-8)、Δ(Option-J)など。 

▼ Refer
波形の表示カラー,  p. 76

図 4-14 
チャンネルセッティングイ

アログボックス.
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S上付き文字と下付き文字

Na+やC2H5OH等の上付き・下付き文字もチャンネルタイトルに(単

位変換にも)使用できます。

• T上付き文字は<Shift-6(＾)>を入力します。脱字記号がその前に

出ます。 
• 下付き文字は、<Option-6(§)>を入力します。その前にセッショ

ン　記号がでます。

• 上付き・下付き文字から通常の字体に戻すには<Shift-ﾊｲﾌﾝ(＿)>
を入力します。 

脱字、セクション、ハイフン記号がテキストエントリーボックスには

出ますが、チャンネルタイトル内には出ません。それ以外の記号もチ

ャンネルタイトルに使用できます 

チャンネルタイトルを望みのものに変更して、<OK>ボタンをクリッ

クし、そのダイアログボックスを消して、変更をChartウインドウに

導入します。変更が不適切なら<Cancel>して変更を解除します。タ

イトルに何も入力しなければ、通常の<Cancel >のタイトルが出ま

す。タイトルが長すぎてChartウインドウの所定の欄に収まらない場

合は、一部が省略され...の記号で表示します。 

カラー

チャンネルセッティングダイアログボックスのカラーコラムにある各

チャンネルの<Colour>ポップアップメニューで、データポインを線

分で表示するのか、ドツト表示でするかの選択や、特定の模様や表示

カラーの指定を該当するオプションから選択します(図4-10のColour

ポップアップメニュー参照)。

波形をドットで表示するには、各チャンネル波形ポップアップメニ

ューから<Show Points as Dots>を指定します。各サンプルデータポ

イントはドットで表示します。連続波形の表示にはコマンドメニュー

を<Join Points with Line>（デフォルト設定）に変更します。　　

メニューの下の波形表示例を参考にして選択します(図4-3の波形参

照)。 

メニューの下には、３種類の表示濃度と、15種類の波形カラーとパ

ターンが載っています。該当するものをクリックすると選択した箇所

は縁取表示します。表示カラーやパターンはどの波形にも導入できま

すが、表示濃度はズームやX-Yウインドウにのみ適応され、Chartウ
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インドウには導入できません。Chartウインドウは、いつも1個のピ

クセル分の太さと一個のピクセルドットで表示します。.

チャンネル区分

<Separator>チェックボックスを使い、チャンネル間の区分線を表示

したり隠すことができます。複数チャンネル間の区分線をオフにする

と、Chartウインドウでそれらのチャンネルをオーバーレイ(重ね合わ

せ)して波形の比較ができます。チャンネルの区分線を消去するとチ

ャンネルの段落線も消えるので、チャンネルセッティングダイアログ

ボックスでどのようにチャンネルがオーバーレイするかが見れます。

tチャート画面でチャンネル区分線を<Option->クリックして、オー

バーレイにすることが出来ますが、オーバーレイをオフにするにはチ

ェックボックスからしか出来ません。 

チャンネル数

ダイアログボックスの下の<Number of Channels>でChartウインド

ウで表示するチャンネル数を指定します。上下の矢印をクリックして

使用するチャンネル数を選ぶか、直接エントリー欄に数を入力しま

す。 このダイアログを最初に開くとこの入力欄が強調表示しますの

で、Chartで使うチャンネル数をここに入力してリターンキーかエン

ターキーを押せば直ぐにチャンネル数の変更設定ができます。不必要

なチャンネルを省くことで、Chart画面が最大限に活用できます。過

去のバージョンでは使用しないチャンネルを画面の下へドラッグして

画面調整をしましたが、今回からその必要はありません。チャンネル

数を設定すれば使用しないチャンネルは自動的にオフになり、ディス

プレイエリアから除外できます。上下矢印をクリック、又はプレスし

て直接チャンネル数を設定するか、チェックボックスに直接数字を入

力します。指定したチャンネル数以外はオフとなり、Channel 

settingsダイアログボックスではその表記段落は空欄となります。 .

オーバビューミニウインドウ

オーバビューミニウインドウは一度に１チャンネル分のデータを全て

表示させるもので、特定なイベントを調べる場合などに便利です。　

図 4-15 
チャンネルセッティングダ

イアログボックスの

Separatorコントロール
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ビューボタンを使わなくても長い記録が見れる機能です。メインの

Chartウインドウでは、100:1の尺度で全チャンネルが閲覧できます

が、それでも不十分な時に有効です。Overviewミニウインドウを呼

び出すにはWindowメニューから<Overview>を選択するか、

<Command-M>を入力します。 

オーバビューミニウインドウはアクティブウインドウの前に映りま

す。タイトルバーで移動し、閉じるにはクローズボックスをクリック

します。 また、右端のリサイズボックスを使えば、ウインドウの大

きさが変わります。表示するチャンネルはミニウインドウの左下のチ

ャンネル番号をクリックして選びます。表示しているチャンネル番号

が強調表示します。

Chartウインドウに現在表示しているデータ部分は、オーバビューミ

ニウインドウでは強調表示(白と黒で)します。この強調部分をドラッ

グするとChartウインドウの表示部分がスクロールします。強調表示

以外の特定な部分をクリックすると、その部分が強調表示の中央に来

て、Chartウインドウにも同様に表示します。この機能を使って、長

い記録データの中から特定のイベントが即座に検閲できます。また、

ミニウインドウを小さく縮めて、ウインドウの端にも移動できます。

これを大容量のファイルで使うと反転表示したエリアは随分細くなり

ますので、サイズボックスで拡大します(又はビューボタンを使って
Chartウィンドウに表示するデータを増やします)。

Chartウインドウのデータディスプレイエリアが二つに分画している

場合は、オーバビューミニウインドウの強調表示エリアは右側のディ

スプレイエリアだけに表示します。ファイルが極めて大きい場合は、

強調部分は細くなるのでサイズボックスで拡大します。多量のデータ

ポイント数を含む大きいファイルを対象とする場合には、オーバビ

ューウインドウを呼び出すのに時間がかかります。この操作を途中で

中止するには、<Command-period>で解除します。この場合はミニ

表示チャンネル チャンネル番号ボタン

画面に表示させ
るエリア

▼ 参考
Selecting Data,  p. 104

図 4-16 
オーバビューミニウインド

ウ..
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ウィンドウはグレー表示となります。チャンネル番号ボタンかデータ

表示エリアをクリックすると、オーバビュー画面に戻ります。

ズームウインドウ
ズームウインドウは選択したデータ部分を拡大して詳細に表示しま

す。同時期に記録したデータなら、複数チャンネルのデータを一つの

ズームウインドウに表示できます。データの選択範囲を拡大にするに

は、Chartウインドウ内をドラッグして範囲を選択します。Window

メニューから<Zoom Window>を選択するか、ツールバーか

ら<Zoom Window>ボタンをクリックします。ズームウインドウが

出ます。 

ズームウインドウは標準のウインドウで、クローズボックスとタイト

ルバーが付いており、画面の移動やChartウインドウをアクティブに

したバックグランド表示も可能です。また、右下のサイズボックスを

使って、ウインドウのサイズが変更できます。デフォルト設定

で<Overlay>ボタンはオンになり、複数チャンネルを指定すると波形

は重ね合わせ表示となります。ウインドウ左下のチャンネル番号ボタ

ンでデータを表示させるチャンネルを選びます。各チャンネル用に設

定した表示カラーや模様が短い線分で、チャンネル番号ボタンの上に

選択チャ
ンネル

オーバレ
イボタン

マーカ

縦列表示
ボタン

チャンネル
番号ボタン

波形カーソル

ポインター

標識バー/カラーポップアッ
プダイアログボックス

選択範囲履
歴ボタン

時間と振幅値

図 4-17 
ズームウインドウ.
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映りますので判別し易く便利です。選択されないチャンネルは灰色表

示となります。 

チャンネルを並べて表示

複数チャンネルのデータエリアをChartウインドウで選択すると、複

数チャンネルのデータを重ね合わせて表示します(デフォルトで

Overlayボタンはオンになっています)。<Stack>ボタンをクリックす

るとChartウインドウのように、各チャンネルのデータが個別に並べ

て表示します。各チャンネルの表示幅は、Chartウインドウの表示幅

に対応して太線で区分されます。<Overlay>ボタンをクリックして

<Stack>ボタンをオフにすると、再度各チャンネルの波形は重なりま

す。 

データディスプレイ

強調表示しているチャンネル番号のボタンは波形カーソルがなぞる波

形を示し、そのチャンネルを重ね合わせるか区別するかを表示しま

す。カーソルが示す点の時間(t)と振幅値(V)がウインドウの上に表示

し、時間は該当するタイムモードで、また振幅値は単位変換で設定し

た単位で表示されます。ウインドウ左下のなぞるチャンネル番号(グ

レー表示で無い番号)をクリックするか、その波形を直接クリックす

ると変更します。何れの場合も選択したチャンネルのボタン番号が強

調表示します。

チャンネル
の並べて表
示ボタン

▼ Refer
ディスプレ

▼ Refer
カラー,  p. 87

▼ 参考
Using the Marker,  p. 136

▼ 参考
Measuring from the 
Waveform,  p. 136

図 4-18 
Stackボタンがオンの時
のズームウインドウ
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Chartウインドウからマーカはズームウインドウにも複写され、同じ

ように波形上を移動します。マーカをダブルクリックすると元の位置

に(ホーム)戻ります。マーカはズームウインドウにおいてもほぼ同じ

動きをしますが、波形カーソルは一つの波形しか追跡しませんので、

波形が複数存在する場合は少し違った動きをします。追跡波形上に

マーカがあると、相対計測値(△を表示)で時間と振幅値が表示しま

す。マーカが別の波形上にある時は時間は相対表示となりますが、振

幅は絶対値表示で表されます。

そのチャンネルに表示する波形のカラーと表示線の太さがチャンネル

番号ボタンの上に短い線分で表示しますので、どのチャンネルのデー

タかを見分けるのに便利です。また、線分をクリックするとポプアッ

プメニューが出ますので、チャンネルデータの表示トレースの変更が

できます。ここでの設定はチャンネルセッティングダイアログボック

ス(図 4-10)のカラーポップアップメニューと同じです。3種類の表示

線の太さと各15種類のカラーから選択できます。現在選択されている

メニューに太枠が付きます。ポインターを移動して選択します。ここ

で選んだ表示カラーはどのウィンドウにも有効ですが、太さの選択は

ズームウィンドウだけにしか適応されません。また、データポイント

の表示は線かドットかの選択もできます。 

Chartウインドウの選択範囲が不連続(二つ以上のブロックにまたがっ

た)の場合は、ズームウインドウも間隔と薄線でその不連続部分を示

します(Linesbetween blocksの表示がオフであれば表示しません)。 

選択範囲の変更

ズームウィンドウ内の選択範囲を変更する場合は、いちいちChartウ

ィンドウに戻す必要はありません。ズームウィンドウから選択範囲の

移動、スケール、拡大ができます。ここでの選択範囲の変更はChart

ウィンドウにも適応されます。 

データディスプレイエリア内にデータをドラッグするだけで、選択範

囲は強調表示され拡大します(ズームウィンドウの時間軸上はドラッ

グできません)。マウスボタン押して移動すればデータディスプレイ

エリアの選択範囲が延びます。チャンネルが縦列表示なら、ドラッグ

するチャンネルの選択範囲の垂直範囲も変更できます。ただし、それ

以外のチャンネルの垂直範囲は常にフル範囲で選択されます。水平範

囲は総てのチャンネルで共通です。 

ズームウィンドウの振幅軸はChartウィンドウのそれと同じで、コン

トロールは個々に機能します。に効きます。チャンネルが重ね合わせ

▼ Refer
The Amplitude Axis,  p. 77
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表示の場合はシフト、引き延ばし、スケーリング機能はアクティブチ

ャンネルだけにしか効きません。アクティブチャンネルにはタイト

ル、スケール、データトレースカラーなどが振幅軸に表示します。 

データは手動でもスクロールできます。ポンターをデータディスプレ

イに置いて<Option>キーを押すと、ポインターがハンドに変わりま

す。そのまま前後上下、望みの場所にデータがスクロールできます。

 選択範囲の変更は記憶されていますので、ウィンドウのの右下にあ

る選択範囲の履歴ボタンで呼び戻せます。上向き矢印で前の選択範囲

に戻し、下向き矢印で進みます。選択範囲の履歴には、ズームウィン

ドウを最後に閉じてからの変更から再度ズームウィンドウを開く前の

Chartで行った選択範囲を含め総ての状態を記憶しています(選択範囲

は重ね合わせや縦列表示に係わらず記録はされません)。

その他

データポイントが多すぎる(何百万)選択範囲ではズームウィンドウの

描画には時間が係ります。描画を中断するには<Command-.>を入力

します。これを実行するとデータディスプレイエリアはグレー色にな

ります。ディスプレイエリアをクリックすると、選択範囲の描画を再

開します。 

ズームウィンドウのアクティブポイントをダブルクリックすると、

Chartウィンドウの様に該当するデータがデータパッドに追加されま

す。ズームウィンドウで波形を拡大して表示させて、データポイント

を選べばより正確なデータが得られます。 

<Comman>キーを押しながらズームウィンドウ内のデータポイント

をクリックすると、Chartウィンドウがアクティブとなりそのデータ

ポイントの位置を中央部(可能な限り)に指示します。これはChartウ

ィンドウの広い範囲を選択し拡大した場合に便利な機能です。Chart

ウィンドウに戻してズームウィンドウのデータが圧縮されても、その

ロケーションの確認ができます。データの一部をズームウィンドウで

拡大し、次にChartウィンドウで他の場所にスクロールしてもその選

択範囲を変更しなければ、ズームウィンドウに戻って　

<Command>-クリックすればChartウィンドウの元の場所に戻りま

す。 
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ズームウインドウのコピーと印刷

ズームウインドウがアクティブの時にFileメニューから<Print 

Zoom...>を選択すると、ズームウインドウの内容が印刷できます。

コマンドが指定されておれば、Chartウインドウと同様にズームウイ

ンドウの内容が印刷されます。　　　　　　　　　　　　　　　　 

また、Editメニューから<Copy Zoom...>を選ぶと、ズームウインド

ウを別のアプリケーション用に画像(ピクチャー)として複写できま

す。.

デジタル値の読み取りを表示

ウィンドウズメニューのDVMサブメニューでは各チャンネルのデジ

タル電圧表示計とサンプリング時間を、サイズ可変なミニウィンドウ

の形で表示します。コンピュータから少し離れた所から記録値を読み

取りたい場合などに、このウィンドウは便利です。これらのミニウィ

ンドウを表示するには、DVMサブメニューからメニューの１つを選

択するか、各チャンネルの<レンジ/振幅>ディスプレイまたは<レー

ト/タイム>ディスプレイをドラッグします(このミニウィンドウはこ

れらのディスプレイの浮動型拡大ウィンドです)。

DVMミニウィンドウは現行のアクティブウィンドウの前に浮動表示

します。そのタイトルバーをドラッグするとあちこち自在に移動でき

セッティン
グボタン

ここをクリックしドラッグするとタ
イムミニウィンドウが取り出せます

ここをクリックしドラッグするとチャ
ンネルミニウィンドウが取り出せます

図 4-19 
CH1のDVMとタイムミニウ

ィンドウ
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ます(Chartアプリケーションウィンドウの枠以外にも)。クローズボ

ックスをクリックするとウィンドウは消えます。ミニウィンドウの外

枠をドラッグするとサイズが変更できます。ミニウィンドウの大きさ

を変えると表示テキストの大きさも変わるので、読み取り易い大きさ

にウィンドウのサイズを調節して下さい。表示テキストの色は同じチ

ャンネルのデータトレースと同色になりますので判別が簡単です。ミ

ニウィンドウのタイトルバーには適用しているチャンネル数が表示し

ます(DVMサブメニューのメニューコマンドは常にデフォルトタイト

ル(Channel 1などの)でチャンネルをリスト表示しますが、タイトル

は自由に変更できます）。

DVMセッティング

DVMセッティングダイアログボックス (図 4-21) はミニウィンドウ

のセッティングボタンをクリックするか、Windowメニューか

ら<DVM>サブメニューの<Settings...>を選べば表示します。このセ

ッティングダイアログボクスで、サンプリング中に使用するDVMの

拡張機能を有効又は無効にする方法を提供します。

<Simple>モード

<Simple>を選ぶと、DVMは Chartの時間 に合わせて表示を更新し

ます。即ち、サンプリング値と同期して更新されDVMに表示しま

図 4-20 
DVMミニウィンドウを取り

出す.

図 4-21 
DVMセッティングダイアロ

グボックス
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す。このモードでは演算負荷を最小に抑える利点があり、従って 高

速でのChartのサンプリングも妨害しません。 

<Regular Updates>モード 

<Regular Updates>を選ぶと、DVMはデータストリーム自体と同期

し、サンプル毎に処理します。これは周期データの記録と同様に、

データポントの平均化のように演算を単純化させます。また、高速サ

ンプリングや別のタスクには影響を与えますが、付加的な演算も加え

られます。 ここでの処理が過剰過ぎると、Chartはサンプリングを停

止し警告が出ます。 

When the <Regular Updates>モードでは、<Update Every:>で設

定した時間間隔でデータを周期的に演算処理します。コンピュータが

ビジーな場合は、更新は不規則になります。

更新頻度がチャンネルのサンプリング速度より速いと、Chart はその

サンプリング速度で更新します。サンプリング速度がチャンネルで異

なっておれば、一番速いチャンネルのサンプリング速度に対して更新

頻度を決定します。

左右矢印はタイムと使用可能チャンネルのセッティングパネルのペー

ジ送りに使います。セッティングパネルは<Regular Updates>モー

ドを選んだ場合だけ有効です。タイムセッティングパネルの幾つかの

項目は無関係なので無効表示となっています。

<Regular Updates>が作動モードになると新ディスプレイオプショ

ンも有効となります。デフォルトの<Digital Only>ディスプレイに加

えて、<Bar Graph>か<Arrow Indicator>が選択できます。また、

データポイントの<History>のグラフ表示も選択できます。グラフに

表示するポイント数は<Keep>テキストボックスに入力する時間値に

依ります。 

数値表示や記録する値は、そのインターバルでの最新サンプル値、ま

たは最新インターバル内の全サンプルの平均、最大値、最小値になり

ます。

<Log to DVM Window>チェックボックスを選択すると、

<Column:>欄で入力したコラムのDVM Log ウィンドウにデータは

記録されます。各サンプリングが始動すると、タイムのタイトルやそ

れに対応するチャンネル名がそのコラムの標識として同じコラムに表
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示します。The DVM LogウィンドウはWindowメニューから選択し

ても表示できます。 

ログウィンドウのデータはクリップボードにコピーし、統計ソフトや

表計算ソフトなどの別のアプリケーションにペーストできます。ま

た、テキストファイルとしても保存できます。提供されるコラムに複

数のチャンネルを表示する設定になっている場合は、一番大きいチャ

ンネルの値が表示します。

DVM Logウィンドウ

DVM Logウィンドウはデータの周期的な記録するのに使い、別のア

プリケーションに移出してさらなる処理に使ったり、テキストとして

ディスクに保存します。ChartのWindowメニューから<DVM Log 

Window>を選んで開きます。DVM Logウィンドウは、DVMセッテ

ィングダイアログボックスで< Regular Updates>モードを選んだ場

合だけ有効となります。 .

記録されたデータはコラムとしてそのウィンドウに表示します。これ

らのコラムの表示様式は DVM Logウィンドウのセッティングダイア

ログボックスで設定します。このダイアログボックスはDVM Logウ

ィンドウの上段にある<Setting...>ボタンをクリックすると表示しま

す。<Display... >ボタンをクリックするとDVM Log Displayダイア

ログボックスが表示し、コラム幅の他、フォント形式やサイズが 調

整できます。

図 4-22 
DVM Logウィンドウ.
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<Copy>ボタンをクリックすると、DVM Logウィンドウの内容全体

をクリップボードにコピーします。<Clear>ボタンをクリックすると

全ログデータは消失します。 
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C H A P T E R F I V E

5 ファイルの取り扱い

Chartファイルは簡単にエクスペリメンツギャラリー(Experiments 

Gallery) にアクセスでき、様々なフォーマットで編集、印刷、ディス

クへの保存ができます。この章ではこれらの取り扱い方法や、たくさ

んのファイルを１つのファイルに要約する機能、設定を保存して作業

の反復を省略化する機能について説明します。また別のアプリケーシ

ョンにデータを転送する方法、コメントやエクスクルージョンの使い

方、ノートブックや迅速なChartファイルの検索について説明しま

す。 
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エクスペリメンツギャラリー

エクスペリメンツギャラリー(Experiments Gallery) はフレーム作業

であり、Chartデータやセッティングへ素早くアクセスでき、付帯す

るドキュメントやテキストファイル、マルチメディアファイルなどに

も迅速に対応します。

この機能は教育の現場では特に有用で、教師が別々の実験をオーガナ

イズし学生にそれをアクセスさせ提供できます。研究者であれば、自

分の記録をオーガナイし素早くアクセスできますので大変便利です。

エクスペリメンツギャラリーを使う

エクスペリメンツギャラリーを使う前に、ファイルとフォルダーを作

ってそれに加えます。Chartのバージョンに依っては既に実行されて

いる場合もありますが、そうでなければ エクスペリメンツギャラ

リーの管理, p99を参照して下さい。

エクスペリメンツギャラリーを設置しておけば、ファイルメニューか

ら<Experiments Gallery>を選べば、エクスペリメンツギャラリーダ

イアログボックスが表示します。ダイアログボックスの下段にある　

<Show Experiments Gallery at startup>チェックボックスを選べ

ば、以下の時にも表示します：

･ ドキュメントが無くてChartをスタートする (例えば、Chartデス

クトップショートカットをダブルクリックする) 

･ 最後に開いたChartドキュメントを閉じる

そのダイアログボックスの左側の部分には、エクスペリメンツギャラ

リーのコンテンツの階層フォルダーが含まれています。Macintoshの

ファインダーと似ており、同じ方法でナビゲートしてくれます。例え

ば、開示三角形をクリックするとフォルダー構造の部門を拡張しま

す。 右側の部分は左側で選択したフォルダーのファイルを表示しま

す。指定したファイルは陰影表示し、<Open>ボタンをクリックすれ

ば開きます。 または、ファイルをダブルクリックしてもファイルは

開きます。エクスペリメンツギャラリーのセットアップの仕方に依っ

て、ファイルリストの上にインフォメーションエリア(図 5-1 の様な)

が出ます。それには指定したフォルダーの内容に関するコメントも含

まれています。個々のファイルにはファイル名に加え、それを記述し

た説明文が付きます。
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エクスペリメンツギャラリーを管理する 

あなたが教師か研究者なら、多分ご自分の注文に応じたエクスペリメ

ンツギャラリーを作成したいと思われる筈です。

まず、 Chartアプリケーション(図5-2)と同じフォルダーに

Experiments Gallery と称するフォルダーを作って下さい。Chartの

バージョンに依ってはこのフォルダーが既に存在する場合があります

ので、注意して下さい。

図 5-1 
エクスペリメンツギャラ

リーダイアログボックス

.

図 5-2 
エクスペリメンツギャラ

リーホルダー
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作成したエクスペリメンツギャラリーフォルダーにフォルダーやファ

イルを追加します(エクスペリメンツギャラリーのフォルダーに何も

フォルダーやファイルが無い場合は、エクスペリメンツギャラリーダ

イアログボックスはChartには表示しません)。自分の作業構成に合っ

た作法でフォルダーやファイルを編成して下さい。ファイルと同様に

ショートカットも付け加えておき、ネットワーク上で収録したファイ

ルにアクセスするなどに利用します。このギャラリーに書類やテキス

ト、マルチメディアファイルなどを加えれば大変便利です。フォル

ダーやファイルはエクスペリメンツギャラリーダイアログボックス内

の同じ階層に表示します。

エクスペリメンツギャラリーを削除し、Chartに表示しているそのダ

イアログボックスを停止するには、エクスペリメンツギャラリーフォ

ルダーから総てのフォルダーやファイルえお削除するか、エクスペリ

メンツギャラリーフォルダー全体を削除して下さい。

コンフィギュレーションファイルを作成してフォルダー内に収めれ

ば、表示するエクスペリメンツギャラリー内に含まれるフォルダーの

ファイルがコントロールできます。コンフィギュレーションファイル

の作成についての詳細はAppendix Dで説明します。.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

データを選択する

時間軸の下をクリックすると、垂直線が表われて全チャンネルのアク

ティブポイントの位置を示します。任意のチャンネル内をクリックす

ると、垂直線とアクティブポイントの表示はそのチャンネルだけにな

ります(図5-3の上)。アクティブポイントは選択範囲とは異なり、コ

メントを追加したり、データパッドにインフォメーションを転送する

時などに使用します。データポイント１つではデータパッドにコピー

できますが、クリップボードにコピーしたり、ファイルとして保存し

たり、ズーム機能には適用しません。 

１チャンネル内のデータエリアを選択するには、ポインタを置いてド

ラッグすると矩形のエリアがハイライト表示になります(図5-3の

下)。垂直エリアのサイズはズームとXーYウインドウの表示には影響

しますが、データパッドへのインフォメーションの転送や、選択範囲

のコピーや印刷、ファイルとしての保存には影響しません。これらの

操作にはセレクション内の全データポイントを使用します。　

<Command-drag>を操作すると、チャンネルの全垂直幅が選択でき

ます 

▼ 参考
Experiments Gallery 
Configuration Files, p. 271

図 5-3 　　　　　　　
アクティブポイント(上)と

選択範囲(下)　
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別のチャンネルを選択範囲に追加するには、シフトキーを押しなが

ら、必要なチャンネルのディスプレイエリアをドラッグします。他の

チャンネルで選択した選択範囲の垂直幅は変更できます。しかし水平

幅は最初に選択したチャンネルの水平幅は同じになり変更はできませ

ん(選択範囲が複数のチャンネルで選択された場合、それらの記録時

間は常に同じです)。追加したいチャンネルのディスプレイエリア上

でオプション-シフトでクリックすると、同じ垂直幅の選択範囲が選

択できます。ズームウインドウで波形の重ね合わせの比較を簡単にす

るため、この範囲はチャンネルの振幅幅の引き延ばしやスケールも考

慮に入れます。これは記録データのみで適用され、単位変換のためス

ケールは無視されます。. 

全チャンネルでデータエリアを選択するには、時間軸エリアにポイン

タを置くと、ポインタが両頭矢印に変ります。時間軸エリアをドラッ

グすると、全チャンネルの長方形の選択範囲がハイライト表示になり

ます。あるチャンネルの選択範囲を解除したい場合は、そのチャンネ

ル内をシフト-クリックします。時間軸をダブルクリックすると記録

したブロック全体が選択範囲になります(連続記録ならファイル全体

が)。 

複数のチャンネルがオーバーレイされている場合は、単純に共通の選

択範囲が出来るようにドラッグしてください。もし別々のチャンネル

をすでにある選択範囲でオーバーレイする場合は、共通の方形選択範

囲が出来るように新たに選択しなければなりません。

データディスプレイエリア内に選択範囲がある場合、有効なコマンド

メニューはこれに対応して変化します。ファイルメニューのプリント

コマンドは<Print Selection..>.に変り、<Save Selection...>は無効

図 5-4 
複数チャンネルのデータ選

択(左)、時間軸に沿った選

択(右)、<Shift>ドラッグで

他チャンネルへ追加
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表示となります。Editメニューの<Copy Selection...>と、<Clear 

Selection...>は有効になります。.

データを削除する

Chartでデータを削除するには2通りの方法があります。全チャンネ

ルのデータエリアを削除する方法と、特定のチャンネルの全記録デー

タを削除する方法です(一つのチャンネルの選択範囲だけを削除する

ことはできません)。これらの操作はやり直しが出来ませんので、ア

ラートボックスで決定を確認してきます。もし間違えて大事なデータ

を削除してしまい、前にそのファイルを保存したことがあるなら、直

ちに変更を保存せずに閉じて下さい－それでファイルは最後に保存し

た状態に復帰できます。 いくつかの変更は失われるかもしれません

が、削除されたばかりのデータはファイルを開くと出てきます(もち

ろん頻繁に保存やバックアップをとることが大事です)。

全チャンネルに共通のデータエリアを削除するには、時間軸上の２点

間のエリアを時間軸に沿ってドラッグして選択します(これは特に興

味のあるデータが無い記録部分を削除するのに便利です)。Editメニ

ューから<Clear Selection>を選択するか、<Delete>キーを押しま

す。この操作ではChartウィンドウの複数のチャンネルで選択範囲が

ある場合は、全チャンネルのデータブロックが削除します。ある特定

の間隔の記録を削除した結果、記録に不連続性が生じる場合は、新ブ

ロックが形成されます。垂直線で区分線を示します(ディスプレイ設

定で区分線表示が設定してある場合のみ)。 

特定のチャンネルの全データを削除する場合は、そのチャンネル内に

選択範囲(またはアクティブポイント)を作り、Editメニューか

ら<Clear Channel...>を選択します。アラートボックスで削除の確認

が出ます。

データを転送する

Chartから表計算ソフトや図表プログラムなどのアプリケーションに

データを転送することができます。ファイルや選択範囲を通常のテキ

ストファイルとして保存して、ワードプロセッサ、表計算、統計パッ

ケージなどの別のアプリケーションにテキストで転送できます(これ

にはファイルメニューから<Save As...>コマンドメニューを選択しま

す)。 

▼ 参考
Display, p. 84
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また、Chartから選択したデータをコピーして、別のアプリケーショ

ンに(別のChartファイルにも)直接それをペーストすることもできま

す。Chartウィンドウがアクティブな状態で選択範囲がある場合は、

<Copy Selection>がEditメニューから選択できます。ズームやX-Y

ウィンドウなどがアクティブな状態の場合には、編集メニューのコ

ピーコマンドは選択可能なオプション表示に変ります。データパッド

がアクティブウィンドウの場合は、その総て、または選択した部分だ

けをクリップボードにテキストとしてコピーできます(そのコマンド

メニューは選択する内容で、コピー、総てをコピー、選択範囲をコ

ピーになります) 。ズームやＸ－Ｙウインドウがアクティブの時は、

コピーコマンドはそれぞれ<Copy Zoom...>か<Copy X-Y...>に変わ

ります。このコマンドでウインドウの表示が、クイックドロー画像と

してクリップボードにコピーします。この時ピクチャーでコピーダイ

アログボックスが現れます。

図をコピーする際にはその分解能に応じて三つのオプションが選べま

す：何れもQuickDraw PICTがその分解能で作成されます。　

<Screen>は1ｲﾝﾁ当たり72ﾄﾞｯﾄで画面の内容をコピーしますので画面

通りに別のアプリケーション用として複写できます。　　

<Expanded>では視覚サイズを４倍に拡大します。これを読み込める

プログラムにペーストすると、288dpiの分解効果を持ちます。　

<High>は300dpiで古いLaserWriterと同じ分解能の画像が得られま

す。 

該当するボタンをクリックして所定の図をペーストしたいプログラム

にコピーします。描画アプリケーションでは高分解画像が扱えますの

で、それらの機能を使えばディスプレイやレポート用に色々修正がで

きます。ワープロのようなプログラムではPICTをビットマップに変

換できます。分解能拡大オプションを使ってビットマップに変換し、

それを1/4に縮小すると高分解画像と同じ効果の画像が得られる事に

なります。

▼ Refer
セーブオプション, 

図 5-5 　　　　　　　
ピクチャーでコピーのダイ

アログボックス
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選択範囲をコピーする

Chartウインドウがアクティブの時にデータエリアの選択範囲を設定

し、編集メニューの<Copy Selection...>を選べばクリップボードへ

コピーダイアログボックスを使ってテキストとしてデータがコピーで

きます。 

<Channels.>: チャンネル番号ボタンでセーブするチャンネルを指定

します。データが無いチャンネルに対応するボタンは無効になりま

す。強調表示のチャンネルはテキストファイルに含まれていることを

示します(デフォルトでデータを有する全チャンネルを指定)。ボタン

をクリックしてチャンネルを指定、叉は解除します。チャンネルの

データはテキストファイルに数値で、左から右にチャンネル順に縦割

りで表示します。

<Time>:Timeチェック欄を指定すると、各サンプルを収集した時間

がデータポイントのリストに加わり、チャンネルデータに先行して表

示します(ファイルの最初の列に)。ダイアログボックスの右にあるコ

ントロールで時間表示の設定が選択できます。このオプションはディ

スプレイセッティングのものと同じです。 

<Comments>:コメントチェックボックスを選択すると、テキストの

最後の列にコメント欄が入ります。ファイルに何もコメンとが無いと

無効表示になります。コメントチェックボックスだけが選択されてい

る場合は、コメント番号リストがコピーされます(除外コメントは無

視されます)。

図 5-6 　　　　　　　
クリップボードへコピーダ

イアログボックス

▼ 参考
Time Scale, p. 76
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<Settings Info>:セッティングインフォチェックボックスを選択する

と、サンプリングレート、レンジ、単位変換情報、記録日時がデータ

ブロック毎のデータヘッダーラインとしてテキストで明記されます。

チャンネルタイトルも含まれますが、他のChartディスプレイセッテ

ィングは無視されます。この情報は(ChartエクステンションのRead 

Textを使って)テキストファイルからChartファイルを再構築するた

め、及び正確にオリジナルのChartファイルに合わせる為のもので

す。これはバージョンの違うChart間のファイルの移行や、テキスト

として保存されたファイルの再生などに有効です。 

<Reduction>:デフォルトで、ファイルには全データポイントが含まれ

ます。しかし、サンプリング速度が速い場合、全てのデータポイント

を採るのはグラフ処理に使う場合には不効率です。このような時に、

除外ボックスに1以上の数値を入れて、サンプル数を減らします。除

外ボックスに2を入れると、一つおきのデータポイントがテキストフ

ァイルに入り、3を入力すれば二つおきのデータポイントが入りま

す。コメントは、それに対応する特定なデータポイントがテキストに

含まれなくても消失しません。

除外(分析から除外するようマークしたポイントやエリア)は有効な

データが無い別のブロックとして扱われ、テキストにはコピーされま

せん。除外のコメントテキストもコピーされません。

クリップボード

Chartからデータをカット、叉はコピーする時はクリップボードに収

録されます。編集メニューから<Show Clipboard>を選択してコピー

するものを見ます：クリップボードウインドウが出ます。クリップ

ボードウインドウはクローズドボックス、サイズボックス、ズームボ

ックス、タイトルバーを持つ通常のウインドウで、画面内の移動やバ

ックグランド表示が自由に設定できます。 

▼ 参考
Using Exclusions, p. 130

図 5-7 
コピーした後のクリップ

ボードウインドウ：ズーム

(右),データパッド(左下), 

Chartウインドウの選択範囲

(左上)



106 Chart User’s Guide

Iクリップボードウインドウに表示するものとしては、画像の表記(画

面に合うサイズで)、データパッドからテキストのコピー、Chartウイ

ンドウからコピーしたものを示すメッセージがあります。Chartウイ

ンドウのコピーメッセージとして、ファイルネーム、時間パラメー

タ、データポイント数及びチャンネル数がテキストとして表示しま

す。 

選択範囲が大きいとコピーに時間がかかりますので、データはテキス

トとしてファイルに保存され、テキストに変換した割合がツールバー

のテキストボックスに出ます。<Command-period>でコピーは停止

します。 

セーブオプション

記録したデータファイルをセーブするにはファイルメニューから

<Save> を選択するか、<Command-S>を入力します。これを実行す

ると、現行ファイルがディスクにセーブします。初めてファイルを

セーブする場合やファイルメニューから<Save As...>を選択すると、

Save Asディレクトリーダイアログボックスが出ます。 

ディレクトリーダイアログボックスでコンピュータが持つファイルシ

ステムを表示しますので、ファイルをどこにセーブすべきかの指針に

なります(このプロセスは熟知しておいて下さい。詳細はマッキント

シュのユーザーズガイドを参照下さい)。フォーマットポップアップ

メニューからファイル形式を選び、ファイル名を入力して<Save>ボ

ファイルの形式
を選択します

図 5-8 　　　　　　　
Save Asディレクトリーダイ

アログボックス(ショートカ

ットについてはMacintoshシ

ステムヘルプを参照)
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タンをクリックするとファイルはセーブします。主な保存形式は、

データファイル、セッティングファイル、テキストファイル、及び

Chart for Windows ファイルです。また、データパッドの内容、ス

ペクトラムウィンドウやDVM ログウィンドウをテキストとして保存

できます。それ以外のフォーマットはChartエクステンションで付け

加えられます。ファイルの複数のコピーを別名や別の場所に、どんな

形式にでも保存できます。 

データファイル

データファイルの形式はデフォルトで、データとセッティング(マク

ロ命令を含め)を保存します。ファイルには全記録データが含まれま

す。Chartは一度に１つのデータファイルしか開けませんので、別の

ファイルを開いたり作成するには、現行のファイルを閉じる必要があ

ります。変更を保存せずファイルを閉じると、アラートボックスで警

告し、そのファイルを保存するか、無向、またはキャンセルするかを

促します。

セッティングファイル

セッティングファイル形式は記録したデータをセーブするものではな

く、現行のセッティングを保存します。サンプリング速度、チャンネ

ルレンジ、トリガー、スティムレーションのセッティングなど記録に

関する設定や、ウインドウの大きさ、チャンネルエリア、表示のセッ

ティング、メニューのコンフィギュレーションなどのデータの表示方

法に関する設定を保存するフォーマットです。 マクロもセッティン

グとして収録されます。セッティングファイルを使って、様々な実験

用にセッティングライブラリーを組み立ておけば、素早く簡単に記録

の準備が整います。

Chartファイルを開かずにセッティングファイルを開くと、その設定

で新規未名称データファイルが作成されます。Chartデータファイル

が既に開いている場合は、アラートボックスでその設定で新しい未名

称データファイルを作るか、その設定を現在のChartデータファイル

に適用するを選択します。ファイルに設定を適用すると、今あるデー

タの表示や後のサンプリング用の記録の設定に影響します。現存する

データの記録設定、サンプリングレート、レンジ、適用単位などは変

化しません。 



108 Chart User’s Guide

テキストファイル

このフォーマットは一般のテキストファィルとしてデータをセーブ

し、テキストを移出して別のアプリケーションにオープンさせる為の

もので、ワードプロセッサー、表計算、統計パッケージなどに移出で

きます。記録した各サンプルは、チャンネル毎に生データとして収録

します。テキストファイルにセーブするChartファイルを開いた場

合、<Save>をクリックすると、Save As Text Fileダイアログボック

スが出ます。クリップボードにコピーする時のダイアログボックスと

ほぼ同じです (詳しくは「選択範囲をコピーする, p. 104」参照 )。

テキストファイルのサイズは、Chartのデータファイルより相当大き

くて、保存するのに時間が係ります。ファイルがテキストとして保存

される間は、保存されたファイルの割合がツールバーのテキストボッ

クスに出ます。<Command-period >で停止します。停止するまでに

扱った量のテキストファイル分は得られます。Chartはテキストファ

イルを読み込めませんので、テキストファイルのままで開くか、

ChartエクステンションのRead Textを使ってコンバートして下さ

い。

Chartはチャンネルによって異なるサンプリング速度でファイルが記

録できます。このファイルをテキストファイルとして保存すると、 

Chartは使用する最小のサンプリング間隔 (最大サンプリング速度) を

決定し、全チャンネルにその間隔で切ったデータポイントを含めま

す。それより長いサンプリング間隔のチャンネルには、剰余データ値

は線形処理で補足します。例えば、 チャンネル1 を1000 /sで、チャ

ンネル 2 を200 /s、 チャンネル3 は100 /sで記録した場合、そのテ

キストファイルは3チャンネル総てを 0.001 sで切ったデータポイン

トが含まれます。チャンネル 2 のケースでは、ファイルに含まれる5

番目毎のデータポイントは真の値ですが、その間の4ポイントは疑似

図 5-9 　　　　　　　
Save As Text Fileダイアログ

ボックス　
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値です。チャンネル 3では10番目毎のデータポイントが真の値で、そ

の補足の9ポイントは疑似値です。

Chart for Windows データファイル

この形式はデータファイルとしてファイルを保存し、Windows 版の

Chart v4.2 以降で読み込めるます。フォーマットポップアップメニ

ューから<Chart (Win) Data>を選ぶと、名前に<.adicht> の拡張子

が付きます。Windowsではファイル形式を認定するのにこれが必要

です。データとチャンネルタイトルは移出され、レンジ、演算入力、

単位変換やマクロのセッティングは移出されず、これらが新規データ

に必要な場合は再規定する必要があります。 データ追跡カラー、チ

ャンネルハイトなど大部分のディスプレイ設定は無視されます。

演算したデータを含むChartファイルを保存すると、 ダイアログボッ

クスで演算したデータを保存するか、元の記録したデータを保存する

かが選択できます。 

'Chart for Windows' プログラムは移出されたファイルにある総ての

データを読み込みます。この場合のデータとは演算処理し記録した

データを保存したものであり、演算処理で生じるセッティングは含ま

れません。その理由は、演算が 'Chart for Windows' に適用できれ

ば、データを移出してから'Chart for Windows' で演算処理を適用し 

ますので、演算を 'Chart for Macintosh' に適応してから移出する訳

ではないからです。

除外は通常のコメントとして扱われます。除外されるデータは有効な

ものとして扱われますので、移出されるデータに含まれます。コメン

トと除外エリアは 'Chart for Windows'ではコメンが付いたポイント

となり、そのエリアの開始時間に置かれます。 　　　　　　　　

'Chart for Macintosh' データファイル内のエリアの範囲はトランス

レーションには重要なので、コメントテキストに書き留めて置くべき

です。

図 5-10 　　　　　　　　
トランスレーションオプシ
ョンダイアログボックス
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データパッド、スペクトラム、及び DVMログウィンドウ
テキストファイル

データパッド、スペクトラムウィンドウ、及びDVMログウィンドウ

の内容を標準のテキストファイルとして保存しておき、テキストとし

て取り込めばワードプロセッサー、表計算、統計パッケージなどのア

プリケーションソフトウェアでも開けます。.

<Data Pad text file> データパッドの内容をテキストファイルとして

保存するには、別名で保存(Save As)ダイアログボックスの中のフ

ォーマットポップアップメニューからText-Data Padを選びます。

データパッドの各行はテキストファイルでは一行で、その行の段落セ

ルの内容がタブ切りで入ります。空欄はファイル二は含まれません。

表題はデータパッドタイトル追加コマンドを使って日付を付けて各段

落の上に付け加えられます。

<Spectrum text file> スペクトラムウィンドウの内容をテキストファ

イルとして保存するには、別名で保存(Save As)ダイアログボックス

の中のフォーマットポップアップメニューからSpectrum Textを選び

ます。そのテキストファイにはタブ切りで二つの段落があります。周

波数段落と、その周波数でスペクトラムの高さを表す段落です。 

<DVM Log window text file> DVMログウィンドウの内容をテキスト

ファイルとして保存するには、別名で保存(Save As)ダイアログボッ

クスの中のフォーマットポップアップメニューからDVM Log 

windowを選びます。そのテキストファイにはDVMログウィンドウ

に記録する様に設定した各チャンネルの段落があり、記録された時間

も付きます。

自動保存

サンプリング中に自動的に保存するようにChartを設定するには、フ

ァイルメニューから<Auto Save>を選んで下さい(サンプリングを開

始する前に行う必要があります)。自動保存のダイアログボックス(図 

5-15)が表示します。

<Auto Save while sampling> チェックボックスを選べば、自動的に

保存します。保存する期間は1～ 1000で、分単位か時間単位かを指定

します。<Append to current file> オプションを選ぶと、オートセー

ブに実行時にデータは同じファイルにセーブされます。<Use new 

file each time> オプションを選べば、オートセーブの実行時毎に新

規ファイルにデータは保存されます。この場合のファイル名はファイ

▼ 参考
The Data Pad, p. 142
The Spectrum Window, 
p. 153
The DVM Log Window, 
p. 98
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ル(001)、ファイル(002)等となり、保存される所はChartファイルの

その名前のファイルがある場所になります。極めて大きいファイルを

細かく分割しておけば、ファイルの変造で総てが消失するリスクが回

避でき有益です。また、サンプリングの停止時には保存する場所も指

定できます。

保存中はCharはサンプリングを停止しますので、オートセーブ実行

時とこのモードには留意する必要があります。

選択範囲を保存する

ファイル全体を保存する代わりに、指定したデータ部分だけの保存も

できます。必要とする記録部分を抽出し、それを新規ファイルに置き

換えられます。１チャンネル分のデータか全チャンネル分かを選択

し、チャンネルを指定すれば時間軸上の任意の２点間のデータが保存

できます。Chartウインドウでデータエリアを指定すると、ファイル

メニューの<Save Select ion...>コマンドが使用できます。選択範囲

がないと無効表示のままです。 このコマンドを選択すると、選択範

囲を保存のディレクトリーダイアログボックスが出ます。

このディレクトリーダイアログボックスは悦名で保存ダイアログボッ

クスと似てますが、ファイルフォーマットの選択はデータファイルか

テキストファイルかに限られます。ファイルにネームを入力し、該当

するフォーマットのラジオボタンをクリックして、<Save>ボタンを

押すとファイルを保存します。テキストファイルとして選択範囲を保

存するには、Save As Text Fileダイアログボックスを呼び出して　

<Save>(図5-7)をクリックします。ファイルに何かコメントが有る

と、<Comments>チェックボックスの無効表示が解除します。選択

範囲にコメントが無いと、テキストファイルの各罫線の末端部にタブ

図 5-11 
自動保存ダイアログボック

ス

▼ 参考
セーブオプション, p. 106
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が付きます(記録したコメントを優先させる為です)。これを避けるに

は、コメントチェックボックスをオフにします。追加機能を使えば長

い記録データを素早く要約して、新規ファイルとして選択範囲だけを

保存することも可能です。 

ファイルを追加する

この機能を使うと、任意のChartデータを現在オープンしてるファイ

ルの末尾に付け加え、一つのファイルとして集約できます。この機能

とChartの選択範囲を保存する機能とを組み合わせると、重要なデー

タ分だけを使った記録に要約したファイルが作成できます。　　　　

ファイルを既存するファイルに追加するには、ファイルメニューか

ら<Append...>を選び追加ディレクトリーダイアログボックスを呼び

出します。

フォーマットポップアップメニューで開くファイルの種類を選択しま

す：選んだ襲類だけがスクロールリストに表示されます。通常は

Chartファイルのみが選択出来るようになっていますが、Chartエク

ステンションによってそれ以外も追加もできます。現在開いているフ

ァイルに追加するファイルを選択し、<Open>ボタンをクリックして

追加します。コメントは総てコピーされ、オリジナルファイルの最後

のコメント番号に続く番号が新たに付きます。追加するファイルの設

定はコピーされませんので、<Discard Existing Macros>チェックボ

ックスはグレー表示となり選択できません。チャンネルレンジやサン

図 5-12 
'選択範囲を保存'ディレクト

リーダイアログボックス.
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プリングレートのような記録の設定は、後の記録のため追加する前と

同じになります。各々追加したファイルは、新たなブロックデータと

して太い垂直線で区切られ、軸スケールも変わります。追加したファ

イルのデータパッドは、現在のファイルのデータパッドに追加されま

す。操作に必要なメモリーがある限り、現在開いているファイルに追

加できます。

セッティングファイルを追加するのも、Chartデータファイルを開い

ているときにセッティングファイルを開くのと同じです。アラートボ

ックスで新たに未名称ファイルを作るか、現在のChartファイルに設

定を適用するかを選択します。ファイルに設定を適用すると、今ある

データの表示や、後のサンプリングのための記録の設定に影響しま

す。現存するデータの記録の設定、サンプリング速度、レンジ、適用

単位などは変化しません。 

印刷

印刷機能でChartファイルや作業の表記、レポートの印刷をはじめ、

説明などに使うハードコピーができます。 ファイルメニューには印

刷に関するコマンドとして、<Page Setup...>と<Print> (キー操作で

は<Command-P>)の二種類あります。 

図 5-13 
'追加' ダイアログボックス
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用紙設定

印刷するには、使用しているプリンター用に正確に用紙を設定する必

要があります－印刷する用紙のサイズを選択します(A4、レターな

ど)。<Page Setup...>コマンドを選択すると、使用するプリンターの

機種に対応する用紙設定ダイアログボックスが出ます。詳細は使用す

るプリンターに付いているユーザガイドを参考にして下さい。設定で

は印刷する用紙のサイズなどを指定します。Chartの独自のオプショ

ンもダイアログボックスの中に出てきます－パネルタイトルポップア

ップメニューからChartを選択して下さい(図5-18)。 

高分解画印刷 

このオプションにチェックマークを付けると、使用するプリンターの

最大分画能でChartやズーム、X-Yウインドウを印刷します。600-

dpi LaserWriterを使用している場合、Chartは600ﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁで印刷し

ます。こういった場合の印刷は最大限高品質のものになりますが、

Chartウインドウの印刷には時間が相当かかります。 

<高分解画印刷>を選択しないと、ページのアイテム位置の精度がマ

ッキントッシュの画面分解能72ﾄﾞｯﾄ/ｲﾝﾁに制限されます。しかし

オーバビューやドラフトではこれで十分で、印刷時間も速くなり便利

です。高分解印刷は最終的なデータの印刷だけに利用する事をお勧め

します。

注：できるだけ速く印刷したい場合は最遅速のプリンタードライバー

を使って、<チューザ>の<バックグランドで印刷>をオフにします。 

図 5-14 
用紙設定ダイアログボック

ス
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カラー印刷

このオプションでデータのカラー印刷ができます。ディスプレイセッ

ティングダイアログボックスでデータ表示カラーを指定します。カ

ラープリンターの機種によっては、サポートしない色もありますしデ

ィスプレイとは異なる色が印刷される場合もありますので、サンプル

データで試してからお使い下さい。

プリントコマンド

トリガー、スティムレータ、クリップボードウインドウがアクティブ

の時は、<Print>コマンドは無効表示となり指定できません。他の環

境では、このコマンドは有効となりますが、アクティブウインドウの

種類や選択したデータの場所によって、各種のコマンドが出ます。

ツールバーの<Prin>ボタンをクリックすると、プリントコマンドと

同じ操作ができます。

<Print All...>で全Chartファイルを印刷します（印刷tダイアログボ

ックスで印刷箇所を限定しても）。イメージライター等の連続フィー

ドするプリンターを使用する場合は、通常のペンレコーダのように連

続記録します。<Print Selection...>はChartウインドウの指定した箇

所を印刷します。指定がなければ、<Print All...>にします。<View>

ボタンを使って、ファイルを水平に縮めておれば（2000:1まで)、そ

のまま印刷されます。 

ズームやX-Yウインドウを含むデータを印刷する場合は、ページレイ

アウトダイアログボックスで、サイズや配置、画像の比率を設定しま

す。 また、画像をダブルクリックすると、そのページに対応する最

大の大きさに拡大できます。<Keep Shape>チェックボックスが選択

されていなければ、自在にリサイズできます。ファイルを印刷中の間

(バックグランドでの印刷では巻き上げ中)は、小さいダイアログボッ

プリントコマンド アクティブウインドウ 印刷内容

Print All... Chart 全ファイル

Print Selection... Chart 選択範囲

Print Zoom... Zoom ズームウィンドウの内容

Print X-Y... X-Y X-Yウィンドウの内容

Print Comments... Comments & Exclusionsコメントリスト

Print Data Pad... Data Pad データパッドの内容

Print Notebook... Notebook ノートブックの内容

Print Spectrum... Spectrum スペクトラムウィンドウ
の内容

▼ 参考
Display Settings, p. 83

表5-1 
プリントコマンド
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クスが出てます。印刷を停止するには<キャンセル>ボタンをクリッ

クします（または、<Command－ピリオド>か<リターン>、<エン

ター>か<Esc>キーを押します）。もちろんプリントモニターからも

キャンセルできます(詳細はマッキントッシュのユーザーズガイドを

参照して下さい)。 

データパッドとスペクトラムウィンドウは、画面と同じように印刷さ

れますが、空欄はハードコピーとして印刷しません。ノートブックも

画面と同じように印刷します。印刷ダイアログボックスでノートブッ

ク全体を印刷するのか、指定するページだけを印刷するかを選択しま

す(空白のノートブックページは印刷しません)。<Print All...>を選択

すれば、そのChartファイル全部を印刷しますし、印刷ダイアログボ

ックスでページの長さをも選択します。しかしChartは印刷中はペー

ジの切れ目でも、印刷しますので、印刷したい部分を逃してしまうか

もしれません。印刷するデータや選択範囲を選んだ方がベターです。

Chartやズーム、X-Yウインドウを印刷すると、末尾に印刷日時、コ

ンピュータの所有者名(登録してあれば）、印刷ページ番号が印刷さ

れます。そのファイルが保存されていれば、その表題が最初のページ

の頭に載ります。マーカも表示されてれば印刷しますが、ポインター

このチェックボックスをは
ずして画像の形状を直す

このピクチャーで
用紙サイズを表示

図 5-15 
ページレイアウトイアログ

ボックス
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は載りません。ファイルや選択範囲を印刷すると、Chartウインドウ

のようにチャンネルタイトルや単位が左に印刷されます。コメントは

データの末尾に番号リストとして印刷されます。印刷スペースがあれ

ば各ブロックの開始日時も印刷されます。

スペクトラムウィンドウを印刷すると、ファイル名に付帯するタイト

ルと、選択範囲を設定したチャンネルも印刷されます。選択範囲の

データやスペクトラムウィンドウに表示された演算に関する情報も含

まれます。

ノートブック

ノートブックは通常の実験用のノートブックと同じ要領で、特定の

Chartファイルに割り込み (保存も)ます。ノートブックにはコメント

機能に比べて記録に関したより詳細な記述ができ、通常は特定な時間

に関する特殊な情報などを簡潔に書き留めます。ノートブックを使う

にはWindowメニューから<Notebook>を選択します。ノートブック

ウインドウが出てきます。ノートブックウインドウは標準のウインド

ウで、クローズボックスやタイトルバーを持ち画面内を移動でき、

Chartウインドウがアクティブの時はバックグランド表示します。

ノートブックはトータルで８ページ分あり、一つのファイルに関する

メモ書きとして利用します。それぞれのページは32,000文字まで書

き込め、キーボードの矢印キーを使って上下にスクロールが出来ま

す。(ノートブックを印刷すると、約12,000文字までしか印刷されま

ここにメモ
書きをする

ここをクリッ
クして次の
ページをめく
る

ここをクリッ
クするとペー
ジが戻る

挿入箇所に時
間を入れる

挿入箇所に日
付を入れる

図 5-16 
ノートブックウインドウ 
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せんが、ワードプロセッサーにテキストが移行できます。)ウインド

ウ左下の折り込みをクリックしてページ送りします。 ウインドウの

下の日付か時計ボタンをクリックすると、ノートに割り込みポイント

の日時が表示します(コントロールパネルの日時＆時間で設定したよ

うに) 。コマンドの<削除>、<コピー>、<ペースト>、<消去>が通常

通りテキストの編集に使用できますがノートブックには画像は挿入で

きません。

ノートブックウインドウの内容はChartファイルをセーブするとファ

イルと共に保存されます。ただし、 ノートブックの情報が含まれた

セッティングファイルをノートブック情報を伴うデータファイルに付

け加わえても、データファイルのノートブックの内容は入れ替わりま

せん。

ノートブックを印刷する

ノートブックウインドウがアクティブの時は、ファイルメニューの印

刷オプションから<ノートブックを印刷 Print Notebook...>を選定す

ると、このウインドウの内容だけを印刷します。印刷ダイアログボッ

クスでノートブック全体の内容を印刷するか、指定したページ範囲だ

けを印刷するかを選択します(ノートブックが空の場合は印刷しませ

ん)。画面に出ている通りのページを印刷します。しかし1200文字以

上のテキストは切り捨てられます。ノートブックの中身はクリップ

ボードに複写でき、ワープロにも転送できますので便利です。

▼ 参考
Appending Files, p. 116
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コメントと除外

通常コメントは特定の時間やチャンネル、データの選択範囲など必要

な情報を簡潔に表わしたものです(ノートブックには、記録に関して

より詳細なコメントが残せます)。

コメント機能は、記録に注釈を付けてファイルの中の特定なデータポ

イントに添付されますので、その場所を迅速かつ正確に知るのに便利

です。除外(Exclusion)はデータの検索、データパッドの演算、テキ

ストとして保存などから除外するポイントやエリアにマークするもの

でコメントと同じ様な機能を持っています。コメントと除外の追加、

表示、編集の操作方法はほぼ同じですが、働きが違います：コメント

は単にポイントやエリアにマークを付けるだけですが、除外はポイン

トやエリアの扱い方を変更します。ここでは特に指摘しない限り、両

方に適用されると考えて下さい。 

コメントバーを使う

コメントバーは記録中に単一データのポイントにコメントを付けるの

に使います(Chartがサンプリング中でないときには現れません)。コ

メントバーではエリアにコメントや除外を追加できませんが、イベン

トが起こったときに素早く注釈を付けるに便利です。Chartウインド

ウ下のテキスト入力エリアに入力して、エンターキーかリターンキー

を押すと同時にファイルにコメントが入ります。 

デフォルトでコメントは全チャンネルに適応されます。この場合＊に

次いでコメント番号ボックスが表示します。特定のチャンネルにコメ

ントを付ける時は、タブキー(＊を指定する)を押してチャンネル番号

を入力するか、そのチャンネルのデータ表示エリア内をクリックしま

す－チャンネル番号が出ます(チャンネル1から8まで、しかしチャン

ネル9から16では記録中は特定なコメントは付けられません)。 再度

コメントを全チャンネルに適応する場合はタブキーを押して０を入力

するか、Chartウインドウ下のグレーエリアをクリックします(記録時

は、時間軸に変わります)。 

コメントを挿入するチャ
ンネル(＊は全チャンネル

コメント番号ボ
ックス

コメント番
号ボックス

図 5-17 
記録中のコメント入力.
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さらに<自動コメント>機能を使えば予め設定しておいたコメントが

ファンクションキーで記録中に挿入できます。この場合は単一のコメ

ントポイントでエリアや除外は含まれません。これには自動コメント

ダイアログボックスを使います(エンターキーを押して後でコメント

を編集することもできます)。

記録したデータにコメントを入力する

コメントと除外は記録した既存のデータにも挿入出来ます(Chartウイ

ンドウが分けられていて、左側に記録したデータを表示する設定にな

っている場合は、サンプリング中でもこれは可能です)。まず正しく

アクティブポイントやエリアが選択されていることを確認して下さ

い。コメントを入力するにはコマンドメニューで<コメントを追加

Add Comment...>を選択するか、<Command-K>を入力します。'

コメントを追加'ダイアログボックスが出ます。.

コメントはテキストエントリー欄に入力(叉はペースト)できます。実

際にはテキストの入力文字は60から70文字以内にします。多過ぎる

とポップアップコメントボックスに入らなくなり、コメントリストを

印刷しても全てのコメントが印刷できません。

時間軸で該当する選択範囲や興味のあるチャンネルをクリックして、

全てのチャンネルにコメントを付けるのか、特定のチャンネルに付け

るのかを予め選択できます。ダイアログボックスが出ると、チャンネ

ルテキスト入力ボックスに最初に選択したチャンネルが表示します

が、替えることもできます。全チャンネル(1～16)には「全て」を入

図 5-18 
'コメントを追加'ダイアログ

ボックス

▼ 参考
AutomaticComments,p.235
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力するか、チャンネルの番号を入力すると、そのチャンネルにコメン

トが入るようになります。スペースは無視されます。コンマは分離、

ハイフンは値域を示します、従って「2, 4, 6－8」を入力すると、コ

メントは2、 4、 6、 7、8チャンネルに入ります。隠れているチャン

ネルやオフにしているチャンネルにもコメントは入れられます。.

<OK>ボタンをクリックするか、エンターキーかリターンキーを押す

と、ダイアログボックスが消え、選択したチャンネルのアクティブポ

イント上または選択範囲にコメントが入ります。もしChartが入力事

項の意味が捉えられない場合(例えば16以上の数字)、始めの選択チャ

ンネルにコメントが入ります。

アピアランス

Chartやズームウインドウでのコメントの表示はディスプレイセッテ

ィングダイアログボックスで設定します。全て隠すこともできます

し、番号ボックスで表示すること出来ます。また波線マークすること

も選んだエリアを陰影表示させたり、またコメントテキストを表示す

ることも可能です。 

コメントはその種類に関係なく(コメントまたは除外)、自動的にファ

イルに入力された順番で番号が付けられます。またファイルの左右を

またいでも構いません。番号付けしたコメントボックスが、全チャン

ネルに適応するコメントは時間軸内に、特定のチャンネルへのコメン

トはそのチャンネル内に、複数のチャンネルへのコメントは一番上の

チャンネルにそれぞれ表示します。陰影がかかったボックスはそのコ

メントカテゴリーに割り当てられています。

コメントが付いたポイントは垂直の波線でマークされ、エリアは指定

した陰影でマークされます(コメントは塗りつぶされた陰影、除外に

は縞模様が使われています)。コメントは時間や時間帯に導入されま

すので、コメントラインでチャンネルの縦幅全体にマークされます。

コメントの文字はコメントラインの横に垂直に、またエリアにはコメ

ントボックスの横に水平に表示します。特定のチャンネルのコメント

はそのチャンネル内に、複数のチャンネルのコメントは一番上のチャ

ンネルにコメント文字が表示します。垂直に表示するコメント文字は

波形やブロックの区切り線を薄くします。

 

▼ 参考
Display Settings, p. 83
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テキストラベルは、文字が短い場合(にはコメントや除外がなにに印

されてるのかすぐに読めるのでとても便利です。コメントがそのス

ペースでは長すぎて読めない場合は、ポインターをコメントボックス

の上に持っていきクリックすれば読むことが出来ます(図 5-17)。コ

メントのテキストと同様に、ポップアップコメントボックスには番

号、カテゴリー、時間か時間帯が表示します。Chartウィンドウで上

図のようにコメントを読むと、そのコメントと除外ウィンドウがハイ

ライト表示します。ウィンドウが開いておれば、隠れている部分はス

クロールして確認できます。 

時間の変更

コメントは様々な方法で編集できます。時間の変更はChartウインド

ウで行います。変更するコメントのコメントボックスをクリックしま

す。コメントが付いたポイントには波線の一番上に黒いコントロール

ハンドル(ドット)が一つ表示します。エリアにはその上に三つのコン

トロールハンドル(ドット)が表示します。このコントロールハンドル

はラインやエリアが表示して無くても出ます。コントロールハンドル

の真ん中をドラッグすると、コメントが移動します。エリアの外側の

コントロールハンドルをドラッグすると、エリアを引き延ばしたり縮

めたりします。マウスボタンを離すとラインやエリアがハイライト表

示になるので、どの様に変更になったかが確認できます。コメントは

ブロックの区画線を越えて伸ばすことは出来ません。コメント位置を

細かくコントロールする必要がある場合は、ズームウインドウを使っ

て選択範囲を拡大します。コメントはそこにも表示されており、デー

タポイントやエリアをより楽に指定できます。 

図5-19 
特定のチャンネルに挿入し

たコメントとコメントボッ

クスのポップアップ
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コメントと除外ウィンドウ

コメントと除外ウインドウでファイル内のコメントが一覧できます。

削除したり、編集もできます。 コメントウインドウを使うにはウィ

ンドウメニューから<コメントと除外 Comments & Exclusions>を

選択するか、<コマンド－L>をタイプします。コメントと除外ウィン

ドウは通常のウインドウで、クローズボックス、サイズボックス、タ

イトルバーを持ち画面上を移動でき、チャートウィンドウがアクティ

ブの時には、バックグランド表示が可能です。ウィンドウ下の右端の

サイズボックスでサイズ変更できます。 

コメントはスクロールフィールドに上から下へ順に、左から右にリス

トアップします(番号順ではありません)。また、Chartウインドウで

表示するのと同じ様式のコメント番号が出ます。コメント番号の前に

は導入したチャンネルまたは＊(複数チャンネルの場合)が表示しま

す。コメントの種類が(コメントか除外)右側に表示します。コメント

リストが長い場合は、スクロールバーを使ってウインドウを移動させ

て下さい。 

このウインドウの様々な機能を使ってスクロールリストに表示するコ

メントを制限することで、大きなファイルに添付してるコメントを検

索します。ウインドウの上の<チャンネル番号 Channel Number>ボ

タンでリストに出すコメントのチャンネルを指定します。 指定する

チャンネル
番号ボタン

コメント
テキスト

ここに語句を
入力すると、
それを含むコ
メントが検索
できます

図 5-20 .　　　　　　
Chartウインドウでコメント

時間(右)と時間幅(左)を変え

る

図 5-21 
コメントと除外ウィンドウ
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チャンネル番号(デフォルトで全チャンネル)は強調(ハイライト)表示

になります。全チャンネルに導入したコメントは常時表示します。　

<コメントを表示 Show Comments>と <除外を表示 Show 

Exclusions>チェックボックスでどちらの種類を表示するか選択しま

す。デフォルトでは両方選択されています。ここでチェックボックス

をマークしないと、そのカテゴリーの全てのコメントが表示しません

(しかしどちらか一方は選択する必要があります)。 フィルターテキス

ト入力ボックスに文字を入力すると、その文字を含むコメントだけが

表示できます(前後は無視するので「new」は「NEW」や「newer」

をカバーします)。

< タイム表示 Show Time>チェックボックス(デフォルトでオン)でコ

メントの挿入時間、または時間帯を表示します。オフにすると、時間

表示は消え、このウインドウにもコメントリストにも出ません。

タイムTime欄はディスプレイセッティングで設定した様式で、時間

又は時間帯を示します。この欄の幅は変えられます。例えばリストの

コメントを省略して幅を広げたりできます。仕切線の上のポインター

を動かして、望みの幅までドラッグします－グレーのラインが現れ、

位置を指示します－そこでマウスボタンを離します。 

コメントリストにあるの<Comment>をクリックすると、そのコメン

トの編集、削除、Chart画面への配置ができます。コメントテキスト

欄のポインターは<Ｉ>ビーム表示に変わり、通常通りの機能をしま

す。チャンネル番号、コメント番号、時間は変更できません。

<Delete>ボタンを押すと、指定したコメントは削除されます。同時

に複数のコメントを削除するには、シフト－クリックまたはシフトー

ドラッグ操作で削除するコメントを指定して下さい。または、コマン

ド－クリックでセレクトするか、個々に複数のコメントをディセレク

トします。 

コメントを選び<移動 Go To>ボタンを押すと、そのコメントの挿入

部がChartウインドウのデータ表示エリアの中央部に映ります。隠れ

ていたコメントボックスが見えるようになります。ラインやエリアや

テキストはディスプレイセッティングダイアログボックスで選択され

ていれば表示します。ファイル内のコメントの挿入場所や除外エリア

を知るのに便利です。複数のコメントを指定すると、コメントリスト

の上から順にスペースが許す限り画面に映ります。 データ画面が二

分割している場合は、コメントは右の画面に出ます。 
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コメントの番号付け

コメントが削除されても、ファイルにある残りのコメント番号は変わ

りません(これはファイルを編集したときに混乱を避けるためです)。 

ファイルを別のファイルに追加したときは、追加されたファイル内の

コメント番号は残りますが、その後のコメント番号は追加されたファ

イルのコメント番号の大きい数字の次から新たに番号が割り振られま

す。 

データポイントを特定する

マーカをChartウインドウのコメントボックスにドラッグしリリース

すると、そのコメントが発生した時間のデータポイント上(コメント

エリアの始点)にマーカが付きます。コメントが特定なチャンネル専

用になっていれば、マーカはそのチャンネルの波形上に出ます。全チ

ャンネルにコメントを適用している場合は、マーカは一番上のチャン

ネルの波形上に出ます。 

コメントを印刷する

ディスプレイセッティングダイアログボックスで<テキストラベル 

Text Label>チェックボックスがオンになっている場合は、ファイル

や選択範囲全体を印刷するとコメントも印刷されます。コメントと除

外ウインドウがアクティブの時は、ファイルメニューの印刷オプショ

ンを<コメントを印刷 Print Comment...>に変更し、コメントを指定

するとChartウインドウではなくて、このウインドウの内容だけを印

刷します。コメントはコメント番号ボックスも印刷されます。コメン

トと除外ウインドウに表示したコメントだけが印刷されるので、チャ

ンネル番号ボタンを使って必要なコメントだけを選んで印刷できま

す。<タイム表示 Show Time>チェックボックスを指定していなけれ

ば、挿入時間は印刷されません。コメントの種類も印刷しません。１

行以上長いコメント文字は印刷されませんので、それ以上長いコメン

トには...が付き続きを省略して印刷されます。

除外(Exclusion)を使う

記録シグナルのアーチファクトは解析の妨げになります。特に繊細な

記録中に実験器具にぶつかったり、電極を調節したりすると、大きな

スパイクノイズが出ます。接続が緩いとシグナルのロスにもなりま

す。記録を解析するときに不調な箇所などがあると、周波数やピーク

高さや周期変数などの演算に重大な偏差をもたらします。
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この様な場合、除外(exclusionsa)機能を使えば不必要なデータをフ

ァイルから削除することなくマークできるので便利な手段です。 

データを消去してしまうと、時間の継続性がなくなります(また新し

いブロック区画線を作ってしまいます)。また選択範囲は全てのチャ

ンネルにわたって消去しなければなりません。 除外は一つのチャン

ネルにも適用できますので、他のチャンネルの影響を受けてい無い

データが消失さえしなければ、新しいブロックに変わることはありま

せん。除外されたデータはほとんどの演算、解析、テキストとして保

存などから除外されます。除外のテキスト情報を、そのポイントやエ

リアがなぜ除外されたのかを示すのに使います。除外は簡単に追加し

たり削除したり出来るので、一時的にデータを除外し、どの様な影響

が出るのかを見るのにも役に立ちます。

　　　　　　　　　　　　　　　

ファイルの検索

少ないデータファイルを幾つかのフォルダーを使って整理することは

簡単です。しかしたくさんのファイルを記録し、特にそれらが類似し

ている場合には、整理は大変な作業となります。ファイルを無計画に

名前を付けて保存しているケースも想定できますし、また組織では

JXBZ2399という名前で保存し少人数の人にしか判らない方法で分類

するファイリングシステムを使っている場合もあります。　　　

Chartのファイルインフォメーション機能はデータファイルの手がか

りをつかむのに役立ちます。ファイルに適当な情報を保存し、それを

検索して、素早く必要なファイルを見つけだすことが出来ます。 

ファイルインフォメーション

後の検索のためにFileメニューから<File Information...>を選択する

と、ファイルインフォメーションダイアログボックスが表示します。

各項目に適当な文字を入力します。ここのタイトルはファイル名より

長く出来ます。別の項目にはキーワードや詳細を入力することも出来

ます。 <情報を質すAsk for Information:>ポップアップメニューで

いつ情報を尋ねるのかを決めます。デフォルトでは<Manual> に設定

されています。これは情報を追加するコマンドメニューを選択が必要

なのを意味します。別のオプションを選択すれば、Chartにファイル

情報が要求出来ます。<保存する前 Before Saving>を選択した場

合、ファイルを保存する時にファイルインフォメーションダイアログ

ボックスが開き、情報を入力するように促します。<サンプリングす

る前 Before Sampling>を選択した場合、<Start>ボタンをクリック

した時に、ダイアログボックスが現れます。情報を入力せずにダイア

ログボックスを閉じるには、<Cancel>ボタンをクリックします。 入
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力事項を適用するには<OK> ボタンをクリックします。入力情報はセ

ッティングが付きでは保存されませんが、ポップアップメニューには

記載されます。 

ファイルを検索する

ファイル情報を使ってChartファイルを検索するには、ファイルメニ

ューから<ファイルを検索 Find File...>を選択します。すると、ファ

イル検索 ダイアログボックスが表示します。 

ポップアップメニューの<Search>でどこを検索するか選択します

(ローカルディスクLocal Disksか、総てのディスクAll Disksか、特定

のディスクかなど)。どの項目にも検索のために文字が入力出来ます 

(前後関係は無視しますので「new」と入力すると、「New」や

「newer」まで見つけます。上の４つの項目はファイルインフォメー

図 5-23 
ファイルを検索ダイアログ

ボックス

図 5-22 
ファイルインフォメーショ

ンイアログボックス
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ションダイアログボックスで符合するものを、一番下の項目は特定の

コメントを探すのに使います。

検索が進行中の間はファイル検出ダイアログボックスが出ます。検索

の基準はダイアログボックスのタイトルの下に表示します。その基準

に合ったファイルが見つかると、そのダイアログボックスの上側のフ

ァイルリストに追加されます。<Stop> ボタンをクリックすれば、検

索は終了します。 

検索が終わると、見つかったファイルがファイルリストに表示されま

す。その 一つを選んでクリックすると、そのファイルの場所が右側

のファイル場所リストに表示し、見つかった文字が検索基準の下に出

ます。 検索結果が満足のいくもので無い場合は、<再度検出 Find 

Again>ボタンをクリックしてファイル検出ダイアログボックスを、

再度立ち上げ、違う検索条件で試して下さい。 選択したChartデータ

ファイルを開くには、<Open>ボタンをクリックします。

ファイルのバックアップを採る

コンピュータファイルにバックアップを採っておくのは大事な事で

す。コンピュータ自体は信頼できますが、ファイルの損傷、ディスク

図 5-24 
ファイル検出ダイアログボ

ックス
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の破損、故意に依るデータの消去などが起こらない保証はありませ

ん。重要なChartのデータは必ずバックアップを採って下さい。デー

タのバックアップソフトを使えば自動的にやってくれますし、自分で

もバックアップスケジュールが設定できます。オフサイトやインター

ネットによるバックアップサービスも利用できます。ファイルやフォ

ルダーの名前は判別し易いものを付けると分類が楽で役に立ちます。

バックアップを探すのに時間が掛かり過ぎ、非能率的で煩雑なので、

分類には十分気を配ばるべきです。

Chartのデータは大変効率よく圧縮されていますので、データファイ

ルを保管してもそんなにメモリー容量は占めません。単に別のディス

クにコピーするだけで十分です(コピー元と同じディスクは避けるこ

と。ディスクが破損すると台無しです。最も信頼できるメディアは書

き込み可能なCD、光磁器ディスク、ハードディスクです)。

Window OSのコンピュータを使ってバックアップする際は十分注意

して下さい。ファイルはMac OSからしか扱えません。Windowsシス

テムはマッキントッシュのファイルは認知しません。Mac OSやその

保管プログラムで導入されたファイルはリソースフォークが損傷しま

す(Windowsファイルにはリソースフォークがありません)。Chart 

v.3.6以前で作られたファイルを上記のように扱うと消失します。

Chart v3.6以降のファイルはリカバリーはできますが、セッティング

ファイルは復帰しません。消失したリソースのファイルを開こうとす

ると、Chartが立ち上がった時点でファイルがダメージを受ける恐れ

があると警告します。そのファイルのアイコンも消えた場合はダメー

ジはより深刻です。ファインダ内のファイル名に'.cfm' の拡張子を付

け強制的にChartに認知させます。

念の為、常に自分のバックアップ体制を確保しておいて下さい。バッ

クアップを採って、検索できるか確かめておいて下さい。問題が見つ

かれば、後で大事なファイルをリカバーする時に役に立ちます。 
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C H A P T E R S I X

6 データの解析

データを記録する主な目的は記録したデータを解析し、そこから情報

を読み取ることです。この章ではChartに備わった解析機能について

説明します。 波形データは波形カーソルを使って、絶対値としても

相マーカからの相対値としても直接読み取れます。また、波形イベン

トを検索し選択できます。

便利で機能が豊富ななデータパッドでは記録したデータの統計を演算

し保存します。X-Yウィンドウでは２つのチャンネルのデータから作

成したプロットを表示します。データの平滑化、周期成分の解析、シ

グナルの微分積分処理など、様々なオンライン演算入力機能を導入す

ることで、さらに多くの情報が記録したデータから読み取ることがで

きます。
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波形からデータを計る

記録の終了後に記録データをスクロールし、そこから直接測定値を読

み取ることができます。全てがデジタル設計なのでデータが直接読み

取れ、ペンレコーダで発生するような読み取り誤差を生じることは全

くありません。データは絶対値でもマーカからの相対値としても読み

取れます。 

ポインターがデータディスプレイエリア(または時間軸)上にある場合

は、各チャンネルの波形カーソルが、そのポインターの時間位置での

波形を読み取ります。この場合<レート/タイム>ディスプレイではポ

インター位置の時間を表示し、<レンジ/振幅>ディスプレイではその

波形カーソル位置での波形の振幅を表示します。波形カーソルは不連

続的にデータポイントから別のデータポイントに移動し、読み取りを

行います(ズームウィンドウで見ると動きが良く分かります)。ディス

プレイの目的で描画してもポイント間の読み取りはできません。 　

ポインターはデータディスプレイエリア上ではクロス印(時間軸に沿

って移動する場合には両頭矢印)に変ります。波形カーソルの形はデ

フォルト設定ではクロス印ですが、波形に合うようにファイルプリフ

ァレンスで変更できます。

マーカを使う

マーカはChartウィンドウの左下のボックスに入っています。マーカ

を使って、マーカ位置のデータポイントをゼロリファレンスポイント

とします。これによりそこのポイントからの相対値が読み取れます。

ポインター位置
(波形カーソル)
の時間

波形カーソル
位置の振幅値

ポインター

波形カーソル

図 6-1 
波形データの読み取り

▼ 参考
Cursor,  p. 198
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リファレンスポイントを設定するには、任意のチャンネルにマーカを

ドラッグし、マウスボタンを放すとマーカは波形の上にロックされま

す。またChartウィンドウにアクティブポイントがある場合、コマン

ドメニューから<マーカ設定>を選択すると、アクティブポイントの

位置にマーカーがセットされます。アクティブポイントは特定のチャ

ンネル、または全チャンネルにアクティブポイントがある場合は一番

上のチャンネルで選んでください。<レート/タイム>や<レンジ/ 振

幅>ディスプレイを利用して、データポイントを選択してください。

マーカーの最終的な位置をより正確にコントロールしたい時はズーム

ウィンドウを使うと、その選択部分を拡大した形で見ることができま

す。マーカーはズームウィンドウ上にも複写されますので、特定の

データポイントをより正確に選定できます。 

Chartウィンドウに選択範囲を指定し、Commandメニューの<マー

カ設定Set Marker>を使うと、望みの位置にマーカが設定できます：

<最高点 Maximum Point>、 　<最小点 Minimum Point>、<最初の

ポイント First Point>、<最後のポイント Last Point>)。また、その

選択範囲(特定のチャンネル、または最上部のチャンネルで)の波形の

最下点、最上点、左端点、右端点にマーカーは移動できます。Chart

ウィンドウにアクティブポイントがあると、どのコマンドを使っても

マーカはアクティブポイントに移動します。 

マーカをセットすると、<レート/タイム>の表示はマーカポイントか

らの相対時間で表示します(△が前に付きます)。マーカがセットされ

たチャンネルのレンジ/ 振幅ディスプレイもマーカポイントからの相

対振幅値となります。しかし、マーカの無いチャンネルの振幅は通常

通り波形カーソルポイントの絶対値で表示します。数値の前に付く△

印は差分を表わす記号で絶対値表示ではない事を表わします。 

マーカからポイン
ターまでの相対時

マーカから波形カー
ソル迄の相対振幅値

マーカ

振幅の絶対値

図 6-2 
相対波形データの読み取り.
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<レート/タイム>ディスプレイでは、ポインタがマーカーと同じブロ

ックに無ければ'ブロック内にはマーカ有りません Maker not in 

Block'と表示します。ブロックのスケールや単位がマーカをセットし

たブロックのものと異なる場合には、<レンジ/振幅>ディスプレイに 

'△ Range Inalid'の表示が出ます。 

マーカをChartウィンドウのコメントボックスまでドラッグしてリ

リースすると、そのコメントボックスはハイライト表示になり、その

コメントが発生した時間に記録されたデータポイントにマーカはセッ

トされます。これは特定のチャンネル、または最上段のチャンネルに

限り適用されます(ズームウィンドウでは適用しません)。マーカをダ

ブルクリックするかChart(またはズーム)ウィンドウの左下のボック

スをクリックするとマーカは元のマーカボックスに戻ります。

ベースラインの設定と除去

<ベースライン設定 Set Baseline>コマンドは、ベースラインがゼロ

でない場合に補正する為に使います。波形データを記録した後にその

ベースラインが0Vでは無いことが判かった場合は、オフセットで補

正します。これにはゼロとするポイントか、ゼロにすべき波形エリア

を選んで、コマンドメニューから<Set Baseline>を選択します。その

ポイントや選択範囲の平均がゼロ補正されます。ただしそのチャンネ

ルに表示する波形ポジションやサイズは変わりません。変更するには

スケールをドラッグします。 

ベースラインは特定なブロックや、必要とするチャンネルの複数の

データブロックに使用できます。全チャンネルのベースラインを全ブ

ロックデータに適用するには、コマンドキーを押しながらコマンドメ

ニューから<Set Baseline>を選択します。<ベースライン除去 

Remove Baseline>で以前に設定したベースラインを除去します。 コ

マンドキーを押しながらコマンドメニューの<Remove Baseline>を

選択すると、全チャンネルのベースラインが除去できます。 

データの検索

オーバービューミニウインドウからはチャンネル全体の情報が把握で

き、長期間のトレンドを見ることができます。また全体の中からイベ

ントを見つけることができます。狭い範囲の中のイベントを検索する

場合はオーバービューを使う必要が無いかもしれません。従って

Chartでは、設定した手順に従って必要とするデータの検索や選択す

る方法が別途に設けてあります。これにはコマンドメニューから<検
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索 Find...>を選ぶか、<Command-F>を入力し、検索と選択ダイア

ログボックスを呼び出します(図6-3)。 

このダイアログボックスで検索と選択手順を希望する通りに設定しま

す。コメント、ピーク、くぼみ、データの不連続性などが全てのチャ

ンネル、又は特定のチャンネルから検索できます。さらにカーソルア

クティブポイントをその指定する位置にセットしたり、その位置の前

後、又は近傍のデータなどへにも設定できます。

検索の基準

任意のチャンネルや現行のチャンネル(デフォルト設定)のイベント(現

行の選択範囲やアクティブポイン)が検索できます。アクティブポイ

ントや選択範囲が複数のチャンネルにまたがっている場合は、最上部

の<チャンネル:>から検索します。このダイアログボックスの左上の 

チャンネルポップアップメニューで、そのチャンネルリストから検索

するチャンネルを選択します。２つのスクロールリストで探したい情

報の種類を選択します。左側のリストは標準タイプの検索手順で、右

側のものはそのタイプから選択可能な検索オプションをリストアップ

します。選択したオプションの内容がリストの下のテキスト欄に表示

します。このダイアログボックスに示すコントロールの内容は、選択

したオプションによって異なります。 

検索する
チャンネ
ル

標準の
検索手
順

検索手順

選択の
手順

択した手
順の説明

検索方向
指示の矢
印

図 6-3 
検索と選択ダイアログボ
ックス
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移動

<移動 Go>はファイルの始めと終わり、ファイル内の現行ブロックの

始めと終わり、その次のブロックの始め、その前のブロックの始めを

検索します。秒単位で設定した時間のうちファイル内を前後に移動で

きます。<前に移動 Move Forward>か、<後ろに移動 Move 

Backward>を選択した場合は、<指定時間を移動 Move by:> テキス

ト入力ボックスが表われ、0.00001から10,000秒まで入力ができ、

0.00001秒単位で設定できます(100,000分の１秒、Chartでの最大サ

ンプリング速度のサンプル間隔)。何れのサンプリング速度でも複数

のデータポイントが無いと機能しません。

<コメント検索>

<コメント検索 Find Comment>はコメントを検索します。このリス

トには１つのオプション<Search for Comment>しかありません。

チャンネルポップアップメニューの右側のディレクッション矢印を使

ってサーチする方向決め、前方を検索するには右の矢印を、後方を検

索するには左の矢印をクリックします。 

スクロールリストの下に２つのコントロールが現れます。<検索語 

Containing:>テキスト入力ボックスに文字を入力すると、その文字

が存在するコメントを検索します(大文字、小文字の区別はしません

ので、Newと入力してもnewも検索対象になります)。<このチャン

ネルだけを対象 Just this channel>をクリックして検索すると、その

チャンネルだけのコメントを検索します。即ち、検索チャンネル以外

の別のチャンネルのチャンネル指定コメントは無視されます。 

<データ検索>

<データ検索 Find Data>は極大値や極小値の設定値の上、又は下の

データポイントを検索します。チャンネルポップアップメニューの右

側の左右矢印を使って検索方向を設定します。前方の検索は右向きの

矢印を、後方の検索には左向きの矢印をクリックします。除外

(excluded data)されたデータの検索は無視されます(exclusionで

マークされたエリアやポイント)。 

<極大値 Local Maxima>か<極小値 Local Minima>を選択するとデー

タの検索でそれぞれピークか谷を検索します。そこに％を示す0から

99までの数値を入力すると、イベントのスレッシュホールドが設定で

きます。スレッシュホールドはチャンネル入力に設定したレンジの％

で表わされます(デフォルト設定は5％で、入力レンジが±10Vなら

1Vです)。ピークや谷と認知されたデータポイントは、少なくともノ

▼ Refer
Using Exclusions,  p. 130
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イズスレッシュホールド値まで引き続き減少(極大となる)、又は増加

(極小となる)します。。但し、このスレッシュホールド値より小さい

振幅を示すものは無視されます。この値が大きくすれば不必要な僅か

な揺らぎ(ノイズなどの)が除けますし、小さくすれば見逃したイベン

トが検知できます。. 

<指定値より上のデータ Data Above>か<指定値より下のデータ 

Data Below>を選択すると<Above (Below):>入力ボックスが出ま

す。そこに±0.00001から±10,000までの数値を入力すると、検索チ

ャンネルに導入されている単位で設定できます。最初の該当するデー

タポイントが検索されます。

選択の基準

イベントが検索されると、このダイアログボックスの下のコントロー

ル設定を使ってアクティブポイント、又は選択範囲がChartウィンド

ウに設定できます。

<全てのチャンネルを選択 Select all channel>チェックボックスはデ

フォルトではオフで、コマンドで設定したアクティブポイントや選択

範囲は検索チャンネルだけに限定されます。検索チャンネルが重ね合

わせチャンネルに含まれていると、重ね合わせしている全チャンネル

が選択されます。選択範囲は該当チャンネルの縦軸全体に拡大しま

す。このチェックボックスをオンにすると、あたかも時間軸をクリッ

クするかドラッグしておいた様に、アクティブポイントや選択範囲が

全チャンネルに適用されます。選択範囲は該当チャンネルの縦軸全体

に拡大します。

<アクティブポイントセット Set active point>を選ぶと、アクティブ

ポイントがイベント発生時に設定できます。<前のポイントまで選択 

Select to previous point>を選ぶと、検索されたイベント発生時から

その前のイベント発生時までの範囲が選択できます。<選択 Select:>

を選択すると時間入力ボックスとポップアップメニューが表示しま

す。時間を設定するには0.00001秒から32,000秒までの数値をテキス

ト入力ボックスに入力し、選択範囲の水平軸幅(時間幅)を設定しま

す。ポップアップメニューで<Before>(イベント前)、<Around>(イ

ベント近傍)、<After>(イベント以後)の何れかを選択します。

<Around>はイベント時を中心としてその前後の対象となるエリアの

選択となります。 

アクティブポイントや選択範囲はChartウィンドウに表示します。　

<データビュー Data View>ポップアップメニューからは検索データ
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を見るだけ(<可視的 Visible>)か、左、右、又は中心に移動するなど

が選択できます。<前のポイントまで選択 Select to previous point>

にすれば後で同じ部分を見たい時に便利です。

繰返しデータを検索する

イベントの検索や選択の手順の設定が完了した後に、コマンドメニ

ューから<次を検索 Find Nest>を選ぶか<Command＋G>キーを入

力すると、次のイベントの検索や選択ができます。このコマンドを必

要な回数だけ繰り返すと、複数のイベントが検索できます。この方が

イベントリストをスクロールしながら目で探すよりも簡単に検索で

き、またマクロ命令と併用すれば自動的に任意のチャンネルでイベン

トを選択したり、データパッドに情報が記録できます。

<Find...>や<Find Next>でイベント検索ができなかった場合は(検索

したい選択範囲がファイルの範囲外に移動したなどの理由で)、Chart

は警告音を出します。

データパッド

データパッドは使い易くフレキシブルで機能的な解析を提供します。

データパッドにはデータを波形からの直読値や演算数値を最大32列ま

で記録でき、 最大32,000行分のデータが収録できます。各行には1 

セル当たり最大255文字で32列まで記録します。またテキストファイ

ルとしてセーブしたり、クリップボードへその一部叉は全てを複写し

て別のアプリケーションに転送できます。データパッドを立ち上げる

にはWindowメニューからData Padを選択します。 

セルボ
タン 現行セクショ

ンのデータ

コラムタ
イトル

データパッ
ドﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌメ
ニュー

記録した
データ

行ボタ
ン

▼ Refer
Macros,  p. 208

図 6-4 
データパッドウインドウ.
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データパッドは標準のウィンドウでタイトルバー、クローズボックス

ズームボックス、圧縮ボックスを持ち、画面上の移動もでき、Chart

ウィンドウがアクティブの時はバックグランド表示もできます。右下

のサイズボックスやズームボックスを使ってリサイズも可能です。 

現行の選択範囲やアクティブポイントのインフォメーションが表題の

上と下に表示します。表題の下は太線で記録データと区分されていま

す。データをデータパッドに添付すると、現行データの下に新たな

データの段落ができそこに記録されます。スクロールバーを使えば、

段落は移動できます。各セルには一項目の入力しか入りません。演算

処理されると同時に、データパッドにはそれに該当するコラムに値が

入ります。

データパッド内のデータは、ウィンドウの左上のボタンで表わされる

二種類のツールを使って操作します。デフォルトでは行ツールが指定

されています(左側のボタンで上向き矢印記号が強調表示していま

す)。この場合はポインターはデータエリア内で太十字に変わりま

す。行データをクリックして選択するか、シフト－クリックかドラッ

グして複数行を選択して不必要なものは消去したり、Editメニューの

コマンド(Cut、Copy、Paste、Clear)を使えばタブ切りでクリップ

ボードへカット＆コピーできます。セルボタン(Ａの表示)をクリック

すると、ポインターはデータエリアでＩビームに変わり通常の方法で

各欄の修正ができます。セルボタンをクリックすると行データの指定

が外れます。

ウインドウ右のポップアップメニューで、データパッドにブランク線

を加えたり現行の表題を三行で表わせます。これはセッティングの変

更を記録したり、別のアプリケーションにデータを転送する場合に便

利です(表題の上付き、下付き文字はデータパッドでは標準文字に変

換します)。また、新規ファイルをオープンする際に、データパッド

の設定をセーブするかどうかが選択できます。セーブするとコマンド

メニューの横にチック記号が付きます。これは現行のファイルだけに

導入できます。 

段落の幅は表示するデータや表題に合わせて変更できます。幅を狭く

すれば、より多く画面に出すことができ、幅を右へ広くすれば添付す

るコメントが多く表示できます。表題の間の太線上にポインターを置

き、必要な幅までドラッグして放し表記段落の幅を調整します。
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データパッドにデータを書き加える

Chartウィンドウ内の選択範囲のデータをデータパッドに加えるに

は、Commandメニューから<データパッドに追加 Add to data 

Pad>を選択するか、<Ctrl +D>と入力します。ショートカットとし

て、データディスプレイエリアをダブルクリックすると、その点の

データが転送します(時間軸をダブルクリックするとブロックは選択

しますがデータは転送しません)。より正確に転送するデータを調整

する場合はズームウィンドウでデータ拡大すると確実です。 

選択範囲が単位の異なる複数のブロックにまたがっている場合は、そ

の選択範囲は複数の単位を有するものとして取り扱われます。 

エクスクルージョン(除外)処理されたデータは(analysisで除外

exclusionとしてマーカしたデータポイントやエリア) は有効なデータ

が無いブロックとして扱われ、演算も無効です。また、エクスクルー

ジョンコメントも無視されます。しかし除外処理したデータの時間や

選択値は復帰します。 

データはData Pad Column Setupダイアログボックスの設定に基づ

き記録されます。デフォルトで、最初の数列分はチャンネルの平均値

を記録するように設定されています。任意段落に任意のチャンネル

データが記録できます。

コラムを調整する

前に説明したように、データはデータパッドコラム設定ダイアログボ

ックスの設定に基づき記録されます。このダイアログボックスは表題

をクリックすると表示し、1-32のコラム番号が付きます。 

段落を調整するダイアログボックスを移動するには(複数の段落を迅

速に設定するのに)、ダイアログボックスのタイトル横の矢印をクリ

ックするか、キーボードの左右矢印キーを使います。二種類のスク

ロールリストから記録するインフォメーションの様式を設定します。

左側で総体的なインフォメーションの形式を指定し、右側でそのセッ

トで利用するオプションを選定します。選定したオプションはリスト

の下のボックスに要約文が出ます。どのチャンネルのデータを取るか

は、ダイアログボックス右の<チャンネル:>ポップアップメニューで

指定します。 

注
Chartエクステンションを使
えばデータパッドの機能も
増えます

▼ 参考
Using Exclusions,  p. 130
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ポップアップメニューを<Off>にしますとデータパッドには何も記録

されません。この場合は<Channel:>はダイム表示となり無効となり

ます。

<統計 General Statistics>

<平均 Mean>は選択範囲内のデータポイントの平均値を算出し、アク

ティブポイントならその値に戻します。<標準偏差 Standard 

Deviation>は選択範囲の標準偏差を算出します。<標準誤差 

Standard Error>は選択範囲のデータポイントの平均の標準誤差を、<

最大値 Maximum Value>は選択範囲内のデータポイントの最大値、<

最大値の時間 Time at Maximum>は選択範囲内の最大データポイント

を記録した時間、<最小値 Minimum Value>は選択範囲内のデータポ

イントの最小値、<最小値の時間 Time at Minimum>は択範囲内の最

小データポイントを記録した時間、<最大最小の差 Max-Min>は選択

範囲内の最大値と最小値間の差をそれぞれ算出します。 

<積分 Integral>は選択範囲の積分で、データポイント値の総計にサン

プルインターバルを乗じて算出します：∑y ∆t。<最小値から積分 

Integral from Minimum>は選択範囲の積分で、データポイント値総計

から最小データポイント値を減じサンプルインターバルを乗じて求め

ます： ∑(y–ymin) ∆t。 <選択始点から積分 Integral fro Start>は選択

範囲の積分で、データポイント値総計から最初のデータポイント値を

減じ、サンプルインターバルを乗じて求めます：∑(y–yfirst) ∆t.。　

図 6-5 
データパッドコラム設定ダ

イアログボックス.
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<ベースラインから積分 Integral from Baseline>は選択範囲の積分で

データポイントの総計からベースライン値を引き、サンプルインター

バルを乗じて求めます：∑(y–ybaseline(t)) ∆t。

<ポイント数 Number of Points>は選択範囲内のデータポイント数に

(ゼロも含めます)戻します。また、<RMS>は選択範囲ならデータポイ

ント平均平方根を、アクティブポイントならその値に戻します。

<1/3Max+1/3Min>は選択範囲ならその最大値の1/3と最小値の2/3

を加えた値を、アクティブポイントならその値に戻します。 

選択範囲の情報 Selection Information

<選択始点 Start>は選択範囲ならその開始時間に、アクティブポイン

トならその時間を示します。<選択終点 End>は選択範囲ならその終

了時間に、アクティブポイントならその時間を示します。<選択範囲

の時間 Duration>は選択範囲の時間間隔かアクティブポイントのサン

プルインターバルを示します。 <ポイント数 Number of Points>は選

択範囲内のデータポイント数を(ゼロも含めます)表します。

カーソルとコメントCursor & Comments

<Time>は選択範囲ならその開始時間に、アクティブポイントならそ

の時間を示します。<Value>は選択範囲ならその開始の値に、アクテ

ィブポイントならその値を示します。< コメントテキスト全体 

Comment Full>はコメント文全体を抽出します。<コメントテキスト

の中の数字を抽出 Comment Numbers Only>はコメントテキストの最

初の数を抽出(e.g. 'Add 100 ml of 2 mM'なら'100')します。<コメン

ト番号 Comment Number>はコメント数を表わします。<コメント時

間 Comment Time>はそのコメントのエリアの開始時間かコメントポ

イントの時間を示します。 何れの場合もデータパッドはアクティブ

ポイントならその左に一番近いコメントを、選択範囲なら右端から検

索します。

勾配 Slope

<平均勾配 Average Slope>は選択範囲ならそのデータポイントの平均

勾配(時間の一次微分)を、アクティブポイントならその点での勾配を

指します。平均勾配は最適化最新二乗線から算出します。<最大勾配 

Maximum Slope>は選択範囲内の最大勾配を、アクティブポイントな

らその点での勾配を指します。<最小勾配 Minimum Slope>は選択範

囲内の最小勾配をアクティブポイントならその点での勾配を指しま

す。<最大勾配時の時間 Time at Max Slope> は選択範囲なら最大勾
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配を示す時間、アクティブポイントならその時間を指します。　<最

小勾配時の時間 Time at Min Slope> は選択範囲なら最小勾配を示す

時間、アクティブポイントならその時間を指します。 

ブロック情報 Block Information　

<レンジ Range>はアクティブポイントや選択範囲を含むブロックの

記録した入力レンジを示します。<サンプル間隔s Sample Interval>は

アクティブポイントや選択範囲を含むブロックのサンプル間隔を指し

ます。<ブロック番号 Block Number>はアクティブポイントや選択範

囲を含むブロック数、<ブロック時間帯 Block Duration>はアクティ

ブポイントや選択範囲を含むブロックのトータル時間を示します。 <

ブロック内のサンプル Samples in Block>はアクティブポイントを含

むブロック内の総サンプル数、<ブロックスタート時刻 Start Time>

はアクティブポイントや選択範囲を含むブロックの開始時刻、<ブロ

ックスタート日付 Start Date> はアクティブポイントや選択範囲を含

むブロックの開始日をそれぞれ表します。<サンプリングレート 

Sampling Rate> はアクティブポイントや選択範囲を含むブロックを

記録している時のサンプリング速度を示します。選択範囲が複数のブ

ロックにまたがっている場合は、不連続なものとして扱います。

周期変動 Cycle Variables

周期変動パラメータは周期波形を解析する為のものです。各パラメー

タは波形の周期に基づいています。周期変動パラメータをデータパッ

ドコラム設定ダイアログボックスで指定すると、<Options...>ボタン

が表示します。このボタンをクリックすると、その手法で波形サイク

ルを検出します。これは周期変動のチャンネル演算を使った場合と同

じ手法です。

周期検出を設定した手法が、データパッドコラム設定ダイアログボッ

クスのチャンネルポップアップメニューを使って選択したチャンネル

内の、総てのサ周期変動を検出するのに適用されます。データパッド

に幾つかの段落を設けておき、ディテクトするパラメータを片っ端か

ら設定したり変更しておけば、1チャンネル当たりの様々な周期演算

が表示でき便利です。特定なチャンネルの周期検出の設定を変更する

と、そのチャンネルの周期変動の演算にも影響しますし、その逆もま

た同様に影響します。

周期変動パラメータは有効な選択範囲がある場合しか算出されませ

ん。周期変動が有効な結果が算出できない時は、データパッドとデー

タパッドミニウィンドウの表示でそれを示唆します。例えば、アクテ

▼ Refer
周期変動 Cyclic 
Variables,  p. 176
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ィブポイントだけで選択範囲が無い時は 'No Selection' が表示しま

す。また、'無効 Invalid' は選択範囲がブロックの境界線を越えてい

たり、チャンネル内にデータが無い場合、サイクル変数やサイクルが

ディテクトされない場合(例えば、ピークとピークとの間が1周期分に

満たない時)に表示します。

<イベントカウント Event Count> は選択範囲のイベント数をカウン

トします。<周期カウント Cycle Count> は選択範囲のサイクル数を

カウントします。一つのイベントしか無いとサイクル数はゼロとなり

ます。<周波数 Frequency> は選択範囲のサイクルの平均周波数を算

出し、1秒当たりのサイクル数(Hz)で表わします。 

<レート Rate> は選択範囲のサイクルの平均周波数を1分当たりの

ビート数(BPM)で算出します。<周期 Period> は選択範囲のサイクル

間の平均周期を算出します。<最小周期 Minimum Period> は選択範囲

のサイクル間の最小周期を算出します。<最大周期 Maximum 

Period> は選択範囲のサイクル間の最大周期を算出します。<最小平

均 Average Minimum> は選択範囲の最小サイクルの平均を算出しま

す。<最大平均 Avrage Maximum> は選択範囲の最大サイクルの平均

を算出します。<ピーク間値平均 Average Peak-to-peak> は選択範

囲のピーク間の差(最大－最小)の平均を算出します。

<1/3Max+2/3Min平均> は選択範囲のサイクルの[1/3最大+2/3最

小]の平均を算出します。注；[1/3最大+2/3最小]は1サイクルのデー

タポイントのうち最大値の1/3と最小値の2/3を足したものです。

スペクトラムパラメータ Spectrum Parameter

スペクトラムパラメータはスペクトラムセッティングウィンドウで設

定したスペクトラに準拠し、スペクトラムウィンドウに表示します。

データパッドの段落設定ダイアログボックスでスペクトラムパラメー

タを指定すると、<Options...>ボンタが表示します。

Chartウィンドウに有効なデータの選択範囲が有ると、スペクトラム

が一連の演算を実行し、データパッド内にスペクトラムパラメータを

決定し表示します。従って、演算されるこれらのパラメータはスペク

トラムウィンドウで順番に見る必要はありません。選択されたデータ

が無い時は、データパッドとミニウィンドウに '無効' の表示が出ま

す。周波数の限度や演算するパラメータの周波数限度の表示の有無

(データパッドの表題に)をプリセットするには、データパッドの段落

設定ダイアログボックスの<Options..>ボタンをクリックします。ス

ペクトラムパラメータダイアログボックスが表示します。

▼ Refer
スペクタラムウィンドウ
,  p. 149
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興味のある周波数帯が判っていれば周波数限度<Frequency Limits> 

チェックボックスをマークし、入力欄にそれを入力します。 そうす

ると周波数限度の範囲内 (あるいは周波数分解能に基づくその近傍)で

パラメータを演算します。チェックボックスをマークしないと(オ

フ)、 スペクトラムウィンドウで選択した範囲の周波数限度の範囲

で、選択範囲が無い時はをウィンドウで視覚化している周波数帯のパ

ラメータを演算します。

データボックスの<Show Frequency>チェックボックスをマークす

ると、パラメータを演算するのにスペクトラムで使用する周波数帯が

データパッドの段落表題やデータパッドミニウィンドウに表示しま

す。 

<最小パワー Maximum Power> は最大パワーを表示し、<最小パワー

Minimum Power> は最小パワーを表示します。<最小振幅 Minimum 

Amplitude> は最小振幅値を表示、<最大振幅 Maximum Amplitude> 
は最大振幅値を表示します。<最大値周波数 Frequency at Max> は最

大パワー/振幅での周波数を表示し、<最小値周波数 Frequency at 

Min> は最小パワー/振幅での周波数を表示します。<パワー Power> 

はパワーを表示、<トータルパワー％> は総パワーの百分率を表示、<

平均振幅周波数 Mean Amplitude Freq> は平均振幅周波数：∑ Ai Fi / 
∑Ai 、ここでA は振幅、 F は周波数、i はビン数を表します。<平均パ

ワー周波数 Mean Power Freq> は平均パワー周波数：∑ Pi Fi / ∑Pi 、
ここでA は振幅、 F は周波数、i はビン数を表します。これらのオプ

ションは周波数帯の総ての周波数ビンにわたって演算されます。用い

る範囲はプレセットした周波数限度かその減衰、スペクトラムウィン

ドウ内の周波数限度かその減衰、ウィンドウで表示する周波数帯の何

れかで設定されます。 

<選択範囲の始点 End of Selection> はスペクトラムを作成するのに

使う選択範囲のデータの開始時間を表示し、<End of Selection> は

スペクトラムを作成するのに使う選択範囲のデータの終了時間を表示

図 6-6 
スペクトラムパラメータオ

プションダイアログボック

ス
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します。これらのオプションはChartウィンドウの選択範囲を参照し

ます。

三種類のラジオボタンでどのソースからインフォメーションを採るか

を指示します。一番上のボタンを選択すると、Chartウィンドウでど

のデータを選択していても、チャンネルポップアップメニューで選択

したチャンネルに関するインフォメーションが記録されます(例えば

チャンネル２に選択範囲が設定されている場合でも、チャンネル３の

インフォメーションが記録されることもあり得ます)。真ん中のラジ

オボタンを選択すると、選択範囲を含むチャンネルだけのインフォ

メーションがデータパッドに記録されます。一番下のラジオボタンを

選択すると、複数のチャンネルが選択されているときはその最も小さ

い番号のチャンネルに関するインフォメーションが記録されます(例

えば、チャンネル２から４までが選択されている場合、チャンネル２

のインフォメーションを記録します)。ズームウィンドウから移した

データはセティングに係わらず常に一番上ラジオボタンが指定されま

す。

<コンパクトデータ Compact Data>チェックボックスは、上で述べ

た真ん中のラジオボタンと一緒に使用します。例えば同じ刺激を加え

た後に別の時間間隔で別のチャンネルのデータを選択すると、データ

パッドの同一行に全データが表示します(チェックボックスをオフに

すると各入力データは別の行に記録します)。同時に時間を記録する

場合はその様には機能しませんので注意して下さい。

データパッドの持つ様々な機能は、ファイルやブロックに関する情報

を素早く見つけるのに大変便利です。データパッドを利用して、小さ

なバックグランド・ウィンドウにアップデートで必要な情報が表示で

きます。更に、サイズを変更できるミニウィンドウを作成して、デー

タパッドの特定の段落の統計や測定の現行値を表示させることもでき

ます。データパッド・コラム設定ダイアログボックス内のミニウイン

ドウ Miniwindowのチェックボックスをマークすれば、ミニウイン

ドウを表示したり消したりできます。ミニウインドウのタイトルバー

をドラッグすれば画面上を移動し、クローズボックスをクリックすれ

ば消去します。ウインドウをクリックすると再度ダイアログボックス

が呼び出せます。タイトルバーには段落名、ミニウインドウ内にはそ

の内容を示す表題を表示します。I

図 6-7 
データパッドビューミニウ
インドウ
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印刷

データパッドウインドウがアクティブの時はFileメニューの<Print>

オプションは<データパッドを印刷 Print Data Pad...>に代わり、こ

のコマンドを選択するとウインドウの内容が`Data Pad from`のタイ

トルでファイル名と一緒に印刷できます。データパッドの幅が広い場

合は複数ページにまたがって印刷されますが、余白段落は印刷されま

せん。 

X-Yウィンドウ

X-Yウィンドウを使って、別々のチャンネルで同一時間内に記録した

データがプロットできます。 X-Yウィンドウを表示するには時間軸

をドラッグし、Chartウィンドウで選択範囲(２つ以上のチャンネル

で)を設定し、WindowメニューからX-Yウィンドウを選択します。

X-Yプロットは時間で変化する二つのシグナルを、時間を除いた相関

を調べるのに有効です。例えば、圧力と温度の経時変化を圧力と温度

のX-Yウィンドウで表わせばその相関が見れます。また、相関を示す

例として、ペースメーカによる刺激とその結果から得られる心拍数、

外部磁界の変動に対し誘導される強磁性のヒステリシスループなどが

考えられます。X-Yウインドウは標準のウイントウで、クローズボッ

クス、サイズボックス、タイトルバーを持ち、Chartウインドウがア

クティブ時は画面の移動やバックグランド表示します。　　　　　　

Yチャンネル

チャンネル

番号ボタン

ポインター位
置のXYの値

ポインター

Xチャンネル

Chartの振幅軸の
ように動作する

図 6-8 
X-Yウインドウ
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また、右下のサイズボックスを使えばリサイズできます。ポインター

の位置のX軸(Vx)とY軸に対応する値(Vy)が、電圧叉は単位変換で設

定した単位で画面の上に表示します。波形の追跡はできませんし、波

形カーソルも表示しません。

チャンネル番号ボタンの左下(水平X軸)と右上(垂直Y軸)に出るチャン

ネル番号ボタンの数は、デフォルト設定でチャンネルタイトルの数に

対応します。選択されてい無いチャンネルやデータの無いチャンネル

ボタンはダイム表示になります。プロットに使用したチャンネル番号

はハイライト表示します。プロットに使用するチャンネルは、ダイム

表示でなく有効なチャンネル番号ボタンをクリックして選択します。

最後に選択したチャンネル番号のボタンがハイライト表示になってい

ます。

ズームボックスをクリックすると、セットサイズ表示とフル画面サイ

ズが切り替わります。左下(水平X軸)とウインドウの右上(垂直Y軸)の

チャンネル番号ボタンは、デフォルト時のチャンネルタイトル番号に

対応します。

X-YウインドウのX軸とY軸はChartウインドウの縦軸と同じように調

整でき機能も同じです。X-Yウィンドウのディスプレイを変更しても

Chartウィンドウの選択範囲には影響しません。チャンネルを指定し

ないと無効表示しチャンネル番号ボタンは設定されません。Chartウ

インドウでチャンネル指定が無い場合やチャンネル番号ボタンが指定

されていなければ、X-Yウインドウはグレー表示(無効表示)となりま

す。Chartウインドウの選択範囲が不連続(複数ブロックにまたがる)

の場合には、X-Yウインドウではその表示はしませんが、X-Yプロッ

トはたぶん奇妙な図形表示となります。波形のパターンやカラーはデ

ィスプレイ設定ダイアログボックスでセティングします。コメントや

エクスクルージョンは時間に関係するので、X-Yウィンドウでは無視

されます。

X-Yウィンドウのコピーと印刷

X-Yウィンドウがアクティブ状態の時には、ファイルメニューの <印

刷 Print>プションは<X-Yウィンドウを印刷 Print X-Y...>に変り、

そのコマンドを選択すると、'XY Plot of' のタイトルとファイル名も

印刷されます。またX-Yウィンドウをコピーして、別のアプリケーシ

ョンにペーストできます。Editメニューの<X-Yウィンドウをコピー

Copy X-Y...>を選択して下さい。 

▼ 参考
Display Settings,  p. 83
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スペクタラムウィンドウ

スペクトラムは、チャンネルで選択したデータの様々なパワースペク

トラと振幅スペクトラを演算し表示します。スペクトラは随時変動す

る波形を様々な周波数強度として表します。例えば、EEG波形を様々

な成分に分類してアルファ波、ベータ波などで表わしたり、心拍波形

の不規則性が真性の不整脈か、又はぺ一スメーカによるアーチファク

トに起因するものかどうかを評価するのに利用できます。スペクトラ

ムを使ったFFTの技術的な詳細は、Appendix Cに載っています。

スペクトラを表示するには、Chartウィンドウで興味のあるエリアを

選択してWindowメニューからSpectrumコマンドを選びます。スペ

クトラムウィンドウが表示します。選択範囲の水平軸成分だけが演算

に寄与します。複数チャンネルのデータが選択されている場合は、上

のチャンネルが選択されます。選択範囲が複数のブロックにわたる時

は、左端のブロックのデータしか使いません。選択範囲が無かった

り、データボイント数が32ﾎﾟｲﾝﾄ以下の場合にはグレー表示となり、

その理由がウィンドウ右の選択範囲情報に載ります。

周波数と振幅の読み取り値

波形カーソル

FFT情報設定ボタン

スケールボタン

デフォルト
軸ボタン

図 6-9 
スペクトラムウィンドウ：

チャンネル名がタイトル

バーの下に出ます
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スペクトラムウィンドウは選択したデータの情報を表示します。ポイ

ンターがスペクトラムディスプレイエリアを移動すると、波形カーソ

ルがそれに追随してそのポイントの周波数と振幅値を読み取って、ウ

ィンドウ上段に表示します。 そのチャンネルで使っているデータ追

跡カラーを使って線分、バー、折れ線でスペクトラムを描画します。

目盛りはChartウィンドウで使っているものと同じ様式です。 

スペクトラムウインドウの縦軸横軸はChartウインドウの振幅軸の様

に自由に伸縮しますので、データを最適なディスプレイに調整できま

す。さらにウインドウの下の左端にある上下矢印のスケールボタンを

使っても、軸の拡大縮小ができます。 元のチャンネルに単位が付い

てなければ、の振幅軸の単位は 'unknown' と出ます。

エリアを拡大するには、データディスプレイエリアをドラッグして範

囲を選択します。選択範囲は強調表示になり、スペクトラムウインド

ウの左上にZoomボタンが(デフォルト軸ボタンに変わり)セッティン

グボタンの隣に出ます。ズームボタンをクリックするか選択範囲をダ

ブルクリックすると、選択範囲がデータディスプレイエリア全体に拡

大表示し軸もそれに対応します。

スペクトラムウィンドウの端にグレー色の領域が出るかも知れませ

ん。これはウィンドウ内にデータの記録や演算の限界を示すデータ限

界エリア(Cahrtウィンドウに見られる様な)です。データの限界エリ

アを隠すには、軸をドラッグするかスケールボタンを使います。

スペクトラムウインドウでデータディスプレイを変更しても、Chart

ウインドウの選択範囲は変わりません。軸を拡大したりして変更する

と<デフォルト軸ボタン Default Axes>(ズームボタンに換わり)が表

示します。このボタンをクリックするとデフォルト軸設定の表示に戻

図 6-10 
スペクトラムウインドウの

選択範囲を拡大する.
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り、Chartウインドウの選択範囲全体のスペクトラム表示になりま

す。この時には<Default Axes>ボタンはダイム表示となり無効とな

ります。

スペクトラムの設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スペクトラムウィンドウの左上の<設定 Settings...>ボタンをクリッ

クして、スペクトラム設定ウィンドウを呼び出し、スペクトラムの演

算とディスプレイのパラメータを設定します。スペクトラム設定ウィ

ンドウは、クローズボックスとタイトルバーを持つ標準のウィンドウ

で、画面内を移動できChartウィンドウやスペクトラムウィンドウが

アクティブの時は、バックグランド表示します。バックグランドでス

ペクトルウィンドウの設定を変更しても、その更新データがディスプ

レイできます。

FFT サイズ：高速フーリエ変換(FFT)は解析する選択範囲に対して、

一度に一定の時間のデータポイント数(マド)毎に処理します。数値が

大きいと周波数分解能は向上します。ポップアップメニューで使用で

きるFFTサイズは、128, 256, 512, 1024, 2K, 4K, 8K, 16K, 32K, 

64K, 128Kﾃﾞｰﾀﾎﾟｲﾝﾄです。2倍のデータポイントを指定すると、FFT

ウインドウはサイズを小さく調整してグラフ上のウインドウにこれを

表示します(スペクトラムセッティングウインドウで指定した項目は

変更しません)。スペクトラムの演算にはChartウインドウの選択範囲

が、最小32ﾎﾟｲﾝﾄ以上のデータボイントを含むことが必要です(最小で

FFTサイズは64になります)。

データウィンドウ Data Window：マド処理機能はしかし、FFTでマ

ド末端のデータの重要度を割り引きます。従って未端部から生ずる疑

似ピークや相関成分の効果を抑えます。マド処理機能には数種類あり

図 6-11 
スペクトラム設定ウィンド

ウ
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ますが、それぞれに大差はありません。スペクトラムではCosine 

Bellマド処理機能を提供しています。Cosine Bellウインドウ(マド)が

デフォルトでData Windowのポップアップメニューで選択されてい

ますがHamming　Blackman、 Welchマド処理機能にも変更できま

す。マド処理機能についてはAppendix Cに詳細に説明してありま

す。マド処理機能を切るには、そのポップアップメニューから<なし 

None>を選んで下さい。

方法 Method：もし、指定したデータポイント数が FFT サイズより大

きければ、特定のFFTサイズの連続セグメントに指定したデータのス

ペクトラを決定し、次にそれらのFFT群から平均スペクトラムを演算

します。メソードポップアップメニューから、次々に連続するセグメ

ントをオーバラップするのか、それともFFTサイズの50%(デフォル

ト設定)をオーバラップするのかを選択します。<None> 以外のマド

処理関数を選ぶと、スペクトラムを算出する方法は50% のオーバラ

ップに変更します。

メソードポップアップメニューでオーバラップしない<No Overlap>

を選ぶと、例えば512ポイントのFFTサイズを使って1024ポイントの

選択したデータを二つのセグメント、1-512と513-1024ポイントに

割ります。もし、 同じデータで50%重ね合わせる<50% Overlap>オ

プションを選んだ場合、セグメントは1-512と256-768、及び513-

1024に変わります。50%オーバラップのオプション (Welchの方法) 

は、二倍の数を演算処理することとオーバラップセグメントから演算

するスペクトラムにより、指定したデータの移動平均をより適格化し

ます。他方、その分より多くの時間が係り、使用するコンピュータが

古ければ系全体もスローダウンします。

選択 Selection：ポップアップメニューには二つのオプションがあり

ます。<現在の設定を使用 Use Current>オプションはChartウイン

ドウの選択範囲の総てのデータポイントを使って複数のFFTサイズと

して取り込んで演算し、不足ポイント数に対してはゼロ処理します

(ゼロ値のポイントを加える)。

<最適なサイズに調整 Ajust to Best Fit>オプションは選択範囲を調

整して、FFTサイズの倍数体にします。これはセレクションの端を最

適値まで広げて、次にその選択範囲全体を処理します。Chartウイン

ドウの可視選択範囲はスペクトラムの選択データしか改竄しませんの

で、この機能を使う時には注意して下さい。 

表示 Display：スペクトラムは様々な形式のパワーや振幅を演算しま

すので、ディスプレイポップアップメニューからどれを表示するかを
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選択します。その演算の詳細は後で説明します。どの場合も、特定の

周波数でのスペクトラムのハイト(高さ)は、その周波数で波形に含ま

れているパワーや振幅を表します。該当する単位が軸ラベルに付きま

す。

スペクトラムは様々な方法で離散型フーリエ変換の結果を表示しま

す。パワースペクトラムは基本で、他のフォームはそれからの派生で

す。スペクトラムのビンパワーは、その周波数での離散型フーリエ変

換の平方係数です。ビンの振幅はビンパワーと同じ平均パワーを持つ

サイン波の振幅です。パワー値と振幅値は常に正数かゼロで、負数に

はなりません。

パワー密度 Power Densityと振幅密度 Amplitude Densityは単位周

波数当たりのパワーや振幅です。密度は算出値を各横軸周波数のビン

の幅で割って算出します。ビンの幅は周波数の分解能が増し、分散周

波数が大きくなれば狭まる見なされます。パワー密度の単位は(y軸単

位)2/Hzで振幅密度は(y軸単位)/  )で表されます。

パワーの対数 Log Powerと振幅の対数 Log Amplitude はlog10値と

してパワーと振幅を表します。幅広い範囲のグラフでは見ることが困

難な僅かな成分でも、対数表示であれば識別できます。

パワー減衰(dB) Power Attenuationと振幅減衰(dB) Amplitude 

Attenuationのオプションは対数で表示され、基準値(パワースペクト

ラムのPmax、振幅ペクトラムのAmax)に対するスペクトル線の相対的

なアッテネーションを示します。基準値は常に、そのスペクトラム内

の最大値で0dBで表します。パワー減衰はdB = 10 log10(Pi /Pmax)

で、振幅減衰はdB = 20 log10(Ai /Amax)として計算されます。ここ

で、Pi は i番目のパワー成分、 Ai は i番目の振幅成分とします。

ゼロ周波数成分を除去 Remove Zero-Frequency Component：これ

はスペクトラムを演算する前のデータからゼロ周波数値を取り除くオ

プションです(即ち、DCオフセットやオリジナルデータの平均値)。

デフォルトでこのチェックボックスはマークされています。これは通

常ゼロ周波数成分がスペクトラムの全成分のうち最大振幅を持ってお

Hz

線 棒 点の連結

図 6-12 
各オプションによるFFT
のディスプレイ
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り、普通はこれが必要ないからです。このチェックボックスをクリッ

クすれば、オン、オフが切り替わります。

Exclusion Aware：Chartデータは除外のマークを付けられ、様々な

理由で解析からポイントやエリアを除外したい場合に使います。デフ

ォルトで<Exclusion Aware>チェックボックスはオンで、スペクト

ラムプログラムは除外を勘案し除外するデータは無視されます。この

場合、除外エリアは有効で無いデータを含んだ分離したブロックとし

て扱われます。従って、スペクトラムでは全体が除外された選択範囲

であれば演算しません。もし選択範囲が除外部分と交差しておれば、

左端の除外されていないデータだけを使って演算します。 このチェ

ックボックスをオフにすれば、スペクトラムは除外エリアは無いもの

として、全データを有効として処理します。

データパッドの機能

スペクトラムウィンドウでスペクトラを演算したり表示するのと同様

に、演算したスペクトラに基づくパラメータをデータパッドにも記録

できます。スペクトラムデータパッド機能はこの章のデータパッドの

項で説明します。

スペクトラム設定ウィンドウで実行する変更は、スペクトラムデータ

パッド機能にも影響します。

演算入力

デフォルト設定ではChartは生信号を記録するだけで、演算入力機能

は導入しません。しかし、時には生データを演算処理することによっ

て、より多くの情報が導き出せることがあります。例えば、心拍数を

記録する方が心拍の波形自体を記録するより実用的かも知れません。

Chartはパワフルで多彩な演算機能を装備していますので、信号を記

録する前にオンラインのデータ処理ができます。 

演算入力ダイアログボックス (図6-13)ではオンラインで様々なデー

タ演算処理が各チャンネル別に設定できます。現行の入力信号や演算

入力は、適正に調整された状態でディスプレイします。チャンネルフ

ァンクションポップアップメニューから<演算入力 Computed Input 

...>コマンドを選択すると、このダイアログボックスが呼び出せま

す。このチャンネル番号はダイアログボックスのタイトルに表示しま

す。複数のチャンネルを扱う時は、ダイアログボックスの矢印キーを

クリックするか、キーボードの左右矢印キーを使って調整するチャン

▼ 参考
Using Exclusions,  p. 130

▼ 参考
データパッド,  p. 138
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ネルのダイアログボックスを取り出します。飛ばしたチャンネルはオ

フとなります。設定が終わったら<OK>をクリックしてダイアログボ

ックスを閉じます。

そのチャンネルに演算入力機能が採用されていると、チャンネルファ

ンクションポップアップメニューの<演算入力 Input Amplifier...>コ

マンドにチェックマークが付きます。チャンネル設定ダイアログボッ

クスの演算入力欄では演算入力が採用されているチャンネルを総てチ

ェックすることができます。 

演算入力ダイアログボックスは大きく２つの部分に分かれています。

左側は生データの信号を表示し(入力アンプダイアログボックスに似

ています)、右側は演算入力信号を表示します。最初右の部分はダイ

ム表示になっていて、コントロールも一部しか表示されていません。

<Raw Data>以外を演算機能ポップアップメニューで選択すると、演

算入力機能がアクティブになり、演算処理された信号が右側に表示さ

れ、使用できるコントロールも増えます。演算入力の種類によって、

使用できるコントロールが若干異なります。

演算機能ポップアップメニュー

感度調整

スレッシュ
ホールドの
設定

生データチャンネルを選択する

シグナルのト
ラッキングコ
ントロール

図 6-13 
演算入力イアログボックス
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サンプリング速度

演算入力機能を使っている時はPowerLabの処理能力がかなり消費さ

れますので、サンプリング速度を遅くするかサンプリングを中止する

必要があるかも知れません。この様な場合はChartはサンプリング速

度が速過ぎる旨の警告を出します。精密度を確保するために、演算は

すべてPowerlabで遅くとも2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で収録した生データから演

算処理し、それからChartで設定したサンプリング速度で、その誘導

した値を処理します。これは2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以下のサンプリング速度

を選んでも2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒で生データを収録して演算処理し、2000　

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以上のサンプリング速度を選べば、その速度で収録する生

データを使って演算されることになります。サンプリング速度は演算

入力する種類や数(演算入力の種類により処理能力が異なりますので)

によって(勿論、使用するコンピュータやSCSIかUSBかによっても)

制限を受けます。 

シグナルのディスプレイ

生データと処理した入力信号を表示させれば、設定変更の効果が確認

ができます。演算入力の設定時にはデータの記録は実行されません。

現行の信号の値は、各ディスプレイエリアの左上に表示されます。変

化の遅い波形はかなり正確に表示されますが、速く変化する信号は最

小、最大値で形成されたエンベロップ(矩形)型の塗りつぶしエリアと

して表示されます。各シグナルディスプレイエリアの縦軸の振幅軸の

位置を縮小、拡大して、表示エリアを最大限に利用します。右にある

という以外は、両軸はChartウィンドウの振幅軸と同じで、それらの

コントロールもまったく同様に機能します。 

生データのコントロール

デフォルト設定ではPowerLabの入力に対応するチャンネルに生デー

タを記録します。最初にChartを起動すると、入力チャンネルに対応

しない(入力チャンネルより高い番号)チャンネルにはPowerLabの

Input 1の生データを記録に基づくレートメータの演算機能が記録さ

れます。 

生データチャンネルポップアップメニューでは演算処理用のシグナル

ソースとなるチャンネルを、PowerLabの入力チャンネルで指定しま

す。即ち、どの入力チャンネルからのデータでも、演算処理しどのチ

ャンネルにも表示できます。演算入力と生データを別々のチャンネル

に表示して比較したり、 または同じシグナルソースを複数の演算処

理データとして表示させることも可能です。また、入力する生データ

▼ 参考
Channel Settings,  p. 87

図 6-14 
積分機能を指定した演算入

力イアログボックス
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をそれに対応するチャンネルとは別のチャンネルにも表示できます。

ただ、このような場合は混乱しますので注意が必要です。なお処理さ

れた信号のみがChartに記録されますので、生データに書き込まれる

チャンネルは処理データに置き変わり、以後の解析に使用することは

できません。

<Input Amplifer...>ボタンをクリックすると、入力アンプダイアロ

グボックスが表われ、フィルター処理やディスプレイオフセットなど

の生データ信号のオプションが選択できます。Rangeポップアップメ

ニューでは、最適なディスプレイ状態で記録するためのチャンネルの

入力レンジを選択します。このダイアログボックスでレンジの変更と

Chartウィンドウでのレンジの変更とは、すべて共通で互いに対応し

て更新します。Chartウィンドウのポップアップメニューは、便宜上

ここにコピーされます。 

スレッシュホールド、感度、ベースライントラッキングの各コント

ロールは、周期レート機能(レートメータ、周期、周波数、カウン

ター)や、周期振幅機能(周期平均、周期最小値、周期最大値、

1/3Max+2/3Minと周期高さ)を選択している場合に使用可能となり

ます。

スレッシュホールドと感度

スレッシュホールドコントロールでは、レートとサイクリック機能の

演算入力をトリガーするシグナルの最低レベルを設定します。イベン

トを実行するためには、入力信号がスレッシュホールドレベルを超え

る必要があります。感度(またはヒステリシス)コントロールでは、小

さな信号の変動に対するトリガーの感度を調節します。 

スレッシュホールドコントロールの初期設定はゼロです。この設定で

信号にノイズが多い場合はゼロから変更します。スレッシュホールド

コントロールを上下にドラッグすると、設定が変わります。ボックス

と線が希望の位置にきたらマウスボタンをリリースします。これが新

しい設定値となります。感度コントロールは自動的にスレッシュホー

ルドコントロールと同期します。このコントロールをドラッグする

と、感度のバンド幅がスレッシュホールドの上下に相補的に調整され

て表示します。再度グレイボックスと線が表われます。ボックスと線

が希望の位置に来たら、マウスボタンをリリースして新しい設定を採

用します。ハイライト表示のエリアがヒステリシスを示します。入力

信号で演算入力機能をトリガーするには、その信号がハイライトエリ

アを横切って超えまた戻ってこなければなりません。信号がそのエリ

アに停滞すると演算機能はトリガーされません。 

スレッシュホールド

感度コントロール
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入力する生データ信号をレートやサイクリック関数に対応するように

調整してから、スレッシュホールドとヒステリシスエリアを設定すべ

きです。信号は周期的であるので、スレッシュホールドがどこにあっ

ても問題にはなりません。ゼロ周辺にノイズが多かったり、反復波形

に複数のピークがある場合にはトリガーを移動する方が適していま

す。

ベースライントラッキング

ベースライントラッキングはトリガーを導入する前に、生データから

一定のシグナルや緩やかなシグナルの変動を控除するのに使います。

実際これは可変周波数のハイパスフィルターとして機能し、波形のス

レッシュホールドと感度設定を補完します。生データに高度なアベ

レージング技法を用いて、その結果を控除処理して信号を修正しま

す。アベレージングの程度は<ベースライントラッキング Baseline 

Tracking>のスライダ設定で決まります(スローでは少く、ファース

トでは多くなります)。補正されたデータはデータディスプレイに表

示します。 

図6-16は入力信号に突然生じた変動に対するスローと、ファースト

トラッキング処理との違いを示しています。スロートラッキングを選

択すると、シグナルはトリガーバンドから大きく外れます。ファース

トトラッキングを選択した場合は、信号は扁形になります。　　　　

しかしベースライントラッキングが利用できる場合は、データをトリ

ガーとして使用しているので、この扁形は演算の精度には影響しませ

有効なトリガーパルス

ヒステリシス範囲

ノイズ

限界帯
データ

スロートラッキング スロートラッキング図 6-16 
スロー及びファーストトラ

ッキングに対して入力信号

を急激に変化させた場合

図 6-15 
感度コントロールを使って

Computed Inputをトリガー

するノイズを避ける
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ん。図6-17はファーストトラッキングを指定した場合の矩型波の歪

みを図示したものです。 

データディスプレイエリアの上下に表われるグレーのデータリミット

エリアは、現行のレンジ設定におけるPowerLab入力のフルスケール

を示しています。グレーエリアが下方に動いて信号と交差すると、そ

のチャンネルの入力の振幅は、オーバロードとなります(これは入力

アンプダイアログボックスでの信号のスケールアウトと同じことで

す)。こういう状態になった場合は、入力レンジ値の設定をより高く

する必要があります。一般にベースライントッラキングレートはトリ

ガーリングの安定性を減少させない範囲内で、できる限り速い値に設

定すべきです。ベースライントッラキングをオフにもセットできま

す。これは、波形をトラキングすると逆効果を示すデジタルパルスな

どを記録する時には有効です。

演算入力コントロール

演算機能ポップアップメニューには利用できる機能の一覧が出ま 

す。<生データ Raw Data>は未処理の生データです。他の機能は４つ

のグループに分類されています：レート(レートメータ、周期、周波

数、カウンタ)、サイクル(周期平均、周期最小値、周期最大値、

1/3Max.+2/3Min.)、エンベロープ(エンベロープ最小値とエンベ

ロープ最大値)、カルキュラス(微分と5種類の積分：(標準)積分、積分

絶対値、積分プラス成分のみ、積分マイナス成分のみ、積分サイクル

ごとにリセット)。それにスムーズ(絶対値平滑化、平均二乗根平滑化 

)が加わりました。詳細は後で説明します。 

<単位 Units...>と<レンジRange>コントロールはレートや演算機能

の何かを選択すると機能します。同様に平均コントロールはレート

メータや周期、微分を指定すると機能します。タイムコントロール

は<積分 サイクルごとにリセット∫Reset Each Cycle>以外の積分機

能を選択すると機能します。リセットコントロールは全ての積分機能

で働きます。

データの
限界領域

図6-18 
演算機能ップアップメニ

ュー

図 6-17 
ファーストトラッキングで

矩形波(左)が変形(右)する例
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<単位 Units...>ボタンをクリックして単位変換ダイアログボックスを

呼び出し、演算処理するチャンネルの単位を指定します。右のデータ

ディスプレイエリアの波形が単位変換ダイアログボックスのデータデ

ィスプレイエリアに転写します。単位変換は連続する記録データだけ

に対応しますので、個々のブロックデータは変換できません。単位変

換は生データではなく、演算処理するデータに対して実行されます。

レンジポップアップメニューでチャンネルの入力レンジを設定し、最

良のシグナル表示になる様に調整します。レンジの変更が適応される

のは演算処理したシグナルだけで、PowerLabが入力する生データに

は対応しません。演算機能をチャンネルに適用するとChartウィンド

ウのレンジポップアップメニューがそれを複製しますので、どちらで

もレンジが変更できます。

<平均 Average:>コントロールはデータをスムージング処理し、それ

をレートメータや周期波形のトレンドとして表示します。上下矢印を

クリックしアベレージングの増減を設定します：シーケンスは

1､2､4､8で、1は非アベレージング処理です。シーケンスを64にする

と、アベレージコントロールはディファレンシャルの演算機能として

利用できます。このコントロールは優先するサンプル値(指定する

データ点数で)をアベレージングする様に機能し、特に微分機能を併

用すると波形内を僅かにフェーズシフトして上昇させます。

Resetコントロールは積分機能が、どのように演算入力をゼロにリセ

ットするかを選択するものです。周期性の波形では、リセットで累積

エラーを補正します。チェックボックスがマークされていなければ、

テキストボックスはダイム表示となります。そうでなければ<タイム

リセット Time Reset>には3600秒まで、<時定数 Time Const>は65

秒までサンプリング間隔刻み(10ｻﾝﾌﾟﾙ/秒なら0.1秒)で入力できま

す。タイムリセットは入力した時間の各倍数時間でシグナルをゼロに

リセットします。入力する時間がサンプリング速度よりも極端に小さ

いとリセットは効きません。時定数は指数関数的な減衰を(入力をゼ

ロに)誘導し、設定時間で積分値は初期値の37%まで下がります。

<リセット Reset>ボタンは演算入力ダイアログボックスの<キャンセ

ル Cancel>ボタンの隣りにあり、クリックすると演算入力のデータ表

示エリアのシグナルがリセットされます。表示をゼロに戻す便利な機

能です。 
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演算入力機能

<レートメータ Ratemeter>

周波数やレートは、ある時間内にどれ程与えられたイベントが起こる

かを示すものです。レートメータは比較的低い周波数の周期性シグナ

ルを扱うもので、心拍数などを１分間当たり最高2000 BPMまで出力

します。レートメータ関数は波形の周期(下図参照)を計算し、その逆

数を算出してスケーリングします。 

周期はトリガーされた有効なシグナル間の時間間隔なので、トリガー

が無いと周期は長くなります。周期は常に更新され現行で最新の長さ

を表わします。そのため演算入力シグナルが指数関数的に下降すると

(これは周期は逆数の為で)シグナルがトリガーで捕捉されてい無い事

を示します。これが直線になればトリガーされたシグナルが一定レー

トで続いている事になります。 

<周期 Period>

周期は規則的に循環する波形の完全な1周期分に係る時間を表しま

す。この演算機能は逆数で無い事を除けば基本的にはレートメータに

なりますが、波形の周期動向を反映したものです。ここでの読み取り

値は周期ル内のトリガーポイトの位置とは無関係である点に注意して

下さい。 

図 6-20 
トリガー信号が無いレート

メータ：左は生データ、右

は演算入力.

図6-19 
レートメータ：左は生デー

タ、右はBPMで演算入力し

た例.
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周期はトリガーされた有効なシグナル間の間隔なので、トリガーが無

いと周期は長くなります。周期は随時更新され、最新の周期を表わし

ますので、トリガーされたシグナルがないと最大レンジ設定値を外れ

スケールアウトになります。周期は遅いサイクルを持つ水面の波や地

震などの測定に適しています。

<周波数 Frequency>

<Frequency>はある時間内に与えられイベントに起こる頻度をいい

ます。周波数機能はヘルツ(Hz)の単位で2000 Hzまでの波形の周波数

を計測します。これはレートメータより高い周波数の周期信号を測定

するのに適しています。演算は正確性を確保するためにレートメータ

とは別の方法が用いられます。周波数機能は毎秒20binsで変換しま

す。下から上にスレッシュホールドを横切る度に、現行のbin内のカ

ウントは１つ増えます(即ち0.05秒毎にある一定方向で信号がスレッ

シュホールドを横切る回数をカウントします)。Chartでは最後の

20binからの総数を表わします。これにより総計を１秒間で行うより

も速く、スムーズな結果が取得できます。例えば、100 Hzの信号を

記録し１秒間に200 Hzまで変動すると、100 Hzから200 Hzまでの漸

進的な周波数変化となります。これを１秒間で合計処理すると、100 

Hzから200 Hzに急激にジャンプします(２つのシグナルを平均するた

め)。 

周期 周期 この周期はサイン波形の変動を明示 

1 秒 1 秒

100Hzから200Hzへの変化 100Hzから200Hzへの変化

図 6-22 
周波数：Chartによる直線的

変化(左)、と荒い変化(右)の

例r.

図 6-21 
周期：左は生データ、右は

演算入力
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<カウンタ Counter>

カウンタ機能はスレッシュホールドを下から上へ通過する回数をカウ

ントします。時間に対して20,000までの登録イベント数を表示しま

す。 そのカウントレンジの最大値に達すると現行のレンジに関係な

くゼロに戻ります。200にレンジを設定している場合、カウントが

199に達した後は波形表示がリセットされ、200番目のカウントが0に

なります。この機能はリセット回数を見ることで素早く総カウント数

が判るというメリットがあり、Geigerカウンターによる割符数のカ

ウントなど様々な目的に利用できます。 

<周期平均 Cyclic Mean>

<Cyclic Mean>は波形の１周期分の平均振幅値で、その変動は非対称

度を知る物差しと考えられています。周期平均機能は２度連続してス

レッシュホールドを通過する波形間の各データポイントの値の総計

を、合計ポイント数で割ります。この演算は周期信号専用のもので

す。例えば、平均血圧や呼吸レートの変換を決定するのに有効です。

スレッシュホールドのどこで平均を始めてどこで終わるかは設定しま

すが、入力は周期波形なので結果はスレッシュホールドのポジション

には影響しません。波形が別の周期シグナルと重ね合ったものである

場合のみ、実際のスレッシュホールドが演算の精度に関係します。周

期平均から得られる結果は、生データの１周期分を選んで積分したも

のと同じになります。 

図6-23はスレッシュホールドの位置が異なる場合、加算の開始と終

了時間は違いますが、総計は同じになることを図示しています。スレ

ッシュホールドを波形の中央部に設定した方が信号の振幅の変動にも

影響されずに良いでしょう。右側の例では振幅がもっと小さくなると

トリガーが捕捉できなくなります。

<1/3Max+2/3Min>

この機能は各サイクルにその波形の最大振幅値の1/3と最小値の2/3

を加えて、おおよその加重平均を求めるものです。これはカルジオロ

図 6-23 
平均サイクル：スレッシュ

ホールドの違いによるトー

タル面積の違い
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ジーで用いられるもので、波形がある形状傾向となる場所を示しま

す：初期のハイピーク、小ピークや窪み、不定な間隔の平たんなプラ

トーなど(スパイク波は殆ど強調しませんし、プラトーは無視されま

す)。PowerLabのようなコンピュータベースのシステムでは、不自

然なエリアのピークも解析(積分機能を使って)できますので、有効で

正確な情報が得られます。<1/3Max.+2/3Min.>のようなラフで簡便

な機能を使う主たる理由は、迅速な予測ができ、それを演算処理する

ことで経時的に結果を比較できるためです。 

<周期最大値 Cyclic Max、最小値 Min、高さ Height>

周期最大値機能ではトリガースレッシュホールドで周期を認知し、1

周期の終わりで周期内の最大データポイントを検索し、次の周期を確

認するまでそれを表示します。周期最小値機能では周期内に最小デー

タポイントを検索して、次の周期までそれを表示します。これらの機

能は最高血圧や最低血圧などの周期毎の最大値、最小値を表示するの

に適しています。<周期高さ>は最大値と最小値との差を決定しま

す。これらの機能は周期毎の最大値や最小値の性格を表すのに使い、

最高血圧や最低血圧、又はその差を求めたりするのに利用します。 

<絶対値平滑化 Abs Smoothed、平均二乗根(RMS)平滑化 
RMS Smoothed>

絶対値平滑化はスムーズポップアップメニューで設定し、時間内に処

理したデータポイントの絶対値を使ってスムーズ処理します。　　　

平均二乗根平滑化<RMS>はスムーズポップアップメニューで設定し

た、時間内に処理したデータポイントの二乗平均値のルート(平方根)

を使ってスムーズ処理します(何れの場合もデータポイントは2000　

ｻﾝﾌﾟﾙ/秒以上でサンプリングします)。両機能ともサンプル数ではな

くて時間を設定し、同じような方法で修正移動平均を求めます。ピー

クの極性は無視されます。この機能は筋電図や自発的神経活動の研究

には有用で、平均活動量の指針となります。 

周期

前の周期の最大値

図 6-24 
周期最大値：前の周期の波

形で得られた最大値を保持
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<エンベロープ最小値、最大値>

エンベロープ最大値 Envelope Maxはユーザ側で設定したサンプリン

グ速度のサンプル間隔で、一定の時間内に示す最大のデータポイント

を検索し、次の周期時間帯にその値を表示します。PowerLabでは見

かけの速度はかなり遅くても、最遅速で2000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒でデータを採

り演算入力処理します。例えばChartでサンプリング速度を毎秒1と

設定したとすると、その前の１秒間のサンプルの最大値を毎秒表示し

ます。サイクルや周期とは異なり、トリガーコントロールは必要が無

いので表示しません。 

エンベロープ最小値も同じですが、時間内の最小値を検索して次の周

期時間帯まで表示します。この機能は遅いサンプリング速度で記録し

ていても、それ以上の速度でサンプル処理するように機能しますの

で、シグナルの特性には興味が無いが、最大値最小値が必要な場合に

有効です。図6-25 に示すように、波形を正確に描画するにはかなり

高速で記録する必要があります。これらの機能は例えば、心拍波形の

最大最小振幅を記録するのに使えます。このような場合には1拍程度

のサンプリング速度で十分です。

<微分 Differential>

微分機能で指定したチャンネル波形の１次導函数が得られます。信号

のスロープの変動や、変化率の方が元の生信号自体よりも情報量多い

場合に有効です。例えば容器内に流入する液体の容量の増加を測定す

る場合、フォーストランスジューサを使って重量を記録し、このプロ

ットを微分すると容量の変化率、つまり流速が測定できる事になりま

す。 

サンプル間の時間

前のサンプルリング時間からの最大値

サンプル時間

図 6-25 
エンベロープ最大値：サン

プルタイムは波形ペリオド

とは無関係ーこの場合の丸

印の生サンプルデータは誤

認の問題があります。
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この機能はノイズに大変敏感ですから<平均>コントロールでデータ

をスムージング処理すると有効です。レートメータや周期機能だけに

限らず使用すべきです。平均回数は1、2、4、8、16、32、64 から選

択します(この処理により波形のフェーズが若干上方にシフトしま

す)。

<積分 Integral>

積分は波形の下のエリアを読み取って、そのデータポイントの総計を

サンプル間隔と掛け合わせたものです。例えば、流速を測定する機器

からの信号を積分すると流量が得られます。 

積分には５種類ありますので、それぞれ目的に応じて使い分けて下さ

い。

<積分∫Integral>：標準の積分で、データポイントの総計とサンプル

間隔を掛けたものです。正と負のデータポイント値の総計が同じシグ

ナルを積分するとゼロになります。

<積分 絶対値∫Absolute Value>：データポイントの絶対値の総計と

サンプル間隔を掛けたものです。ある一定時間内に等しい正負の総計

値がある場合は、この積分値は２倍になります。 

<積分 プラス成分のみ∫Positive Only>：データポイントの正の値の

総計とサンプル間隔を掛けたものです。ある一定時間内で正負の両方

がある場合でも、正のデータポイントのみを総計して計算をします。

<積分 マイナス成分のみ∫Negative Only>：データポイントの負の値

の総計とサンプル間隔を掛けたものです。ある一定時間内に正負の両

方がある場合でも、負のデータポイントのみを総計し計算をします。

図 6-27 
I積分：矩型波(左)の積分は

三角波(右)となります。)

図 6-26 
微分：三角波(左)の微分は

矩型波(右)となります。
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<積分 サイクルごとにリセット∫Reset Each Cycle>：標準の積分の

様にデータポイントの総計をサンプル間隔で掛けたものです。ある一

定時間内に等しい正と負の合計値がある場合の積分はゼロになりま

す。但し、元波形がゼロ以下からゼロ以上に通過する度に、積分はゼ

ロにリセットされます。これは周期波形のドリフの補正(オフセット

電圧では調整できない)に特に有効です。

リセットはドリフトの補正には有効ですが、その換わり積分された信

号をスケールから除去します。<レンジ>コントロールによって設定

された上限、または下限に達すると、すべての積分値はゼロにリセッ

トされます。<積分 サイクルごとにリセット>は原波形がゼロ以下か

らゼロを超える度に積分値をゼロにリセットします。その他の積分で

は時間コントロールで指定した様にリセットされます。リセットは設

定レンジを越える度にそのレンジを的確に差し引きますので、リセッ

トされた回数を数えればトータル値が得られます。.

サンプル間隔よりも小さい時間が入力ボックスに入力されている場

合、その値はゼロに切り下げられますのでリセットは実行されませ

ん。従ってサンプル間隔よりも大きい値を入力して下さい。<時間で

リセット>は入力した時間毎に信号をゼロにリセットします。この方

法でドリフトの補正に対処し、リセットの前に正確な積分値を算出し

ます。<時定数>は指数的減衰を伴うので、積分値は設定時間(65秒ま

で)までに初期値の37%まで下がります。この効果でドリフトや急な

リセットが回避できますが、算出される積分値は不正確になります。

時定数が下がれば精度は上がります。 

チャンネル演算

チャンネル機能ポップアップメニューの下段のオプションには、記録

したデータチャンネルに幾つかの演算処理を提供しています。デフォ

時定数で積分処理

時間でリセットで積分

オリジナル信号

図 6-28 
一定のオフセットとその積

分、及び２つのリセット波

形.
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ルト設定は<演算なし No Caliculation>で、そのチャンネルに表示す

るデータは記録したままの元データで演算処理はされません。Chart

にはチャンネルに演算処理が導入できるスムージング機能や、算術演

算、周期変動、微分や積分など数々のChartエクステンションが付い

ています。このチャンネルの演算機能はオンラインにもオフライン

(処理した結果はサンプリング終了後しか見れません)にも導入できま

す。 

チャンネルの演算を導入にはチャンネル機能ポップアップメニューか

ら使用するコマンドメニューを選びます。そのチャンネルの記録デー

タを元に戻すには <No Caliculation>を選びます。選択したコマンド

にはチェックマークが付きます。チャンネルの演算をオフにしても、

そのダイアログボックスに入力した数値は消えませんので、一度に複

数の演算が設定できます。また、チャンネル設定ダイアログボックス

の<Calculation>の項目を見ればどのチャンネルにどんな演算を導入

しているかが一覧できます。

チャンネル演算を実行しているチャンネルの ステータスインディ

ケータ(チャンネルのレンジ/ 振幅の右の菱形)には =が付きます。イ

ンディケータを押すと、サンプリング速度、レンジ、記録する内容

(生データか演算機能、及び入力先)、有効なチャンネル演算の一覧が

出ます。 

多くのチャンネル演算ダイアログボックスに共通するのはソースポッ

プアップメニューで、そのソースで処理されるChartチャンネルの波

形を選びます。ソースシグナルを表示するチャンネルと、演算処理を

表示するチャンネルを決め、両者を比較します。演算シグナルだけを

表示するには、ソースと同じチャンネルを選びます。

チャンネルの演算は通常は設定するダイアログボックスを閉じて実行

しますが、スムージングの反復回数を変更したり、演算結果を見なが

ら設定を変更したい場合があります。それにはダイアログボックスを

立ち上げて設定の修正を行います。Chartウィンドウで最後に導入し

た演算(例えばチャンネル4ではスムージング)はショートカットキー

が使えます。<Command -=>のキーショートカットでチャンネル機

能ポップアプメニューが呼び出せます。< No Caliculation>を選んだ

場合はキーショートカットは出ませんし、登録してあっても無効で

す。

チャンネル演算とエクスクルージョン
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エクスクルージョンはコメントの特殊な形式で、データのマークをし

て検索や解析から除外します。Chartで全チャンネルに演算 (スムー

ジング、算術演算、周期変動、微分、積分など)を選ぶと、除外は認

知されませんので、 その有無に係わらず同じ演算を実行します。

Chartエクステンションで追加されるチャンネル演算は除外の扱い方

で異なります：付属の詳細な説明書をチェックしてみて下さい。

チャンネル演算と演算機能

演算機能とチャンネルの演算機能とはオーバラップするものがありま

す。データや必要性に応じて良い方を選びます。演算機能はサンプリ

ングを開始する前に選択し、個々のデータブロックに導入します。チ

ャンネルの演算は必要に応じて切り替えができますが、使用している

チャンネル全体に適用されます。チャンネルの演算機能はサンプリン

グの前後でも途中からでも導入でき、記録したデータの解析は演算入

力で使用するよりも速く実行します。チャンネルの演算は記録したチ

ャンネルには行わず、使用していないチャンネルにしか導入できませ

ん。この機能は元のデータをそのまま保存しておきたい場合や、一度

に演算を導入するのにはチャンネル数が足りない場合などに便利で

す。また、複雑な演算処理をする場合は、オフラインでこの機能を使

います。演算入力機能はオンラインしか利用できませんが、記録しな

がら演算処理した結果が見れるという利点はあります。 

演算入力とチャンネル演算の使われ方の違いに加え、積分や周期演算

などの演算入力とチャンネル演算から得られる結果の正確さや精度の

違いもあります。Details are given in Appendix Cにその詳細が載

っていますが、以下に標準的なルールを挙げます：

･ ウィンドウのポイントに依存する演算では、チャンネル演算は演

算入力機能と比較するとかなり正確ですが、それ以外では精度に

違いはありません。

機能 演算入力機能 チャンネルの演算

サンプリング中の結
果の表示

Yes 簡素なもの, yes;
その他, no

生データの保存 別チャンネルのみ Yes

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ後の導入 No Yes

ﾁｬﾝﾈﾙのoff No Yes

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ速度はチ
ャートに依る

No Yes

▼ 参考
Channel Settings,  p. 87

表 6-1 
演算入力とチャンネル演算

との比較
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･ サンプリング速度が < 2000 Hzでは、演算入力機能はチャンネル

演算に比較してかなり正確ですが、それ以外は同じ精度です。

データを隠す

記録したデータにチャンネル演算を導入すると、そのチャンネルには

演算処理されたデータが表示します。記録した元のデータは下に残っ

ていますので、演算機能をオフにするとまた表示します。

別のチャンネルからの演算データをチャンネルにディスプレイしよう

とすると、<レンジ/振幅>表示の右のチャンネルコントロールエリア

に警告アイコンが点滅し警告します。これは助言の為で、表示する内

容が必ずしもそのチャンネルに記録されているものである必要はあり

ません。このアイコンをクリックすると、アラートボックスに問題点

を表示します(この場合、別のチャンネルの演算データで記録された

データは隠れています)。同じチャンネルのデータに演算を導入する

場合は(別のチャンネルからのデータが含まれていても)、この警告は

出ません。使用していないエクステンション(開いてい無い)で設定し

た演算を導入しようとしてもこの警告アイコンが出ます。

通常はチャンネル演算はディスプレイしているデータに作用しますの

で、演算機能は引き続いて導入できます。例えば、あるチャンネルで

波形をスムージング処理し、算術演算機能を使って別のチャンネルに

そのスムージング処理した波形を記録して表示させるこのができま

す。算術演算などは、チャンネルに内在する記録データを処理し、そ

のデータをディスプレイできます。

演算機能を常時導入する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チャンネルの演算機能は臨時のもので随時導入できます。しかしある

チャンネルを常時演算処理に使いたい場合があります。この場合はそ

のチャンネルには演算処理データがいつも記録され、そのチャンネル

に記録データがあれば、それと入れ替わります。この場合はオリジナ

ルのデータは復帰できまませんので、その旨の確認メッセージが出ま

す。オリジナルデータを保存するには、別のチャンネルに演算処理

データを記録します。 

演算処理をチャンネルに導入するにはCmdキーを押しながらチャン

ネル機能コマンドメニューに代わる<Apply Calculation...>を選びま

す。アラートボックスで変更を承認すれば導入できます。演算された

データが有効なら記録されます。<No Caliculation>コマンドメニ

▼ 参考
Comments and 
Exclusions,  p. 123
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ューが有効な時は、<演算を適用 Apply Calculation...>コマンドメニ

ューはダイム表示で使用できません。

スムージング <Smoothing...>

Chartにはスムージングチャンネルの演算機能が付いています。ス

ムージングは波形の高周波成分、ノイズや分散成分を除きます。　　

スムージングは常にソースチャンネルのディスプレイデータに作用し

ます。別のチャンネル演算(例えば算術演算のような)で処理された

データに引き続き導入される場合もあります。スムージングのチャン

ネル演算はオフライン処理ですので、Chartのサンプリングが終わっ

た後でしかスムーズ処理したデータは見られません(サンプリング中

は記録しているデータが表示します)。

チャンネルにスムージングを導入するにはチャンネル機能ポップアッ

プメニューから<スムージング...>を選択し、ダイアログボックスを

呼び出します。

デフォルト設定ではダイアログボックスのチャンネルタイトルは、

<Source>ポップアップメニューで選んだチャンネルになりますが、

スムージングするソースシグナルとしては任意のチャンネルが選べま

す。スムーズ処理したデータと記録したデータの両方ディスプレイし

たい場合は、未使用のチャンネルにスムージング波形を表示させま

す。

デフォルトで、ダイアログボックスのチャンネルタイトルは<ソース

Source>ポップアップメニューで選んだチャンネルになりますが、ス

ムージングするソースシグナルとしては任意のチャンネルが選べま

す。スムーズ処理したデータと記録したデータの両方ディスプレイし

たい場合は、未使用のチャンネルにスムージング波形を表示させま

す。

スムージングはある幅のデータを採って行います。同じポイント数を

平均化して値をスムージング処理します。ポイントは三角(Bartlett)

平均の幅を増やすと波形のスムージ
ングに使うポイント数が増加します

スムージングするデータのチャンネルを指定

図 6-29 
スムージングダイアログボ

ックス
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マドを使って優先されます。中央のポイントが最優先され中央からず

れる程優先度が弱まります(3ポイントのスムージングでは真ん中のポ

イントは1/2に優先され、両端の2点は1/4で処理されます。5ポイン

トのスムージングでは真ん中が1/3に、その両側が2/9に両端は1/9

で処理されます)。スムージングは優先したポイントを使いフェーズ

シフトを避ける一種の修正移動平均です。

幅の数値は常に奇数で3から201まで入力できます。波形の頭と末尾

部で数を調整しますので、アベレージに使うポイント数は端末部で減

少します。 

スムージング効果は適応する波形により様々です。変動の激しい波形

に対しては差程効果的ではありませんが、遅い変化に対しては有効で

す。スムージングのチャンネル演算はオフラインなので、サンプリン

グの終了後でしか見れません。サンプリング中は元波形の表示になり

ます。

算術演算 Arithmetic

算術演算機能は別のチャンネルから組み込んだ波形データを算術的に

処理します。オフラインでもオンライン(記録中)でも作動します。チ

ャンネル関数ポップアップメニューから算術演算コマンドを選び、算

術演算ダイアログボックスを開きます。そのコマンドを選んだチャン

ネルのにその結果を表示し、ダイアログボックスのタイトルにもチャ

ンネル名が入ります。

スムージングし
ていない元波形 

幅 3のス
ムージング

幅 5のス
ムージング

幅 7のス
ムージング

図 6-30 
スムージング効果.
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数式の入力

数式を入力するには、その数式入力欄にタイプするか、関連するボタ

ンをクリックしポップアップメニューからチャンネルと関数を選んで

下さい。チャンネルデータとしては、 'チャンネル 1' とか 'Ch1'か(文

字は重要ではありませんが、スペース使えません)、チャンネルポッ

プアップメニューからチャンネルを選びます。関数としては、関数ポ

ップアップメニューから関数を一つ選ぶか、関数文字をそのまま入力

します。任意のチャンネル、関数の組合せて実行できます。 演算の

順序は通常の算術通りで、括弧内が優先されます：4*9+6 で42、

4*(9+6) は60です。チャンネルデータや時間を使わない単純な算術

計算の入力(例、4*9+6のような)なら、その結果を記録するチャンネ

ルは直線の表示になります。 

デフォルトで、算術演算は指定するチャンネルに表示するデータに対

して作用します。そのチャンネルのデータは別のチャンネル演算でも

演算され得ます(例えば、スムージングが適用されている)。勿論、入

力チャンネルの記録データに作用するように設定し、適用されている

それ以外の演算を無視できます。それにはチャンネルに式を表記する

前に'R' を入力しするか('RChannel1 'とか 'RCh1')、Channelポップ

アップメニューの<Recorded Data>サブメニューから RCh を選んで

下さい。記録データとはPowerLabからChartに入力するシグナル

で、チャンネル演算を適用する前の、生データか演算データです。 

数式入力
ボックス

ここで関数
を選択する

ここでチャン
ネルを選択

演算したチャンネ
ルに単位を設定

ここを選ぶとオー
トスケールに設定

振幅軸のス
ケールを入力
しで設定

図 6-31 
算術演算ダイアログボック

ス、OKをクリックすると

Chartウィンドウのディスプ

レイチャンネルにその関数

を実行して表示します　
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式の表記法をチェックする

<OK>をクリックすると、算術演算は式が妥当かどうかをチェックし

ます。妥当でなければ、エラーメッセージが出ます。括弧が抜けてい

たり、何も入力されていない事が良く起こり得るケースです。また、

Abs()の様な括弧を含む関数の多くは括弧の中に引数(即ち、実行する

何か)が必要です。

数学関数 Functions

基本的は数学的な関数 (+ 足す, -引く, * 掛ける, / 割る) はタイプす

るか、ボタンを使うか、FunctionポップアップメニューのMathサブ

メニューから選んで下さい。 

三角関数 Trig

三角関数は関数ポップアップメニューのSin()、Cos()、Tan()サブメニ

ューから選んで下さい。それぞれサイン、コサイン、タンジェントを

表します。これらの関数はラジアンで引数を伴います。 

ASin()、ACos()、及びATan() はそれぞれarc sine、arc cosine、arc 

tangentでサイン、コサイン、タンジェントと同じ角度ですが、それ

ぞれの逆関数です。演算結果はラジアンで表されます。ASin() と

ACos() は-1以下から1以上の不等引数が必要で(サインとコサインの

値はその範囲内に制限されるので)、従ってそれに合う様にデータを

スケールする必要があります。 

DegToRad() は角度からラジアンへの角度、RadToDeg() ラジアンか

ら角度角度 (2πラジアンは360°)。

対数関数 Logs

対数関数はFunctionsポップアップメニューのLogsサブメニューから

選べます。Log10() は底が10の常用対数。Ln() は底がeの自然対数

10。定数eの近似値は 2.7182818です。Exp() は指数でex (e の引数の

累乗を表す)です。指数は自然対数の逆関数です。

ノイズ関数 Noise

Random()は -1.0 から1.0 の一様な分布を示すランダム数を表しま

す。Gaussian() は0.0 の平均と 1.0.の分散を伴う正規分布を表しま
す。 
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その他の関数

Sign() はサイン関数を表し、Sign(x) = 1 if x > 0, -1 if x < 0　　　　

Abs() は正負に関係しない絶対値を表します。 Sqrt() は二乗根(－の

二乗根は0)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Pi は定数π を表し、数式で用いる近似値は 3.1415927 です。

SampleTime はブロックデータの始点からの10進法の秒数です。
Round() は四捨五入。 Int() は整数部分だけが有効数で小数点以下は

切り捨てま。例、Int(2.999) は2となります。 

単位とスケール

単位変換を数式を使ったチャンネルに適用すると、算術演算では単位

は無視され、演算されてそのチャンネルで表示する値しか使いませ

ん。単位変換に依って均等目盛りの数値に影響する場合があります。

この為、数式を使ったチャンネルが単位の違うブロックが有る場合は

変更して下さい。算術演算が有効なチャンネルでは単位変換は作用し

ません。従って、演算したチャンネルに単位を使います。<単位名 

Unit Name>の欄には10文字まで単位名が入力できます。正規の単位

であれば、上付や下付文字も使えます。

デフォルトで、<自動スケール Auto Scale>チェックボックスは選択

されており、そのチャンネルに最適なスケールに想定して(自動ス

ケールが働くデータが有れば)算術演算を実行します。チャンネル

データや演算が異常ならチェックボックスは選択されず、スケールは

手動で登録することになります。 

スケールの上限値<Top:>と下限値<Bottom:>は算術演算ダイアログ

ボックスに所定欄に、直接数を入力して設定できます(自動スケール

設定を選んでいない場合)。このオプションではスケールセットポッ

プアップメニューを使って行うのと同様に、直接振幅軸が調整できま

す。但し、Chartウィンドウが有効な場合です。そのスケールは表示

数の精度(特に形状)に影響します。　　　　　

Chartのチャンネル演算は単一の浮動小数点で算出するので、小数点

以下6桁の精度があります。小数点以下の桁数は 0～6でディスプレイ

だけに影響し、演算の内部精度には関係しません。 

非単位変換の電圧を使う

V、mV、μV(単位変換していない)のデータは算術演算では総てVで

扱います。従って、低いレンジを使う場合や、振幅の違ったオーダを
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伴うレンジで記録したデータを取り扱う時は注意が必要です。演算し

た数が大きいか、小さいかは、データや実行する演算に依ります。数

式内の倍率を用いれば比較的簡単に調整できます。

2 mVのレンジでECG リード線からシグナルを記録し、同時にもう1

チャンネルに算術演算を適用すると、結果をmVでは無くVで表すと

します。 派生値をmVにするなら、 単位名の入力欄を両方共 'mV' に

し、そのチャンネルの和を括弧にして1000倍にします：

(Ch1+Ch2)*1000. これでその式は正確にスケールされます。 

一般に、必要になものを算出して表示させるのには、それに対応する

倍率を数式に適用します： mVで表示するには1000倍を、μVで表す

には1 000 000倍を数式に乗じる必要があります。

周期変動 Cyclic Variables

周期変動は周期波形を解析する為のものです。本来オフラインで作動

するもので、記録した後で使います。高速のサンプリング速度で記録

したデータでも、周期レートや周期振幅の演算入力機能を使って解析

できます。 

チャンネル関数ポップアップメニューから<周期変動 Cyclic 

Variables...>コマンドを選び周期変動ダイアログボックスを開きま

す。選択したチャンネルのダイアログ名がタイトルバーに出ます。

周期変動の設定

ダイアログボックスのシグナルディスプレイエリアにはソースチャン

ネルの波形を表示します。Charウィンドウで選択範囲を選ぶと、 そ

の選択範囲の記録時間帯のデータを表示します(選択範囲左端が始点

ですが、複数のブロックが選択範囲にあれば左端のブロックのデータ

しか使いません。選択範囲にトリガーポジションが多すぎると、周期

変動の表示が制限され、主番号だけを示します。表示波形の時間帯は

シグナルディスプレイエリアの下段左に出ます。選択範囲が無いと、

Chartウィンドウに出るデータ(又は、複数のブロックが映っておれば

最大のブロック)が表示します。 この表示する波形が、スレッシュ

ホールドノイズなどのパラメータ検出の設定に用いられます。 

ソースシグナルが記録したデータなのか表示したデータなのかは、シ

グナルディスプレイエリアの下段右に示唆されます。表示するデータ

は、生データか演算データかを問わずソースチャンネルで映っている

データになります。ソースチャンネルを周期変動の演算チャンネルに
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選んだ場合は、ダイアログボックスには記録したデータ(生か演算)が

出ます。これはパラメータ検出の設定はこの内在するデータに適用さ

れる為で、演算波形には対応されてはいないからです。

初期のディスプレイはシグナルディスプレイエリアの下段にあるコン

トロールを使って変更できます。周期変動で使っているブロックの全

体が表示されていなければ、スクロールバーでChartウィンドウから

のデータが移動できます。 スクロールバーのボックスが、そのブロ

ックに対応した表示エリアを示しています。そのボックスを左右にド

ラッグします。左右の矢印をクリックすれば、可視波形の10%分が左

右に移動します。可視波形の90% まで左右に移動すると、ボックス

のどちらかの端にグレー域が現れます。Chartウィンドウと同様にビ

ューボタンで表示するデータの圧縮、拡張ができます。ソース波形全

体を表示したければ、左のボタンをクリックして圧縮表示します。

ソース波形を拡張するには右のボタンをクリックします。その間にあ

るResetボタンを押せば最初の表示に戻ります。

周期の検出

周期の検出法は検索コマンドと同じ方法で極大極小を検索して周期を

検出します。検出したトリガーポイントは小さい黒丸でダイアログボ

ックスの表示波形上にマークされます。マークするポイントが極大な

のか極小かは、トリガーパネで選択したラジオボタンに依ります。こ

演算するファン
クションを選ぶ

ソースチャン
ネルを選ぶ

表示チャンネル

シグナルディス
プレイエリア

トリガー
ポイント

表示波形
の時間帯

ソースデータのタ
イプ：記録データ
か表示データ

図 6-32 
周期変動ダイアログボック

ス：OKボタンでChartウィ

ンドウの表示チャンネルに

選んだファンクションが適

用されます
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れは周期検出の方法には関係しませんが、 波形の形状に依っては結

果に違いが出るかも知れません (例えば、顕著な上向きスパイクを含

んだ波形や周期毎に二つの似かよった下向きのスパイクを含む場合

は、最大値がトリガーされます)。

検出パラメータ(ノイズ閾値、トリガー、トラッキング)は、同じソー

スチャンネルの全周期変動に適用されます。換言すれば、そのソース

チャンネルでは演算ベースとなったパラメータが、 周期変動では常時

使われます。これは一つのソースチャンネルから複数のチャンネル

に、様々な周期演算をする場合に便利です。検出パラメータが必要な

のは設定や変更に1度だけで結構です。

ノイズ閾値 Noise Threshold

<ノイズ閾値 Noise Threshold>コントロールでは、僅かなシグナル

の変動に対するトリガーの感度を調整します。イベントに対するノイ

ズ閾値は、そのチャンネルのレンジに対する百分率で表わされます

(デフォルト値は5%で、±10Vレンジでは1Vになります)。ピークと

して認知されるデータポイントとは、それに続くポイントが少なくと

もノイズ閾値まで下がるものとします。この値より小さい振幅値を伴

うピークや谷は、無視されます。値を上げて不必要に小さいピーク

(ノイズなどの)を除くか、下げて非検出ピークを捉えます。ノイズ閾

値％は入力欄かスライダーバーを使って設定します。ノイズ閾値を変

更すると、暫くして小黒丸で波形上にマークしたトリガーポイントが

シフトしますので、変更の結果が確認できます。

トラッキング

時間に対して顕著な振幅のドリフトを伴う波形や s/n 比が低いシグ

ナルでは、トリガーの通常のスキームが作用するのが難しくなりま

す。トラッキングがこの種の問題を解決する手だてとなります。トラ

ッキングポップアップメニューのトラッキング欄は通常はオフになっ

ています。トラッキングポップアップメニューからトラッキング間隔

を選べは、トラッキングは機能します。この場合のノイズ閾値はフル

スケール%では無くて、トラッキング間隔内の最大振幅値の平均%を

使います(トラッキングを使う際は、ノイズ閾値は通常、正常な設定

に比例して増加するものが必要とされます)。トラッキング間隔は現

行のデータポイントの中心で、適用する検出アルゴリズムに沿って移

ります。これでシグナルの振幅全体に及ぶ変化を処理します。トラッ

キング間隔サンプリング間隔と等しいか、それ以下に設定されていて

も、少なくとも3ポイントは含む幅にセットします。現行のデータレ

ンジにたいして5%以下の振幅の変動には追随しませんので、データ
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に則したレンジを選ぶ必要があります。トラッキング機能を作用させ

ると、周期演算速度が若干遅くなります。

ファンクション

ファンクションポップアップメニューに演算する周期変動の一覧が出

ます。レートファンクション(レートメータ、周期、及び周波数)と、

振幅ファンクション(周期高さ、周期平均、周期内最大値、周期内最

小値、1/3Max+2/3Min)に大別します。ファンクションは演算入力

機能の周期レートと周期振幅に似ていますが、結果が若干異なりま

す。詳細はAppendix Cで説明します。

<デフォルトスケール Default Scale>ポップアップメニューでチャン

ネルのレンジを設定し、演算するファンクションを最適にディスプレ

イする様に調整します。このメニューはレートファンクション(レー

トメータ、周期、及び周波数)を選んだ時に表示します。このダイア

ログボックスでレンジを変更すると、それに応じてCharウィンドウ

でも変わります。大まかな設定は予め把握しておいて下さい。演算入

力ダイアログボックスで行う様には、周期変動ダイアログボックスで

は派生する波形は見ることはできません。

<レートメータRatemeter>は周波数やレートは、ある時間内にどれ程

与えられたイベントが起こるかを示すものです。レートメータは比較

的低い周波数の周期性シグナルを扱うもので、心拍数などを１分間当

たり最高2000 BPMまで出力します。レートメータ関数は波形の周期

(ペリオド)を計算し、その逆数を算出してスケーリングします。 

<ペリオド Period>は規則的に循環する波形の完全な1サイクル分に係

る時間を表します。この演算機能は逆数で無い事を除けば基本的には

レートメータになりますが、波形の周期動向を反映したものです。こ

こでの読み取り値はサイクル内のトリガーポイトの位置とは無関係で

▼ 参考
演算入力機能,  p. 161

図 6-33 
トラッキングとノイズ閾値

を調整して振幅値が変動す

る波形の有効なピークを検

出します
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ある点に注意して下さい。ぺリオドは遅いサイクルを持つ水面の波や

地震などの測定に適しています。

<周波数 Fequency>はある時間内に与えられイベントご起こる頻度を

いいます。周波数機能はヘルツ(Hz)の単位で2000 Hzまでの波形の周

波数を計測します。これはレートメータより高い周波数の周期信号を

測定するのに適しています。

<周期平均 Cyclic Mean>は波形の１サイクル分の平均振幅値で、その

変動は非対称度を知る物差しと考えられています。平均サイクル機能

は２度連続してスレッシュホールドを通過する波形間の各データポイ

ントの値の総計を、合計ポイント数で割ります。例えば、平均血圧や

呼吸レートの変換を決定するのに有効です。スレッシュホールドのど

こで平均を始めてどこで終わるかは設定しますが、入力はサイクル波

形なので結果はスレッシュホールドのポジションには影響しません。

波形が別の周期シグナルと重ね合ったものである場合のみ、実際のス

レッシュホールドが演算の精度に関係します。平均サイクルから得ら

れる結果は、生データの１周期分を選んで積分したものと同じになり

ます。 

<1/3Max+2/3Min>この機能は各サイクルにその波形の最大振幅値の

1/3と最小値の2/3を加えて、おおよその加重平均を求めるもので

す。これはカルジオロジーで用いられるもので、波形がある形状傾向

となる場所を示します：初期の高いピーク、小ピークや窪み、不定な

間隔の平たんなプラトーなど(スパイク波は殆ど強調しませんし、プ

ラトーは無視されます)。PowerLabのようなコンピュータベースの

システムでは、不自然なエリアのピークも解析(積分機能を使って)で

きますので、有効で正確な情報が得られます。<1/3Max.+2/3Min.>

のようなラフで簡便な機能を使う主たる理由は迅速な予測ができ、そ

れを演算処理することで経時的に結果を比較できるためです。

<周期内最大値 Cyclic Maximum>はトリガースレッシュホールドで周

期を認知し、1周期の終わりで周期内の最大データポイントを検索

各ブロックの最初の周
期から最後の周期まで
演算が作用します

▼ )参考
Find Data,  p. 140
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し、次のサイクルを確認するまでそれを表示します。<周期内最小値 

Cyclic Minimum>は周期内に最小データポイントを検索して、次の周

期までそれを表示します。

<周期の高さ Cyclic Height>は1周期分の最大値と最小値間の差を算出

する機能です。この数値はECG 心拍数や血圧の解析に有用です。

＜平均Average :>

<Average:>コントロールは1ｚ～50の周期数を設定し、その周期数

の変動を平均処理します。平均は現行の周期を含めて指定した周期回

数を演算しますので、平均を4にしたとすると現行の周期次の3周期分

を使って演算します。デフォルトで平均は選択されています。 　　

上下矢印をｌクリックして数を調整するか、直接ボックスに入寮しま

す。周期変動における変動を平均処理で平滑化しますので、一貫性の

無いデータには大変有効です。<Average:>コントロールで設定する

数はそのデータに含まれる周期数より十分少なく(半分以下)して下さ

い。

Chartウィンドウに表示

周期変動ダイアログボックスにあるコントロールを調整して、<OK>

ボタンをクリックすると、Chartウィンドウの表示するチャンネルに

演算が適用されます。チャンネル全体に演算は適用されますが、演算

されブロックしか描画し可視化されません (ファイルが大きいと処理

に長時間要するかも知れません)。ブロック内の最初の検出周期から

最後の周期までまとめて描画します。 感応する値が無い場所では(始

点近傍とかブロックの終わりなど)、プロットの値は'Out of Range' 

にセットされます。

テキストファイルを保存する

波形に付帯する周期変動の一部、または総てをテキストファイルに含

めてディスクに保存できます。テキストファイルを保存するには、周

期変動ダイアログボックスの<テキストとして保存 Save as Text...>

をクリックして下さい。テキストとして周期変動を保存のダイアログ

ボックスが出ます。

保存項目と保存対象欄のチェックボックスからテキストファイルに含

めるものを選びます。データのどの部分を保存するかは、保存パネル

で設定したボタンに依ります。この選択オプションは指針としてしか

図 6-34 
ソース(上のチャンネル)と

それから演算されて周期平

均(下).
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使われません：周期変動は選択データの左から作用し、右にシフトし

て周期数全体に適用されます。

標準のテキストファイルが作成されますので、ワードプロセッサーや

数計算ソフト、統計パッケージなどに移出して、ファイルが開けま

す。各周期からのデータは1タブ切りで行送りで1行に収録されます。

各行の最初の数はその周期を検知した時間です。その時間はブロック

の始点で、<常に秒で表示>を選んでおれば、秒単位で示されます。 

この時間はテキストとして周期変動を保存のダイアログボックスで選

択した各チェックボックスに応じて結果を出します。派生値や周期変

動データのテキストファイルには、1周期当たり1ポイントしか時間は

割り当てられていませんが、一般にこのテキストファイルは Chart

データのテキストファイルに比べて極めて小さいためです。

When you click<OK>をクリックすると、通常の別名で保存のダイ

アログボックスが出ます。該当欄にファイル名をタイプし、<保存>

ボタンをクリックすれば周期変動テキストファイルが作成されます。

　

データパッドの機能

周期変動はデータパッドにファンクションを追加できます。これらの

ファンクションはチャンネル演算で使用するものと似ており、同じ周

期検出設定に基づきます。周期変動データパッドファンクションは、

この章のデータパッドの項で説明します。.

特定なチャンネルに対して 周期変動を演算する周期検出の設定を変更

すると、周期変動データパッドファンクション にも同様にその変更が

反映されますし、その逆も起こります。

▼ 参考
Computations with 
Computed Input 
Functions and Channel 
Calculations,  p. 269

図 6-35 
テキストとして周期変動を

保存のダイアログボックス .
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微分 Differential

指定した微分チャンネルにチャンネル波形の１次導函数が得られま

す。信号のスロープの変動や変化率の方が元の生信号自体よりも情報

量多い場合に有効です。この演算はオフライン専用なので、Chartが

サンプリングしてい無い時しか派生データは見ることができません

(サンプリング時は記録データを見ることになります)。チャンネルフ

ァンクションポップアップメニューから<Differential...>を選べば、

そのチャンネルの微分ダイアログボックスを表示します。

殆どのチャンネル演算でも、ソースチャンネルポップアップメニュー

でソースチャンネルを指定します。

<スムージング Smoothing>と<乗数 Multiplier>コントロールのスラ

イダーバーを使って通常通り、ハンドルをドラッグするか、スライ

ダーバーの周りをクリックして数値を設定します。スライダーバーの

下に数値が出ます。デフォルトで、<Smoothing>と<Multiplier>コ

ントロールは<No Smoothing>と< x1 >になっています。

<Smoothing>コントロールでは微分に用いるスムージングの換算量

を2～50サンプルの間で設定します。あるサンプルポイントでの微分

は二直線の勾配を効果的に平均化する事です。一つはそのサンプルポ

イントからnサンプルポイント前との勾配と、そのサンプルポイント

からnサンプルポイント後との勾配で、nはスムージングコントロー

ルで設定した数です。

<Multiplier>コントロールは微分波形を最大T1000倍まで増幅しま

す。微分波形を拡大し扱い易くします。特にシグナルの変動が遅い微

分波形は、かなり小さく扱い難い為、ここのコントロールは有用で

す。
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積分 Integral

積分演算はオンラインでもオフラインでも時間積分は機能します。演

算入力機能の積分よりも実用的で、オプションでイベント(どのChart

チャンネル からのシグナル閾値公差でも)によってゼロにリセットで

きます.

チャンネルファンクションポップアップメニューから<Integral...>コ

マンドを選ぶと、そのチャンネルの積分ダイアログボックスが表示し

ますので、そこで積分タイプ、リセットタイプ、積分を表示するス

ケールを設定します。

積分タイプ

積分タイプには4種類あり、積分ポップアップメニューから選択でき

ます。演算入力の積分と似ていますが、演算結果が若干違います。そ

れはChartで設定するサンプリング速度に係わらず、演算入力機能で

は常に正確に2000 Hz 以上のサンプリング速度に基づいてるからで

す。

∫(Integral) は∑y t,を計算、 t はサンプル間のインターバル。　

∫Absolute Value は∑|y| t.を計算、 ∫Positive Only は∑y+ t,を
計算、 y+ = y if y > 0 でそれ以外は0。∫Negative Only はc∑y– t,計
算、y– = y if y < 0 でそれ以外は0。

単位の設定:Autoで
既存単位に.sが付
く(秒)、Fixedで単
位指定

図 6-36 
微分ダイアログボックス
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リセットモード Reset Mode:

データブロックの始点ではどの積分もゼロにセットされます。殆どの

積分データは連続的に増加(または減少)の性質を示します。従って、

範囲内はシグナルの積分を続けさせ、何らかのリセットが必要です。

リセットタイプには以下ものがあります：

･ <No Reset> シグナルはリセットされません。

･ <時間でリセット Timed Reset> テキストボックスで入力するイ

ンターバルで定期的にゼロにリセットする。

･ <サイクルごとにリセット Reset Each Cycle> ソースシグナルが

ゼロから正の値になる度に積分はリセットされます。このオプシ

ョンは呼吸の流速シグナルを積分し各サイクルの呼吸量を求める

のに有用です。 

･ <時定数減衰 Time Constant> この積分では明確なリセットはし

ませんが、テキストボックスで設定する時間にゼロまで減衰しま

す。積分へは加算せずに、各時定数でその数値の約37% (1/e) 減

衰します。これは漏れアナログ積分器に似ています。このオプシ

ョンは絶対値積分と併用して、EMG、EEGやその同類のシグナ

ルに有効です。

･ <イベントでリセット Reset by Event> サイクルごとにリセット

を一般化したものです。イベントでリセットは、どのチャンネル

にもどのスレッシュホールドレベルにも、増加又は減少するシグ

ナルに対して適用できます。また、時間を指定してイベント発生

後の検出を一時停止するスキップ時間を設けることができます。

このスキップ時間はあるピークを持つ複数の反復波形に依って起

こる尚早なリセットが防げます。このオプションを使うには、積

分ダイアログボックスの<Options...>をクリックして、詳細な積

分オプションダイアログボックス(図 6-38)を呼び出して下さい。

その他の積分オプション

詳細な積分オプションダイアログボックス(図 6-38)には二つの付帯

オプションがあり、イベントでリセットの詳細なコントロールができ

ます。

時間でリセット、またはサイクルやイベントでリセットする積分で

は、各サイクル間で連続的に増加する積分を演算し表示するか、また

▼ Refer
データパッド,  p. 138

図 6-37 
積分ダイアログボックス

▼ 参考
演算入力,  p. 154
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は積分がリセットされるまで(経過は表示)は前のサイクルで達成した

値を表示します。 

<部分積分 Partial Integral>のチェックボックスを選ぶと、設定した

限度の間の定積分として積分算出します。最初の限度以降の時間帯で

は積分はゼロになります。二度目の限度時間以降は積分は一定値に保

たれます。このモードでは複数のブロックデータを記録する場合に便

利と考えられます。例えば、神経刺激に対する一連の電気反応を記録

する実験では、刺激時間以後に最初の限度を設定するのが望ましく、

これで刺激のアーチファクタトが積分演算に影響されるのが防げます

ので有効です。

   

スムージング
で積分を表示

スステップ波形
で積分を表示

この時間リセットイベ
ントは無視されます

時間限度を規定
し積分演算を選
択する

リセットイベント
を適用するチャン
ネル、データチャ
ンエルは積分の
ソースとして選ん
だチャンネルです

リセットのトリガー
方向を設定する

リセットイベント
の閾値レベル設定

図 6-38 
積分の詳細オプションダイ

アログボックス

▼ 参考
Computations with 
Computed Input 
Functions and Channel 
Calculations,  p. 269
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C H A P T E R S E V E N

7 カスタマイズと自動化

Chartには、カスタマイズや自動化機能を幅広くサポートするツール

が含まれており、便利で使い易くなっています。各種のコントロール

項目、メニューやコマンドメニューをロックしたり、隠したり、変更

したりしてカスタマイズできます。マクロ命令を使って複雑なタスク

をスピードアップしたり、自動化したり、ファイル内のメニューに新

たなメニューを作成することができます。記録のコントロールや出力

電圧などを指定してタイムスケジュールを規定できます。また、デジ

タル入出力を使って外部装置をコントロールしたり、外部刺激に対す

る反応を自動的にコメントを挿入させて管理できます。Chartエクス

テンションを利用すれば、オフラインでChartに様々な機能が付け加

えられます。

この章では、Chartのプリファレンス、カスタマイズオプション、記

録の自動化、及びそのコントロール機能について詳しく説明します。
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プリファレンス

ディスプレイセッティングや記録コントロールのオプションを使え

ば、Chartを簡単にカスタマイズできます。また、コントロールやメ

ニュー、コマンドメニュー(及びキー操作)をロックしたり、ハイドし

たり変更ができます。この機能は特に教材用として利用する場合に操

作が簡単になるので便利です。 

Editメニューのプリファレンスサブメニューには幾つかのコマンドメ

ニューがあり、Chartのパフォーマンスやディスプレイ(Chartや

PowerLabの始動、外部トリガー、ツールバー、カーソル、メニ

ュー、コントロール、Chartエクステンション及びデータバファリン

グ)が管理できます。

外部トリガー

Editのプリファレンスメニューから <External Trigger...>を選ぶ

と、 外部トリガーオプションダイアログボックスが表示します。20

シリーズのPowerLabでは外部トリガーレベルのモードを標準の電圧

レベル<Normal>か、接点リレ<Contact Closure>がラジオボタンで

選択できます。SP及びSTシリーズでは外部トリガーレベルが必要な

ので、<Contact Closure>ボタンはダイム表示で無効になります。

Current Stateインディケータで外部トリガー(Ex) がオフ(灰色)かオ

ン(黄色)かを示しますので、電圧レベルか接点リレーを掛けてその効

果を確かめることができます。このインディケータはPowerLab本体

のTriggerランプと同じ機能をします。PowerLab本体が実験者から

離れていて外部トリガーが確認できない場合にはこのインディケータ

が便利です。

外部トリガー状態

インディケータ

オン

オフ

図7-1 
外部トリガーオプションイ

アログボックス

▼ 参考
パワーラブのスタートアッ
プ, p.201
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ツールバー

<Tool Bar...>サブコマンドメニューを選択すると、ダイアログボッ

クスでツールバーをを設定し、<visible>で表示するボタンとそのア

レンジを設定します。最初にVisibleスクロールリストに利用できる

全ての標準ボタンが表示します。また、Hiddenスクロールリストに

は利用できる全マクロに関するマクロ内でのメニューの名称、コロ

ン、マクロの名称が表示します。名称が長過ぎると...で省略します。

ダイアログボックスの調整が終了し設定を実行するなら<OK>ボタン

を、キャンセルするなら<Cancel>ボタンをクリックします。ボタン

をクリックするとダイアログボックスも消えます。

ツールバーが必要ない場合は<Show Tool Bar>チェックボックスを

オフにして、ツールバーを隠します。画面に余裕がない場合に有効で

す(ツールバーを移動するには<Shift>キーお押しながらドラッグしま

す)。

Visibleスクロールリストの上から下へ項目順に、ツールバーでは左

から右の順に対応するボタンが並びます。リスト に区分線(破線)で複

数のボタンを区切り、似たような機能の物は一緒のグループに区分け

します。

デフォルトアレンジメントを変更して、項目は移動できます。タイト

ル(垂直線の左の)の項目をドラッグして移動します。ポインターは十

字矢印に変わり、ドラッグするとグレーの輪郭線で項目の位置を示し

アイコンリス
トからボタン
アイコンを選
択

ファンクショ
ンキーを登録

ドラッグして
分画線をリス
トに移動図7-2 

ツールバー設定ダイアログ

ボックス
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ます。項目が移動すると Visibleスクロールリスト内には、水平線と

左向き三角形で挿入位置を示します。Hiddenスクロールリストに移

した項目はリストの下に加えられ区分線は消えます。Hiddenリスト

からVisibleリストへは(左側のリストへ)どの項目も移動できます。  

標準の項目のアイコンは変更できませんが、マクロ項目はスクロール

リストのアイコンから何かのアイコンをドラッグして登録します。ポ

インターは十字矢印に変わり、アイコンの移動は場所はグレーの輪郭

線で示します 。その項目は強調表示されて左にそのアイコンが出ま

す。Visibleスクロールリスト内にあれ ば、そのボタンの上にアイコ

ンは出ます。 

Itemポップアップメニュー(垂直バーの右)を使えば、15のファンクシ

ョンキー (F1 to F15) のうちから一つを選んでそのボタン用に登録

し、ショートカットキーとして利用できます(デフォルトでは何も設

定されていません)。ボタンやツールバーが隠れていても、登録した

キーを押せばそのマクロが作動します。ツールバーのボタン用に登録

したファンクションキーが自動コメント用に登録したファンクション

キーと同じ場合は、後者が無効となりますので注意して下さい。 

カーソル

Editメニューのプリファレンスサブコマンドメニューから　

<Cursors...>を選らぶと、ダイアログボックスが表示されます。(図

7-5)カーソル形状ボタンの１つを選択して、波形をトラッキングする

際に判別し易い形を指定します。<line cursor>は全チャンネルに掛

かる垂直線で、波形と交差するポイントには短い線が入ります。大画

面やノイズの多い波形からカーソルの位置を見つけるのに便利な機能

です。<OK>ボタンをクリックすると適用されます。 

図7-3 
波形カーソルダイアログ
ボックス

▼ 参考
自動コメント,  p. 229
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メニュー

６つのChartメニュー(File、Edit、Setup、Commands、Windows

　Macro)とそのコマンドは、Menusダイアログボックスを使ってデ

フォルト設定から修正して、<Menus...>サブコマンドメニューに出

して選択します。また、Chartのセットアップを簡素化したり機能を

限定して使う場合には、メニューやコマンドメニューの一部をロック

したり表示させないようにできます。これは学生実習にはとても便利

な機能で、生徒にChartのある機能だけを学習させデータファイルの

編集や削除、変更など必要としないものはメニューから除外します。

　 

このダイアログボックスは最初左側のメニューの名称だけを表示しま

す。 特定のメニューの項目を見るには、そのメニューの名称を選ん

で下さい。

デフォルトでメニュータイトルとメニューの全項目にはチェックマー

クが付き、全コマンドメニューのパッドロック(錠)は開き、全てが表

示します。 チェックマークをクリックするとペケ印に変わり、その

項目は表示しません。サブメニューは修正できませんのでダイム表示

になりますが、隠すことはできます。コマンドメニューをロックする

か隠すと、それに対応するツールバーのボタンも効かなくなります。

ショートカット
キー上をクリック
し変更する

パッドロックをク
リックしてメニ
ュー項目を隠す

チェックボックスを選ばなければメ
ニューやメニュー項目が隠せます

図7-4 
メニューダイアログボック

ス
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メニュー項目の横のチェックボックスを非選択にすると、そのメニ

ュー項目は隠れて表示しません。Chartウインドウに戻すとメニュー

バーの中にはそれは表示しませんし、それに対応するコマンドキー操

作も効きません。コマンドメニューや分画線の横のチェックボックス

を非選択にすると、そのコマンドメニューは隠れ、メニューには表示

しませんし、それに対応するコマンドキー操作も効きません。チェッ

クボックスを再度選択すると元に戻り表示します。

開いたパッドロック(unlockedのUが錠に付きます)をクリックする

と、閉じ(lockedのLが付きます)、横のコマンドメニューはロックし

ます。このコマンドはメニューには表示しますが無効表示となり選択

できませんし、コマンドキー操作も効きません。閉じたパッドロック

をクリックすると、開きそのコマンドメニューは有効となります。表

示を消した(隠した)コマンドメニューの横のパッドロックは無効表示

となります。

ショートカットキー

コマンドメニューに対応するショートカットキーの設定や変更ができ

ます。ショートカットキーを設定するコマンドメニューをクリックす

ると、ダイアログボックスの<Cmd Key>部分が有効表示に換わりま

す。そのコマンドメニューが既にキーを登録している場合は、文字入

力欄にはその文字キーが表示します。そこでキー登録を変更するか、

登録を削除できます。削除するとそのショートカットキーは無効とな

ります。キーを登録するには、入力欄に単一文字か番号を入力(文字

は自動的に大文字となり、不適切な文字は無視されます)し、<Set>ボ

タンをクリックするとそのコマンドキーが登録されます。

既に使用されている文字を入力すると、アラートボックスで知らせま

す。どうしてもその文字を指定する場合には、以前の登録は無視され

新たに登録したコマンドキー(Command-Sなど)がコマンドメニュー

の横に表示しそれに対応します。

コントロール

EditメニューのPreferenceから<Controls...>を選ぶと、コントロー

ルダイアログボックスが出ます。デフォルトで全チェックボックスが

選択されており強調表示して機能します。該当する項目のチェックボ

ックスをクリックして選定します。このダイアログボックスを利用し

て、学生や他者に不必要な煩わしさや混乱を与えるのを防ぎ、自分が

必要とする設定条件が変更されるのを止します。<OK>ボタンをクリ

ックすると実行します。

▼ 参考
Shortcuts and Tips,  p. 247
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<Allow Printing of Whole File>:全ファイルを印刷　　　　　　　　

このチェックボックスをオフにすると、Fileメニューの<Print All...>

コマンドは効きません。それ以外の<Print Selection..>などは機能し

ますが、全ファイルは印刷できません。ファイルの一部だけで十分な

場合に有効です。

<Record/Monitor Control>:記録 /モニターコントロール　　　　　

このチェックボックスをオフにすると、<Record/Monitor>ボタンは

表示しません。第三者が使用する場合に、故意に記録からモニターへ

切り替えてしまいデータを消失したりするのを未然に防ぐのに便利で

す。このコントロールを隠す前にボタンをモニターに設定しておいて

も、Chartはモニターではなくてデータを記録する設定になります。

<Scroll/Review Controls>:スクロール/再生コントロール 

このチェックボックスをオフにすると、<Scroll/Review>ボタンは表

示しません。この機能は別の使用者が間違って<Review>に設定して

しまって、Chartを停止したりスクロースするなどの不都合を防ぐの

に便利です。

<Computed Inputs>:演算入力　　　　　　　　　　　　　　　　　

このチェックボックスをオフにするとChannel Functionポップアッ

プメニューから<Computed Input...>コマンドメニューの表示が消

え、Computed Inputダイアログボックスにアクセスしません。 

<Channel Calculations>:チャンネル演算機能 

このチェックボックスをオフにすると、データにチャンネル演算を実

行するChannel Functionポップアップメニューの下段のオプションが

消え(Chartエクステンションの追加を含め)、チャンネル演算機能が

使えなくなります。

図7-5 
コントロールダイアログボ

ックス
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<Full Trigger Window>:フルトリガーウインドウ　　　　　　　　　
このチェックボックスをオフにすると、トリガーウィンドウに

は<Start>と<Stop> の切替えコントロールが表示しません。 

演算入力やチャンネル演算コントロール をオフにしても、チャンネ

ルセッティングダイアログボックスの設定欄からアクセスすれば機能

します。従って、これらを変更されたくなければ<Channel Settings

　...>メニューも隠す必要があります (ここのダイアログボックスは

設定条件を他者から隠し変更されなくするのが目的です)。演算入

力、チャンネル演算、トリガーウィンドウの設定は、そのまま有効と

なりますので(例えば、プレトリガーやストップサイクリングでのブ

ロック数など)、コントロールを隠す前に設定条件を確認し、使用す

る設定に変更しておく必要があります。

ライセンスマネージャ

ChartライセンスマネーヤーはChart及びモジュールのライセンス

コードの閲覧、追加、削除 を管理します。Chart > プリファレンス> 

ライセンスマネージャーを選び、ライセンスマネージャーダイアログ

ボックス (図7-6)を開きます。

既存のライセンスコードとその説明が、ダイアログボックスの下段に

出ます。ライセンスコードの下四桁が'xxxx' の様に表示します。ソフ

トウェの購入時には、この下四桁を含む全ライセンスコード番号が提

供されます。ライセンスコードを追加するには、ライセンスコードテ

キスト入力欄にタイプして<Add>をクリックします。新しいコード

がダイアログボックスに表示します。

図7-6 
ライセンスマネージャダイ

アログボックス
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ライセンスコードを削除するには、それを選択し<Delete>をクリッ

クします。本当に削除するかの確認が出ます。自分のChartライセン

スコードを削除し、Charを再始動すると、有効なライセンスコード

を入力するまでChart は始動しません。ライセンスマネージャダイア

ログボックスの総てのライセンスコードを削除してしまうと、名前と

所属欄の入力も修正できます。

Chartエクステンションとモジュール

エクステンシヨンはChartプログラムに付帯したもので、データパッ

ド機能やオフライン機能、一般的なユーティリティ等をChartに追加

して、ユーザに使い易く提供するものです。エクステンションは別の

ファイルに入っており、プログラム始動する際にメモリー内にロード

します。例えば、'Export MATLAB' はデータ解析アプリケーション

ソフトMATLABで読み込めるフォーマットでChartファイルがセーブ

できます。また、Spirometryエクステンションでは人体を対象とし

た呼吸生理学で行う実験が行えます。標準のChartエクステンション

はChartに含めて出荷されまが、それ以外の無料のエクステンション

はADInstrumentsのwebサイト(www.adinstruments.com、又は

www.adi-japan.com)からダウンロードできます。一部のものは別

売しています。

Chartモジュールはエクステンションの様に、Chartに特定な機能性

を付帯するものです。演算ルーチンや解析オプションが伴った機能性

は、別のアプリケーションの様相を示します。例えば、Metabolicモ

ジュールはChartで記録したデータやPowerLab/8Mを使って、人の

呼吸代謝に関する計量値を演算し解析します。Chartモジュールは

ADI販売代理店から購入して下さい。モジュールはCDからインス

トールします。また、説明書とオンラインドキュメントが付いていま

すし、モジュールによってはデータ例とセッティングファイルも付い

ています。

Chartをインストールすると、Chratエクステンションフォルダーを

含む“Chart 5”フォルダーが作成されます。Chratエクステンショ

ンフォルダーはChratアプリケーションと同じフォルダーにする必要

があり(エイリアスでは無く)、リネームしたりエクステンションを

ロードしてはいけません。エクステンションをインストールするに

は、Chartを終了してそのファイルをエクステンションホルダー内に

置くか、それ自体のインストラーを起動します。モジュールは常時、

固有のインストラーを持ち、モジュールファイルはエクステンション

フォルダー内に配置されます。エクステンションフォルダー内のエク

ステンションとモジュールはChartを始動するとロードします。
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エクステンションマネージャーダイアログボックスには、フォルダー

内のChratエクステンションとモジュールの一覧とその機能の説明が

出ます。また、Chratを始動する際にロードするエクステンションが

選択できます。EditメニューのPreferenceサブメニューから　

<Extensions...>を選ぶと、エクステンションマネージャーダイアロ

グボックスが呼び出せます。ここに現在フォルダーに在るエクステン

ションと、モジュールのスクロールリストが表示します。この中から

ロードするエクステンションを選定してマークすると、右にそのバー

ジョンナンバーとその詳細が出ます。

必要ないエクステンションのマークは消します。一度に全てのエクス

テンションを使う事はないので、メモリーの節約の為にも使用しない

エクステンションは選択を外します。リストのエクステンション名の

前のマークをクリックして選択します。チェックが付くと選択、バツ

マークにすると除外となります。チェックマークが付いたエクステン

ションがChartを始動する時にロードします。また、スペースバーを

押しながらChartを始動すると、ダイアログボックスが呼び出せま

す。各エクステンションの前のマークをクリックすれば使用するエク

ステンションが変更できます。 

キャッシュメモリー

コンピュータが大きいファイルのアクション(画面の描画など)を実行

するのに時間が係り過ぎる場合は、キャッシュメモリーのサイズを変

更した方が良いかも知れません。これにはChart > Preference> キャ

▼ 参考
Recording Length,  p. 37

図7-7 
エクステンションマネージ

ャーイアログボックス
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ッシュメモリーを選び、キャッシュメモリーダイアログボックス (図

7-8)を開きます。次に、<Manual>オプションを選びスライダーバー

を調整してキャッシュメモリーを変更して下さい。使用しているシス

テムとリソースに依って、キャッシュサイズを増加するか減少すると

性能は向上しますので、どちらが良いかは試して判断して下さい)。

データバッファリング

データバッファリングで、データを記録する場所をメモリーかディス

クかを指定します。デフォルト設定ではファイルはシステムディスク

(現行の設定ディスク)に収録されます。RAMにデータを記録するとデ

ィスクより高速で書き込みますので、遅いコンピュータには適してい

ます。コンピュータはRAMよりディスクに多くの空きスペースをも

っておりますが、Chartではバッファーに書き込まれるデータは停電

やシステムのクラッシュ時にも保存され安全です。長時間にわたる大

きなデータを記録するにはディスクへの収録を指定して下さい。デー

タバッファリングの変更はChartファイルを開いていない時か、デー

タを含まない新規ファイルの場合だけしか行なえません。データを含

むChartファイルは総て閉じて、 EditメニューのPreference から　

<Data Buffering...>を選び、データバッファリングする場所を指定

します。図7-9の ダイアログボックスが表示します。 

該当するボタンをクリックして、ポップアップメニューで収録するデ

ィスクを指定します。各オプションの横に空きスペース容量が表示し

ます。ネットワーク上の収録メディアは使用できませんので、ダイム

表示になっています。データは内部ディスクにも外部のディスクにも

収録できますし、取り外しできるハードディスクや光磁器ディスク、

フロッピーディスクも利用できます。ハードディスクが一般的に他の

メディアよりも速いとされてます。フロッピーディスクは書き込み速

度が遅く容量も小さいので敬遠されます。取り外しが可能なメディア

図7-8 
始動セッティングダイアロ

グボックス

▼ 参考
Recording Length,  p. 37
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は収録中には絶対に取り外さないように注意して下さい。取り外され

たディスクに書き込む設定になっていると、標準システムダイアログ

ボックスが出て、外したディスクをつなぐ様に促します。ディスクを

接続するまで記録は中止します。 

デフォルトで収録場所を決めるには、このダイアログボックを設定し

てセットアップセッティングとして保存します(EditのPreferenceサ

ブメニューから<Start-Up...>コマンドで)。現行の始動ディスクがデ

フォルト収録ディスクとしてセッティングファイルに保存されていれ

ば、別のシステムでそのファイルを開いても、そのままそのシステム

の始動ディスクとして使います。同じ名称を複数のディスクに付けな

い様にして下さい。Chartは収録ディスクに基づいて創設(初期化し

た)データを使います。

ディスクへの収録に設定すると、記録を開始すると即座にバッファー

ファイルが創られます。この一時的なファイルはファインダー内では

'...Data Buffer File...'と呼ばれ、通常のファイルとは異なるアイコン

を持っています。サンプリング時にはブロックデータがこのファイル

に一定の間隔で書き込まれます。一般則として、新規ブロックはサン

プル毎か2分毎のより速い方でディスクに書き込まれます。 記録が終

了すると、<Save>コマンドで直ぐにデータを保存して下さい。

Chartを終了するか、新規ファイルを開く前には必ずデータを保存し

て下さい。これを怠るとデータは消去してしまいます。ファイルを

セーブすると総てのバッファーデータはそこに書き込まれ、バッフ

ァーファイルは空になり次の記録用に待機します。Chartを通常通り

終了するとバッファーファイルは消去します。

サンプリングが停止するトラブルが発生しても 、最悪でも16,000サ

ンプルまたは2分間のデータしか消失しません。残りはバッファーフ

収録するディス
クを指定します

このアイコンはディス
クを指定した時に表示
します。メモリーの時
はチップのアイコンが
でます

収録するメディアの該当す
るボタンをクリックします

図7-9 
データバファリングダイア

ログボックス
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ァイルに残っています。次にChartを立ち上げると、バッファーファ

イルを検索します。見つかれば、アラートボックスでトラブルの為に

復帰する必要があるファイルの存在を知らせます。大抵の場合、バッ

ファーデータは復帰します。<Delete>を選べば、データは消去しま

す。

スタートアップ

始動セッティングには２種類あります。記録に関係するサンプリング

速度、チャンネルレンジ、トリガー、スティムレーション機能と、

データ表示に関係するウインドウサイズ、チャンネルエリア、ディス

プレイセッティング、メニューコンフィギュレーションがあります。

カスタマイズしたセッティングを保存するか消去するには、Editメニ

ューのPreferenceから<Start-Up...>を選びダイアログボックスを呼

び出します。 

<Save>ボタンをクリックすると、システムフォルダーのプリファレ

ンスフォルダーにあるプリファレンスファイル(Chartのセットアッ

プ)に設定した現行のセッティングが全てセーブされます。これによ

り、この設定で随時、Chartが始動します。<Clear>ボタンをクリッ

クすると、Chart Start Upファイルに保存した現行の設定が消去しま

す。次回にChartを起動する時は、全チャンネルが10Vレンジなどの

デフォルト設定でChartウイドウが表示します(終了するかChartを再

スタートする迄は、使用時の設定のままです)。前のデフォルト設定

でChartをスタートアップするには、コマンドキーを押しながら

Chartを立ち上げ、アラートボックスが出たらキーを放して<Yes>ボ

タンをクリックします。

スペシャルアクセス

プリファレンスメニューを変更して表示させないコマンドメニューを

選ぶことができますが、これを元に戻すことも必要です。しかしファ

イルを保護する上で通常の方法は使いません。必要な場合は緊急アク

セスとしてスペシャルアクセスダイアログボックスを使います。

図7-10 
スタートアップセッティン

グダイアログボックス
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<Command-\>で緊急スペシャルダイアログボックスを呼び出し変

更します。

隠れているコマンドメニューを再度表示させたい場合は、<Menu 

Editor...>ボタンをクリックしてMenusダイアログボックスを呼び出

し、隠されているコマンドメニューのロックを外し表示させます。

ツールバーの表示を変更するには、<Tool Bar...>ボタンをクリック

しTool Bar Settingsダイアログボックスを呼び出し、ダイアログボ

ックスを設定し直します。ツールバーが隠れている場合にショットカ

ットキーの登録を変更する場合に便利です。

Chartファイルを保存する為のオプション表示を変更するには、

<Save As...>ボタンをクリックしてSave Asディレクトリーダイアロ

グボックスを呼び出します。ファイルが保存できない場所に、隠した

りロックしてあるメニュー項目を、そのままセッティングファイルと

してそのファイルを保存する時に便利です。 

Chartの機能の一部を外すには、<Controls...>ボタンをクリックし

Controlsダイアログボックスを呼び出します。第三者にとって不必要

な機能を取ってChartを使い易くするのに使います。

現行のセッティング(メニューレイアウトなども含む)をセーブして

Chartの始動時に使うには、<Start Up...>ボタンをクリックし設定し

ます。これは毎日のように同じセッティングで作業する場合に便利で

す。また、Chartを終了したり再起動する度に、ユーザには不必要な

セッティングでChartファイルが開くのを防ぐ点からも、有効な方法

です。 

図7-11 
スペシャルアクセスダイア

ログボックス
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マクロ

複数のコマンドを１つのグループとして扱うマクロを利用することに

よって、作業の際の設定の変更をはじめとする反復するタスクをス

ピードアップしたり、記録や解析の自動化を行うことが可能になりま

す。マクロは操作の結果を１段階づつ記録したり、再生時にはそれを

忠実に再現します。 Chartの作業において規則的に 同じ操作を繰り

返し行う場合、それが単純なものでも複雑なものでも、マクロを使用

すると、その反復操作を大幅に簡略化できます。Chartでの操作の多

くをマクロは記録します。ダイアログボックスやウインドウのコント

ロール、ディスプレイフォーマットの変更、波形データのData Pad

へのコピー、新規ファイルとしてデータを保存、Zoomウインドウ表

示の印刷などを含みます。記録した操作と実際の操作には若干相違が

ありますが、大抵はダイアログボックスのオプションを利用して行い

ます。 

マクロの作動原理を理解することは重要です。マクロはキーストロー

クやマウスクリックなどの操作の代わりに、そうした操作によって得

られる結果を記録して、それらの操作を可能な限り簡略化し、忠実に

実行します。マクロの作成中はコントロールセッティングを何度変更

しても、マクロは最終的なセッティングを採用します。マクロは編集

できませんので、Chartのバージョンが違うと互換性はありません。

Chart v3.2で作成されたマクロはそれ以降のChartバージョンでは使

えません。Chart v3.3からv3.6のマクロはChart v4.0でも使用でき

ますが、その逆はできません。作成したマクロのステップや目的をし

っかりノートなどに記録しておく事をお勧めします。しばらく使用し

ていないと、どのマクロが何をするのかを忘れてしまう恐れがありま

すので、実際に記録する前にマクロのステップを書き留めておくと、

複雑なマクロを作成する際に便利です。こうした事前のメモがある

と、抜かしたステップがあったり、不適切な箇所でシーケンスを終了

したために不良な結果で終わったしまった原因などを知るのにも役に

立ちます。 

ファイルをセーブすると、その中の使用できるマクロも一緒にファイ

ルの一部としてセーブされます。マクロを含むファイルからデータや

セッティングをロードすると、マクロもメモリーにロードされChart

アプリケーションの一部として加わり使用できます。各々別のマクロ

を持つ三つのファイルを続けてロードすると、Chartを終了するか、

マクロを削除するまで、叉は再スタートするまでは三つのマクロが全

て使えます。ファイルをセーブすると、現行の利用できるマクロの全

てが一緒にセーブでき、ファイルに組み込めます。 Openディレクト

リーダイアログボックスに<Discard Existing Macros>チェックボッ



204 Chart User’s Guide

クスがあります。これをオンにすると、そのファイルを開いてもメモ

リー内の現行マクロは無効となり使えず、前の設定に戻ります。チェ

ックボックスをオフにすると、マクロはメモリーにそのまま残り有効

です。 

マクロを記録する

マクロを記録するには、Macroメニューから<Start Recording>を選

択するか、または<Command+R>をタイプ入力します(コマンドメニ

ューは<Stop Recording...>に変わります)。マクロが作成されている

間は、Chartはその操作を実行するのではなく、ファイルを開いた

り、チャンネルレンジを変更したり、チャンネルをオフしたりするな

ど、マクロで作成した操作に従ってそれらを記録します。 

この操作の間は、ツールバーのテキスト欄にプログレスインディケー

タが出てますので、記録されているアクションが確認できます。記録

すべくアクションを総て行ったら、マクロメニューから<Stop 

Recording...>か<Command-R>を入力し終了すると、<Add Macro 

to Menu>ダイアログボックスが表示します(図7-12)。

Menuポップアップメニューのリストから、作成したマクロを表示す

るメニューを選択します。デフォルト設定では、作成したマクロは

Macroメニューに新規コマンドメニューとして追加されます。Menu

テキスト入力ボックスでそのタイトル(10文字以内)を入力することに

よって、新しいメニューが作成できます。このメニューはメニュー

バーの中のCharメニューの右、Helpメニューの左側に追加されま

す。マクロの名前は(20文字以内)<Item>欄に入力します。各マクロ

名はユニークな(専用の)名称を使います。同類のメニューをまとめて

メニューを区分けするには、簡単なマクロ(soundの様な)を作ってお

きマクロ名の頭に二つのハイフン (--)を付けて命名すると便利です。 

マクロ名を入力する

マクロを組み込むメニューを選ぶ

コマンドキーを登録する

新規メニューを入力

▼ 参考
Shortcuts and Tips,  p. 247

図7-12 
Add Macro to Menuダイアロ

グボックス
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オプションのキーボードショートカットも同様に、マクロに割り当て

ることができます。小文字の1文字か番号を入力欄にタイプします(文

字は自動的に大文字になり、不適切な文字は無視されます)。既に登

録されたいるキーを入力すると、アラートボックスが出て警告しま

す。それを無視して登録すると前の設定は無効となり、そのキーボー

ドショートカットが登録され、それに対応するコマンドメニューの横

にそのショートカットキーが表示します。 

<Size>表示で記録したステップ数(複雑なマクロの半ばまでのステッ

プを思い出すのに便利です)と、使用メモリー容量が判ります。メモ

リー容量は操作の複雑さに依ります。<Discard>ボタンをクリックす

ると、今記録したマクロが破棄されます。マクロにもっとステップを

記録する場合は<Cancel>ボタンをクリックします。<Add>ボタンを

クリックすると、指定するメニューの最後にマクロが加わります。

<Add>ボタンはマクロにネームが付き、メニューを指定しないと有

効表示とはなりません。 

ファイルをセーブするまではマクロはメモリーに入っているだけで、

恒久的に収録されてはいません。別のファイルをオープンし、そのフ

ァイルをセーブすると、メモリー内のマクロは(及び、現行で使用で

きるマクロ)そのファイルに組み込まれます。Chartを停止すると、マ

クロの変更はセーブされません(この場合、その変更はメモリー内で

浮いた状態の為です)ので、マクロを作成する毎にファイルをセーブ

した方が賢明です。 

マクロを作動する

作成したマクロに名称とロケーションを登録すると、マクロはコマン

ドメニューと同じ役割をします。マクロを使用するにはメニューから

選択するか、対応するコマンドキーを入力します。マクロが作動して

いる間は該当するメニューのタイトルが強調表示し、Chartの他の機

能は働きませんし、別のアプリケーションへの切り替えやChartのバ

ックグランド表示も不可となります。マクロを停止するには、対応す

るコマンドキーとピリオド(．)キーを押します。マクロはその時のス

テップで停止します。

マクロを削除する

現存するマクロを削除するには、Macroメニューの<Delete Macro>

コマンドメニューを選択します。デリートマクロダイアログボックス

が出ます。スクロールリストには使用できる全マクロが入っているメ
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ニューの名称、コロン及びマクロ名が表示されるので、削除するマク

ロをクリックします。隣接するマクロを複数削除するには、シフト－

クリックかシフト－ドラッグ、又は個々に選んで<Delete> ボタンを

クリックします。いったん<Delete>ボタンをクリックしてしまうと

ダイアログボックスは閉じてマクロは喪失します。ショートカット

で、マクロをダブルクリックしてからクローズすると、ワンステップ

で同様の操作ができます。 

前に説明したようにマクロはファイルの一部で、ファイルをセーブす

ると使用可能な現行のマクロは全てセーブされます。マクロを削除す

るとメモリーからマクロが消えます。ツールバーにボタンが登録され

てあれば、そのボタンの表示は消えます。そのマクロが現行ファイル

の一部ならば、ファイルをセーブした時点でマクロはファイルから完

全に消去します(ファイルを開いたままではマクロは消去しません)。 
また、別のファイルにコピーしたマクロは削除されません。 

マクロ作成時のオプション

必要に応じて、マクロが作動している時でもファイルやダイアログボ

ックスの修正ができます。 

ダイアログボックスの設定を変更する

マクロを使ってダイアログボックスのセッティングを特定な値に変更

したり、ダイアログボックスを開いてセッティングを変更することも

できます。ダイアログボックスの設定を変更するマクロが必要な場合

は、マクロの作成時に開きたいダイアログボックスを指定します。次

に、設定を変更してダイアログボックスの<OK>ボタンをクリックし

ます(<Cancel>をクリックすると、そのダイアログボックスでの変更

は無視します)。マクロを使っている時は、ダイアログボックスを表

示させなくても設定は変更できます。ダイアログボックスのコント

ロール値を変更する時は、相対値ではなく絶対値を入力します。例え

ば、スクロールバーを移動して2Vから3Vに電圧を50%増加する場合

図7-13 
デリートマクロイアログボ

ックス
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は、変更する電圧値を3Vにします。変化させる値(この場合1V)や

パーセント値 (+50%)では入力しないように注意して下さい。

マクロでユーザにダイアログボックスのセッティングの変更をさせた

い場合は、マクロの作成する時に<Option>キーを押しながらダイア

ログボックスで設定し直すコマンドを選び、<OK>ボタンをクリック

します。ここではセッティングの変更はしないで下さい。マクロを再

生すると、ダイアログボックスが表示しますので、そこでユーザ側で

設定の変更ができます。この場面でそのダイアログボックスの <OK>

か<Cancel>ボタンをクリッククリックすると、ユーザが設定し直し

た設定か元の設定でマクロは継続し作業が進行します。 

サンプリングを開始する

マクロはサンプリングの開始や停止としても利用できます。マクロの

作成時に、<Start>ボタンをクリックし、マクロのサンプリング・ダ

イアログボックスを呼び出します。一般的に、ダイアログボックスの

上部のデフォルト設定はそのままにする場合が多い(即ちサンプリン

グ中にマクロを停止する)のですが、ある場合にはサンプリングを継

続する操作(例えばセッティングの調整)を実行する必要があります。

<Wait While Sampling>オプションを使えば、ある操作の後サンプリ

ングを一時待機中にできます。 ダイアログボックスの下の部分は、

サンプリングを停止するときに指定するものです。これは作業のある

部分に上積みしてトリガーウインドウでdurationの限度を設定する際

には便利です。 

ファイルを開いたり追加する

マクロを使って、同じファイルを毎回開いたり開くファイルを指定す

ることができます。マクロを作成する時にFileから<Open...>又は、

Fileから<Append...>を選び、Open File from Macroディレクトリー

図7-14 
マクロサンプリングダイア

ログボックス.

▼ 参考
<Wait While 
Sampling>,  p. 221
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ダイアログボックスを呼び出します。ファイルを開かないで追加する

場合は <Append>チェックボックスをオンにします。 

マクロ実行時にどのファイルを開くか追加するかをユーザ側で選択す

る場合は、マクロを作成する時にオプションキーを押しながら、　

<Open..>又は<Append...>コマンドを選びます。アラートボックス

が出てユーザ側で選択できことを知らせます。そのマクロを使うと

オープンディレクトリーダイアログボックスが表示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マクロで指定したファイルが移動していたり削除されていると、同じ

ファイルをオープンする度に、最新のフォルダーや同じフォルダーか

らそのファイルを検索します。そのフォルダーに該当するファイルが

見つからないと、アラートボックスが出てその旨を警告します。この

場合には、Open directoryダイアログボックスを表示しますので自

分でファイルを検索できます。この段階で別のファイルを選択する

と、そのファイルが代わりにオープンします。<Cancel>ボタンをク

リックするとマクロは停止します。

ファイルを保存する

マクロを使ってファイルにデータがセーブできます。通常の<Save>

コマンドを選択すれば、現行の名称のファイルにセーブします。停電

時のデータの消失を出来るだけ避けるためには、定期的にセーブする

必要があるかも知れません。マクロを使いながらユーザがデータを

図7-15 
Open file for Macroダイアロ

グボックス
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セーブするファイルの場所と名前を指定するには、マクロを作成する

時に<Option>キーを押しながら、<Save>コマンドを選びます。ア

ラートボックスが出てユーザ側で選択できことを知らせます。マクロ

を作動するとSave Asディレクトリーダイアログボックスが表示しま

す。 

ファイルをディスクにセーブする間はデータの記録が出来ませんの

で、大きいファイルをセーブする際は注意する必要があります。自動

記録の間のデータのロスを最小限に抑えるには、短いファイルを随時

セーブします。マクロを作る時にFileメニューから<save As...>か、

Fileから<Save Selection>を選びデータをセーブする場所とファイル

名を指定します。マクロからファイルを保存するディレクトリーダイ

アログボックスが出ますので、そこで通常通り保存形式(データファ

イルやセッティングファイルなど)を指定します。 

<Append filename with>の三つのチェックボックスを使って特定の

ファイル名を指定します。どのチェックボックスも指定しないと、マ

クロの作成毎にファイルは上書きされてセーブします。　　　　

<Unique number>のチェックボックスを指定しマクロを作成する時

にファイルをセーブすると、前のファイルに付いた番号の続き番号で

毎回登録されます。番号は1からで、例えばCool Dataをファイル名

にすると、Cool Data 1、Cool Data 2と続きます。　　　　　

図7-16 
Save file for Macroイダアロ

グボックス
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<Time>チェックボックスを指定すると、現行の時間をファイル名と

して登録します。<Data>チェックボックスではファイル名に現行の

日付を使う為のものです。この二つは組み合わせて使う事も可能で

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

<Unique number>チェックボックスを指定すると、他のボックスは

無効(ダイム)表示となります。

マクロで別のマクロを呼び出す

作成されたマクロを、別のマクロを使って記録の一部に活用できます

(そのマクロがメモリーにロードされておれば)。これを利用して複雑

な操作を簡略化できます。マクロでは10操作まで収納可能です。反復

が能力以上だと、マクロの起動時にアラートボックスが出てマクロは

停止します。マクロを別のマクロで呼び出す場合には、それを削除す

るのかどうかを聞いてきます。そこで置き換えずに削除を選んでしま

うと、削除するマクロが出てアラートボックスにはマクロが見つから

ない旨の表示が出ます。この場合はマクロを呼び出すことはできませ

ん。 

マクロコマンド

マクロの構造を管理するには、<Macro Commands>サブメニューで

行ないます。 そのコマンドメニューはマクロの作成時だけ使用でき

ます。コマンドメニューとしてはダイアログボックスのフォーム、サ

ウンド、反復回数の設定、単位変換などがあります。

Update Screen 画面更新

マクロを作成する時は通常、マクロのステップ毎に画面は更新します

(<Update Screen>コマンドメニューの横にチェックマークが出ま

す)。 マクロの最初のステップとしてメニューからコマンドを選択す

ると、画面はデータ表示が変更しても更新しません(チェックマーク

は消えます)。画面更新のオン、オフはマクロのどのステージでも切

り替えができます。画面更新がオフの時は、画面はマクロが終了する

かオンにするまで変わりません。これを使えば画面や表示の設定を大

幅に変更、例えばデータの反復の選択、データパッドへの転送などが

マクロでかなりスピードアップできます。この場合は画面のデータは

指定した通り写りますが、画面に出ないデータは選択しないとスク

ロールできません。マクロは修正が出来ませんので、マクロが終了す

ると画面更新の設定は変更できません。しかし次の二段階で別のマク

ロが作成できます：画面更新をオフかオンにし、次ぎに元のマクロを

呼び出します。 
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Wait...待機

<Selecting the Wait...>マクロコマンドを指定し、Waitダイアログボ

ックスを呼び出します。ポップアップメニューから<Wait For>、

<Wait Untill>、<Wait Untill the Next>を選択して、マクロを継続

するまでの待機時間(例えば、55秒まで)、待機時刻(例、11:20 

a.m.)、次の時間単位(例、at the next hour)を指定します。 

チェックボックスでマクロの待機状況を表示するかどうかを選択しま

す。ダイアログボックスで待機の進行過程が判別でき、<Skip the 

Wait>をクリックすれば、即座に次のマクロの行程に進めます。　　

また、<Stop Macro>をクリック(又は、<Command－ﾋﾟﾘｵﾄﾞ> キー

を入力)すれば、マクロは停止します。 

図7-17 
Macro Eaitダイアログボク

ス：三つのオプションを指

定した例です
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この機能は、ある間隔で作業を複数回実行したり、特定の間隔で複数

サンプルを記録する際に便利です。

<Play Sound...>

<Play Sound...>マクロコマンドを選択すると、Macro Play Sound

ダイアログボックスが出ます。ここでコンピュータシステムのサウン

ドの範囲からマクロの音声アラームが設定きます。スクロールリスト

から指定するサウンドの名前をクリックします。<Play>ボタンをク

リックすると、指定した音が出ます。これを実際にマクロに組み込む

には、<OK>ボタンをクリックします。<Play>ボタンをクリックする

と、指定した音が出ます。これを実際にマクロに組み込むには、

<OK>ボタンをクリックします。(このダイアルボックスは閉じてい

ます。)複数のサウンドオプションを指定するには、<Shift>-クリッ

クか<Shift>-ドラッグしてリストの連続するサウンドを指定するか、

<Command>-クリックして個々に複数サウンドを設定します。 シス

テム内にインストールされた順にサウンドをリストで表示し、その順

番で再生します。 サウンドを作成する時間を短縮したければ、サウ

ンドの組み合わせマクロのライブラリーを作っておき、そこからマク

ロに必要な複数のサウンドを取り出します。 

これを利用して、パワーラブがデータの記録を開始する時に三つの

ビープ音を出したり、トリガーポイントになるとベルとホイッスル音

を発生させたりして利用します。コンピュータにマイクロフォン入力

があれば、SoundやMonitors & Soundコントロールパネルを使って

短い音声で合図を記録すればマクロにそれが使えます。 

システムファイルに無いサウンド(コンピュータ上で創ったサウンド

やシステムから外したサウンド)をマクロで使うと、通常のシステム

のビープ音は独自に指定したサウンドに置き換わります。 

図7-19 
マクロプレーサウンドダイ

アログボックス

図7-18 
待機マクロのMacro Waitダイ

アログボックス
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<Message...>

<Message...>マクロコマンドを選択すると、Macro Messageダイア

ログボックスが出ます。これは必要に応じてマクロ実行時にアラート

ボックスを出してユーザに注意を喚起する為のものです。 

自分自身のメッセージを最高255文字まで入力できます。このダイア

ログボックスには<OK>ボタンと、上のチェックをマークすると 

<Cancel>ボタン(マクロを閉じる)が付きます。 ４種類のアイコンが

あります：デフォルトアイコンには太線の外輪線が付きます。アイコ

ンの一つをクリックして指定します。これが緊急時の重要なメッセー

ジを示すアイコンとなります(ハンド、顔、感嘆符が緊急を示すアイ

コンです)。ChartアイコンはChartの状態を示す標準のメッセージ用

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アイコンを指定してメッセージを入力したら、<OK>ボタンをクリッ

クします。マクロで実行する事を確認するのにメッセージを使うこと

もできます。

アラートボックスが出た時にユーザがいても画面を見ているとは　　

限りませんので、アラートボックスに音声信号を付けておくと 

(<Play Sound... >マクロコマンドを使って)ユーザに発生した事態を

知らせるのに効果的です。 

<Speak Message...>

<Speak Message...>マクロコマンドを選択すると、Speak Message

ダイアログボックスが出ます。マクロで音声が利用できるコンピュー

タを使っていれば、それを使ってマクロにオーディオメッセージが組

図7-20 
Macro Messageダイアログボ

ックス



214 Chart User’s Guide

み込めます。メッセージは255迄の文字で入力できます。メッセージ

サウンドの音量は矢印コントロールで調整できます。サウンドコント

ロールパネルで音量をデフォルト音量設定、又は1から7のレベルで調

整できます(現行のシステムの音量とは無関係に)。. 

ラジオボタンでマクロステップがSpeak Messageに達した時のアク

ションを選択します。アラートボックスを表示するのか、マクロに音

声が組め込めるコンピュータを使っているかで選択は違ってきます。

アラートボックスを出すと<OK>ボタンをクリックするまでマクロは

停止します。アラートボックスを表示しなければ、マクロは引き続き

続行します。

<New Show>ボタンをオンにするとサウンド機能が付いておればメ

ッセージを発声します。そうでなければ標準システムのビップ音を使

います。<Show if Speech not Available>をオンにするとサウンド

機能が付いておればメッセージを発声し、そうでなければアラートボ

ックスが出ます。<Always Show>をオンにすると、サウンド機能の

有無に係わらずアラートボックスが出ます。システムのスピーチコン

トロールパネルにアラートボックスの文字を発音する`Talking 

Alerts`オプションがあります。これをオンにしておくとSpeak 

Messageマクロを使った警告が、ここで設定した間隔で重複して発音

するかも知れません。

図7-21 
Speak Messageダイアログボ

ックス
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<AppleScript...>アップルスクリプト

このマクロコマンドでマクロステップの様にアップルスクリプトに割

り込みできます。アップルスクリプトはタスクを自動化する為のスク

リプト言語で、アップルイベントを介してアプリケーションやその相

互作用をコントロールします。 <AppleScript...>マクロコマンドを選

ぶと、マクロダイアログボックスからAppleScriptが出ます。そのス

クロール欄に32,000文字のスクリプトが入力できます。ダイアログ

ボックスは可動性なのでChartから外せますので、スクリプトエディ

ターからスクリプトをテストしたりペーストできます。ただそうする

とフォーマットされたスクリプトからはテキスト形式は消え、コンパ

イルしてもダイアログボックスには未フォーマットのテキストとして

しか残りません。 

コンパイルボタンをクリックしてスクリプトをコンパイルします--そ
のスクリプトが動作するかどうかが判ります。 <OK>ボタンを押せば

アップルスクリプトをチェックしコンパイルします。この段階で命名

したアプリケーションを検索します。<OK>ボタンをクリックする

と、そのアップルスクリプトはマクロの１ステップとして登録されま

す。 従って、これは修正できませんが、単純なスクリプトならば

Chartから使えます。 調整が必要な複雑なスクリプトはファインダー

に残してから、Chartから簡単なアップルスクリプトマクロステップ

を使って呼び出して下さい。 

例として、チュートリアルメニュー(マクロを使って作った)をアップ

ルスクリプトを使って、HyperCardで作ったChartに関する教材を記

したカードを学生に与えたとします。HyperCardでスクリップを使

って再度Chartに戻し、教材に基づいて学生に実習させるといった様

に応用できます。さらに、Chartファイルで行うようにアップルイベ

ントを認知するスプレッドシートにデータを転送できます。これには

図7-22 
AppleScriptダイアログボッ

クス



216 Chart User’s Guide

マクロを使ってデータパッドから一行分消去し、アップルスクリプト

ステップを使ってスプレッドシートに切り換えて次の行にそのデータ

をペーストし、Chartに再度戻します。 

<do script>アップルイベントで作動するマクロは、そのマクロがコ

ロン内にあるメニュー名やマクロ名で判別されます(丁度Delete 

Macroダイアログボックスで表示する様に)。 従ってChartをわざわ

ざ起動せずに、そのイベントを起こすと自動的に画面を呼び込みま

す。アップルスクリプトマクロが、Chartを外し別のプログラムに切

り替えて、再度Chartに戻す行程を持っているなら、残りの作業も実

行して作業を完了させます。 Chartを外して再度戻す機能が無いと、

マクロはそのステップで終わってしまい、残りの作業は無視されま

す。 

作業を自動化したい場合はAppleScriptを覚えると大変役に立ちま

す。オンラインヘルプやスクリプトの例も提供されています(Mac 

OS9のCDにはAppleScript ExtrasホルダーがCD Extrasホルダーに

入っています)。また、AppleScript webサイト(www.apple.com/ 

applescript/)では、オンラインヘルプ、チュートリアル、スクリプ

トの例、ドキュメンテーション、その他インターネットで利用できる

リソースにリンクできます。 

<Repeat While in Block>

このマクロコマンドは１ブロック内のデータの選択範囲やアクティブ

ポイントに、何か作業を実行させる為のマクロです。反復操作を指示

した後は必ず<End Repeat>コマンドを付けて下さい。 例えば、最初

から１データブロック分の全ピークを検出しデータパッドにその振幅

を記録したい場合、以下の様に<Find...>を使います。

1. Macroメニューから<Start Recording>を選びます。

コマンド 機能 例

open Chartドキュメントを開く "Test Results"を開く

print Chartドキュメントを印刷 "Test Results"を印刷

quit Chartを終了する "Chart"を停止

run Chartを始動する "Chart"を始動する

do script Chartマクロを作動する "Macro:Beep"をScrip

▼ 参考
Finding Data,  p. 138

表 7-1 
Chartで認識されるアップル

イベント
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2. Commandメニューから<Choose Find...>を選び、Fin and Sele 
ダイアログボックを設定します：Go,Start of This Block, Set 　

ActivePoint. 

3. Macroコマンドサブメニューから<Repeat While in Block>を選び

ます 。

4. もう一度<Find...>を選び、検索用にFind and Selectダイアログボ

ックスを設定します：Find Data, Next, Local Maxima, Set 
Active Point 

5. Commandメニューから<Add to Data Pad>を選びます。

6. Macro Commandサブメニューから<End Repeat>を選びます。

7. Macroメニューから<Stop Recording>を選びます。

8. マクロ名を付け、必要ならショートカットキーを登録する。

<Repeat While in Selection>

このマクロコマンドは上の<Repeat While in Block>と似ています

が、ブロックでは無くて選択範囲の始めから終わりに何らかのアクシ

ョンを実行するマクロです。 

<Repeat Select Every...>

このマクロコマンドはChartファイル内の連続するデータの間隔を指

定し、それを実行するものです。<Repeat Select Every...>マクロコ

マンドを指定しダイアログボックスを出して間隔を指定して、コマン

ドの導入を設定するブロック(2データポイント数以上を含んだ)にす

るのか、全ファイルにするかを選択します。これを利用して例えば、

記録しながら10秒間隔でデータをデータパッドに転送します。記録時

間が指定した時間間隔の倍数でない場合には、最後の部分はその分短

かくなります。 

. 例として図7-24には、Chartファイルの連続するある区間のデータ

(0.1秒)を選択するマクロが示してあります：データの各選択範囲は、

次に移る前に処理されます。このマクロコマンドを実行すると、

Chartファイルをスクロールし、各選択範囲は強調表示します。

Update Screenコマンドがオフになっていても若干処理時間が係るか

も知れません。 

このコマンド自体には収納できませんが、<Repeat Select Each 

Block>コマンドの中には収納できます。例えば、10秒間隔でチャン

ネルの平均をデータパッドにコピーしたい場合、各ブロックのデータ

を新しいファイルに書き込めます。Begin Repeatマクロコマンドを



218 Chart User’s Guide

使って連続反復を実行する操作の後には、必ずEnd Repeatを指定し

ます。

<Repeat Select Each Block>

このマクロコマンドは、Chartファイルの各ブロックデータに何等か

のオペレーションを実行する為のものです。例えば、各ブロックのあ

るチャンネルの平均を出してデータパッドにその情報をコピーしたい

場合などに使います。このマクロを実行すると、Chartファイルをス

クロールし各ブロックをハイライト表示にします：処理に若干時間が

係るかも知れませんので、<Update Screen>コマンドはオフにして

おいた方が良いでしょう。 'Repeat macro' が付いたコマンドは総べ

て 'End Repeat' で反復を終了させて下さい。

選択範囲のペリオド
(ここでは0.1秒)図7-24 

アクション上のRepeat 
Select Every...マクロコ
マンド.

図7-23 
Repeat Select Everyダ
イアログボッックス.
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<Begin Repeat>

<Begin Repeat>マクロコマンドは、マクロをステップ群の反復に使

います。最高で100,000回まで反復でき、オーバナイトでデータを採

る場合やインターバルを設定して高速サンプリングする際に便利で

す。反復の指示が終わったあとは必ず<End Repeat>コマンドを付け

て下さい。

<End Repeat>

Repeatマクロを使ったら<End Repeat>も必ずペアーで使用します。

<End Repeat>が適切に使用さてれいなくて<Stop Recording...>に

しても自動的に終了してくれますが、複雑なマクロでは連続反復が正

しい部分で終了するとは保証できません。マクロの書き込みを確認し

てからマクロを記録し、誤りがないようにします。 

<Set Units Conversion...>

<Set Units Conversion...>マクロコマンドは、マクロ内から自動的

に単位変換をするマクロコマンドです。正規な単位変換ダイアログボ

ックスを使うよりも、マクロでコマンドを利用する方が便利です。 
このコマンドを選択すると、Set Unit Conversionダイアログボック

ス(図7-26)が出ます。From Value欄には記録したデータのチャンネ

ルを<Input:>に設定するか、<Selection:>ポップアップメニューか

ら、記録データの平均値<mean>、最大値<maximum>、又は最小

値<minimum>を選びます。変換する値は<To Value>テキストエン

トリーボックスに入力します。上下のペアー欄をクリックして、二組

の値を入力(Units Conversionダイアログボックスのように)します。

Unitsポップアップメニューで単位を指定します。 

例として、あるチャンネルの単位を最大値の％表示に変換するマクロ

を組む場合は、次のようなステップで行ないます。

1. 該当するチャンネルの最大・最小値を含むデータを指定します。 

2. Macroメニューから<Start Recording>を選択します。

▼ 参考
Units Conversion,  p. 50

図7-25 
Begin Repeatダイアロ
グボックス.
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3. MacroメニューからMacro Commandsを選び<Set Units 

Conversion...>を選択してSet Units Conversionダイアログボッ

クスを呼び出します。

･ 表示するダイアログボックス内の<Selection>ボタンをクリッ

クします。

･ 横のポッアップメニューから<Min>を選択します。

･ 上のボックスをクリックし最初の変換値を指定します(ハイラ

イト表示に変わります) 

･ <To Value>ボックスに0を入力します。 

4. <OK>をクリックします。

5. マクロコマンド・サブメニューから<Set Units Conversion...>を

　選択し、ダイアルボックスを再び表示させます。

･ 表示するダイアログボックス内の<Selection>ボタンをクリッ

クします。

･ 横のポップアップメニューからMaxを選択します。

･ 下のボックスをクリックして、二番目の変換値を指定します。

･ <To Value>ボックスに100を入力します。

6.  Unitsポップアップメニューを使って単位を％に指定します。

7. <ＯＫ>をクリックします。

8. マクロメニューから<Stop Recording>を選択します。

9. マクロにネーム(%等の)を付けキーストロークを登録します。

記録が終了すれば、必要に応じてこのマクロが、どのチャンネルにも

導入できます。マクロは現行の選択範囲だけにしか導入できませんの

図7-26 
Set Units Conversionダイア

ログボックス.
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で、正しくスケールを設定するには最大最小値を含むデータ範囲を選

択する必要があります。チャンネル全体を選択範囲にするには 

<Command>キーを押しながら、記録の開始からそのチャンネル全

体の高さまでドラッグし、記録の終了時までスクロールします。

Shift-クリックで全データポイントが入るようにします。 

この機能は又、セットアップ時のトランスジューサの自動キャリブ

レーションにも利用できます。 これには、マクロにメッセージをプ

ロンプトして設定します。使用するチャンネルを設定すれば、記録の

開始・停止で機能します。そのチャンネルにトランスジューサを接続

してクリックします。圧力トランスジューサの場合を例にしてマクロ

の組み方を説明します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.　マクロメッセージ：トランスジューサから負荷を除き<OK>をク

　　リックします。

2. <Set Units Conversio>マクロ：０に設定 

3. マクロメッセージ：トランスジューサに100gの負荷を掛け<OK>

をクリックします。

4.  <Set Units Conversion>マクロ：100に設定し単位をgにする

5. マクロメッセージ：これでトランスジューサのキャリブレーショ

ンは終わりです。

マクロを記録し名前を付て記録をスタートすれば実行します。メッ

セージボックスが出て、トランスジューサに0g負荷すべき時期を知

らせます。二番目のメッセージボックスが出て、トランスジューザに

100gの負荷をかけるとキャリブレーションを自動的に行ないます。

<Wait While Sampling>

<Wait While Sampling>マクロはサンプリングを停止するまで一時マ

クロを待機させる場合に使います。サンプリングを開始した後ならど

のマクロステップにも使用できます。サブメニューから次を選択しま

す：以後のマクロ行程はサンプリングが停止するまで待機し、停止し

たら継続します。

Macro Samplingダイアログボックスでサンプリング中は総べて別の

マクロは待機させるのか、または継続させるのかを選択します。時に

は総べてを待機か、継続するかだけのマクロでは不十分な場合もあり

ます。 例えば記録を開始して、ある刺激を導入しその結果をしばら

く記録してから、別の刺激サイクルを導入して記録を再開するか、マ

クロを停止するかをマクロメッセージを使ってユーザが選択したい場
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合です。このケースでは刺激が終わったら直ぐにではなくて、サンプ

リングが停止したらアラートボックスを表示させる必要があります。
この様な場合は<Wait While Sampling step before the Massage >

を選択します。

<Stop Sampling>

<Stop Sampling>マクロコマンドはChartのサンプリングを停止させ

るマクロです。マクロのどの行程にもこのコマンドを組み込めばサン

プリングの停止ができます (マクロの作成中は<Start>ボタンでは実

際にChartのサンプリングを開始できませんので<Stop>ボタンは出ず

利用でません)。ある環境では、記録とモニターとの切替えを頻繁に

繰り返えしたり入力レンジなどの設定を何度も変更したりすると、結

果として各マクロ行程では非常に短いブロックしか記録できません。

この様な場合は、このマクロコマンドを使ってサンプリングを停止す

ればこの種の問題は防げます。 

タイムイベント

タイムイベント機能を利用すれば、記録を開始してから特定の時間に

実行したいアクションリストが作成できます。これにはアナログ出力

やデジタル出力も含まれます。リストが設定されれば、Chartは指定

する時間にそのアクションを実行します。タイムイベントのリストを

設定するには、Setupメニューから<Timed Events...>を選択しま

す。Timed Eventダイアログボックスが出ます(図7-27)。 

アクション行から
イベントを選択

記録を開始してから
イベントを発生させ
るまでの時間を入力
する

選択行を削除新規イベント行を加える

▼ 参考
サンプリングを開始する
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<New>ボタンをクリックして、スクロールリストに新たなイベント

行を作ります。イベントを発生させたい記録の開始からの時間を設定

するには、<Time>欄のその行のセルをクリックして時間を入力しま

す。秒(任意の数字)又は、時分秒単位(hh:mm:ss)で入力します。 入

力した数字から分単位に換算して表示します。例えば、10を入力すれ

ば、0:10としてセットされ、120と入力すると2:00即ち記録開始から

２分とセットされます。2:45:00と設定すると記録を開始してから2時

間45分後にイベントが発生します。 アクションを実行する時は、

<Star>と<End>ボタンをクリックするか、タイム入力欄に<Ｓ>(開

始)か<Ｅ>(停止)を入力します。 アナログ出力やデジタル出力のリセ

ットのように、タスクを整理するときに便利です。 

タイムイベントリストは入力が終了しますと自動的に時刻順に分類さ

れますので、いつでも新しいイベントが追加でき閲覧できます。同時

に複数のイベントも組込めます：Chartは1つのイベントが終われば

次も直ぐに実行します。

タイムイベントアクション

ポインターがAction欄にある時に、マウスボタンを押してイベントの

ポップアップメニューを引き出します。実行できるイベントは３種類

あります。 パワーラブからアナログ出力電圧レベルを設定する。; 記
録にコメントを追加する。; デジタル出力コンフィギュレーションを

導入する。

時間を指定して記録にコメントを追加するには、アクションポップア

ップメニューから<Add Comment...>を選択します。　　　　　　

＜Add Comment＞ダイアルボックスに似た＜Add New Comment 

＞ダイアログボックスが出ます追加したいコメントを入力して、 

<Channel:>ポップアップメニューで導入するチャンネルは全チャン

ネルか、特定のチャンネルにするかを指定します。 

Actionポップアップメニューから<Set Analog Output...>コマンド

を選択すると、パワーラブの前面部のOutput端子から出るアナログ

▼ 参考
Comments and 
Exclusions,  p. 123

図7-27 
タイムイベントイアログボ

ックス

図7-28 
Add New Commentダイアロ

グボックス
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出力電圧が設定できます。Timed Event Stimulator Outputダイア

ログボックスが出ますので、定出力電圧を調整できます。ここでの　

<Amplitude:>レンジはStimulator Constant Outputダイアログボッ

クスで設定したレンジになっています。

<Action>ポップアップメニューから<Set Analog Output 2...>コマ

ンドを選択すると：SPとSTシリーズのPowerLabしか選択できませ

んが、定電圧出力ダイアログボックスから出力電圧が別途設定できま

す。この場合は、SPとSTのPowerLabでは<Set Analog Output...>

は出力1(Output 1)の出力電圧の設定で、<Set Analog Output 2...>

で出力2(Output 2)の出力電圧が別に設定できます。それ以外の

PowerLabでは<Set Analog Output 2...>は無効表示となり使用でき

ません。

Analog Output 2に設定するタイムイベントは、出力セッティング 

が差動(differential)の時は無視されます。Eと20シリーズも同様に

Analog Output 2に設定するタイムイベントは無視されます。

コメントデジタル出力コンフィギュレーションのリストが作成して無

い場合は、下のコマンドメニューが“No Digital Output bits”と出

てダイム表示となります。前もってデジタル出力コンフィギュレーシ

ョンのリストが作成してあれば、Actionポップアップメニューの下の

コマンドメニューに含まれ、イベントアクションとして選択すると指

定時間に従って導入できます。

<Repeat Sequence>コマンドは、タイムイベントを再度最初から繰

り返すコマンドです。Chartがリピートシーケンスアクションに出く

わすとイベントリストの始めに戻って、<Repeat Sequence>で設定

した時間から引き継きイベントを開始し順に各イベントを実行しま

す。 イベントを繰り返す間は一旦停止状態になります。 

図7-30 にリピートシーケンスの使い方を示します。 このダイアログ

ボックスのイベントリストは記録の開始時に二つのアクションを実施

するように組み立てられており、1分40秒と5分にそれぞれ実行され

図7-29 
Timed Event Stimulator 

Outputダイアログボックス

▼ 参考
Constant Output 
Voltage,  p. 71

▼ 参考
デジタル出力コントロー
ル,  p. 226
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ます。作業に関してはイベントシーケンスはここで終了します。10分

にRepeatSequenceアクションを入れると、最後のアクションが終了

5分後に再度反復します。リピートシーケンス・アクションの後、す

ぐにシーケンスが反復する点に注目して下さい。 

タイムイベントを編集し保存する

イベントを新たに加えるには、<Add>ボタンを再度クリックしま

す：必要な時に必要とするイベントを作成し入力すれば、Chartは時

間順にイベントリストに分類します。既に在るイベントを変更するに

は、変更するアクションや時間を選び入力し直します。イベントを削

除するには該当欄をクリックし(ハイライト表示します)、<Delete>ボ

タンをクリックします。連続行の選択はシフト-クリックかシフト-ド

ラッグするか、コマンド-クリックで複数行を選択、又は選択解除し

ます。ダイアログボックスに記入事項があれば、記録を開始するとタ

図7-30 
リピートシーケンスとその

タイムライン

0:00

5:00

10:00

15:00

20:00

Analog output 0.00 V;  pump on

Analog output 2.50 V;
add comment ‘Pump Started’

Analog output 0.00 V;  pump off

Analog output 0.00 V;  pump on

Analog output 2.50 V;
add comment ‘Pump Started’

Analog output 0.00 V;  pump off

Analog output 0.00 V;  pump on

Sequences keep repeating
until recording stopped
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イムイベントが発生します。タイムイベントを無くすには総ての記入

事項を削除する必要があります。 

タイムイベントの設定はセッティングファイルや、マクロスッテップ

として保存できます。マクロを記録中にタイムイベントダイアログボ

ックスを呼び出し、<OK>ボタンをクリックすると、その状態がマク

ロステップとして記録され、マクロを使ってサンプリングする際にそ

のタイムイベントが利用できます。サンプリングの前に複数のタイム

イベントを記録しておくと、様々なアクションが各マクロのサンプリ

ングステップに使用できます。

タイムイベントの精度

タイムイベント機能は、高い精度が要求される性格のものではありま

せん。マッキントッシュコンピュータから制御される以上、その精度

はマッキントッシュの性能に依ります。極めて速いサンプリングでマ

ッキントッシュが遅い場合や、バックグランドで多量のアプリケーシ

ョンを使っている場合には正しく機能しない場合もあります。 タイ

ムイベントが待機している間にメニューを押しておくと、メニューが

リリースするまでディレーが係ります。タイムイベントが1つだけの

場合は正確な筈です。精度が重要な場合は自動コメントを使って下さ
い。 

デジタル出力コントロール

Chartで記録しながらPowerLab後部のデジタル出力端子が使用でき

ます(パワーラブ前面の出力端子と混同しないように)。デジタル出力

コンフィギュレーションのリストを作成して、マクロやこの機能の主

目的は、外部装置のオン・オフ切り替えです。外部装置としてはポン

プ、リレー指示ランプなどを想定しています。PowerLabのデジタル

出力ﾋﾞｯﾄは低電流負荷でドライブするように設計されています(2-

2.5Vロジック変換を有するロジック回路のような)。この出力ﾋﾞｯﾄ自

体はリレーなどの電力を要する装置を直接ドライブすることはできま

せん。 

最大8台の装置が8ﾋﾞｯﾄのデジタル出力でコントロールできます(各

ﾋﾞｯﾄは別々の装置や回路を管理します)。デジタル出力ラインの数は 

PowerLabの機種で異なります(2、又は8、0の機種もあります)。デ

ジタル出力は装置と接続してからソフトウェアでコントロールして下

さい。接続には技術的な知識が少し必要かも知れませんが、ここでは

省略します。詳細はPowerLabオーナーズガイド、ADInstruments

▼ 参考
自動コメント, p.229
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ウェブサイトにあるアプリケーションノート、又はADInstruments

の代理店から資料を入手して下さい。 

デジタル出力を調整する

デジタル出力コンフィギュレーションを作成するには、Setupメニ

ューから<Configure Digital Output...>コマンドを選択します。

Configuration Digital Outputダイアログボックスが立ち上がりま

す。 

<New>ボタンをクリックして、スクロールリストに新たなコンフィ

ギュレーション欄を作成します。<Configuration Name>項目をクリ

ックしてネームを入力します(例えば、ポンプを駆動させるのに 

<Pump On>とする)。この名称は特定出力設定用としてChartの別の

部分でも使用する場合があるので、ユニークなものにしておきます。

コンフィギュレーション欄の各出力ﾋﾞｯﾄ(1～8)の状態は、それに対応

する番号列をクリックして指定します。デフォルト設定はグレーのダ

イヤモンド記号表示で、そのﾋﾞｯﾄは状態を変更しないと言う設定で

す。 Chartの始動時は、全デジタル出力はゼロ(Off)の状態にセット

されています。ﾋﾞｯﾄのダイヤモンド記号はクリックで３種類に切り替

えができます。黒色表示は、そのデジタル出力をオンに構成するもの

で、白色はデジタル出力をオフに構成するものです。灰色は最後にコ

ンフィギュレーションした状態にままにする事を意味します。デジタ

ル出力のコンフィギュレーションの例が図7-31に示してたありま

す。最初のコンフィギュレーションは、デジタル出力のﾋﾞｯﾄ1をオン

の状態に設定し、ﾋﾞｯﾄ2はオフに、それ以外は全て前の設定のままで

菱形をクリックしデ
ジタル出力のアクシ
ョンを調整する

コンフィグレーシ
ョン名を入力する

Turn bit on

Turn bit off

Leave bit unchanged

図7-31 
Configure Digital 
Outputダイアログボッ
クス.
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す。最初のものは、Chartが始動して初めての入力なので、ﾋﾞｯﾄは全

てオフになっています。二番目のものは、ﾋﾞｯﾄ1をオフにしてﾋﾞｯﾄ2は

前のと同じ状態、即ちオフになっています。

PowerLabの中には、初めてスイッチを入れた時はデジタル出力が全

てオンのものもあります。Chartをオープンすると、これらのﾋﾞｯﾄは

全てオフになる筈です。Chart起動時のこの変化は、外部装置の切り

替えスイッチなどによるものです。こういった現象が生じたらChart

を起動させた後に外部装置と接続するか、Chartを立ち上げるまで外

部装置の電源を切っておきます。

デジタル出力を制御する

Configure Digital Outputダイアログボックスで設定したコンフィギ

ュレーションを導入するには、手動で行なったりマクロやタイムイベ

ントを使ったりする方法があります。 いったんコンフィギュレーシ

ョンを設定しておくと、Digital Outputサブメニューからの選択によ

り手動でその一つを指定します。 図7-32は、 図7-31で設定したコン

フィギュレーシンからできたサブメニューが示してあります。 

マクロでデジタル出力コンフィギュレーションが導入できます。マク

ロを実行中に、マクロの作成時に指定したコンフィギュレーションを

導入して外部装置によるプロセスを自動化するに利用できます。タイ

ムイベントを使えば、記録の開始後の特定の時間に別の出力コンフギ

ュレーションに変更できます。マクロからデジタルコンフィギュレー

ションを導入するには、マクロを作成する時に<Digital Output>サブ

メニューからそれを選択してマクロ行程に組み入れます。マクロを作

動すると指定した行程で外部装置にコンフィギュレーションが導入さ

れます。

セッティングファイルやマクロステップに設定したコンフィギュレー

ション全体をセーブできます。マクロを作成してる間にConfigure 

Digital Outputダイアログボックスを呼び出し、<OK>ボタンをクリ

ックしてマクロの行程の一つにその状態を記録しておき、マクロを作

動するとそのコンフィギュレーションが利用できます。 マクロでは

異なるコンフィギュレーションリストを様々な行程に組み入れておけ

図7-32 
デジタル出力の例

▼ 参考
タイムイベント,  p. 222
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ば、何度でもそれらのコンフィギュレーションリストが利用できま

す。また、タイムイベントを使っても記録の開始後のプレセット時間

に、別の出力コンフィギュレーションリストに変更させることができ

ます。

自動コメント

記録中に予め設定してあるコメントを自動的に発生させることができ

ます。あるイベントに対応するコメントリスト(Automatic Comments
ダイアログボックで)を設定しておくと、イベントが起こった時にそ

れに対応したコメントをChartが自動的に挿入してくれます。この場

合のイベントとは、PowerLab上のデジタル入力や外部トリガー、ス

ティムレータの状態やその変化を指し、その為自動記録している間は

全ての状態の変化を把握しておく必要があります。自動コメントのタ

イミングは極めて正確で(タイムイベントと異なり)、精度を要求され

る場合にも十分対応できます。イベントにはファンクションキーも含

まれますので、キー操作一つでも長いコメントが挿入できます。 外
部装置を使ってモニターしたり、ルーチン解析を実行する際に自動コ

メントを利用すれば時間が節約できます。 

自動コメントを作成するには、セットアップメニューから<Auto 

Comments...>コマンドを選択します。自動コメントダイアログボッ

クスが出ます。このダイアログボックスはパワーラブ本体にフィード

バックします。上段のステータスインディケータは外部トリガー(Ex)

や番号付けした入力ﾋﾞｯﾄのオン(ハイライト表示)、オフ状態を示し、

自動コメントを設定しながら、外部装置との接続の変更や設定状態の

確認ができます(デジタル入力ラインに何も接続していなければ、パ

ワーラブはオン状態と登録されます)。 

新たに自動コメントを作成するには、ダイアログボックスの<New>ボ

タンをクリックします。スクロールリストに新たに入力欄ができま

す。その欄のComment Text項目に必要なコメントを入力します。

<Chan>欄のポップアップメニューから該当するチャンネルを選べば

コメントはどのチャンネルにも導入できます。 

<Event>欄の各行のポップアップメニューからコメントを起こすイベ

ントを選びます。ショートカットとして、番号付けしたステートイン

ディケータの一つをクリックすれば選択行にﾋﾞｯﾄを導入できます。デ

ジタル入力ﾋﾞｯﾄや外部トリガーでアクティブになったコメント設定行

には、二列目にステータス変更アイコンが入ります。このアイコンを

クリックすると、上向きか下向きアイコンに変わります。入力信号の

▼ 参考
Comments and 
Exclusions,  p. 123
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変化で記録に添付するコメントが導入できます。 上向きアイコンで

はオフからオン(LowからHigh)、下向きではオンからオフ(Highから

Low)の変化になります。  

ファンクションキー

<Event>行に15のファンクションキー(F1からF15)の一つが選択して

おき、記録中にChartウインドウ下のテキスト入力欄にコメントを入

力する煩雑さの換わりに、キー入力だけで登録したコメントが添付で

き時間もセーブできます。この機能はルーチンワークな作業や、特別

に留意するデータを記録する際に便利です。ツールバーで既に登録さ

れているファンクションキーを自動コメント用に重複登録しても無視

されますので注意して下さい。

デジタル入力

<Event>行にデジタル入力ﾋﾞｯﾄを選び、デジタル入力ﾋﾞｯﾄが特定な状

態に変化すると、Chartはそれに対応するコメントを挿入します。記

録中はChartがPowerLab本体後部の総てのデジタル入力の状態を把

握しています。デジタル入力の設定は、デジタル出力のセッティング

とは無関係です。イベント段落の<Any Bit>を選んでﾋﾞｯﾄ状態を変更

しても、Chartにコメントを添付できます。

PowerLabのデジタル入力ﾋﾞｯﾄは、リレーやスイッチ、一般の2～

2.5Vのﾛｼﾞｯｸ回路で発生するシグナルに応答する設計になっていま

す。デジタル出力と一緒で、8台の外部装置がデジタル入力ﾋﾞｯﾄを介

ステートインイン
ディケータ：1-5は
オン、残りはオフ

コメントを入力

どのチャンネルにコメント
を記録するかを指定する

ステートアイ
コンを調整

挿入するコメントに対
応するイベントを選ぶ

図7-33 
自動コメントダイアログボ

ックス.



Chapter 7 — カスタマイズと自動化 231

して接続できます(各ﾋﾞｯﾄは別個の装置や回路に対応します)。デジタ

ル入力ラインの数は PowerLabの機種で異なります(2、又は8、0の

機種もあります)。デジタル入力回路との接続は、自動コメントを設

定する前に行ないます。これには若干技術的な専門知識を必要としま

す。詳細はPowerLabオーナーズガイドを参考にして下さい。

外部トリガースティムレータ

イベント段落に外部トリガー(Ext Trigger)を選ぶと、イベントは

PowerLab本体前面のTrigger端子に接続した外部ソースから入力し

ます。電圧パルス(20シリーズのPowerLabでは接点リレーも)が外部

トリガーを励起すると、Chartがそれに対応するコメントを挿入しま

す。挿入場所はステートアイコンが下向きか上向きか(イベントの幅

も両方の間隔から計れます)でイベントの頭、又は末尾になります。 

イベント段落にスティムレータ(Stim)を選ぶと、刺激が始まるとそれ

に対応するコメントが入ります。コメントはステップ波やランプ波の

各頭に挿入されます。連続刺激を(<repetive>)選ぶと各パルスのス

タート点、ステップ波、ランプ波モードでは各サイクルのスタート点

にコメントが入ります。それ以外の刺激波形モードでは、パルスやサ

イクルの設定数の始めに入ります。<repetive stimulation>(反復刺

激)ではサンプリングを開始すると刺激が始まるので、コメントはゼ

ロ時に入ることになります。この機能はコメントの入力とマニュアル

刺激の導入を同時に行う場合に便利です。刺激周波数が約10Hzであ

ればサンプリング速度には関係なく機能します。刺激マーカとは違

い、チャンネル波形にはスパイクの印しは入りません。.

自動コメントを繰返し使う

同じイベントに複数回コメントを入れる場合は、発生順で区別させま

す。例えば、<first heating phase>とか<second heating phase>と

してデジタル入力をモニターします。Chartはダイアログボックスの

二列目のステータス変更アイコンの数をカウントしますので、例えば

外部トリガーパルスの頭と末尾とは別のイベントとして扱います。

自動コメントに番号付けすると、繰り返し発生するイベントのトレー

スにも利用できます。これには、自動コメントを設定する際に＃を付

けます。例えばｍ自動コメントを"Pump on #"とすると、記録中には

"Pump on 1"、"Pump on 2"などのコメントが入ります。＃に続き、

10番(0～9)までの番号が付くコメントが導入できます(#0は#自体を

使ったものと同一です)。

▼ 参考
Stimulation,  p. 66

▼ 参考
Triggering,  p. 59

▼ 参考
ツールバー,  p. 191
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自動コメントの編集と保存

新たに自動コメントを創るには、<New>ボタンをクリックします。

既存の自動コメントを変更するには、<Event>行でそのイベントを選

び、テキスト欄とタイプを変更します。自動コメントを削除するには

その欄をクリックし(ハイライト表示に変わります)、<Delete>ボタン

をクリックします。連続行の選択はシフト-クリックかシフト-ドラッ

グするか、 個々の行をコマンド-クリックして選択、又は選択解除し

ます。自動コメントダイアログボックスに何か入力事項があれば、記

録を開始すると設定通り自動コメントが入ります。自動コメントを解

除するには総ての入力事項を消去して下さい。 

自動コメントの設定はセッティングファイルやマクロステップ(行程)

に保存できます。マクロの記録中に自動コメントダイアログボックス

を呼び出し<OK>ボタンをクリックすると、一つのマクロステップと

してその状態が組み入れられ、マクロを使ったサンプリングステップ

にコメントリストが利用できます。既にサンプリングステップの前に

自動コメントが設定されておれば、各マクロのサンプリングステップ

にどのコメントリストも導入できます。リストを変更するには記録を

停止してから行います。 

接続するパワーラブを選択する

通常は１台のPowerLabを１台のコンピュータで使うのが一般的です

が、ChartやScopeを複数コピーし、１台のコンピュータで複数台の

PowerLabに接続することも可能です。Scopeはアクティブアプリ

ケーションでなければ記録できませんが、Chartはバックグランドで

も記録でき、1台のコンピュータで複数台のPowerLabを使って、例

えばScopeで記録しながらでも使えます。

Chartを通常通りオープンすると、PowerLabは最後に認識した場所

を検索し、見つからなければUSBやSCSI端子を見ます(Chart 5.0で

はシリアルポートは使いません)。複数台のPowerLabを使っている

場合は、Chratを始動する時の立ち上げ方を選んでおくと検索時間が

省けます。

パワーラブのスタートアップ

PowerLab Start-Upダイアログボックスのデフォルト設定を変更し

て、ソフトウェアがPowerLabを認知する方法を変えることができま
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す。EditメニューからPreferencesで<PowerLab Start-Up...>を選

びダイアログボックスを呼び出します。 

このダイアログボックスの一番上のラジオボタンをオンにしておく

と、ソフトウェアはPowerLabを検索せず常に解析モードでスタート

します。PowerLabを接続しないコンピュータで頻繁に解析モードで

使う場合は、"PowerLab Unavailable"ダイアログボックスを表示さ

る煩雑さが解消できます。それ以外のボタンを選ぶと、ソフトウェア

はチェックしたSCSIとUSB(使用するコンピュータのハードウェアに

より対応するオプションが違います)から接続を選択してPowerLab

を検索します。 

必ずしも接続リストの総てが使用できるとは限りません：例えば、 

SCSIカードがインストールされていなくても、SCSI接続に対応した 

コンピュータであればリストにSCSIが載ることもあります。 

スタートアップオプションを選ぶと、選んだ通りの方法で忠実にソフ

トウェアを開きます。PowerLabの接続を予測に反して見つけ損ねて

も、別の接続を見に行きません。その代わり"PowerLab 

Unavailable"ダイアログボックスが表示します。このダイアログボッ

クスの<Options...>ボタンをクリックすると、PowerLab Start-Up 

ダイアログボックスが再度表示し、スタートアップのセッティングが

変更できます。ここで採択した設定は、そのコンピュータに接続して

ある全PowerLab接続に適応されますので注意して下さい。Chartや

Scopeはこのダイアログボックスで最後に設定した接続で起動しま

す。 

同時に複数のChartで記録を行う場合、その記録を同期させる必要も

出てきます。これには各Chartファイルのトリガーを同じ設定にし、

外部トリガー装置を通常通り各PowerLab本体全面のトリガー入力に

つないで記録を開始します。

図7-34 
PowerLab スタートアップダ

イアログボックス .

▼ 参考
Figure 1–2, p. 6
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パワーラブを選択し名前を付ける

１台のコンピュータにS, ST, SPシリーズか20シリーズのPowerLab

を複数台SCSIかUSB、又は両方に接続する場合は、<Option>キーを

押しながらChartを立ち上げるとダイアログボックスが表示してどの

接続を使うかが指定できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　

ここで目的の実験に使用するPowerLabの接続法をケーブルの接続を

変えないで設定できます。 

PowerLab/s, /sp, /st と/20しかスクロールリストには表示しませ

ん。標準PowerLab/EやMacLabなどは接続してあってもリストには

載りません。リス トにはPowerLabのモデル名とUSBか、SCSIバス

番号とSCSI ID番号が出ます。コンピュータにSCSIバスが1しか無い

場合は、SCSIバス番号は0になります。複数のSCSIバスが在る場合

はそのPowerLabに対応する番号が表示します(SCSI IDも別の番号を

使います)。使用するPowerLabをリ ストから選びクリックします。

<OK>ボタンをクリックすると、そのPowerLabでChartが立ち上が

ります。<Cancel>ボタンをクリックすると、ダイアログボックス

が<Analysis>モードで使用するのかを聞いてきます。    

スクロールリストでPowerLab/sや/20を選び、<Change Name...>

をクリックすると、パワーラブに名前付けができます。ダイアログボ

ックが表示しますので、名称入力欄にデフォルト名(モデル)に代えて

名称を入力し、<OK>ボタンをクリックするとその名称で登録されま

す。 

同じモデルのパワーラブが複数台接続してある中から、使用するパ

ワーラブを選択するには、SCSI番号の代わりに名前を付けて判別し

た方が間違えなくて便利でしょう。同じモデルのPowerLab/spを複

数台USB接続して使う場合は、個々に名前付けする必要がありま

図7-35 
Which PowerLabダイアログ

ボックス
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す。パワーラブに名前を登録しておけば、接続してあるPowerLabを

いつでも区別して使用できます。

図7-36 
PowerLab ネームイアログボ

ックス
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A P P E N D I X A

A メニューとコマンド

メニュー

ここで示すメニューはデフォルト設定のものですが、Chartのメニ

ューの大部分はカスタム化できますので、ご使用のChartのものと若

干内容が異なっているかもしれません。Chartには7つのメニューが

あります：<Chart>、<File>、<Edit>、<Setup>、<Commands>、

<Windows>、及び<Macros>で、マクロとChartモジュール、Chart

エクステンションは増やすことができます。コマンドメニューの幾つ

かは、変更したり使えなくできます。コマンドメニューの後に...が付

いたものはダイアログボックスを呼び出すコマンドを示し、左にチェ

ックマークが付いたものは現行でアクティブである事を示します。

キーボート操作ができるものはそれが右に出ます。　

ディスプレイとハードウェアの構成情報

Chartオプションのカスタマイズ

Mac OS Xサービスを使う

Chartアプリケーションを隠す

他のアプリケーションを隠す

Chartを終了する

総てのアプリケーションを表示する

図 A-1 
Chartメニュー.
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図 A-3 
Fileメニュー

ChartがPowerLabを見つける方法を選ぶ

トリガーイベントを選ぶ

ツールバーのセットアップ

ツールバーの表示形状を選択

Chartメニューの修正

Chart機能と設定を変更

Chartライセンスの管理

Chartエクステンションやモジュールの選択

キャッシュメモリーのサイズを変更

データ収録場所の選択(ディスクかメモリーか)

現行の設定をデフォルト設定として保存する

図 A-2 
プリファレンスサブメニ

ュー

View a list of your experiment and supporting files

新規Chartファイルを作る 

既存のファイルをオープンする

現存ファイルを現行ファイルに挿入する

現行ファイルを閉じる

現行ファイルを保存する

 ファイルを別名で保存する
選択範囲を保存する

自動保存に設定

検索用にファイルインフォメーションを設定

Chartファイルを検索

印刷用紙の設定

全データを印刷

前のアクションを無効にする

選択範囲をクリップボードへ移動 

クリップボードへコピーする

ペーストする

選択範囲を消去する
全データを選択

1チャンネル分の全データを消去

クリップボードの内容を見る

図 A-4 
Editメニュー
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図 A-7 
Commandメニュー

図 A-8 
セットマーカサブメニュー

図 A-5 
Setupメニュー

図 A-6 
Digital Outputのサブメニ

ュー：作成された設定の内

容に依る.

目盛りなどのディスプレイ設定

チャンネルタイトル、カラーの変更

トリガーの設定とサンプリングの停止

フロントエンドにオートゼロ設定

スティムレータの設定

ミニウインドウの表示

定電圧出力の設定

記録時のデジタル出力状態の設定

デジタル出力設定リスト

発生したイベントリスト

自動コメントの作成

選択時にコメント挿入

マーカポジションの設定(サブメニュー参照)

データパッドの選択部にデータを挿入

ベースラインを設定

上の操作を元に戻す

選択範囲を除外

全チャンネルで振幅軸をオートスケール

FFindダイアログボックスを表示

検索イベントで次を探す

マーカを選択範囲の最下点にセット
マーカを選択範囲の最上点にセット
マーカを選択範囲の左端ポイントにセット
マーカを選択範囲の右端ポイントにセット
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図 A-11 
マクロコマンドのサブメニ

ュー

図 A-10 
Macroメニュー

マクロ記録の開始／停止

マクロのコントロールアクションを選ぶ

マクロを現マクロリストから消去

図 A-9 
Windowメニュー

ノートブックウインドウ表示

Chartウインドウに戻す

選択部のズームウインドウ表示 

X-Yウインドウ表示

Comments & Exclusionsウィンドウを表示

ミニウインドウで全データ表示

設定や解析用にデータパッドを表示

DVMミニウィンドウを表示

DVMミニウィンドウのログデータを表示

スペクトラムウィンドウを表示

 マクロ作動時に画面を更新

設定時間までマクロを待機

システムサウンドを使い発声アラームをセット

メッセージダイアログボックスを表示

メッセージを発声

マクロにApple Scriptを加える

ブロック内アクションの繰り返し

選択範囲内アクションの繰り返し

設定時間内データにアクションを繰り返す

ブロックデータを選択しアクション実行

シーケンスの開始

シーケンスの終了、又は反復

単位設定の変更

サンプリング終了までマクロステップを待機

Chartのサンプリングを中止
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ショートカットキー

表A-1のコマンドキーのショートカットはデフォルト設定のもので

す。Chartがカスタマイズされていれば、違ったセットアップとなり

ます。コマンドキー操作の幾つかは、変更したり使えなくすることも

可能です。その機能に関しては、このマニュアルに載っています。

コマンドメニュー

機能 キーストローク

総てを選択l Command + A

クリップボードにコピー Command + B

データパッドに情報を加える Command + C

解析などから除外するデータをマークする Command + D

ユーザの規準に対応するデータを検索し選択 Command + E

ユーザの規準に対応する次データを検索選択 Command + F

クリップボードにコピー Command + G

Chartを隠す Command + H

コメントを追加 Command + K

Comments & Exclusionsウィンドウ Command + L

オーバビューウインドウ Command + M

新規チャートデータファイル Command + N

ファイルを開く Command + O

印刷 Command + P

チャートを終了 Command + Q 

Start/stopマクロを記録 Command + R 

ファイルをセーブ Command + S

ペースト Command + V

アクティブウインドウを閉じる Command + W

選択範囲を消去 Command + X

Channel Settingsダイアログボックス Command + Y

取り消し／やり直し Command + Z

表 A-1 
Chartのキーボードショート

カット：アルファベット順

に記載.
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ナビゲーション

データを選択する

機能 キーストローク

左右にスクロール 左右矢印キー

前か次のブロックに移動 Option + 左右矢印キー

ファイルの頭や末尾に移動 Command + 左右矢印キー

手動でデータをスクロールしてディ
スプレイエリアに移動

Option +エリアをドラッグ (Chartか Zoomウ
ィンドウ)

オートスクロールでデータを表示 Option +エリアをドラッグしながら移動

ブロックに移動 ブロックボタンをクリック

コメントに移動  Comments & Exclusionsウィンドウのコメン
トをダブルクリック

データ表示エリアの選択範囲に移動 オーバビューミニウィンドウで強調範囲を
ドラッグ

オフスクリーンで選択範囲を中央へ ZoomウィンドウでCommand + クリック

機能 キーストローク

チャンネル内のアクティブポイントを
指定

チャンネル内でクリック

全チャンネルのアクティブポイントを
指定

時間軸をクリック

チャンネル内のエリアを選択 チャンネル内をドラッグ

チャンネル内の選択範囲を拡張 チャンネル内をShift + クリック

チャンネルの縦軸全体を選択 チャンネル内をCommand + ドラッグ

追加チャンネルにエリアを選択 追加チャンネルにShift +ドラッグ

追加チャンネルの縦軸全体を選択 追加チャンネルをCommand+Shiftクリック

追加チャンネルに同じ縦軸範囲を選択追加チャンネルをOption + Shift + クリッ
ク

全チャンネルを選択範囲に 時間軸をドラッグ 

全チャンネルの選択範囲を拡張 時間軸をShift+クリック

チャンネルの選択を解除 チャンネル内をShift + クリックl

ブロックを選択 ブロックボタンを押すかSelect Blockを選
ぶ、又は時間軸をダブルクリック
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Chartを起動

ディスプレイ

その他

機能 キーストローク

ロードするChartエクステンション
を選ぶ

スペースバーを押しながらChartを立ち上げ
る

デフォルト設定で立ち上げる Commandキーを押しながらChartを立ち上げ
る

機能 キーストローク

伸縮した縦軸を戻す 振幅軸をダブルクリック

スケール表示モードを切替る 続けて振幅軸をダブルクリック

区分線を隠す スプリットバーをダブルクリック

各チャンネルを同じエリアに表示 チャンネルセパレータをダブルクリッ
ク

隣のチャンネルをオーバレイ そのチャンネルセパレータをOption+ク
リック

オーバレイチャンネルを解除 Channel Settingsバイアログボックス
の<Separator>をオンに

ツールバーを移動 ツールバーをShift+ドラッグ

機能 キーストローク

サンプリングの開始/停止 Command+スペースバー

動作(サンプリング、マクロ作動等)を停止 Command+.(period)

最後に選んだチャンネル演算ダイアログボックス
を読み込む

Command+=

ダイアログボックス(Menu,Save As)にアクセスCommand+\

選択範囲を削除 Delete

Data Padにデータポイントの情報を加える チャンネルをダブルクリック

チャンネルの記録設定情報を表示 Channel Status菱形を押す

チャンネルのブロック情報の概要を表示 チャンネルの表示エリアを押

サンプリング中に特定のチャンネルコメント作成Tad ch番号 コメント Return

サンプリング中にコメントを作成 Tad 文字入力コメントReturn

マーカをホームに戻す マーカをダブルクリックか
マーカボックスをクリック

Unit Conversionダイアログボックスで表示データ
を初期電圧値に変換

データ表示エリアをダブルク
リック
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一般

もちろん、他にもたくさん一般的なマッキントッシュのショートカッ

トはあります。Open and Saveディレクトリーダイアログボックス

内のものも使用できますが、詳細はマッキントッシュシステムのヘル

プをご利用下さい。

Stimulator Panelボタンをアクティブにして刺激を
開始/停止する

Option+スペースバー

Page Layoutダイアログボックスで画像を最大化 画像をダブルクリック

機能 キーストローク

サンプリングの開始/停止 Command+スペースバー

動作(サンプリング、マクロ作動等)を停止 Command+.(period)

最後に選んだチャンネル演算ダイアログボックス
を読み込む

Command+=

機能 キーストローク

リスト内の隣の項目を選択/選択解除 リスト内をShift +クリック

リスト内の離れた項目を選択/選択解除 リスト内をCommand +ク
リック

ダイアログボックスの入力欄を移動　 タブキー

ダイアログボックスの設定、変更を適用 リターンキー

ダイアログボックスの設定、変更を無視　 Esキー、又は Command + 
. (period)

機能 キーストローク
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A P P E N D I X B

B トラブルシューティング

テクニカルサポート

Chartは正常に動作するように出荷前に厳密にテストされています

が、時には問題や予想外の事態が発生することがあるかもしれませ

ん。ここではPowerLabを使用した際に予想される問題の主なもの

と、その解決方法を提示します。何か問題が発生した場合は、まずそ

の問題に該当する説明がこの『アペンディクスB』にあるかどうかを

調べてください。これによりテクニカルサポートへ電話やファックス

をする手間が省けます。 Chartの操作上の問題点で、このユーザガイ

ドに触れられていない部分やパワーラブに関する技術的なサポートが

必要な場合は、ADI社の日本総代理店バイオリサーチセンター（株）

叉は、販売代理店にお問い合わせ下さい。 About Chartセットアッ

プ画面で、代理店情報や必要なシステム構成情報が得られます。

<Abort Chart...>コマンドをApple ( )メニューから選択します(終了

時はセットアップスクリーンをクリックして戻す)。

 発売日

このアイコンをクリック
して連絡先、チャートエ
クステンション、ハード
の構成情報を確認

図 B-1 
About Chartダイアログボッ

クス
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ADInstrumentsからの正規総代理店情報が必要な時は、テレフォン

ボタンをクリックして、ADInstruments Contactダイアログボック

スを呼び出してください。ダイアログボックスの右のスクロールリス

トから自国名を選びクリックします。左に該当するコンタクト先名が

出ます。代理店にコンタクトされて、ハード・ソフトの疑問点、問題

点などお問い合わせ下さい。弊社では常にユーザの方々からのご意見

を大切にしております。皆様からのご意見を参考にして、今後の製品

の改善、改良に反映させています。 

このダイアログボックスは常時更新し最新の情報を載せています。 

ダイアログボックスの右のスクロールリストから国名を選び<Copy>

ボタンをクリックすると、そコンタクト先名がクリックボードにコ

ピーされます。 

このダイアログボックスのウェブ及びEメールアドレスと、ウェブア

ドレスには下線が付いています。これはハイパーテキストリンクで、

コンピュータにインターネットコンフィグレーションが設定されてい

る場合だけ有効です。リンク先をクリックしてウェブブロアーを開い

てウェブサイトを閲覧するか、自分のEメールプログラムを開きメー

ルアドレスを入れます。メール設定やインターネット設定がされてい

ないとリンクはできません。

システム構成の情報

一般的に、ご使用のハードの構成が分かれば問題の解決の手助けにな

ります。ChartではマッキントッシュボタンをクリックするとAbout 

This Macintoshダイアログボックスが出て、ハードの構成情報を知

ることができます。 

情報を別の場所にコピー 
& ペーストできます

リンク先
図 B-2 
ADInstruments Contacts ダイ

アログボックス
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ダイアログボックスに4つのタブがあり、Chartタブではバージョン

の情報や、システムの拡張リストなどを表示します。powerLabタブ

では、使用コンピュータとパワーラブの詳細や、フロントエンドやポ

ッドなどのハードウェアの構成、コンピュータと接続した外部装置の

情報も判かります。ライセンスタブはChartとインストールしている

モジュールの現行のライセンスを一覧表示します(この情報はライセ

ンスマネージャーダイアログボックスでも提供されています)。ポッ

ドコネクターのあるパワーラブでポッドが接続していないと"input 

amplifier"としてリストに載ります。

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

何か問題が生じた場合は<Print>ボタンをクリックし、その画面をコ

ピーするか(Printダイアログボックスを立ち上げ)、クリックボードに

コピーして適当な紙面にペーストし、パワーラブの代理店にそれを

Faxするか郵送して、使用している環境を知らせて下さい。 

問い合わせ

当社ではユーザからにコメントを歓迎します。チャートアプリケーシ

ョンに関するご要望やご不満な点がありましたら、ご遠慮なく

ADInstrumentsの各オフィースにメールなりファックスでご連絡下

さい。ご指摘の点やアドバイスは次のリリースバージョンの参考にさ

せて頂きます。

一般的なトラブルの解決策　　　　　　　　　　　

このダイアロ
グボックスを
印刷

このダイアロ
グボックスを
コピー& ペー
スト

フロントエンドなどを接
続しておれば右側にその
詳細が出ます

図 B-3 
About This CMacintoshイア

ログボックス.
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Chartには、幅広いダイアログボックスやアラートボックスが付いて

おり、通常トラブルが起こった箇所で警告します。 ここでは主に生

じるトラブルと、その原因及び対処方を説明します。

始動時のトラブル

スタートアップエラーは、大抵の場合はハードウェアに問題がありま

す。PowerLabのオーナーズガイドに詳しく説明してありますが、こ

こでも簡単に説明します。 

＜コンピュータがPowerLabを認知しない＞

PowerLabの電源が切れているか、電源ケーブルの接続不良、フュー

ズが切れていることが主な原因です。 

･ スィッチ、電源との接続、フューズをチェックします。

PowerLabとマッキントッシュとのケーブル接続不良 

• ケーブルが両方の接続部にしっかり止められているかをチェッ

ク。ケーブル不良も考えられます。ケーブルを交換して試す。 

そのソフトウェアのプリファレンス設定が解析モードか、接続の設定

が違う(PowerLabの設定は通常はChartとScope用になっています

が、どちらか一方の設定になっている)。 

･ "PowerLab Unavailable"ダイアログボックスが表示したら、 

<Options...>ボタンをクリックしPowerLab Start-Upダイアログ

ボックスを呼び出して設定を変更するか、Editメニューから

Preferences、PowerLab Start-Up...を選びそのダイアログボッ

クスを呼び出す。 

SCSIの問題：同じSCSIバスに同一のSCSI ID番号が在るか、正しく

ターミネーションされていない。

･ 各SCSI装置に専用のID番号が割り当てているか、正しくSCSIが

ターミネートされているかチェックします。

PowerLab内部に問題が有るかハングする。



Appendix B — トラブルシューティング 249

• PowerLab(及びSCSI使用時はチェーン内の装置)の電源を切り、

10秒位おいてからPowerLabの電源を再度入れチャートを再起動

する。 

＜スタートアップでChartがhungするか、警告が出る＞ 

SCSIの問題：同じSCSIバスに同一のSCSI ID番号が在るか、正しく

ターミネーションされていない。

･ 各SCSI装置に専用のID番号が割り当てているか、正しくSCSIが

ターミネートされているかチェックします。

アプリケーションディスクが異常の可能性があります。 

オリジナルのChartディスクから再度インストールして見て下さい。

＜Chartが奇妙なセッティングやマクロで始動する＞

別のユーザのセッティングでデータファイルをオープンしてChartを

始動したか、スタートアップ設定がカスタマイズされている。 

･ アプリケーション自体から再度始動します。Chartをデフォルト

設定で始動するには、コマンドキーを押しながらアプリケーショ

ンをオープンします。アラートボックスが出たらキーを離しま

す。

デフォルトスタートアップ設定に戻すには、Editメニューの

Preferenceサブメニューから<Start Up...>サブメニューコマンドを

選択し、表示したダイアログボックスの<Clear>をクリックします。

次にChartを始動すると、デフォルト設定でChartはオープンしま

す。 

インターフェースの問題

＜データ表示エリアにクレー表示の箇所がある＞

Offにしたチャンネルは記録時にはグレー表示します。大部分のダイ

アログボックスやウインドウには、波形を表示させる為にチャート画

面からデータをセレクションする必要があります。X-Yウインドウは

XとYチャンネルを指定し対比してプロットします。ズームウィンド

ウとオーバビューミニウィンドウは描画中は止まった様にグレー表示

します。 
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そのチャンネルをオンにしてモニターから記録モードに代えるか、チ

ャンネルセパレータをドラッグして縦軸を延ばします。Chatウィン

ドウに選択範囲が無い場合には、データを選択します。X-Yウインド

ウの場合はXとYの番号ボタンをクリックしてX-Yプロットさせま

す。ズームウィンドウではディスプレイエリアをクリックした再描画

します。オーバビューミニウィンドウでは番号ボタンかディスプレイ

をクリックした再描画します。

＜時間軸が極端に長いか－表示の場合＞ 

作動しているファイルが古く、新しいデータはそれに記録されている

か、ファイルを追加したり選択範囲から作成したファイルで、時間表

示が記録開始からの場合が考えられます。Chartは全記録の日付や時

間を記憶してはいますが、表示はしません。一方、ファイルの頭より

前に、ある記録部分を追加すると、記録の開始からの相対時間を表示

して－になる部分も出てきます。時間軸の右側が大きい数値になって

いる場合は、記録開始時からの間隔が長い事を反映しています。 

• この数値が問題なら、時間モード　表 示を変更して各ブロックの

開始からの時間表示にします。 

＜規定した単位表示が異常＞ 

ChartはPrefex Unitを扱いますが、これは単位設定用のダイアログ

ボックスのPrefixポップアップメニューから指定する場合だけ正しく

機能します。単位をそれ以外の別の箇所で指定しても、無視されま

す。<Prefex>で<m>を指定すれば、チャートは正確にそのprefex単

位をスケールし、1000分の1のμの単位まで読み取ります。                                                                

Prefixが正しく設定されていれば、Units Conversionダイアログボ

ックスのUnitsポップアップメニューで指定する単位のスケール目盛

りを表示します。

＜コマンドが機能しない場合＞

総ての環境でコマンドが動作しない。これにはChartウィンドウで選

択範囲やアクティブポイントが無く、それらに対するコマンドが機能

できない場合があります。例えば、データをデータパッドに追加した

り、選択範囲の印刷などが該当します。 

• Chartウィンドウに選択範囲かアクティブポイントが有るかを確

認し、必要な設定を行う。 

▼ Refer
Choosing Unit Names,  
p. 54
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マクロの記録がたぶん作動しており、その為に実行している事が記録

されている為かも知れません。そうであるなら、ツールボックスのテ

キスト欄に小さなインディケータに続きメッセージが出ます。

･ マクロメニューから<Stop Recording...>を選び、必要内ならマ

クロを消去します。

＜ショートカットキーが効かないか、異常＞ 

コマンドメニューが削除されてるか、ショータカットキーが別のコマ

ンドメニューかマクロに登録されています。

･ メニューを出して表A-1と比較して下さい。後で説明するリセッ

ト操作を参考にして下さい。

＜メニュー、コントロール、セッティングが、この説明書と異なって

いる＞

カスタムセッティングのデータファイルやセッティングファイルで、

チャートをオープンしたり、使用しているチャートのコピーが大幅に

カスタマイズされているか、セッティングがスタートアップセッティ

ングとしてセーブされている為です(幾つかのコマンドメニューは作

動しなかったり、表示しなかったりマクロで入れ替わっている場合も

あります)。

• アプリケーション自体を再度立ち上げます。デフォルト設定でチ

ャートを立ち上げるには、Commandキーを押しながらアプリ

ケーションを開きます。アラートボックスが表示したらキーを離

します。 

デフォルト設定に戻すにはEditメニューのPreferenceサブメニュー

から<Start Up...>サブコマンドを選び、ダイアログボックスが表示

したらClearをクリックします。次にChartを開くとデフォルトセッ

ティングで立ち上がります。

エクステンションもメニューに追加され、変更されるオプションもあ

ります。

･ ロードするエクステンションを選んでChartを起動するには、ス

ペースバーを押しながらChartを開きます。Extensions 

Managerダイアログボックスが出たらキーを離します。
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ロードしているエクステンションを停止するには、チャートエクステ

ンションフォルダーから<Unused Extensions>フォルダーに移しま

す。 

<変更したメニューや隠したメニューがセーブされない。＞ 

<Command-\>、または<Command-Shift-1>を入力しダイアログ

ボックスを呼び出して、メニュー、ツールボックス、コントロール、

始動設定、セーブオプションに緊急アクセスする。

＜ダイアログボックスが必要な場所に表示しない＞ 

Chartダイアログボックスは通常メインモニターに出ます(メニュー

バー付き)。しかし例えば第二のモニターに出したい場合、カラー画

面ならカラー表示を変更します。 

･ Chartは通常ポインターのポジションを示すモニターにダイアロ

グボックスを開きます。二番目のモニターにダイアログボックス

を表示させるには、ポインターをその場所に移動し、ショートカ

ットキーでダイアログボックスを呼び出します(叉は、該当キーが

ない場合は、追加登録するかそれを実行するマクロを組みます)。

記録する際のトラブル

サンプリング速度が速過ぎるとの警告が消えない

Chartの最大連続サンプリング速度はPowerLab/20で、1チャンネル

で100,00ｻﾝﾌﾟﾙ/秒です。それ以上チャンネルでは、サンプリング速

度はそれ以下で、記録時間の間隔も制限されます。SP、STシリーズ

のPowerLabではChartはチャンネル全体でUSBでは100,000 ｻﾝﾌﾟﾙ/

秒、SCSIで200,000 ｻﾝﾌﾟﾙ/秒が最大でチャンネルが少なければ、そ

の分速くサンプリングします。外部トリガーは200,000ｻﾝﾌﾟﾙ/秒では

機能しません。 

• PowerLabのシステムに関する制限は変更できません。200kHz

でのサンプリング時は外部トリガーを止めるか、高速サンプリン

グ中は使用するチャンネル数を少なくするなどの対策が必要で

す。 

高速のコンピュータを使えばサンプリング速度も速く、使用するチャ

ンネル数も多くできます。また、USB接続は最高速サンプリングに

は向きません。

▼ Refer
Setting Sampling Rates,  
p. 40
Performance,  p. 35
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･ 使用するサンプリング速度にPowerLab、コンピュータ、接続が

適しているかを確認する。

･ 使用しないChartエクステンション、チャンネル、演算入力、可

能ならフィルター機能をオフにする。不必要な作業はサンプリン

グ速度の限度を狭めます。 

･ チャンネルを表示しなくてもデータは記録できますので、Chart

ウィンドウで必要のないチャンネルは表示を止める。

•  利用できるキャッシュメモリーを増やす(Chart > Preferences > 

Memory Cache...でキャッシュメモリーダイアログを開く)。 

Chartのウィンドウ画面か大きくディスプレイの表示カラー深度が高
ければ、それだけ描画に要する処理パワーが必要です。 

･ Chartのウィンドウのサイズを縮め、カラー深度をおとす。

データディスプレイウィンドウにミニウィンドウが映っているとサン

プリング速度に影響します。特に複数チャンネルでオーバラップして

表示している場合は大きく影響します。 

•ミニウィンドウをデータディスプレイエリアから離してオフにする

か、1チャンネル分だけの表示にする。 

バックグランドでの動作(別のプログラムや装置の)はコンピュータや

データの記録に対処するコンピュータや接続能力を減退させます。 

• サンプリングを中断させたり遅くさせる可能性があるChart以外

のプログラム(電子メールなども)をオフにする。特にUSBチェー

ンなど一度にたくさんの接続装置を使用しない。 

データの記録をRAMでは無くて、データバッファリングを使ってデ

ィスクに記録する場合はサンプリングは遅くなります。この場合はコ

ンピュータと記録するディスクでサンプリング速度が決まります。

• 記録するディスクを満杯にせず、フラグメント化を防ぐ様に注意

する。これらもサンプリング速度を落とす原因となります。 

･ スピードを上げたければ、ディスクよりもRAMに記録します。
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＜何も記録されない＞ 

<Record/Monitor>ボタン(Chartウインドウの右下、スタートボタン

の近く)が<Monitor>にセットしてある。そうであればバツ印が出

て、時間軸上のRecording Statusインディケータが“Not 

recording”となります。

• <Record/Monitor>ボタンをクリックするとバツ印が消え、画面

に表示するデータは記録されます。ボタンが表示しなければ

Controlダイアログボックス(EditメニューのPreferenceサブメニ

ューからControl...を選ぶ)を使って表示させます。 

Chartでデータを記録しているが表示送りしない。これはChartがス

クロールモードでなくて、リビューになっている為です。この場合は

Scroll/Review ボタンが強調表示し、Recording Statusインディ

ケータが<Recording>となりスクロールバーがコメントバーに代わ

ります。

･ Scroll/Reviewボタンをクリックし、通常の記録モードにする。

サンプリング速度が遅すぎて横軸の圧縮度が大きく、データを表示す

るのに時間が係っている為かも知れません。 

･ サンプリング速度とViewボタンを確認し、必要なら変更する。

Chartがトリガーイベント待ちか内部タイマーになっている。この場

合は時間軸上のRecording Statusインディケータは"Waiting for 

Trigger"か"Int Timer"などの表示になっています。　　　　　　　

また、 Range/Amplitudeディスプレイの数値が入力信号で変わりま

す。PowerLabもトリガー待ちを指示します。 

• トリガーイベントを出すか、セットアップメニューからTrigger

を選んでトリガー・ダイアロボックスのEventを<User>にセット

する。

＜記録時にマッキントッシュがハングしたり、データが消失する＞

PowerLabとマッキントッシュとケーブルとの接続が完全でないか、

SCSIターミネーションが不適切な場合。また、古いシステムではネ

ットワークの接続の問題や、不的確なシステムの拡張もこの種の問題

が生ずる原因となります。
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･ SCSIチェーンが正しくターミネーションしているかを確認する。

･ ケーブルの両端がしっかり接続されているかを確認する。必要な

ら新しいケーブルと交換する。

･ ネットワークの接続をチェックする。

＜メモリー外で駆動する＞ 

ChartはデフォルトでRAMに記録します。割り当てメモリーを増加す

れば、RAMに記録できるデータ量は増えます。 

･ 代わりにディスクに記録するには、Chart > Preferences > Data 

Buffering...で設定します。

Chartエクステンションも割り当てメモリーを使いますし、同様に

Chatrtを遅くする要因となりますので必要なものだけをロードしま

す。 

• 使用しないChartエクステンションを切り(Editメニューから

Preferencesを選び<Extensions...>を指定してダイアログボック

スを呼び出す)、Chartを停止して再起動する。

Chartはオフスクリーンバッファー用に適切なメモリー容量を使って

います。Chartウインドウが大きくディスプレイがグレースケールか

カラー深度が深いと規定以上のメモリーを使います。 

･ Chart画面を縮小し、表示を白黒か、カラーでも深度を減らしま

す。これにより、最大サンプリング数が増す場合もあります。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

印刷上のトラブル

＜コメントの端まで印刷されない＞

･ コメントウィンドウの<Show Time>チェックボックスをオフに

して、Chartファイルの末端やファイル自体にコメント印刷用の

余白を設ける。

･ コメントは短い覚え書きとすべきですが、印刷するには長過ぎる

場合はテキストとして別のワープロソフトに転送します。
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＜印刷する時間が遅過ぎる＞

Chartファイルを速く印刷したい場合には、対応策が幾つかありま

す。 

･ まず、表示カラー深度を落とし、Viewボタンを使ってファイル

を圧縮し印刷ページを必要最小限まで少なくします。初期のシス

テムではバックグランド印刷をオフにしてます。バックグランド

印刷は時に便利ですがスプールニングに時間が係ります。最新の

プリンタードライバーを使っているか確認して下さい。

･ ページセットアップ・オプションが印刷速度に関係します。　　

PostScriptレーザプリンターでは<Substitute Font>をオンにし

て後はオフにします。<Faster Printing>は遅いコンピュータには

有効なオプションです。速いコンピュータを使えばどの印刷オプ

ションでもChartファイルは速く印刷できます。

• PrintダイアログボックスのLayoutオプションを設定する際に、

"1 Up"(1枚のペーパに1ページ分印刷)オプションは避けます。こ

れを選ぶとスケーリングが極めて遅くなります。 

通常の目的では高速印刷モードの印刷で十分な品質のハードコピーが

得られます。 印刷速度は、ハードウェアにも影響します。コンピ

ュータが高速タイプなら、印刷時間も短縮します。

マクロのトラブル                                                      

＜マクロが正常に作動しない＞

• ステップと作成場所をしっかりチェックし、思い違いはないかの

確認をします。 

• マクロが正しいものか、同じネームで別のマクロではないかを確

認します。 

･ マクロが新しいものであれば、ステツプが正しく作成されていな

い可能性もあり、連続反復ができないのかも知れません。再度作

成し直してみます。
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＜適切でないファイルにマクロを作成した＞ 

マクロを作成するとファイルにセーブする迄はメモリー周りにフロー

トし、その結果コピーがファイル(必ずしも作成した元のファイルで

ある必要はありません)にセーブされます。マクロを有するファイル

をたくさんオープンすると、メモリーを沢山使います。

• 不必要なマクロは<Delete Macro...>コマンドメニューを使って

切除し必要なものだけをファイルにセーブします。(Delete 

Macro...は単にマクロがメモリーから外れるだけです。所属する

ファイルを　セーブすると戻ります)。 

• Openディレクトリダイアログボックスの<Discard Existing 

Macros>チェックボックスがオンになっているのを確認します。

これでファイルを開いた時に必要ないマクロによる不測の障害が

防げます。 

＜マクロを作成したが、チャートを終了したら消失した＞ 

上記のように、ファイルをセーブする迄マクロはメモリー周りにフ

ロートしていますので、別のマクロに所属させるか、Chartを終了す

る前にどのファイルにもセーブしなければ消失します。

• Chartを終了する前に、マクロを残したいファイルにセーブしま

す。 

ファイルの問題

＜ChartがChartファイルを認識していない様な動作をする＞ 

恐らく古いChartバージョンを使って新しいバージョンのファイルを

開こうとしています。バージョン毎でファイルフォーマットが違うの

で、必ずしも新しいファイルが読み込めるとは限りません。新しいソ

フトウェアでファイルを開けばそのファイルは更新されます。

• 常に最新のChartバージョンを使って下さい。 

ファイルが破損しているか、ディスクのファイルならディスクが壊れ

ているかも知れません。

･ ディスクチェッキング用ソフトウェアを使い、トラブル箇所を見

つけてみます。
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バックアップ用にWindows OSのコンピュータにファイルを変換した

場合は、Windowsがファイルに何らかのダメージを与えた恐れがあ

ります。Windowsシステムが必ずしもMacintoshファイルを認識す

るとは限りませんし、リソースフォークを取り出す際に壊すか、ダ

メージを与えたかも知れません (Windowファイルはリソースフォー

クを持っていません)。

• ファイル形式やリソースフォークを消失してもChart ファイルは

復帰できます。ファインダー内でファイル名に".cfm"を付けて強

制的にChartにファイルを認識させて下さい。 

破　損                                                                

＜Chartが突然終了したり、破損、フリーズした＞ 

Chartが突然終了したり、破損(爆弾記号のダイアログボックスが出ま

す)したりポインターがフリーズしたら、Mac OSシステムのトラブル

です。これが繰り返し起こったら、非アップル拡張器が原因と思われ

ます。 

･ 怪しい拡張器を外し、同じ症状が出るか確認します。詳細はマッ

キントッシュのMac OSユーザガイドを参照して下さい。

使用しているファイルが不良になったか、ディスクの損傷、特にフ　

ロッピーディスクのトラブルが考えられます。

･ ディスクチェッキング用ソフトウェアを使い、トラブル箇所を見

つけてみます。

アプリケーションが損傷している恐れがあります。

• オリジナルのCDディスクからChartを再度インストールしてみま

す。 

コンピュータウイルスが問題の原因かも知れません。

･ 抗ウイルス用ソフトウェアでシステムディスクをチェックする。

ウィルスが見つかったら感染したコンピュータ、ディスク、バッ

クアップをチェックし感染を除去しなければなりません。原因が

解明できたなら、再発を防せぐ方策を考える必要があります。

Note
Chart checks itself on 
startup for damage or 
virus infection, and will 
present an appropriate 
alert box if it detects a 
problem. (Files are not 
checked, though.) 
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プログラム自体に問題が有るかも知れません。

• 再度問題が起こるかを確かめます。起こるなら、試技した事をで

きるだけ詳細に書き留めて(About This Computeダイアログボッ

クスを使いサンプリング速度など詳細を添付し) ADInstruments

の代理店までご一報下さい。
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A P P E N D I X C

C Technical Notes

Calculation Details
Depending on your data it may be useful to know the mathematical 
details behind some of Chart’s analysis functions, in order to get the 
best use out of them. This appendix gives details of the algorithms 
used by the Spectrum window. It also explains why the results of 
computed input functions and corresponding channel calculations 
may differ.

The Spectrum Window FFT

Physical phenomena can be described in terms of time or its inverse, 
frequency. The functions describing a phenomenon in the time 
domain or frequency domain are effectively equivalent, and one can 
switch between them using certain linear transforms. Spectrum uses a 
discrete Fast Fourier Transform (FFT) algorithm to convert data from 
time to frequency domains. 

Spectrum divides the data into segments, with the number of data 
points in each segment equal to a power of two (a requirement of the 
algorithm): this is the FFT Size shown in the Spectrum Settings 
window. Once a selection made in the Chart window is divided up 
into segments of this size, the transform is applied to each segment to 
calculate its spectrum. The spectrum plotted is the average of these 
partial spectra. Averaging improves the amplitude accuracy over a 
large selection.
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If the number of data points selected does not divide up exactly into a 
whole number of FFTs, and the selection is unadjusted (‘Use Current’ 
is chosen in the settings), or if not enough points exist within a data 
block, the remainder is padded with zeroes, which are added to the 
right side of the remaining data points of the selection before the 
transform is applied. The Spectrum window shows selection 
information above the graph area: the number of FFTs, the number of 
data points per FFT, and either the number of padded points (if any), 
or whether the selection was adjusted to give an integral number of 
unpadded FFTs. (This information changes with Spectrum’s settings.) 

Spectrum’s Implementation of the FFT

The treatment here is only a summary; see Press et al.1 for a more 
complete discussion. Chart takes samples at discrete intervals set by 
the sampling rate. If we look at a sequence of N consecutive samples, 
where N is an even number (for simplicity), with a sampling interval 
∆, we can define a function hk ≡ h(tk) where the time when sample k is 
taken, tk ≡ k∆, and k is the series 0, 1, 2, … N–1. It is assumed that the 
function that describes the sampled points is representative of the 
entire waveform, that is, that there is some form of periodicity. The 
FFT transforms these N discrete samples in time, with h voltage (or 
derived units), to N discrete samples in frequency, with H frequency 
amplitude. The frequencies can be assigned the discrete values fn = 
n/N∆, where n is the series –N/2, …, N/2–1. The discrete Fourier 
transform of the N points hk is defined by:

+56
padded
zeroes

Selection = 968 data points

256 256 256 200

FFT FFT FFT FFT

Average

Display

Figure C–1 
Aselectionof 968datapoints
withFFTsof 256(nooverlap)
dividesinto3FFTswith200
left over, soSpectrumadds56
zeroesat right topadout data
for thefourthFFT.
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This transform maps N complex numbers hk into N complex numbers 
Hn (for data measured from physical phenomena, such as Chart deals 
with, numbers hk are real with the imaginary part set to zero). Hn are 
in the frequency domain, since the horizontal axis is measured in 
units of 1/∆, which represents frequency. Zero frequency corresponds 
to n = 0; positive frequencies correspond to values 1 ≤ n ≤ N/2–1. The 
function can be seen to be periodic in n with period N, with 
H–n = HN–n for values of n other than zero. One can let the n in Hn 
range from 0 to N–1 so the correspondence between k in the time 
domain and n in the frequency domain is more obvious, but we don’t 
for this treatment.

If Re(Hn) and Im(Hn) are the real and imaginary parts of the nth 
frequency component of the FFT, then the power (modulus squared) 
of the nth frequency component of the spectrum may be expressed as:

The amplitude (modulus) of the nth frequency component of the 
spectrum is then:

where the factor 2 converts from RMS value to amplitude. 

Note that the accuracy with which FFT can resolve frequencies 
depends on the sampling rate 1/∆, and the number N of points 
sampled. If a frequency reading is not an integral multiple of 1/∆N 
Hz, then it will be resolved into peaks above and below that value, 
distorting the result. Keeping N at a large value minimizes these 
problems.

Windowing Functions

The FFT assumes that samples represent an integral number of cycles 
of a periodic waveform. The assumption of perfect periodicity can 
lead to problems. If, say, the first and last values of a waveform seen 
in the sampling window do not join smoothly together, then a 
spurious frequency reading will be detected at the edge of the 

Hn hke
2πikn N⁄

k 0=

N 1–

∑≡

P n( ) 2 
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sampling window by the FFT: this is known as an edge effect. 
Windowing functions reduce the importance of data at the edges of 
the window used by the FFT, thus preventing spurious peaks arising 
from edge effects. If a windowing function is used, the original data 
are multiplied by the windowing function w(k) to weight them:

Four of the more useful windowing functions have been provided in 
Spectrum, as shown in Figure C–2 (there are many others, as 
discussed in Reference 1). To compensate for the attenuation due to a 
windowing function when one is in effect, all power values P(n), 
calculated as shown earlier, are multiplied by a factor 
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Figure C–2 
Windowing functions used by 
Spectrum and their 
definitions: k is a value 
between –N/2 and N/2–1, 
where N is the number of 
sampled points.
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Zero-padding

If Spectrum’s internal data selection is not a multiple of the chosen 
FFT size, the data size is extended to the right by padding it with zero 
values. Windowing functions are applied to the true data, before its 
length is extended by zero-padding.

Computations with Computed Input 
Functions and Channel Calculations

There is some overlap in functionality between computed inputs and 
channel calculations. The cyclic rate and cyclic amplitude computed 
input functions are duplicated as options in the Cycle Variables 
channel calculation (except for Counter, which is represented by the 
Cycle Variables Data Pad functions Event Count and Cycle Count); 
the Differential computed input function is duplicated as the 
Differential channel calculation; and the five integral computed input 
functions have corresponding options in the Integral channel 
calculation. (Note, however, that the two smoothing computed input 
functions provide a different computation to the Smoothing channel 
calculation.)

In addition to differences in the way computed inputs and channel 
calculations are used (computed inputs are used online while channel 
calculations are principally used offline, for instance), the results 
yielded by the two may differ. There are three factors, which may or 
may not contribute depending on the type of computed 
input/channel calculation used. Which factor affects which type of 
computed input/channel calculation is summarized in Table C–1.

1. The sampling rate used for computation may differ. Computed 
inputs will always have a precision based on a sampling rate of 
2000 Hz or higher — the speed at which Chart samples internally 
for these computations, even if a lower sampling rate is chosen. 
Since channel calculations operate offline, they are based on the 
sampling rate set for the channel. If the sampling rate is ≥ 2000 
Hz, the precision of results calculated using computed inputs and 

N

w k( )2
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channel calculations will be the same, but if the sampling rate is < 
2000 Hz, then the precision of results computed using channel 
calculations will be less than those using the computed inputs. 
This difference affects all corresponding computed inputs and 
channel calculations.

2. Computed inputs must use data as they are acquired, whereas 
channel calculations are able to use data in a ‘window’ extending 
either side of any particular data point. This affects cyclic 
computations, because computed inputs must show results for 
the previous cycle, whereas the Cycle Variables calculation can 
show values for the current cycle. It also affects the Differential 
computed input function and channel calculation, because 
neighboring points are used in the numerical calculation of a 
derivative. This is not a factor for the integral computed functions 
and the Integral channel calculation, which do not rely on a 
window of points.

3. Computed inputs and channel calculations differ in their method 
of cycle detection. The former use a threshold and hysteresis 
function, while the latter use local maxima or minima. This affects 
cyclic rate and cyclic amplitude computed input functions and 
the corresponding Cycle Variables channel calculation options.

References

1. Press, W.H. et al., Numerical Recipes in C: The Art of Scientific 
Computing, second edition (Cambridge University Press, 
Cambridge, Massachusetts, 1994).

Factors contributing to differences between computed inputs and 
channel calculations

Computation type Sampling rate Use of ‘window’ 
data

Cycle detection 
method

Rate x x x

Cyclic x x x

Differential x x

Integral x

Table C–1 
Factors contributing to 
different results from 
computed inputs and channel 
calculations, for different 
types of computation.



Chart User’s Guide 271

A P P E N D I X D

D Experiments Gallery 
Configuration Files 

You can customize the appearance of files that are shown in the 
Experiments Gallery, by adding text labels, hiding files, choosing a 
default selected file, and so on. This is done on a folder-by-folder 
basis by adding a configuration file called 'labels.ini' to the 
appropriate folder.

The configuration file is a text file containing ‘sections’, ‘key lines’ 
and (optionally) ‘comment lines’ (see below for an example).

Note: Character case is unimportant for section and key names, but is 
preserved in key values.

Sections
A section starts with a line containing a section name in square 
brackets, and is followed by key lines. Most section names consist of 
filenames (for example, [Electroencephalography] would be the 
section name for a Chart data file named ‘Electroencephalography’) 
and are used to control the appearance of the entry for the file with 
that name in the Experiments Gallery dialog box. The order of the 
filename sections in the configuration file is the order the entries are 
shown in the file list. Files in a folder that do not have sections in the 
labels.ini file are shown in the file list after the files that do have 
entries.

The section name [folder] is optional and is followed with a key line 
whose value is text that will be shown in the information area in the 
Experiments Gallery dialog box. This text is usually used to give a 
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general description of a folder. If this section is omitted the info area 
is not shown. 

Key Lines
A key line contains a key name followed by an equals sign and a key 
value. Spaces around the key value are ignored. The following keys 
may be used within a filename section:

Text. This key provides the text to be shown as additional description 
text for the file.

Flags. Various options used to control some of the behavior and 
appearance of the entry for a file. Available flags are:

• Bold. Show the label (filename and descriptive text) in bold face.

• Default. Make the file selected in the file list whenever the 
relevant folder is selected in the Experiments Gallery dialog box.

• MacOnly. Only show this entry on a Macintosh system.

• WinOnly. Only show this entry on a Windows system. (When 
creating labels.ini files that will be used on Windows, you need to 
create them in a text editor that can insert line feed characters.)

• Hide. The entry is not shown in the file list.

Comment Lines
A comment line starts with a semicolon (";"). Comment lines may be 
placed anywhere in the configuration file and are ignored when Chart 
reads the file. Blank lines are ignored and are useful for visually 
separating sections.

Example
Below is the text of a typical configuration file. The corresponding 
appearance of the Experiments Gallery dialog box, when the folder 
containing that configuration file is selected, is shown in Figure D–1:
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[Folder]
text=A basic experiment on the pulsatile flow of blood, the ECG, and 
peripheral circulation.

[TLM03c ECG Periph Circ.pdf
text=The instructions for setting up and running this experiment.
flags=default, bold

[TLM03c Data File 1]
text=Typical volume pulse, blood flow, and ECG traces to compare your data 
to, or to use in case of poor results.

[TLM03c Data File 2]
text=Typical volume pulse and blood flow to compare your data to, or to use 
in case of poor results.

[TLM03c ECG Periph Circ.doc]
text=An editable version of the experiment (in Word format).

[TLM03c Dem Notes.txt]
text=Information for demonstrators about this experiment: answers to 
questions and troubleshooting help. 
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Figure D–1 
Appearance of the files in a 
folder called ECG Periph 
Circulation, when the 
labels.ini file above has been 
added to the folder.
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ライセンス及び保証承諾書

範囲

この承諾書はADInstruments Pty Ltd (以
下、ADIとする)とADI製品ーーソフトウエ
ア、ハードウエア、またはその両方ーーの購
入者（以下、購入者とする）との間のもの
で、ADI側、購入者と製品のユーザー側にか
かわるすべての履行義務と責任を包括してい
ます。購入者（又は、いかなるユーザー）は
本製品を使用することによって、この承諾書
の条件を受諾するものとします。この承諾書
に関する変更はすべて文書で記録され、ADI
と購入者の同意を必要とします。

著作権と商標

ADIは当社が独自に開発してきたコンピュー
タソフトウエア、及びMacLab装置を含む
ハードウエアの所有権を有しています。ADI
のソフトウエア、ハードウエア、付随する文
献はすべて著作権により保護されていて、い
かなる事情においても再生したり、変更する
こと、また派生品を作成することは一切認め
られていません。ADIは自社商標に対する独
占所有権を維持し、会社名、ロゴ、製品名の
商標を登録しています。 

責務

購入者、及びADI製品を使用する者はすべ
て、ふさわしい目的のもと分別ある態度で製

品を使用することに同意します。また自分の
行為、及びその行為による結果に対して責任
をとることに同意します。

ADI製品に問題が生じた場合、ADIは全力で
その解決に対処します。このサービスは問題
の性質により、請求金額が生じる場合もあり
ますが、本承諾書の別項の条件に従うものと
します。 

制限

ADI製品の性能は外部要因（例えば、使用す
るコンピュータシステア）に影響されますの
で、製品の機能に対する絶対的な信頼性は保
証されるもではありません。本承諾書に包含
されている以外は、ADI製品は関しては、明
示、黙示または法令化を問わず、いかなる保
証もなされません。従って、購入者には製品
に関する機能や信頼性、及びその使用の結果
に関してのすべてのリスクがあります。ADI
製品を使用、または誤用することによって生
じる損傷はいかなる種類のものであっても、
その賠償をADIやその代理店、従業員に一切
請求することはできません。ADI製品はすべ
て高品質に製造されていて、付随する文献に
記述された通りに機能します。ハードウエア
の保証は制限がありますが、技術サポートは
全製品に提供されています。 
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ハードウエアの保証

ADIはハードウエアの購入者に対して、購入
日から１ヵ年は製品の材質、及び製品の欠陥
を無償補修します。欠陥があった場合は、
ADIが修理、または適切なものに交換しま
す。保証期間は修理や交換に費やした日数分
を延長します。購入者は欠陥製品を返送する
前に、ADIに連絡して返送許可を取得すべき
です。

この保証は正常に、かつ保証された作動環境
範囲内でハードウエアを使用した場合にのみ
有効です。ハードウエアを改造したり、物理
的、電気的に不適切な使用によるもの、環境
の不備によるもの、不適切な接続、標準品で
ないコネクターやケーブルを使用したもの、
オリジナルのIDマークを変更したものには責
任を負いません。 

ソフトウエアのライセンス

購入者は供給されたADIソフトウエアを使用
するための非独占的権利が付与されます。
（例えば、購入者の従業員や生徒はこの承諾
書を遵法するならば使用する資格を許諾され
ます。）購入者はバックアップを目的として
ADIソフトウエアを複数コピーすることがで
きます。しかしソフトウエア購入者はいかな
る時も１台のコンピュータだけで使用するた
めの権利のみが付与されています。購入した
プログラムを複数コピーしても、同時に複数
のコピーを使用することはできません。サイ
トライセンス（複数ユーザーライセンス）は
たとえ１組のディスクしか提供されていない
場合でも、５枚のプログラアコピーを購入し
たかのように使用できるものです。 

技術サポート

購入者は『顧客登録フォーム』に必要事項を
記入して返送すると、購入日から１ヵ年、
ADI製品の技術サポートを無料で受ける権利
を有します。（顧客登録フォームは各製品に
付いていますが、なんらかの理由で見当たら
ない場合はADI代理店までご連絡くださ

い。）この技術サポートはインストール、操
作方法、特別使用、ADI製品を使用して生じ
る問題等に関するアドバイスやサポートを提
供するものです。 

管轄

この承諾書はオーストラリア、ニューサウス
ウエールズ州法を就拠法とし、これに関する
訴訟手続きはオーストラリア、ニューサウス
ウエールズ州最高裁判所に提訴、結審されま
す。
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